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い
た
っ
て
輸
出
高
は
最
高
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

近
世
に
お
い
て
大
坂
に
銅
座
が
―
―
一
度
設
け
ら
れ
た
。
第
一
次
は
元
禄
十
四
年
(
-
七
0
1
)
か
ら
正
徳
二
年
（
一

七
―
二
）
ま
で
、
第
二
次
は
元
文
三
年
(
-
七
一
二
八
）
か

ら
寛
延
三
年
（
一
七
五

0
)
ま
で
、
第
三
次
は
明
和
三
年
（
一

そ
れ
ぞ
れ
存
置
し
た
の
で
あ
る
。

の
輸
出
高
が
最
高
に
逹
し
た
元
禄
十
、
十
一
年
の
直
後
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

①
 

料
は
極
め
て
乏
し
い
。
こ
れ
ま
で
こ
の
銅
座
に
触
れ
た
記
述
は
な
い
で
は
な
い
が
、
簡
短
で
不
十
分
で
あ
る
こ
と

は
止
む
を
得
な
い
。
幸
い
に
も
住
友
修
史
室
に
は
銅
座
創
立
時
の
事
情
や
そ
の
事
業
内
容
を
伝
え
て
い
る
直
接
の

史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
十
四
年
の
「
銅
座
公
用
留
」
、

こ
の
銅
座
に
関
す
る
史

同
十
五
、
六
年
の
「
銅
座
御
用
拍
」
が
そ
れ
で
、

元
禄
十
六
年
の
も
の
は
宝
永
初
年
ま
で
の
記
事
を
留
め
て
い
る
。
さ
ら
に
銅
座
存
置
の
前
後
の
多
数
の
同
室
所
蔵

銅
座
は
長
崎
貿
易
に
お
い
て
の
幕
府
の
銅
政
策
の
一
環
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
銅
は
近
世

前
期
に
す
で
に
輸
出
品
の
う
ち
最
大
の
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

し
か
も
圧
倒
的
な
輸
出
品
の
地
歩
を
占
め
て
ぎ
た
。
そ
し
て
元
禄
期
に

史
料
に
よ
っ
て
銅
座
の
歴
史
的
意
義
を
よ
く
究
明
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

七
六
六
）
か
ら
明
治
元
年
(
-
八
六
八
）
ま
で
、

序

一ロ

こ
の
う
ち
第
一
次
の
銅
座
は
銅



流
出
抑
制
の
基
本
政
策
が
貫
い
て
い
る
。

六
六
八
）
銀
の
異
国
持
渡
を
禁
止
し
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

や
が
て
金
の
流
出
を
も
同
様
に
警
戒
し
、

銅
が
最
大
の
輸
出
品
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

貨
物
市
法
商
売
法
施
行
か
ら
、

そ
の
輸
出
高
の
増
減
が
貿
易
の
諸
方
面
に
亙
っ
て
重
要
な
諸
関
係

を
持
っ
た
こ
と
は
当
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
長
崎
貿
易
史
を
諸
方
面
か
ら
各
種
の
視
点
に
立
っ
て
研
究
し
、
銅

の
輸
出
が
そ
れ
ぞ
れ
に
如
何
に
か
か
わ
る
か
を
考
究
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
。
こ
こ
で
は
長
崎
貿
易
史
上
で
極
め
て
顕
著
な
事
実
で
あ
り
、
大
ぎ
く
い
え
ば
世
界
史
的
問
題
で
も
あ
り
、

つ
貿
易
上
に
一
貫
し
た
幕
府
の
基
本
的
政
策
と
も
な
っ
た
金
銀
の
海
外
流
出
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
よ
う
と
思
う
。

幕
府
は
厖
大
な
量
の
銀
の
海
外
流
出
が
続
い
て
国
内
の
銀
が
し
だ
い
に
枯
渇
す
る
を
危
惧
し
て
、

貞
享
二
年
(
-
六
八
五
）
輸
入
歳
額
を
限
定
し
、
正
徳
五
年
(
-
七
一
五
）
の
海
舶
互
市
新
例
に
い
た
る
ま
で
、
金
銀

し
か
し
他
方
に
輸
入
貨
物
に
対
す
る
国
内
の
需
給
の
関
係
が
あ
り
、
貨
物
の
輸
入
減
少
は
種
品
に
よ
っ
て
価
格

の
騰
貴
を
も
招
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
っ
て
貨
物
輸
入
量
の
適
当
な
確
保
や
時
宜
に
よ
る
増
量
を
考
慮
す
る
必
要

も
あ
っ
た
。
貞
享
の
輸
入
歳
額
の
限
定
の
時
代
に
、

と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
銅
八
、

こ
れ ヵ、

寛
文
八
年
（
一

金
銀
持
渡
の
抑
制
と
い
う
原
則
を
踏
ま
え
て
、
輸
出
銅
高
の

増
加
、
殊
に
銅
を
も
っ
て
す
る
代
物
替
銀
五
、

0
0
0貫
目
の
派
加
は
、
右
の
必
要
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た

九
0
二、

0
0
0
斤
を
長
崎
御
用
銅
の
定
額
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、



①

た

と

え

ば

永
積
洋
子
「
大
坂
銅
座
」
（
『
日
本
産
業
史
大
系
』

6

所
収
）

註 び
た
い
。

と
銅
貿
易
の
関
係
等
に
重
点
を
お
い
て
考
述
し
た
い
と
思
う
。R 

だ
け
の
輸
出
を
続
け
て
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
銅
座
の
新
設
は
長
崎
御
用
銅
の
確
保
と
増
加
を
主
要

な
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

銅
座
は
銅
貿
易
史
上
の
幕
府
の
銅
政
策
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
歴
史
を
考
え
る
た
め
に
は
銅
座
以
前
に
潮

り
銅
貿
易
の
推
移
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
泉
屋
叢
考
の
一
書
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お

②
 

っ
て
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
な
ろ
う
が
、
本
書
に
お
い
て
は
輸
出
の
銅
高

•

そ
の
銅
の
種
類
、
ま
た
金
銀
流
出

住
友
は
近
世
前
期
す
で
に
最
大
の
銅
山
稼
行
人

・
吹
屋

・
銅
商
で
あ
っ
た
。
幕
府
の
銅
政
策
、
銅
座
の
事
業
に
、

吹
屋

・
銅
商
の
最
高
実
力
者
ま
た
代
表
と
し
て
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
、

占
め
た
か
は
、
本
叢
考
と
し
て
は
当
然
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

ま
た
銅
貿
易
上
に
ど
れ
ほ
ど
の
地
位
を

ま
た
銅
座
の
果
し
た
役
割
を
鮮
明
と
す
る

た
め
に
も
、
銅
座
の
廃
止
後
の
銅
貿
易
の
実
際
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

正
徳
五
年
の
海
舶
互
市
新
例
に
ま
で
及

山
脇
悌
二
郎
『
長
崎
の
唐
人
貿
易
』
九

六
頁
以
下

『
泉
屋
叢
考
』
第
九
輯
「
近
世
前
期
に
於
け
る
銅
貿
易
と
住
友
」

が
あ
る
。



多
く
、

す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
年
次
の
輸
出
高
で
は
な
い
が
、

さ
て
住
友
修
史
室
所
蔵
に
寛
文
四
年
(
-
六
六
四
）
か
ら

享
保
十
一
年
(
-
七
二
六
）
ま
で
の
銅
輸
出
高
を
記
し

た
「
寛
四
辰
年
汐
年
ミ
長
崎
銅
下
り
高
」
の
題
記
の
あ
る
記
録
が
あ
る
。
長
崎
銅
下
り
高
は
長
崎
廻
銅
高
を
意
味

思
わ
れ
る
。
右
の
期
間
の
オ
ラ
ソ
ダ
・
唐
船
輸
出
高
を
記
載
し
て
い
る
が
、
総
輸
出
高
だ
け
を
挙
げ
て
い
る
年
も

ま
た
寛
文
九
ー
十
一
年
、

延
宝
四
（
一
六
七
六
）
ー
天
和
三
年
(
-
六
八
三
）
の
記
載
を
欠
い
て
い
る
。
正

徳
二
年
(
-
七
―
二
）
以
後
の
記
載
法
は
そ
れ
以
前
の
も
の
と
違
っ
て
い
る
こ
と
は
後
に
述
べ
る
。
こ
の
記
録
の
ほ

も
、
そ
の
全
容
を
数
量
的
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
寛
文
以
前
の
銅
輸
出
に
つ
い
て
は
、

と
は
疑
い
な
い

。

第
一
次
銅
座
と
住
友

こ
れ
は
実
際
は
だ
い
た
い
に
輸
出
高
を
記
し
た
も
の
と

オ
ラ
ソ
ダ
の
輸
出
高
な
ど
若
干
の
年
次
分
の
報
告
は
あ
る
に

し
て

銅
の
輸
出
は
室
町
時
代
十
五
世
紀
初
期
か
ら
朝
鮮
や
中
国
に
対
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

な
り
輸
出
高
は
増
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。
殊
に
同
世
紀
中
期
を
過
ぎ
寛
文
年
間
か
ら
秋
田

・
南
部
を
は
じ
め
諸
処

の
重
要
銅
山
が
開
発
さ
れ
、
足
尾
銅
山
の
産
銅
な
ど
も
増
し
て
き
て
、

貨
物
市
法
商
売
法
前
後
の
銅
貿
易

十
七
世
紀
に
な
る
と
か

そ
の
輸
出
も
増
大
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ

四



「
寛
文
三
卯
年
汐
年
ミ
唐
船
買
渡
銅
高
帳
」
と
題
記
す
る
寛
文
三
年
か
ら
享
保
十
二
年
ま
で
、
年
々
の
唐

船
数
・
唐
船
銅
輸
出
高
を
記
し
た
も
の
が
あ
り
、
輸
出
銅
と
し
て
椋
銅
以
外
の
諸
銅
と
そ
の
斤
高
、

年
（
一
六
九
五
）
以
来
の
本
割
即
ち
御
定
高
と
代
物
替
に
よ
る
輸
出
銅
の
斤
高
を
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
。
前
者
を

資
料
甲
、
後
者
を
資
料
乙
と
し
て
以
後
記
す
こ
と
に
す
る
が
、
甲
と
乙
の
輸
出
高
数
量
が
一
致
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
違
っ
て
い
る
場
合
も
多
い

。

宝
永
五
年
（
一
七
0
八
）
五
月
、
長
崎
の
年
番
が
立
山
役
所
の
求
め
で
「
唐
船
買
渡
り
銅
高
等
之
帳
面
」
の
相
を

差
し
出
し
た
。
こ
の
加
書
は
「
寛
文
三
卯
年
ふ
亥
（
宝
永
四
）
年
迄
唐
船
持
渡
銅
高
之
帳
面
」
で
あ
っ
て
、

「
正
保
五

①
 

は
渡
高
は
不
明
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

子
年
汐
寅
（
寛
文
二
）
年
迄
十
五
ヶ
年
分
」

出
銅
は
寛
文
―
―
一
年
以
後
の
記
録
が
残
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
と
を
留
意
し
た
い
。

か
にこ
ヽ

第
一
次
銅
座
と
住
友

し
か
し
そ
の
い
ず
れ
が
正
し
い
か
或
は
そ
れ
に
近
い
も
の
か
、

五

ま
た
元
禄
八

ま
た
い
ず
れ
を

た
ま
た
ま
資
料
乙
も
同
年
か
ら
の
記
録
で
あ
る

元
禄
五
年
三
月
の
銅
屋
一
六
人
か
ら
大
坂
町
奉
行
へ
提
出
し
た
訴
状
に
、
古
来
銅
屋
の
異

国
へ
売
り
渡
す
悼
銅
の
こ
と
は
、
大
通
詞
等
諸
通
詞
・
長
崎
町
人
・
銅
屋

・
異
国
人
立
会
っ
て
毎
年
直
段
を
極
め

証
文
を
取
り
交
わ
し
、
各
銅
屋
の
銅
下
り
高
に
割
付
け
売
り
渡
し
、
公
儀
へ
支
配
人
方
か
ら
売
渡
銅
高

・
直
段
の

目
録
を
差
し
上
げ
る
と
あ
る
。

し
か
し
当
時
銅
屋
以
外
の
も
の
が
悼
銅
以
外
の
諸
銅
を
売
り
渡
す
こ
と
も
あ
っ
て
、

採
用
す
べ
ぎ
か
は
軽
々
し
く
は
決
定
し
難
い
。

長
崎
に
お
い
て
も
唐
船
輸



第
一
次
銅
座
と
住
友

以
前
に
止
宿
し
た
小
宿
や
内
通
詞
が
世
話
し
て
、
唐
人
と
売
主
が
立
会
っ
て
売
る
銅
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
諸
銅
に

つ
い
て
は
銅
屋
が
確
認
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
抜
売
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
通
詞
や
町
役
人
等
の
許
に
記

銅
屋
仲
間
・
銅
座
・
銅
会
所
等
が
調
査
・
入
手
し
た
輸
出
銅
に
つ
い
て
の
報
告
、

ば
宝
永
六
年
三
月
長
崎
駐
在
手
代
高
橋
忠
右
衛
門
か
ら
同
五
年
銅
座
か
ら
の
唐
人
売
渡
悼
銅
高
六
、
六
二

三
、

R
 

六
六
斤
四
歩
六
九
で
あ
っ
た
と
申
し
来
た
と
あ
る
よ
う
に
、
時
々
に
報
告
を
得
る
便
宜
も
多
か
っ
た
。
資
料
甲
．

乙
と
も
に
、

出
銅
高
、
銅

こ
れ
ら
諸
種
の
報
告
・
記
録
に
基
づ
い
て
作
製
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
て
、

各
年
に
つ
い
て
、
対
応
で
ぎ
る
史
料
が
あ
れ
ば
併
わ
せ
て
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

0
0斤
に
つ
ぎ
代
銀
、

次
に
資
料
甲
に
よ
っ
て
、
寛
文
四
年
か
ら
貞
享
元
年
(
-
六
八
四
）
ま
で
の
輸
出
銅
総
高
・
オ
ラ
ン
ダ
・
唐
船
輸

R
 

さ
ら
に
オ

ス
カ
ー
・
ナ
ホ

ッ
ド
の

『
戸
翫
日
蘭
交
渉
史
』
に
よ
る
オ
ラ
ン

ダ
輸
出
銅
高
と
仮
り
に
資
料
乙
の
唐
船
輸
出
銅
高
を
合
計
し
た
輸
出
銅
総
高
を
（

ま
た
唐
船
輸
出
銅
高
を
資
料
乙
と
同
甲
に
よ
っ
て
対
比
し
、
第
2
表
に
掲
げ
た
。

寛
文
八
年
三
月
、
幕
府
は
輸
出
禁
止
品
中
に
銅
を
も
指
定
し
た
。

を
禁
止
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
寛
永
通
宝
銅
一
文
銭
の
鋳
造
が
始
ま
っ
て
鋳
銭
料
銅
を
確
保
し
よ
う
と
し
た

録
を
全
く
留
め
な
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
ぬ
。

さ
ら
に
住
友
の
場
合
は
例
え

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
さ
ら
に

）
に
記
し
て
第
1
表
に
示
し
た
。

か
つ
て
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
銅
輸
出

,. 
ノ‘ヽ

五



第 1表 寛文 3,_, 貞享 1 輸出銅高

第

一
次
銅
座
と
住
友

年 次 輸出銅総高
オランダ

輸出銅高
代 銀

唐船輸出
銅高

代 銀

七

斤
(1,536,200) 斤

匁 斤 匁

寛文 3 (1,989,900) 

4 
2,724,000 

(2,419,500) 
(2,669,360) 

5 
1,413,000 

(908,400) 
(1,105,700) 

6 
1,617,000 

(1,258,750) 
(1,710,154) 

7 
2,385,000 

(400,000) 115 
(1,184,840) 

8 
2,685,200 

(901,400) 115 
(1,731,600) ， (1,457,200) (965,000) 

10 (2,995,570) (2,263,100) 

11 (2,950,630) (1,599,500) 

12 
3,415,931 2,257,831 125 1,158,100 109.5 
(3,404,700) (2,246,600) 

延宝 l
2,600,950 1,504,300 123.5 1,096,650 110.35 
(2,601,050) (1,504,400) 

2 
2,745,700 1,713,100 122 1,032,600 111 
(2,919,090) (1,792,000) 

3 
3,032,900 1,097,500 121 1,935,400 103 
(2,942,340) (1,020,700) 

4 (3,569,572) (2,056,100) 

5 (3,261,734) (1,703,500) 119 

6 (3,250,305) (1,608,800) 

7 (4,343,100) (2,350,000) 

8 (4,093,600) (2,500,000) 

天和 1 (2,936,700) (2,400,000) 

2 (5,521,850) (2,500,000) 

3 (3,929,355) (1,600,000) 

貞享 1
5,135,500 2,460,400 

109 2,67 s, 100 103.5 
(4,894,888) (2,280,000) 



第 2表 寛文 3,.....,貞享 1

年 次船数 （悼 銅） 荒

唐船輸出銅高（資料乙による）

（単位：斤）

輸出銅高
（資料甲）

銅板 銅 合

計

寛文 3 29 453,700 

4 38 249,860 

5 36 197,300 

6 37 451,404 

7 33 778,800 6,040 784,840 

8 43 830,200 ， 38 492,200 

10 36 732,470 

11 38 1,351,130 

12 43 1,158,100 1,158,100 

延宝 1 20 1,096,650 1,096,650 

2 22 1,127,090 1,032,600 

3 29 1,921,640 1,935,400 

4 24 1,513,472 

s 29 1,558,234 
6 26 1,622,205 19,300 1,641,505 

7 33 1,948,100 30,000 15,000 1,993,100 

8 29 1,574,600 13,400 5,600 1,593,600 

天和 1 ， 536,700 
2 26 3,018,850 3,000 3,021,850 

3 27 2,319,785 9,570 2,329,355 

貞享 1 24 2,607,888 7,000 2,614,888 2,675,100 

第
一
次
銅
座
と
住
友

江
戸
で
、

例
年
ど
お
り
去
年
八

月
以
来
長
崎
・
大
坂
に
銅
荷
物

衛
門
（
友
信
）
他
六
名
の
銅
屋
は

こ
の
度
の
輸
出
禁
止
も
同

寛
文
八
年
四
月
、
泉
屋
吉
左

友
る
。

た
。
世
に
い
う
文
銭
の
鋳
造
で

模
な
鋳
銭
事
業
が
開
始
さ
れ

ら
江
戸
亀
戸
村
に
お
い
て
大
規

著
し
く
な
っ
て
、
寛
文
八
年
か

ず
、
銭
貨
の
欠
乏
が
よ
う
や
く

明
暦
以
後
鋳
銭
が
行
わ
れ

様
な
関
係
が
あ
ろ
う
。

が
ヽ
こ
と
が
主
要
な
理
由
で
あ
っ
た

八



出
高
と
一
致
す
る
が
、
同
七
年
分
は
大
き
な
差
が
あ
る
。

長
崎
廻
送
途
中
、

七
I. 

ノ‘ 五

寛

文

四

銅

を
用
意
所
持
し
て
お
り
、
銅
は
他
貨
物
と
違
い
長
崎
で
処
分
の
法
も
な
く
、
国
内
向
に
吹
き
直
せ
ば
失
費
も
多
い

の
で
、
現
在
ま
で
用
意
し
た
分
は
輸
出
を
認
め
て
欲
し
い
と
訴
願
し
た
。
訴
状
は
評
定
所
の
寄
合
へ
提
出
さ
れ
て

五
月
六
日
に
聴
許
さ
れ
た
。
翌
寛
文
九
年
三
月
、
銅
屋
七
人
は
去
年
の
禁
止
は
許
さ
れ
た
が
、
当
年
以
後
禁
止
で

二
、
七
二
四
、

0
0
0斤
余

一
、
四
ニ
―
-
、

0
0
0斤
余

一
、
七
八
四
、

0
0
0斤
余

そ
し
て
只
今
所
持
一
、

七

0
0、
O
O
O
斤
余
、
代
銀
二
、
三

0
0貫
目
余
、
他
に
七

0
0、
0
0
0斤
ほ
ど

一、

0
0
0
'"
0
0
0斤
余
大
坂
に
所
持
と
あ
る
。
寛
文
四
、

寛
文
十
一
年
に
江
戸
の
年
寄
衆
が
本
両
替
の
三
谷
勘
四
郎
と
相
談
し
て
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

一
、
六
一
七
、

0
0
0
斤
余

代
銀

二
、
三

0
六
貫
目
余

一
、
七
五
二
貫
目
余

二
、
五

0
五
貫
目
余

―
-
、
二
九
六
貫
目
余

の
訴
状
に
添
え
た

「
異
國
ね
年
ミ
銅
賣
来
候
覺
」
に
は
、

④
 

る。 は
迷
惑
で
あ
り
従
来
ど
お
り
の
輸
出
の
許
可
を
訴
え
て
、

九

五
、
六
年
の
分
は
資
料
甲
の
輸

異
国
渡
の
小
判
の
両
替
と
地
相
場
の

寛
文
四
年
以
後
の
輸
出
銅
高
と

代
銀
が
記
さ
れ
て
い

四
月
こ
の
件
も
聞
ぎ
届
け
ら
れ
た
。

寛
文
八
年
四
月



（
幕
府
は
一
五
貫
目
で
山
元
で
買
収
）

第
一
次
銅
座
と
住
友

（
勝
登
）
に
対
し
て
銅
屋
か
ら
そ
れ
は
異
国
商
売
の
も
の
に
と
っ
て
頗
る
迷
惑
で
あ
る
と
訴
え
た
。

目
で
小
判
積
り
六
、

七
八

0
両
余
と
な
り
、

両
は
銅
で
、
売
物
代
は
金
一
両
に
つ
ぎ
銀
一
匁
ず
つ
高
直
と
な
る
小
判
で
請
取
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

つ
き
直
違
損
銀
八
〇
貫
目
小
判
積
り
一
、

⑤
 

よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

こ
の
上
は

1
0
万
貫
目
の
払
下
げ
を
受
け
、
大
坂
で
異
国
向
に
吹
い
て
長
崎
へ
下
し
輸
出

訴
状
に
よ
る
と
、

（
八
）

異
国
か
ら
の
輸
入
貨
物
一
ヶ
年
金
高
約
―
―
―
八
万
両
、
両
替
利
合
一
両
に
つ
ぎ
銀
一
匁
と
し
て
一
ケ
年
銀
三
三
〇
貫

日
本
か
ら
の
輸
出
貨
物
一
ヶ
年
金
高
約
八
万
両
、
内
五
万
五
、
六
千

八
万
両
に

四
三

0
両
余
と
な
る
と
し
て
、
銅
屋
で
は
地
相
場
で
小
判
を
渡
さ
れ
る

延
宝
二
年
に
阿
形
宗
智
等
が
江
戸
で
訴
願
し
て
、
幕
府
所
有
の
足
尾
銅
を
金
一
両
に
つ
き
銅

一
〇
貫
目
の
割
で

す
る
こ
と
と
し
、

る
こ
と
を
訴
え
、

そ
の
失
費
約
金
三
、

0
0
0両
の
代
り
に
銅
屋
の
輸
出
銅
代
銀
一

0
0目
に
つ
ぎ
一

0
匁
の
ロ

銭
銀
を
徴
収
し
た
い
と
願
い
出
た
。
こ
れ
に
対
し
泉
屋
吉
左
衛
門
等
三
人
は
十
一
月
、
彼
等
の
説
明
が
不
当
で
あ

ロ
銭
銀
を
出
す
ほ
ど
高
直
に
唐
人

・
オ
ラ
ン
ダ
人
が
銅
を
買
う
こ
と
は
な
い
と
し
、

銅
屋
が
足
尾
銅
を
阿
形
等
の
い
う
直
段
で
一

0
万
貫
目
江
戸
で
払
下
げ
を
受
け
た
い
と
述
べ
た
。
こ
の
訴
状
に
添

R
 

え
て
「
阿
蘭
陀
方

ミ
銅
賣
渡
申
直
段
」
と
「
唐
人
阿
蘭
陀
ね
賣
渡
申
銅
高
覺
」
を
提
出
し
て
い
る
。

直
違
か
ら
生
れ
る
利
合
に
つ
ぎ
画
策
し
て
訴
願
し
た
の
で
、

八
月
大
坂
を
通
過
し
た
長
崎
奉
行
牛
込
忠
左
衛
門

1
0
 



な
お
、
寛
文
十
一
年
の
直
段
は
オ
ラ
ン
ダ
売
―
二
六
匁
で

あ
る
。
御
銅
と
い
う
の
は
御
請
船
で
江
戸
か
ら
長
崎

ヘ
廻
送
し
た

丁
銅
と
記
さ
れ
幕
府
所
有
の
足
尾
銅
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
は
悼
銅
で
あ
る
が
、
訴
状
に
も
唐
人
方
は

合
計
銅

第
一
次
銅
座
と
住
友

二
、
六

0
0、
九
五
〇
斤

一、

0
九
六
、
六
五
〇
斤

唐

人

上
銅

売

一
、
五

0
四
、
三

0
0斤

延

宝

元

オ
ラ
ン
ダ
売

合
計
銅
唐

人

計 上
銅
御
銅

売

二
、
二
五
七
、
八
三
一
斤

一
、
一
五
八
、
一

0
0斤

三
、
四
一
五
、
九
三
一
斤

二
、
二
四
七
、
二

0
六
斤

1
0
、
六
二
五
斤

寛
文
十
二

オ
ラ
ン
ダ
売

1
0
 0斤
に
―

-
0
匁

―
二
五
匁

―
二
三
匁
五

―

1
0匁
三
五
七
九

1
0
九
匁
五
五
七
六
余

代
銀

一
、
八
五
七
、
八
一

〇
匁
五

一
、
ニ
―

0
、
二
三
九
匁
九
一

0
九

三、

0
六
八
、

0
五

0
匁
四
一

0
1――余

四、

0
八
九
、
四
八
一
匁
五
六
五
六

一
、
二
六
八
、
七
八
六
匁
五
六
五
六

二
、
八

0
九、

0
0七
匁
五

―
-
、
六
八
七
匁
五



銅
を
述
べ
た
ら
し
く
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

年
に
は
金
一
両
に
つ
ぎ
銀
五
八
匁
替
で
、
金
で
売
買
さ
れ
た
。

ら
貨
物
を
売
っ
た
日
本
商
人
へ
補
償
さ
れ
た
と
あ
り
、
銅
屋
に
対
し
て
も
当
然
給
付
さ
れ
た
。
以
上
の
輸
出
銅
高

斤
で
、
内
二
、

七
四
五
、

七

0
0斤
を
売
り
、
残
り
七

0
0、

し
か
し
同
十
二
年
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
売
買
は
六
八
匁

延
宝
三
年
閏
四
月
銅
屋
共
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
あ
て
訴
状
に
、
去
年
長
崎
へ
銅
下
り
高
―
―
-
、
四
四
六
、

か
こ
い

五

0
0斤
が
囲
銅
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
輸
出

銅
高
も
資
料
甲
と
同
じ
で
あ
る
。
先
き
に
銅
屋
が
申
し
出
た
足
尾
銅
払
下
げ
の
件
は
、
延
宝
三
年
正
月
五
、

0
0

〇
貫
目
を
請
負
う
こ
と
と
な
り
、

二
月
九
日
に
な
っ
て
「
異
図
向
之
銅
吹
へ
り
吹
手
間
諸
色
雑
用
井
長
崎
二
而
唐
人
お
ら
ん
だ

⑦
 

ヘ
銅
賣
申
直
段
之
義
御
尋
」
に
対
し
て
答
申
し
、
後
刻
委
細
書
付
を
も
っ
て
上
申
し
た
。

於
長
崎
銅
賣
申
直
段
な
ら
し
覺
」
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
売

一、

0
九
七
、
五

0
0斤

翌
年
正
月
五

‘
0
0
0両
の
買
請
代
金
を
上
納
し
た
が
、

は
資
料
甲

・
乙
と
も

に
合
致
し
て
い
る
。

替
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
か
ら
、
当
年
の
直
違

―
―
匁
の
分
は
、

な
み並
銅
を
注
文
す
る
の
で
少
し
下
直
と
し
て
お
り
、

こ
の
時
損
失
の
こ
と

そ
の
「
去
年
（
延
宝
三
）

二

0
0

合
銀
（
直
違
に
よ
っ
て
収
得
さ
れ
る
間
銀
）
の
う
ち
か

こ
れ
に
対
し
オ
ラ
ン
ダ
売
を
上
銅
と
記
し
て
い
る
。
寛
文
十



延
宝
七

未

・
申
は
延
宝
七
、

こ
。f
 

つ よ
り
い
え
ば
掛
欠
は
員
数
に
入
ら
ぬ
が
、

三、

0111
二
、
九

0
0斤

資
料
甲
に
は
オ
ラ
ソ
ダ
売
は
掛
欠
の
斤
高
を
加
算
し
た
斤
高
を
も
っ
て
輸
出
高
と
し
て
い
る
。

時
の
資
料
甲
の
オ
ラ
ン
ダ
輸
出
銅
高
を
、

ナ
ホ
ッ
ド
の
著
書
の
斤
高
の
多
い
こ
と
も
あ
り
、
簡
単
に
は
そ
う
と
は
い
い
切
れ
な
い
。
な
お
掛
欠
の
問
題
は
後

に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
唐
人
売
の
唐
人
宿
へ
給
与
さ
れ
る
口
銭
、

で
、
次
年
か
ら
他
の
口
銭
が
追
加
さ
れ
、

「
続
長
崎
鑑
」
に
未
・
申
の
年
の
オ
ラ
ソ
ダ
船
の
貨
物
売
銀
高

・
銅
買
渡
高
等
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
が
、

R
 

八
年
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

合
計

オ
ラ
ン
ダ
船
四
艘

第
一
次
銅
座
と
住
友

唐

人

売

銅
一
、
九
三
五
、
四

0
0斤

残 内

七
六
、
六

0
0斤
掛

込

欠

一、

0
二
0
、九

0
0斤

1
0
0斤
に
つ
き

1
0
 0斤
に
つ
き

1
0
1―一匁

（内
二
匁
口
銭
）

―ニ―匁

こ
れ
を
除
い
た
斤
高
は
ナ
ホ
ッ
ド
の
著
書
の
輸
出
高
に
ほ
ぼ
近
い
。
当

こ
の
一
例
に
よ
っ
て
掛
欠
を
込
め
た
高
と
見
倣
し
う
る
か
と
い
え
ば
、

即
ち
小
宿
口
銭
の
銀
二
匁
は
延
宝
四
年
ま
で

ま
た
オ
ラ
ン
ダ
売
の
通
詞
へ
給
与
す
る
口
銭
は
延
宝
四
年
以
後
に
始
ま

七
斤
半
余

代
銀

一
、
二
三
五
、
二
八
九
匁

一
、
九
五
四
、
七
五
四
匁

三
、
一
九

0
、
0
四
一
二
匁

オ
ラ
ン
ダ
が
わ



買
渡
銅

貨
物
売
高
銀

天
和
元

買
渡
銅

貨
物
売
高
銀

延
宝
八

買
渡
銅

延
宝
八

買
渡
銅

貨
物
売
高
銀

六
、
八
六
二
貫
七
二
六
匁
六

二
、
六
八
五
、
二

0
0斤

(

-
i
-
）
 

五
、
四
五
七
貫
□

0
目
九
四
四

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
（

二
、
六
八
五
、
二

0
0斤

第
一
次
銅
座
と
住
友

五
、
四
八
〇
貫
二
三
一
匁
四
一
五

二
、
三
八
五
、

0
0
0斤

オ
ラ
ン
ダ
船
四
艘

貨
物
売
高
銀

一
斤
に
つ
ぎ
一
匁
一
五

五
、
四
一
八
貫
七
―
二
匁
九
四
四

同
記
録
の
別
の
箇
所
に
延
宝
八
年
か
ら
天
和
二
年
ま
で
の
同
種
の
記
事
が
あ
る
が
、

一
両
一
歩
・
銀
一
五
匁
）

）
内
に
補
足
、

（
オ
ラ
ン
ダ
船
四
艘
）

オ
ラ
ン
ダ
船
四
艘

二
、
七

0
九

‘
1
0
0斤

此
小
判

(1
0
0、
九
ニ
ニ
両
一
歩
・
銀
ニ
―
―
匁
六

一
斤
に
つ
き
一
匁
一
五

訂
正
し
た
。

代
銀
三
、

0
六
一
貫
二
八
三
匁

此
小
判
（
四
五、

0

代
銀
二
、
七
四
二
貫
七
五

0
匁

金
に
し
て
四

0
、
三
三
四
両

・
銀
四
匁

代
銀
三
、

0
八
七
貫
九
八

0
匁

此
小
判
（
四
五
、
四

金
に
し
て
四
五
、
四
―
―
両
一
歩

・
銀
一
五
匁

欠
脱
や
誤
写
と
思
わ
れ
る

此
小
判
（
六
八
匁
替
）
（
八

0
、
二
五

0
両
一
歩
・
銀
一
三
匁
九
九
四
）

1
0
 0斤
に
つ
き
―
一
五
匁

1
0
 0
斤
に
つ
き
―
一
三
匁

代
銀
三
、

0
八
七
貫
九
八

0
目

金
に
し
て
七
九
、
六
八
六
両
三
歩
・
銀
一
三
匁
九
四
四

金
に
し
て
（
六
八
匁
替
）
八

0
、
五
九

一
両
二
歩
・
銀
九
匁
四
一
五

一四



内 金 延

宝

八

四

艘

持
渡

咬
咽
咆
よ
り
送
荷
物
代
金
持
渡

内

持
渡

金 延

宝

七

四

艘

太
夫
書
上
の
「
阿
蘭
陀
船
年
ミ
賣
高
井
口
錢
銀
覺
」

買
渡
銅

二
、
七
ニ
―
‘
六

0
0斤

天
和

八
両
三
歩

・
銀
八
匁
）

オ
ラ
ン
ダ
船
四
艘

貨
物
売
高
銀

八
、
一
九
五
貫
五
八
七
匁
一
七

両

一
歩
・
銀
七
匁
）

1
0
 0斤
に
つ
き
―
―
二
匁

こ
の
輸
出
銅
高
は
ナ
ホ
ッ
ド
の
著
書
に
比
較
し
、

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
勿
論
掛
欠
分
は
込
め
ら
れ
て
い
な
い
。
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

八
0
、
七
八
七
両

二
九
、
七
九
九
両

銀
九
匁
四
一

一
九
五
両
二
分

相
残
金
同
断
（
日
本
に
而
諸
品
調
代
井
遣
捨
共
）

八
0
、
二
五

0
両
一
分

―
-
、
三
八
五
両
一
分

第
一
次
銅
座
と
住
友

銀
一
三
匁
九
九
四

に
よ
れ
ば
、

代
銀
三
、

0
四
八
貫
一
九
二
匁

そ
れ
ぞ
れ
に
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
斤
高
に
つ
い
て
代
銀

此

小

判

(
―二

0
、
五
二
三
両
一
歩

・
銀
六
匁

一
七

一
五

の
阿
蘭
陀
通
詞
目
付
西
吉

此
小
判
（
四
四
、

八
二
六



そ
れ
は
、
控
除
し
て
い
な
い
額
で
あ
る

相
残
金
同
断

R
 

と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
「
続
長
崎
鑑
」

の
初
め
の
延
宝
七
、

金
―
二

0
、
五
二
三
両
一
分

五
一
、

0
九
四
両
一
分

二
七
一
両

咽
咆
（
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
）
よ
り
の
送
荷
物
代
金
持
渡
を
控
除
し
た
も
の
に
相
当
し
、
後
の
延
宝
八
、

で
輸
出
さ
れ
た
分
で
、

（
貨
物
は
銀
で
評
価
さ
れ
、
六
八
匁
替
の
金
を
も
っ
て
渡
さ
れ
る
）
。
持
渡
は
小
判

こ
れ
に
咬
咽
咆
か
ら
の
送
荷
物
代
金
を
加
え
た
高
が
、

咬
咽
咆
よ
り
送
荷
物
代
金
持
渡

内

持
渡

銀
六
匁
一
七

天
和

四
艘

一
、
五
七
二
両
一
分

相
残
金
同
断

咬
咽
咆
よ
り
送
荷
物
代
金
持
渡

内

一
五
、
三
八
六
両
三
分

持
渡

金
一

0
0、
九
ニ
ニ
両
一
分

天
和
元

四
艘

相
残
金
同
断

五
六
六
両
二
分

第
一
次
銅
座
と
住
友

銀
ニ
ニ
匁
六

咬
咽
咆
よ
り
送
荷
物
代
金
持
渡

天
和
元
、

そ
の
年
の
輸
出
金
高
と
な
る
。
相

二
年
の

八
年
の
貨
物
売
高
銀
は
、
右
の
頭
記
の
金
高
か
ら
咬

一
六



と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

出
が
最
も
多
か
っ
た
時
期
に
当
た
る
が
、

日
本
の
輸
出
貨
物
に
あ
っ
て
銅
が
決
定
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
こ

ナ
ホ
ッ
ド
は
貨
物
市
法
商
売
法
が
施
か
れ
て
オ
ラ
ン
ダ
輸
出
高
が
減
り
、

退
し
、
銅
が
最
重
要
輸
出
品
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
延
宝
七
年
か
ら
天
和
に
か
け
て
は
、

し
か
し
唐
船
銅
を
含
め
て
、
寛
文
か
ら
延
宝
に
か
け
て
銅
輸
出
は
増
加
の
方
向
に
あ
っ
て
、
長
崎
貿
易
に
お
い

て
の
重
要
性
を
加
え
る
に
つ
れ
て
、
貿
易
業
者
で
あ
る
銅
屋
の
間
に
も
葛
藤
が
生
ま
れ
、
新
旧
交
替
も
見
ら
れ
た
。

そ
の
間
に
足
尾
銅
買
請
・
五
ヶ
一
銅
な
ど
業
者
と
し
て
は
負
担
と
な
る
問
題
も
起
こ
っ
た
が
、
延
宝
六
年
頃
に
な

っ
て
銅
屋
一
六
名
の
業
者
が
ほ
ぼ
決
定
さ
れ
て
幕
府
は
こ
れ
を
認
め
た
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

天
和
元 八

延
宝
七

六
九
、
一
五
八
両
銀
六
匁
一
七

一
七 オ

ラ
ン
ダ
の
銅
輸

ハ
八
匁
替
の
た
め
に
金
の
持
渡
も
減

四
四
、
八
二
六
両
一
歩
銀
七
匁

六
―
―
-
、
九
六
三
両
一
歩
銀
一
三
匁
六

四
五
、

0
一
八
両
三
歩

銀
八
匁

六
八
、
二
九
八
両
二
歩

相
残
金
五

0
、
七
八
八
両
二
歩

銀
九
匁
四

一

銀
一
三
匁
九
九
四

銅
代
金
四

0
、
三
三
四
両

四
五
、
四
―
―
両
一
歩

銀
一
五
匁

銀
四
匁

残
金
は
日
本
か
ら
売
り
渡
さ
れ
た
諸
品
代
と
遣
捨
即
ち
日
本
で
支
払
わ
れ
た
食
費
以
下
の
諸
入
費
の
合
計
と
な
り
、

銅
代
金
も
こ
の
内
に
含
ま
れ
る
。
銅
代
金
の
占
め
る
割
合
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



ほ
ぼ
同
様
な
推
移
で
あ
っ
た
。

長
崎
下
り
銅

オ
ラ
ン
ダ
売
銅

唐
人
売
銅

一
、
七
一
三
、

一
0
0斤

即
ち
そ
れ
ぞ
れ
、

0
•
三
三
五
余
、
0

・
ニ
七
六
弱
、
0

・
ニ
九
六
余
の
割
合
と
な
る
。

さ
て
十
六
世
紀
中
期
か
ら
金
銀
山
、
特
に
銀
山
の
開
発
が
俄
か
に
進
ん
で
、
銀
は
外
国
貿
易
に
お
い
て
の
支
払

物
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
と
な
り
、

よ
い
。
十
七
世
紀
に
入
っ
て
銀
の
輸
出
は
さ
ら
に
著
増
し
、
鎖
国
後
も
な
お
席
大
な
量
の
流
出
が
続
い
た
が
、

の
数
量
は
明
確
で
は
な
い

。
銀
山
は
十
七
世
紀
前
半
期
に
は
よ
う
や
く
盛
時
を
過
ぎ
、

る
こ
と
と
な
り
、
同
世
紀
中
期
か
ら
は
産
銀
高
は
僅
か
な
も
の
と
な
っ
た
。
金
山
も
一
、

寛
文
八
年
五
月
幕
府
の
命
に
よ
り
長
崎
奉
行
は
異
国
へ
支
払
う
代
銀
は
金
子
を
も
っ
て
渡
す
べ
き
こ
と
を
申
し

渡
し
た
。
貿
易
勘
定
は
従
来
ど
お
り
銀
を
も
っ
て
す
る
が
、
差
引
勘
定
の
残
り
は
小
判
に
替
え
て
渡
す
こ
と
と
し

一、

0
三
二
、
六

0
0斤
同

、
四
四
六
、
二

0
0斤

第
一
次
銅
座
と
住
友

な
お
、
延
宝
二
年
の
長
崎
下
り
銅
、

同 泉
屋
三
人

四
七
二
、
一

0
0斤

三
0
五
、
二

0
0
斤

む
し
ろ
産
銀
の
増
加
が
、

日
本
の
貿
易
の
拡
大
発
展
を
支
え
た
と
い
っ
て

一
、
一
五
六
‘1
0
0
斤

泉
屋
一
家
が
銅
屋
一
五
人
中
に
お
い
て
占
め
た
割
合
を
挙
げ
て
お
く
。

二
の
例
外
は
あ
っ
て
も

以
後
は
衰
退
の
途
を
た
ど

オ
ラ
ン
ダ
・
唐
人
売
渡
銅
の
内
、
泉
屋
典
九
郎
・
同
平
八
・
同
長
十
郎
の

一
八

そ



第
一
次
銅
座
と
住
友

牛
込
忠
左
衛
門
は
寛
文
十
一
年
五
月
長
崎
奉
行
に
任
じ
た
が
、

が
残
っ
て
い
た
ら
し
く
、

そ
れ
ら
に
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
報
告
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。

金
銀
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、

が
あ
っ
た
。

1
0
0両
を
輸
出
し
た
例
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

一
九

「
崎
陽
群
談
」
第
二
に
よ
れ
ば
老
中
列
座
の
席

長
崎
に
お
い
て
正
保
五
年
（
慶
安
元
、

一
六
四
八
）
以
来
の
数
量
を
も
記
し
た
資
料

こ
れ
は
公
認
の
も
の
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
唐
船
も
寛
文
四
年

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
八
月
、

⑩
 

改
め
た
。
金
の
輸
出
は
鎖
国
以
来
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
寛
文
四
年
オ
ラ
ソ
ダ
人
の
希
望
に
任
せ
て
五

0
0両
を

こ
れ
ま
で
小
判
一
両
銀
六
八
匁
替
の
計
算
で
あ
っ
た
も
の
を
相
場
に
よ
る
こ
と
と

許
可
し
翌
年
か
ら
持
渡
の
道
が
開
か
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
先
き
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
頃
オ
ラ
ン
ダ
人
は
金

か
ら
金
の
輸
出
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
金
は
六
八
匁
替
で
、
相
場
に
比
し
て
一
〇
匁
ほ
ど
の
差

寛
文
四
年
九
月
長
崎
で
は
御
用
物
役
高
木
善
右
衛
門
宅
に
町
年
寄
が
寄
合
い
、
唐
船
々
頭
を
呼
ん
で
、
両
長
崎

奉
行
の
命
と
し
て
、
総
代
銀
高
の
半
分
ほ
ど
は
金
子
を
持
渡
す
べ
く
、
直
段
は
オ
ラ
ン
ダ
の
金
五

0
0両
の
買
直

と
同
様
に
六
八
匁
替
と
す
る
こ
と
を
告
げ
た
。
し
か
し
船
頭
は
そ
の
直
段
で
は
金
子
を
持
渡
す
希
望
は
な
い
と
答

⑪
 

え
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
銀
の
輸
出
を
抑
制
し
て
金
に
代
え
て
ゆ
こ
う
と
い
う
考
慮
が
す
で
に
あ
っ
た
わ

け
で
あ
る
。



の と
て
、

第

一
次
銅
座
と
住
友

で
「
其
節
の
妹
二
而
ハ
年
ミ
ニ
外
国
臼
相
渡
り
候
金
銀
の
員
敷
大
分
の
事
二
而
、
末
ミ
ニ
至
り
以
の
外
不
可
然
候
」

日
本
の
た
め
商
売
の
法
を
工
夫
せ
よ
と
命
ぜ
ら
れ
て
貨
物
市
法
商
売
法
を
考
え
た
と
い
う
。

御
用
書
物
」

の
金
銀
次
第
に
減
じ
」
と
い
う
こ
と
で
輸
入
貨
物
の
直
段
を
安
く
し
、
金
銀
流
出
を
防
ぐ
た
め
同
法
を
計
策
し
た

貨
物
市
法
商
売
法
は
寛
文
十
一
年
秋
船
か
ら
試
行
し
、

内
の
施
行
は
未
だ
区
々
で
、

止
め
て
、

ま
た
「
長
崎

「
異
国
え
大
分
の
金
銀
相
渡
り
日
本

同
十
二
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同
年

⑫
 

翌
延
宝
元
年
よ
り
確
定
実
施
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
法
は

こ
れ
ま
で
の
相
対
売
買
を

五
ヶ
所
商
人
か
ら
目
利
役
を
出
し
て
輸
入
貨
物
を
入
札
さ
せ
て
、
奉
行
所
で
入
札
直
段
を
考
慮
し
て
高

直
で
な
い
直
段
で
買
い
取
ら
せ
、

五
ヶ
所
諸
国
商
人
に
対
し
入
札
最
高
直
段
で
売
り
渡
す
こ
と
と
し
た
。
こ
の
直

段
の
差
益
は
市
法
貨
物
増
銀
と
い
い
、

五
ヶ
所
諸
国
商
人
の
買
高
に
応
じ
て
配
分
し
、

そ
の
内
唐
船
貨
物
の
三
分

に
対
す
る
増
銀
は
長
崎
の
宿
町
と
附
町
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
寛
文
十
二
年
三
月
の
御
触
に
よ
れ
ば
、

ン
ダ
貨
物
代
金
は
金
一
両
銀
五
八
匁
替
で
渡
さ
れ
て
い
た
が
、

貨
物
は
唐
人
が
両
替
銀
直
が
高
く
金
に
よ
る
請
取
は
迷
惑
で
あ
る
と
し
ぎ
り
に
訴
え
た
の
で
、
銀
で
渡
す
こ
と
を

許
す
こ
と
に
な
っ
た
。

と
あ
る
。

以
後
は
六
八
匁
替
に
よ
る
こ
と
と
し
、

「
古
集
記
」
に
よ
れ
ば
、
彼
は
同
年
九
月
長
崎
へ
着
任
し
、

二

0

ま
た
唐
船
オ
ラ



銀
五
貫
目
、
大
判
一
枚
は
小
判
七
両
二
歩
替
）
が
あ
る
。

オ
ラ
ソ
ダ
船
の
銀
の
持
渡
高
に
つ
い
て
も
同
じ
く
「
長
崎
記
」
等
の
「
阿
蘭
陀
船
年
ミ
賣
高
井
口
錢
銀
覺
」

⑭
 

よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
慶
安
元
年
か
ら
寛
文
七
年
ま
で
の
丁
銀

・
銀
道
具
の
持
渡
高
は
計
一

0
0、

〇
目
と
な
り
、
寛
文
四
年
以
来
の
小
判
持
渡
高
は
計
八

一
、

0
0
0両
（
代
銀
五
、
五

0
八
貫
目
）
、
大
判
五
枚
（
代

前
引
の

「
長
崎
記
」
等
に
よ
れ
ば
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

で
あ
る
。

一
六
、
三
三

0
両

さ
て
、
貨
物
市
法
商
売
法
以
前
の
唐
船
の
輸
出
銀
高
を
知
る
記
録
に
「
長
崎
記
」
等
に
収
め
た
「
慶
安
元
戊
子

⑬
 

年
よ
り
寛
文
十
二
壬
子
年
迄
、
唐
船
年
ミ
賣
高
井
口
錢
銀
覺
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
年
々
の
唐
船
々
数
と
売
高
銀
‘

と
、
そ
の
他
に
貨
物
に
か
け
ら
れ
る
口
銭
銀
高
が
書
か
れ
て
い
る
。

銀

・
銀
道
具
の
丁
銀
に
よ
る
評
価
高
を
併
わ
せ
た
銀
の
流
出
高
を
計
算
す
る
と

一
七
九
、
九
三
〇
貫
一
八
二
匁
八

代
銀
一

‘1
0
八
貫
四

0
0匁

慶
安
元
（
一

六
四
八
）
ー
寛
文
七
（

一
六
六
七）

「
丁
銀
・
吹
銀

・
銀
道
具
に
て
持
渡
」
銀
高
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、

にこ

銀
輸
出
を
禁
止
し
た
寛
文
八
年
か
ら
同
十
二
年
ま
で
の
唐
船
の
金
銀
持
渡

で
あ
る
。
ま
た
こ
の
期
間
の
小
判

・
金
（
金
道
具
）
の
流
出
高
は

そ
の
内
訳
即
ち
「
買
物
に
而
持
渡
之
」
銀
高

六

0
六
貫
六

丁
銀
と
額
は
少
な
い
が
吹

「
遣
捨
分
」
銀
高



オ
ラ
ン
ダ
の
金
持
渡
高
は

年
は
金
一
両
に
つ
き
銀
五
四
、

丁
銀
・
吹
銀
・
銀
道
具

こ
れ
に
よ
る
と
、
寛
文
八
年
春
船
に
お
い
て
は
、

た
寛
文
十
一
年
の
終
り
に
は
丁
銀
輸
出
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
銀
輸
出
の
禁
止
は
丁
銀
・
吹
銀
に
つ
い
て

で
あ

っ
て
、
銀
道
具
に
造
っ
て
持
渡
す
こ
と
は
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
寛
文
九
年
八
月
銀
道
具
持
渡
は
赦
免
と
な

⑮
 

っ
た
の
で
、
銀
道
具
を
「
誂
度
と
存
唐
人
共
有
之
候
ハ
、
誂
さ
せ
可
申
」
と
触
れ
て
い
る
。
な
お
、
寛
文
八
、
九

-+- + 

丁
銀
同

十

同
九

内

寛

文

八

金
・
吹
金
・
金
道
具

丁
銀
・
吹
銀
・
銀
道
具

高
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

八
、
九
六
四
貫
二
四
六
匁
九
六

六
六
〇
貫
八
―
二
匁
一
六

二
九
五
貫
六
六
二
匁

―-
、
四
一
五
貫
0
三
六
匁

五
八

0
、
七
七
三
両
（
内
、
寛
文
十
二
年
金
道
具
―
二
五両）

一四、

0
一
九
貫
七
八
九
匁
八
二

丁
銀
・
吹
銀
・
銀
道
具

銀
道
具
と
し
て

五
六
匁
替
、

三
九
四
貫
七
三
二
匁
二

ニ
八
九
貫
一
―

10
0
匁

同
十
、

な
お
、
金
持
渡
へ
の
切
替
が
行
わ
れ
て
い
な
い
ら
し
く
、

ま

十
一
年
は
五
八
匁
替
、
同
十
二
年
は
六
八
匁
替
で
あ
っ
た
。



① 
註 0

六、 寛
文
八
ー
同
十
二

と
な
り
、
寛
文
八
、
九
年
は
五
六
匁
替
、

さ
ら
に
寛
文
八
年
か
ら
輸
入
歳
額
が
限
定
さ
れ
た
貞
享
二
年
の
前
年
ま
で
一
七
ヶ
年
の
金
輸
出
高
は
一
、

九
八
一
両
三
歩
と
計
算
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
前
に
も
引
用
し
た
安
永
八
年
五
月
阿
蘭
陀
通
詞
目
付
西
吉
太
夫
書
上
に
、

ま
で
の
阿
蘭
陀
商
売
高
の
内
の
「
金
銀
井
金
銀
之
道
具
持
渡
高
之
事
」
と
し
て

正
保
五
ー
寛
文
七

寛
文
八
ー
貞
享
元

金
一
、
一
八
八
、
九
七
五
両

先
き
に
計
算
し
た
慶
安
元
（
正
保
五
）

ー
寛
文
七
年
の
オ
ラ
ン
ダ
持
渡
銀
は
、
大
小
判
の
代
銀
を
加
算
す
れ
ば
一

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
七

第
一
次
銅
座
と
住
友

と
あ
る
。

大
判
＂ヽり
4
半

四
三
五
、
七

0
八
両同

十
、
十
一
年
は
五
八
匁
替
、

此
銀
八

0
、
六
四
二
貫
三
五
一
匁
（
注
、
金
高
は
「
通
航
一
覧
」
の
誤
記
を
訂
正
し
た
。
）

こ
れ
に
近
い
銀
高
で
あ
る
が
、
寛
文
八
ー
貞
享
元
年
の
持
渡
金
高
は
約

宝
永
五
年
五
月
廿
五
日
、
な
お
唐
船

―-、

0
0
0両
の
差
が
あ
る
。

一
九
貫
六
二

0
目
と
な
っ
て
、

二
六
枚
（
金
一
九
五
両
）

オ
ラ
ン
ダ
船
の
貿
易
高
に
つ
い
て
の
諸
記
録
は
正
保
五
（
慶

銀
一
〇
六
、
一
九
六
貫
一

0
0目
此
金
一
、
五
六
一
、
七

0
七
両
余

同
十
二
年
以
後
は
六
八
匁
替
で
あ
る
。

正
保
五
年
か
ら
享
保
三
年

一
八
五
、



⑦
 

⑥ R
 

④ R ② 

行
甲
斐
庄
喜
右
術
門
（
正
親
）
へ
提
出
、
ま
た
長
崎
奉
行
岡
野
孫

郎
右
衛
門
外
七
人
辰
年
江
戸
ー
一
而
御
訴
訟
申
上
候
覺
‘
勘
定
奉

輯
四
八
頁
以
下
に
詳
し
い
。

「
年

々
帳
」
無
番

訴
願
は
当
然
採
用

さ
れ
な
か
っ
た

法
か
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
定
ま
っ
た
の
で
、
江
戸
年
寮
衆
等
の

奉
行
は
訴
状
を
長
崎
へ

持
参
し
、
小
判
直
違
分
は
日
本
商
売
人

「
銅
異
園
喪
覺
帳
」

「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
寛
文
十
一
年
八
月

J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
:
 
1
8
9
7
 

O
s
k
a
r
 N
a
c
h
o
d
;
 Di
e
 B
e
z
i
e
h
u
n
g
e
n
 d
e
r
 N
i
e
d
e
r
l
i
i
n
d
i
s
c
h
e
n
 

O
s
t
i
n
d
i
s
c
h
e
n
 Kom

~

n
ie 

z
u
 
J
a
p
a
n
 i
m
 s
i
e
b
z
e
h
n
t
e
n
 

「
貨
永
六
年
日
記
」

デ
月
廿

九
日

第
一
次
銅
座
と
住
友

銅
屋
共
訴
状
‘
牛
込

へ
与
え
る
こ
と
と

し
た
が
、
寛
文
十
一
一
年
に
は
貨
物
市
法
商
売

「
年

々
帳
」
無
番
、

「
銅
巽
國
資
覺
帳
」
延
宝
二
年
霜
月
十
四
日

泉
屈
吉
左
衛
門

・
同
五
郎
右
衛
門

・
銅
圧
．
―-右
衛
門
訴
状
、
訴

状
は
評
定
所
へ
提
出
さ
れ
た
が
、
経
過
は
『
泉
屋
叢
考
』
第
九

延
宝
四
年
辰
之

二
月

大
坂
銅
や
泉
屍
五

富
永
牧
太
訳
が
あ
る
。

安
元
）
年
以
来
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
た
い
。

⑫ ⑪ ⑩ R ⑧ 

越
見
分
い
た
し
、
拾
貫
目
之
代
物
に
候
得
ハ
五
貫
目
程
之
稼

候
、
賣
物
不
歿
粁
ヶ
所
之
札
宿
壼
品
M

目
利
役
唐
人
蔵
元
ね
罷

『
長
崎
学
会
叢
書
』
第
七
輯

「
続
長
崎
鑑
」
、

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
一

「
右
同
」

一

長
崎
県
立
図
書

寛
文
八
年
八
月
八
日

寛
文
四
年
八
月
十
九
日

『
長
崎
市
史
“
戸
虹
“
□

』

-i-i七
頁
、
京
都
大
学
国
史
研
究
室

蔵
写
本
「
京
都
役
所
方
覺
書
」
は
、
内
容
は

「
京
都
御
役
所
向

大
概
覺
書
」
の

先
駆
を
な
す
も
の
で
‘
遅
く
も
元
禄
八
年
中
頃

貨
物
之
儀
糸
割
符
と
大
方
者
同
前

ー一
而
惣
割
符
之
様
成
物
に
て

一
色
M

M

五
ケ
所
方
面
M

存
寄
之
直
段
帳
面
二
認
、

差
出
候
上
、

る。

奉
行
所
ね

奉
行
所
か
直
段
之
儀
横
帳
二
認
唐
人
宿
ね
逍

し、

要
領
を
え
た
長
崎
貿
易
の
記
述
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
見
え

割
符
」
と
と
も
に

「
四
十

二
先
年
貨
物
之
守m
」
の
条
は
比
較
的

以
前
に
稿
成
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

「四

十
一
長
崎
糸

「
通
航

一
覧
」
巻
百
六

十

餡
所
蔵
の
渡
辺
庫
輔
本
を
底
本
と
し
て
い

る。

九
郎
（
貞
明
）
へ
も
差
し
上
ぐ
と
付
記
し
て
い
る
。

ニ
四



る。 い
う
輸
入
歳
額
の
限
定
が
行
わ
れ
た
の
で
、

目ヽ

こ
れ
が
貞
享
令
で
あ
る
。

オ
ラ
ソ
ダ
船
は
同
三

‘
0
0
0貫
目
（
金
五
万
両
）
、

る
こ
と
を
指
示
し
、
翌
年
正
月
そ
の
旨
意
は
長
崎
へ
触
れ
ら
れ
た
。

直
段
於
同
心
者
可
頁
渡
候
哉
、
不
同
心
二
候
ハ
ヽ
租
戻
り
候
様
ニ

と
被
申
渡
可
申
由
、
其
後
代
物
品
M

ニ
一
色
宛
ご
尤
直
段
付
、
か

ん
ば
ん
に
出
し
、
諸
商
人
へ
入
札
い
た
さ
せ
寅
彿
申
候
、
其
以
後

利
銀
之
分
互
ヶ
所
之
會
所
誠
へ
入
運
、
重
而
奉
行
所
之
判
形

を
以

貞
享
令
と
銅
輸
出
の
増
加

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
十
二
月
幕
府
は
出
府
中
の
長
崎
奉
行
宮
城
監
物
（
和
庸
）
に
対
し
て
、

法
商
売
法
を
廃
止
し
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
廃
棄
し
た
糸
割
符
を
復
活
し
、
そ
の
他
の
諸
色
は
相
対
貿
易
と
す

貨
物
市
法
商
売
法
は
輸
入
貨
物
の
直
段
を
低
く
し
輸
入
貿
易
の
利
益
を
減
少
さ
せ
た
が
、
減
少
分
は
数
量
の
増

大
を
も
っ
て
補
足
す
る
こ
と
も
出
来
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
輸
入
銀
高
の
縮
小
に
は
必
ず
し
も
な
ら
ぬ
と
い
い
得

「
崎
陽
群
談
」
第
二
に

右
市
法
の
仕
形
商
賣
の
事
に
於
て
は
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

計
九
、

0
0
0
貫
目
以
上
の
貨
物
輸
入
を
禁
止
す
る
と

此
上
の
良
法
に
候
、
然
と
い
へ
共
唐
船
致
積
荷
物
銀
高
並
商
賣

⑮ ⑭ ⑬ 

つ
い
で
八
月
に
は
唐
船
は
銀
六
、

0
0
0
貫

「
唐
通
事
会
所
日
録
」

一

「
右
同
」
巻
百
六

十

「
通
航
一
覧
」
巻
百
六
十

二
五

こ
れ
ま
で
の
貨
物
市

寛
文
九
年
八
月
十
六
日

貨
物
彿
銀
高
ー
ニ
應
し
増
銀
被
下
候



貫
余
で
あ
っ
た
と
い
う
。

と
あ
る
が
、

は
事
実
で
あ
る
。

「
京
都
役
所
方
覺
書
」
長
崎
糸
割
符
の
条
に

第
一
次
銅
座
と
住
友

し
か
し
外
国
流
出
の
金
銀
が
や
は
り
多
く
、

の
銀
定
の
な
く
候
故
、
元
直
段
下
直
に
成
候
程
、
唐
船
の
積
来
候
員
敷
多
く
、
惣
員
敷
に
て
持
渡
り
候

故
、
金
銀
限
り
な
く
外
國
へ
相
渡
候

と
あ
る
。

し
か
し
貨
物
市
法
商
売
法
施
行
の
後
、

貞
享
元
子
年
迄
ハ
貨
物
商
賣
二
付
、
年
ミ
大
概
壼
万
―
―
-
、

候
虞
、
大
分
二
日
本
之
金
銀
異
國
へ
相
渡
り
候
二
付
、
貞
享
爪
丑
年
汐
銀
高
極
り
候
由

一
万
三
、

や
が
て
輸
入
銀
高
が
以
前
に
比
較
し
て
か
な
り
減
少
し
た
こ
と

四
千
貫
目
程
ッ
、
唐
人

・
阿
蘭
陀
商
賣
致
し

四
千
貫
目
ほ
ど
の
輸
入
銀
高
と
い
う
の
は
貞
享
元
年
に
近
い
頃
の
大
概
の
額
で
あ
ろ
う
。

貞
享
元
年
の
オ
ラ
ソ
ダ
船
貨
物
銀
高
五
、
九
五
二
貫
余
、
唐
船
貨
物
銀
高
七
、

五

0
0貫
余
、
計
―
―
―
-
、

四
五
二

こ
の
事
実
は
後
に
も
述
べ
る
が
、
こ
れ
の

①
 

抑
制
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
輸
入
歳
額
の
限
定
に
踏
み
切
っ
た
と
い
え
る
。

貞
享
以
来
銅
の
輸
出
高
、
特
に
唐
船
の
輸
出
高
は
ほ
ぼ
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
輸
入
歳
額
の
限
定
さ
れ
る

中
に
あ
っ
て
、
輸
出
銅
高
増
加
は
相
対
的
に
金
銀
流
出
を
大
き
く
防
止
す
る
こ
と
に
な
る
。

輸
出
銅
高
を
確
知
す
る
こ
と
は
困
難
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
貞
享
二
年
度
オ
ラ
ン
ダ
船
輸
出
を
二
、
三
四
五
、

九

0
0斤
と
し
て
口
銭
を
含
め
て
一

0
0斤
に
つ
い
て
代
銀
一
〇
九
匁
で
二
、

五
五
七
貫
―
――
一
匁
、
金
一
両
銀
六

二
六



魁
船
は
輸
出
銅
高
三
、

1
0九
貫
六

0
一
匁
、

貞
享
三
年
度
は
オ
ラ
ン
ダ
船
輸
出
銅
高
―
-
、

八
匁
替
で
金
三
七
、
六

0
三
両
余
と
な
る
。
貨
物
金
高
五
万
両
で
金
子
持
渡
が
四
、

残
り
金
七
、
六
五
八
両
が
銅
を
除
い
た
「
日
本
に
而
諸
品
調
代
井
遣
捨
」
の
金
高
で
あ
る
。
ま
た
唐
船
の
輸
出
銅

高
二
、
三
二
八
、

四
四
〇
斤
と
し

て、

第
一
次
銅
座
と
住
友

ニ
四
四
、

ロ
銭
を
含
め
て
代
銀
一
〇
八
匁
五
分
で
二
、

る
。
同
年
の
丁
銀
・
銀
道
具
の
持
渡
高
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
六
、

0
0
0
貫
目
の
貨
物
銀
高
と
す
れ
ば
残
り
―
―
-
‘

四
七
三
貫
余
が
銅
を
除
い
た
諸
品
代
銀
お
よ
び
遣
捨
分
、

こ
の
金
三
三
、
九
六
五
両
で
あ
る
。
同
年
の
貨
物
売
高
金
四
九
、
九
九
六
両
一
分
・
銀
一

五
匁
三
七
三
、
内
金
三
七
、
六
九

0
両
・
銀
一
五
匁
一
分
は
諸
色
買
物
持
渡
高
、
金
八
、

厘
三
毛
は
遣
捨
分
、
金
四
、

0
―
1
0両
一
分
は
小
判
井
銀
道
具
持
渡
高
で
、
銀
道
具
は
丁
銀
四
貫
―
―
―
六
六
匁
に
相

当
す
る
と
あ
る
。
そ
う
す
る
と
銅
を
除
い
た
諸
色
持
渡
高
は
三
、

四
八
三
斤
五
と
し
て
、

五
分
と
な
る
。
貨
物
売
銀
高
五
、
九
六
九
貫
七
五
四
匁
八
分
四
厘
六
毛
二
で
、
御
定
高
以
外
に
伽
羅
の
公
儀
売
上

代
銀
八
三
貫
八
三
五
匁
五
分
が
あ
っ
て
、
内
三
、
六
一
六
貫
ニ
ニ
八
匁
六
分
六
厘
五
毛
が
諸
色
買
物
、

〇
貫
六

0
六
匁
五
分
八
厘
一
毛
二
が
遺
捨
、

二
七

七
三
九
両
二
分
と
い
わ
れ
、

五
二
六
貫
三
五
七
匁
余
と
な

丁
銀
・
銀
道
具
の
持
渡
高
の
合
計
で
あ
る
。

―
一
八
、

0
0
0
斤
と
し
て
口
銭
を
含
め
代
銀
一

0
九
匁
で
―
-
、

七
二
五
両

に
過
ぎ
な
い
。

同
じ

-
v
1
0
八
匁
五
分
で
三
、

五
二

0
貫
二
八
二
匁

五
九
六
貫
七
五
五
匁
一
分
こ
の
内
四
六
四
貫
五
七
四
匁
五
分
が
丁
銀
、

一
、
八
四

ニ
八
六
両
・
銀
二
分
七



唐船輸出銅高 （単位 ：斤）

丁 銅

割一

計
代 物 替 総

600 

2,614,888 

2,328,440 

3,244,493.5 

4,294,562 

3,921,730 

3,542,622.5 

3,743,873.4 

*3,345,155 

3,546,374 

3,362,685 

3,440,799.97 

3,459,379 

2,441,946 

2,182,826 

2,157,162.66 

1,332,486.5 

672,154 

701,757.89 

4,577,822.99 

4,225,352.11 

3,925,233.64 

**3,903,950.16 

***2, 957,361.35 

計
輸出銅

（資料甲）

I 

2,675,100 

3,288,200 

4,455,700 

3,830,200 

3,370,600 

3,352,568.5 

3,766,873.5 

2,939,440 

2,564,650 

3,502,717 

3,298,150 

4,375,762 

6,946,589 

6,325,035 

4,161,136.89 

7,019,768.99 

6,408,178.11 

6,082,396.3 

5,236,436.66 

3,629,515.35 

第
一
次
銅
座
と
住
友

＊＊＊間吹銅 30,060斤 ・古地銅 2,039斤をそれぞれ含む。

る
が
、

元
禄
年
間
に
は
荒
銅
以
外
に
板

表
は
資
料
乙
か
ら
作
製
し
た
も
の
で
あ

唐
船
銅
輸
出
高
か
ら
見
て
い
く
。
第
3

前
年
元
禄
十
三
年
(
-
七

0
0
)
ま
で
の

享
元
年
（
一
六
八
四
）

さ
て
、
輸
入
歳
額
の
限
定
の
前
年
貞

ら
し
い
。

か
ら
銅
座
設
置
の

招
え
て
持
渡
っ
た
丁
銀
分
で
あ
る
と
い

②
 

う
。
そ
う
す
る
と
銅
を
除
い
た
諸
色
持

下
値
の
荒
銅
等
を
売
っ
た
分
も
あ
っ
た

と
し
て
の
計
算
で
、
実
際
に
は
か
な
り

る
。
も
っ
と
も
以
上
の
輸
出
銅
は
悼
銅

渡
分
は
僅
か
に
九
六
貫
目
足
ら
ず
で
あ

ニ
ニ
貫

一
八

0
目
六
分
が
銀
道
具
を

ニ
八



第 3表 貞享 1,..._, 元禄 13

第
一
次
銅
座
と
住
友

年 次船数
悼 銅

本

一荒 銅 l板 銅 I焼 銅 I緩 銅
貞享 1 24 2,607,888 7,000 

2 73 2,294,690 33,750 

3 83 3,051,260.5 193,233 

4 115 3,804,387 490,175 

元禄 1 117 3,368,600 553,130 

2 70 3,352,322.5 155,300 35,000 

3 70 3,704,173.4 29,700 10,000 

4 70 2,939,640 259,215 138,000 

5 70 1,954,820 1,591,554 

6 70 3,236,865 125,820 

7 70 3,279,001.97 161,798 

8 60 3,342,230 77,415 39,734 ， 70 2,349,903 88,379 3,664 

10 70 2,177,643 5,183 

11 67 1,977,865.66 15,716 153,631 9,950 

12 69 1,171,966 12,760.5 2,500 145,260 

13 53 627,831 12,195 19,200 12,328 

斤の 100分の 1未満を省略した。

＊延銅8,300斤， ＊＊ 荒銅 11,573.5斤．緩銅65,457.4斤・ 古地銅 27,626.75斤，

た
。
別
に
「
貞
享
爪
丑
ぷ
享
保
六
丑
年

高、

二
九

ま
た

に
よ
る
輸
出
銅
を
分
け
て
示
さ
れ
る
。

料
甲

に
よ
り
輸
出
銅
総
高
、
唐
船

・
オ

ラ
ン
ダ
方
輸

出
銅

高
を
示

し
、

）
内
に
資
料
乙
に
よ
る
唐
船
輸
出
銅

ナ
ホ
ッ
ド
の
著
書
に
よ
る
オ
ラ
ン

ダ
方
輸
出
銅
高、

を
い
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
仮
り
に
こ
の

両
者
を
合
計
し
て
輸
出
銅
総
高
を
記
し

次
に
第
4
表
は
第
1
表
と
同
様
に
、

資

即
ち
御
定
高
に
よ
る
輸
出
銅
と
代
物
替

尤
禄
八
年
か
ら
本
割

れ
て
い
る
。
媛
銅
と
は
大
坂
で

抜
銀
銅

の
形
違
銅
と
呼
ば
れ
た
も
の
が
輸
出
さ

銅

・
延
銅
．
丁
銅
と
い
っ
た
綽
銅
以
外



第 4表

年 次

貞享 1,.._, 元禄13輸出銅総高，唐船・オランダ方輸出銅高

唐船輸出銅
代銀オラソダ代銀
（手取） 輸＿出銅 （手取）

輸出銅総高

斤
2,675,100 

斤 匁 斤 匁

貞享 1
5,135,500 

101.5 
2,460,400 

106 
(4,894,888) (2,614,888) (2,280,000) 

2 
5,634,100 3,288,200 2,345,900 

106 (4,428,440) (2,328,440) (2,100,000) 

3 
6,574,600 4,455,700 2,118,900 

106 (5,244,493.5) (3,244,493.5) (2,000,000) 

4 
5,330,200 3,830,200 1,500,000 

107 (5,794,562) (4.294,562) (1,500,000) 

元禄 1
4,620,600 3,370,600 106 1,250,000 

106.5 (5,484,230) (3,921,730) (1,562,500) 

2 
5,312,568.5 3,352,568.5 105.5 

1,960,000 
107 (5,502,622.5) (3,542,622.5) (1,960,000) 

3 
5,216,873.5 3,766,873.5 104.5 

1,450,000 
107 

(5,193,873.4) (3,743,873.4) (1,450,000) 

4 
3,861,840 2,939,440 104.4 

922,400 
107 

(4,245,155) (3,345,155) (900,000) 

5 
4,070,250 2,564,650 99.5 

1,505,600 
106 

(5,346,374) (3,546,374) (1,800,000) 

6 
4,512,317 3,502,717 100 

1,009,600 
106 

(4,562,685) (3,362,685) (1,200,000) 

7 
5,029,100 3,298,150 98.6 

1,730,950 
106 

(5,040,799.97) (3,440,799.97) (1,600,000) 

8 
6,145,262 4,375,762 99.6 

1,769,500 
105 

(5,861,136.89) (4,161,136.89) (1,700,000) 

， 8,847,502 6,946,589 98.3 
1,900,913 

105 
(8,669,768.99) (7,019,768.99) (1,650,000) 

10 
8,906,023 6,325,035 99.4 

2,580,988 
106 

(8,908,197.11) (6,408,178.11) (2,500,000) 

11 (9,020,296.3) (6,082,396.3) 107 (2,937,900) 110.5 

12 (7,486,436.66) (5,236,436.66) 107 (2,250,000) 111 

13 (5,126,415.35) (3,629,515.35) 113.5 (1,496,900) 115.9 

第
一
次
銅
座
と
住
友

゜



こ
、
0

キー,...> 資
料
甲
と
乙
で
唐
船
輸
出
銅
高
に
か
な
り
差
が
あ
る
が
、

迄
異
國
渡
銅
高
井
直
段
付
覺
」
と
題
す
る
記
録
が
友
っ
て
輸
出
銅
総
高
、
唐
船
・
オ
ラ
ン
ダ
方
売
銅
高
の
概
数
を

記
し
て
資
料
甲
に
一
致
し
て
い
る
が
、
銅
一

0
0斤
に
つ
ぎ
荷
主
の
手
取
代
銀
高
と
口
銭
、
さ
ら
に
銅
売
買
や
ロ

R
 

銭
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
付
し
て
い
る
。
第
4
表
に
こ
れ
よ
り
手
取
代
銀
高
を
記
入
し
た
。
な
お
、
唐
船
の
ロ

銭
は
従
前
か
ら
の
二
匁
の
外
に
、
貞
享
二
年
か
ら
本
通
詞
分
に

三
匁
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
直
接
唐
人
か
ら
請
取

‘、

n

、
ヵ
こキー
っ

翌
三
年
か
ら
荷
主
が
引
取
り
本
通
詞
へ
渡
す
こ
と
と
し
た
。
元
禄
十
一
年
か
ら
翌
年
春
船
ま
で
桔
梗
屋

又
八
が
輸
出
銅
を
請
負
っ
た
こ
と
は
後
述
す
る
が
、
手
取
代
銀
は
唐
船
一
〇
七
匁
、

こ
の
内
か
ら
唐
阿
蘭
陀
商
売
方
総
坂
締
高
木
彦
右
衛
門
へ
運
上
銀
七
匁
四
分
を
渡
し
た
の
で
又
八
の
手
取
は
九
九

匁
六
分
と

一
0
1――
匁
四
分
と
な

っ
た
。
銅
代
銀
は
悼
銅
直
段
で
実
際
は
荒
銅
・
間
（
真
）
吹
銅
そ
の
他
で
差
も
あ
り
、

春
夏
秋
の
諸
船
間
に
多
少
の
高
低
を
生
む
こ
と
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
。

二
、
三
、

四
年
分
な
ど
接
近
し
て
お
り
、
元
禄
四
年
の
ご
と
き
は
殆
ど
一
致
す
る
。
こ
の
事
実
を
注
意
し
て
お
ぎ

④
 

「
異
國
人
泣
賣
渡
し
申
代
物
品
ミ
」
と
題
す
る
貞
享
元
年
か
ら
元
禄
十
年
ま
で
の
輸
出
銅
の
記
録
が
あ
る
（
資

料
丙
）
。
貞
享
二
年
以
来
は
唐
人
売
銅
に
つ
ぎ
春
夏
秋
諸
船
の
売
銅
高
、
ま
た
五
ヶ
一
銅
を
記
し
て
い
る
が
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

乙
の
枠
銅
高
の
み
に
つ
い
て
見
る
と
、

オ
ラ
ン
ダ
方

――

一
匁
で
、

元
禄
元
、五

ヶ



銅

六
0
1、
二
二
〇
斤

右
五
ヶ

右
内
掛
欠

四
0
0斤
長

崎

地

下

第
一
次
銅
座
と
住
友

一
銅
を
含
め
て
書

い
た
場
合
と
別
個
に
列
記
す
る
こ
と
も
あ
る
。

て
い
る
が
、
最
初
に
あ
げ
て
い
る
銅
高
は
、
掛
欠
分
を
含
め
た
場
合
と
こ
れ
を
除
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

五
年
・
同
十
年
の
記
載
を
整
理
し
て
例
示
す
る
。

一
、
四
四

0
、
0
0
0
斤

三
七
五
、
九

0
0斤

一
五
、
九

0
0斤

三、一

0
0斤

1
0
四
、
四

0
0斤

一
、
五

0
0斤

―
二

0
、
五
五

0
斤

五
二
四
、
六
二
〇
斤

元
禄
五
年
（
四
、
〇
九

0
、
七
五

0)

四、

0
七
0
、
二
五

0
斤

右
五
ヶ

右
内
掛
欠

阿
蘭
陀
売

五
ヶ
一
の
内
掛
欠

春
船
一
七
艘
売

夏
船
三
三
艘
売

五
ヶ

六
五
、
六

0
0斤
右

外

掛

欠

さ
ら
に
元
禄
三
年
か
ら
は
掛
欠
銅
高
を
記
入
し

元
禄



銅
八
、
九
〇
六
、

0
二
三
斤

こ
れ
に
よ
る
と
、

れ
ぬ
。

言
伝
銅

秋
船
―

1
0艘
売

オ
ラ
ン
ダ
売
は
一
、
八

0
0、
0
0
0
斤
、
唐
人
売
は
二
、
一
七
六
、
六
―
―

-
0斤
と
な
り
、
掛
欠

言
伝
銅
は
或
は
前
年
か
ら
持
越
し
た
売
銅
を
当
年
の
船
に
言
伝
し
た
の
か
も
知

五
ケ
一
銅
は
足
尾
銅
で
、
足
尾
所
管
代
官
の
下
役
人
や
足
尾
山
師
が
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
て
輸
出
銅
高
の
五

ケ
一
を
輸
出
し
た
。
延
宝
四
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
長
崎
に
出
店
を
持
つ
泉
屋
吉
左
衛
門
・
大
坂
屋
久
左
衛
門
が
翌

年
か
ら
長
崎
か
ら
の
銅
代
の
江
戸
送
り
為
替
方
を
勤
め
た
。

し
か
し
五
ヶ
一
銅
は
足
尾
銅
が
不
足
す
る
よ
う
に
な

R
 

り
、
元
禄
元
年
か
ら
は
両
家
で
こ
れ
を
補
充
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
資
料
甲
の
唐
船
輸
出
銅
は
、
長
崎
地
下
売
・

言
伝
銅
、
及
び
掛
欠
分
を
す
べ
て
合
計
し
た
数
量
に
相
当
す
る
。

元
禄
十
年

第
一
次
銅
座
と
住
友

一口
伝
銅
が
二
、
六

0
0斤
あ
る
。

が
前
者
で
八
一
、
五

0
0斤、

後
者
で
六
、
五
六
〇
斤
と
な
る
。

一
六
六
、
五

0
0斤
右

五

ヶ

六
六
五
、
九
0
0斤

一
、
九
六
〇
斤

右
内
掛
欠

六
0
0斤
長

崎

地

下

二
、
六

0
0斤

そ
の
他
長
崎
地
下
売
が
計
一
、

0
0
0
斤
あ
り
、



九
〇
六
、

0
三
―
―
斤
と
な
り
、

斤
、
唐
人
売
六
、
四

0
六、

0
1
―
三
斤
、
輸
出
総
高
八
、

内 計

三
、
九

0
0斤

九、

0
0
1―
-
、
二
ニ
―
斤

九
七
、
一
九
八
斤

こ
れ
に
よ
る
と
、

一
、
七
七
一
、
六
六
三
斤

掛
欠
は
計
九
七
、
一
九
八

オ
ラ
ン
ダ
売
二
、
五

0
0、
0
0
0

掛
欠

右
外
掛
欠

秋
船
二

0
艘
売

―
-
、
九
六

0
斤

右

外

掛

欠

一
、
四
六
七
、
三
四
二
斤
夏
船
一
六
艘
売

第
一
次
銅
座
と
住
友

二
、
五

0
0、
0
0
0
斤

八

0
、
九
八
八
斤

一
、
九
五
七
、
八

0
八
斤

一
、
二

0
九
、
ニ
―

0
斤

三
、
七

0
0斤

右
外
掛
欠

阿
蘭
陀
売

春
船
二

0
艘
売

夏
船
一
四
艘
売

四
、
六
五
〇
斤

右

外

掛

欠

右
外
掛
欠

オランダ

輸出銅高

2,460,400 

2,345,900 

2,118,900 

1,500,000 

1,250,000 

1,960,000 

1,450,000 

900,000 

1,800,000 

1,190,000 

1,670,000 

2,008,638.8 

1,832,962.9 

2,500,000 

（単位：斤）

掛 欠

61,900 

22,400 

81,500 

71,250 

60,950 

80,050 

67,950 

80,988 

四



+
―
―
一
年
の
「
異
國
向
悼
銅

R
 

渡
り
高
書
付
井
悼
直
段
書
付
」
を
届
け
て
い
る
。

を
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

所
へ
赴
い
て
、

元
禄
十
四
年
三
月
、
泉
屋
の
手
代
五
兵
衛
は
銅
座
会

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
速
断
も
出
来
な
い
。

が
ヽ

で、

元
禄
十
二
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

こ
れ

そ
れ
が
基
づ
く
報
告
の
種
類
が
異
な
る
と
い
う
こ

の
銅
を
含
め
た
数
量
で
あ
ろ
う
と
い
う
疑
問
が
起
こ
る

で
元
禄
二
年
以
前
の
輸
出
高
も
や
は
り
掛
欠
や
そ
の
他

こ
れ
が
資
料
甲
の
輸
出
銅
高
と
一
致
す
る
。
そ
こ

欠
の
記
入
あ
っ
て
か
ら
は
掛
欠
分
を
も
加
算
し
た
も
の

斤
と
な
る
。

て
、
最
初
に
記
さ
れ
た
銅
高
で
あ
っ
て
、

元
禄
―
―
一
年
掛

銅
高
は
記
載
の
順
序
を
異
に
し
た
元
禄
十
年
度
を
除
い

春
夏
秋
諸
船
の
売
銅
は
合
計
し
て
い
る
。
表
の
左
端
の

こ
れ
ら
を
整
理
し
て
第
5
表
に
示
し
た
が
、

第 5表 貞享 1---元禄10 輸出銅高（資料丙による）

五

年次 l記載総高 l輸出銅総高 畠出銅麿 I掛欠
貞享 1 5,135,500 2,675,100 

2 5,634,100 3,288,200 

3 6,574,600 4,455,700 

4 5,330,200 3,830,200 

元禄 1 4,620,600 3,370,600 

2 5,312,568.5 3,352,568.5 

3 5,216,873.4 5,154,973.4 3,704,973.4 

4 3,861,840 3,839,440 2,939,440 

5 * 4,090,750 3,976,630 2,176,630 6,560 

6 ** 4,512,317 4,429,072 3,239,072 10,845 

7 5,029,100 4,957,900 3,287,900 10,250 

8 6,145,262 6,052,626.6 4,043,987.8 12,585.4 ， 8,847,502.8 8,760,688.8 6,927,725.9 18,864 
10 9,003,221.5 8,906,023 6,406,023 16,210 

＊長崎地下売 1,000斤・言伝銅2,600斤， ＊＊長崎地下売 1,150斤を含む。



内 計
五
、

0
七
二
、
六
ニ
ニ
斤
九
六
五
九

内 内 内 銅

九
六
、
二
六
〇
斤

一
、
一
八
二
、
九
五
六
斤
五

一
、
三
六
六
、
七
八
〇
斤
九

絞
銅
本
割

代
銀
を
残
し
出
船
、
銅
は
唐
通
詞
預
る

第
一
次
銅
座
と
住
友

元
禄
十
二
年

一
、
八
三
五
、
一
―
二
斤
三

五
七
三
、
四
一
―
-
0斤

四

0
、
七
五
〇
斤

一
、
三
七
二
、
二
八
〇
斤
九

五
、
五

0
0斤

―
二
、

0
八
〇
斤
五

願
売
分

一
、
ニ
―
四
、
九
五
一
―
―
斤
二
六
五
九
代
物
替

六

0
九
、
五
二
六
斤
五

一
、
八
六
五
、
二
二
九
斤
七
六
五
九

一
、
二
六
一
、
六
八
二
斤

唐

人

売

本
割

春
船
二

0
艘

夏
船
二
八
艘

秋
売
ニ
―
艘
内
一
七
艘
（
代
物
替
）

右
一
七
艘
売

｝
本
割
の
内

間
吹
銅

代
物
替

本
割

手
取
一
〇
七
匁

手
取
一
〇
七
匁

直
段
一

0
0
斤
に

つ
ぎ
手
取
一

0
七
匁

ノ‘ヽ



内 内 銅 内 銅

―
-
、
五
七
三
斤
五

オ
ラ
ソ
ダ
売

二
、
五

0
0、
0
0
0
斤

七

0
1、
七
五
四
斤
一
二
八
五
九
六

（九）

総
計
七
、
五
七
二
、
六
ニ
ニ
斤
五
六
五
九

元
禄
十
三
年

一
、
八
四
九
、
三
一
九
斤
九
三
二

二
―
-
、
三
七
三
斤
四
三
九

一

七
0
、
0
七
九
斤

一
四
一
、
二
九
四
斤
四
三
九
一

第
一
次
銅
座
と
住
友

一
、
二
四
一
、
五
六
七
斤
九

代
物
替

本
割
夏
船
五
艘

代
物
替

六

0
七
、
七
五
二
斤

本
割
春
船
二

0
艘

唐

人

売

代
物
替

一
、
七
九
八
、
二
四
五
斤
六

一
四

0
四

本

割

六
五
、
四
八
七
斤
四

内

二
、
八
八
九
、
六
六
六
斤
四
六
五
九

:2物
替
の
内

間
吹
銅

二
五
万
斤
預
け
お
く

緩
銅
代
物
替
（
願
売
分
を
含
む
）

手
取
一
〇
九
匁
七

手
取
一

〇
九
匁
七

七



こ
れ
は
掛
欠
を
除
い
た
銅
高
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い

。

内 内 計

一
、
二
四
六
、
九

0
0斤

二
、
九
一
六
、
一
六
二
斤
三
七

六
七
七
、
八
三
一
斤

第
一
次
銅
座
と
住
友

一
、
五
三
三
、
三

0
0斤

三
、
五
九
三
、
九
九
三
斤
三
七
―
―

オ
ラ
ン
ダ
売

五
七
四
、

0
六
五
斤
六
八
五
ニ（八）

六
七
二
、
八
三
四
斤
三
一
四
五

総
計
四
、
八
四

0
、
八
九
三
斤
三
七
―
―

割

・
代
物
替
と
も
に
や
や
少
な
い
。

を
あ
げ
ず
、
差
が
あ
る
。
な
お
、
絞
銅
は
抜
銀
銅
で
諸
銅
山
山
元
で
銀
を
鮫
っ
た
銅
が
多
く
、
緩
銅
も
同
じ
も
の

で
あ
ろ
う
。

ま
た
悼
銅
以
外
の
諸
銅
に
お
い
て
も
総
高
で
や
や
少
な
く
、
銅
種
で
も
荒
銅

輸
入
歳
額
の
限
定
さ
れ
た
頃
か
ら
特
に
元
禄
に
入
っ
て
、
異
国
売
を
許
さ
れ
た
と
い
う
「
古
来
銅
屋
十
六
人
」
、

J

の
外
前
年
預
分
二
五
万
斤
を
渡
す

代
物
替

本
割

秋
船
二
八
艘
代
物
替

手
取
―
―
五
匁
九

代
物
替

本
割

資
料
乙
に
比
較
す
る
と
、

手
取
―
ニ
ニ
匁
五

唐
船
輸
出
に
お
い
て
本

八



貞
享
二
年
か
ら
大
坂
の
塚
口
屋
長
左
衛
門
手
代
の
典
右
衛
門
が
山
城
屋
徳
右
衛
門
或
は
讃
岐
屋
な
ど
と
変
名
し
、

荒
銅

・
間
吹
銅
．
丁
銅
・
中
平
銅
を
長
崎
へ
送
り
異
国
売
を
行
っ
た
が
、

下
向
を
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
典
右
衛
門
は
ま
た
元
禄
十
年
頃
か
ら
長
崎
に
お
い
て
の
鋳
銭
の
下
地
銅
を
請
負
っ
た

と
い
う
こ
と
で
吹
銅
を
送
っ
て
い
た
が
、
同
十
三
年
暮
に
も
長
谷
川
六
兵
衛
（
安
定
）
代
官
所
管
の
多
田
銅
山
の
緩

⑦
 

銅
を
や
は
り
銭
下
地
用
の
名
で
落
札
入
手
し
て
い
る
。
ま
た
貞
享
二
年
に
長
崎
町
人
山
口
治
左
衛
門
が
大
坂
で
金

六、

0
0
0両
の
銅
を
購
い
異
国
売
を
計
画
し
た
の
で
、

八
月
銅
屋
か
ら
大
坂
滞
在
中
の
長
崎
奉
行
宮
城
監
物
へ

⑧
 

訴
え
、
奉
行
は
治
左
衛
門
の
訴
願
を
退
け
新
規
の
企
で
あ
る
と
て
差
し
止
め
た
。
同
年
江
戸
の
泉
屋
宗
壽
が
長
崎

町
人
松
浦
平
八
と
と
も
に
異
国
銅
売
を
長
崎
で
訴
願
し
た
が
、
宗
壽
は
新
規
の
企
画
、

平
八
は
延
宝
五
年
異
国
銅

R
 

売
の
実
績
は
あ
っ
て
も
翌
年
か
ら
八
ヶ
年
も
中
絶
し
て
い
る
理
由
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

貞
享
五
（
元
禄
元
）
年
に
大
坂
の
河
内
屋
博
次
•
平
野
屋
忠
兵
衛
・
同
小
左
衛
門
・
同
一
一
一
右
衛
門
四
人
は
鋳
形
違

銅
を
長
崎
へ
下
し
、

同
地
の
柿
本
屋
又
兵
衛
が
引
請
け
て
抜
荷
・
代
物
替
或
は
下
直
に
し
て
密
々
に
異
国
人
へ
売

っ
た
と
い
う
。
鋳
形
違
銅
は
大
坂
の
川
崎
屋
平
兵
衛
・
多
田
屋
市
郎
兵
価
が
河
内
屋
へ
吹
ぎ
売
り
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

は
丁
銅

・
中
平
銅
等
の
鋳
形
違
銅
を
輸
出
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

彼
等
は
悼
銅
を
主
と
し
て
輸
出
し
た
の
で
あ
る
が
、

九

そ
の
銅
屋
以
外
の
も
の
が
、
悼
銅
以
外
の
荒
銅

・
間
吹
銅
或

元
禄
二
年
に
な
っ
て
典
右
衛
門
の
長
崎



形
違
銅
と
も
に
、
公
儀
へ
は
荒
銅
と
届
け
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

直
段
も
七
五
、
六
匁
、

密
売
が
発
覚
し
て
船
本
禰
兵
次
の
蔵
に
あ
っ
た
残
り
銅
一
、

又
兵
衛
は
籠
舎
と
な
っ
た
。
同
年
平
野
屋
忠
兵
衛

・
河
内
屋
博
次
の
間
吹
銅

．
鋳
形
違
銅
一
、

O
-―
―
六
丸
が
欠
所

こ
の
銅
は
処
分
後
に
長
崎
へ
下
着
し
、

元
禄
四
、

五
年
頃
に
は
八
七
、

八

0
0丸
余
（
う
ち
、
間
吹
銅
九
0
0丸
）
は
没
収
さ
れ
、

両
人
は
大
坂
町
奉
行
へ
訴
願
し
て
奉
行
の
書
付
を
携
え
て

翌
尤
禄
二
年
六
月
長
崎
へ
下
り
、
同
地
の
割
符
年
寄
吉
文
字
屋
―
―
一郎
兵
衛
の
手
を
経
て
長
崎
奉
行
へ
訴
願
し
て
銅

元
禄
四
年
に
は
大
坂
か
ら
長
崎
へ
送
ら
れ
る
鋳
形
違
銅
は
三
、

四

0
万
斤
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
同
五
年
に
は
五
、

六

0
万
斤
に
も
達
し
た
と
い
う
。
鋳
形
違
銅
は
一

0
0斤
に
つ
ぎ
銀
―

1
0匁
か
ら
―
二

0
匁
、
間
吹
銅
は
一
〇

一
匁
五
分
ほ
ど
で
、
唐
人
売
で
あ
る
か
ら
口
銭
銀
五
匁
を
こ
れ
か
ら
引
い
て
手
取
と
な
る
。

き
出
し
て
お
り
、
銅
屋
も
「
籾
ミ
御
公
儀
を
か
す
め
偽
を
以
或
荒
銅
、
或
殊
外
下
直

二
書
上
申
事
一
圃
合
点
不
参

候
」
と
述
べ
て
い
る
。
荒
銅
は
銅
取
引
の
枠
外
と
し
て
、
他
の
諸
色
と
同
様
に
取
扱
う
慣
行
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

こ
の
こ
と
は
後
に
述
べ
る
。
し
か
し
元
禄
四
年
に
銅
屋
中
か
ら
、
大
坂
平
野
屋
清
右
衛
門
手
代
徳
兵
衛
が
近
年
長

崎
に
借
宅
し
て
傍
輩
の
長
兵
衛
か
ら
間
吹
銅

．
鋳
形
違
銅
を
徳
兵
衛
方
へ
積
下
し
て
い
る
事
実
を
、
長
崎
年
寄
衆

へ
連
絡
し
た
。
と
こ
ろ
が
年
番
高
木
彦
右
衛
門
か
ら
の
返
報
に
は
、
鋳
形
違
銅
は
悼
銅
同
前
で
あ
る
か
ら
異
国
売

一、

0
三
六
丸
を
申
し
請
け
、
唐
人
へ
全
部
売
却
し
た
。

と
な
っ
た
が
、

四
〇

八
匁
と
書

し
か
し
間
吹
銅
．
鋳



わ
れ
る
。

を
差
し
留
め
る
が
、
間
吹
銅
は
格
別
の
こ
と
で
近
年
地
下
人
家
業
と
し
て
き
て
い
る
の
で
、
公
儀
へ
取
次
は
な
し

⑲
 

難
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
銅
屋
は
「
一
同
合
点
不
参
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
長
崎
年
寄
等
は
間
吹

銅
も
荒
銅
に
准
じ
て
、
異
国
売
を
認
め
よ
う
と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

元
禄
四
年
八
月
に
長
崎
町
人
の
間
吹
銅
．
鋳
形
違
銅
の
抜
荷
が
発
覚
し
た
。
山
口
五
郎
右
衛
門
の
五
人
兄
弟
は

一
人
は
自
害
、

四
人
は
手
錠
籠
舎
。
吉
郎
兵
衛
等
三
人
は
欠
落
し
て
大
坂
で
捕
え
ら
れ
、
十
二
月
長
崎
へ
送
ら
れ

て
籠
舎
。
清
水
屋
加
兵
衛
父
子
も
籠
舎
。
嶋
屋
吉
左
衛
門
は
籠
死
。
佐
藤
茂
右
衛
門
は
山
ロ
・
嶋
屋
に
頼
ま
れ
間

吹
銅
買
入
に
大
坂
に
登
っ
て
御
預
け
。
飛
脚
又
兵
衛
は
右
の
抜
荷
物
を
京
の
金
屋
長
右
衛
門
等
―
―
―
人
の
問
屋
へ
渡

し
た
咎
で
籠
舎
。
京
―
―
一
人
の
問
屋
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
へ
御
預
け
。
そ
の
他
の
二
三
人
は
山
口
•
清
水
屋
同
類
で
十

一
月
に
礎
・
打
首
に
処
せ
ら
れ
た
が
、
内
二
、
三
人
は
地
下
人
、

四

そ
の
他
は
船
頭
•
水
主
・
旅
人
で
あ
っ
た
と
い

元
禄
五
年
三
月
銅
屋
一
六
人
は
、
彼
等
の
銅
異
国
売
の
古
来
の
沿
革
を
述
べ
て
、
新
規
の
企
に
よ
り
自
分
等
の

家
業
を
妨
げ
る
も
の
あ
る
を
も
っ
て
そ
の
差
留
方
を
大
坂
町
奉
行
へ
訴
え
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
近
年
新
規
に
荒

銅
・
間
吹
銅
．
丁
銅
・
中
平
銅
と
種
々
に
鋳
形
を
違
わ
せ
長
崎
へ
下
す
も
の
あ
り
、
当
初
は
少
量
で
あ
っ
た
が
し

だ
い
に
多
額
と
な
り
、
公
儀
へ
は
荒
銅
と
書
き
上
げ
、
異
国
人
・
荷
主
・
小
宿
相
対
に
て
下
直
に
売
り
渡
し
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

そ



第
一
次
銅
座
と
住
友

の
年
切
り
に
売
り
尽
く
す
と
あ
る
。
鋳
形
違
銅
は
す
べ
て
大
坂
で
新
吹
屋
が
吹
い
て
送
る
の
で
、
彼
等
に
事
情
を

龍
す
と
自
分
で
下
す
の
は
僅
か
で
堺
•
長
崎
の
町
人
か
ら
の
誂
に
よ
り
何
方
へ
売
る
か
は
存
ぜ
ぬ
な
ど
と
答
え
る
。

銅
屋
の
下
り
銅
は
各
自
に
割
り
付
け
て
異
国
売
す
る
の
で
あ
る
が
、
売
口
し
だ
い
に
減
少
し
元
禄
四
年
に
は
金
高

七
九

‘
0
0
0両
の
銅
が
長
崎
に
売
れ
残
っ
た
と
い
う
。
こ
の
訴
状
の
中
に
「
古
来
私
と
も
賣
渡
す
悼
銅
の
次
第
」

は
と
し
て
悼
銅
異
国
売
の
長
崎
で
の
手
続
を
記
し
て
、
銅
屋
の
樟
銅
と
新
規
業
者
の
諸
銅
の
売
方
手
続
を
対
比
し

て
い
る
。
訴
状
と
と
も
に
新
規
吹
屋
人
数
―
一
人
の
名
と

「
異
國
人
A

に
樟
銅
賣
申
高
書
之
事
」
を
振
え
て
提
出
し

⑪
 

て
い
る
が
、
綽
銅
売
申
高
は
貞
享
元
年
か
ら
元
禄
四
年
ま
で
の
分
で
資
料
甲
と
丙
の
数
量
と
同
じ
で
あ
る
。

同
年
七
月
銅
屋
は
大
坂
町
奉
行
所
割
符
役
人
へ
あ
て
、
彼
等
が
古
来
異
国
へ
売
っ
て
い
る
樟
銅
と
新
規
に
売
ら

⑫
 

れ
て
い
る
間
吹
銅
と
の
日
本
に
与
え
る
得
失
の
積
り
書
を
差
し
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
悼
銅
は
通
詞
口
銀
を

除
い
て

一
六
万
貫
目
に
つ
ぎ
代
銀
一
、

0
二
〇
貫
目
、
間
吹
銅
は
同
じ
く
銀
九

0
0貫
目
で
売
っ
て
お
り
、
間
吹

合
わ
せ
て
銀
二

0
0貫
目
ほ
ど
日
本
の
損
失
と
な
る
と
い
う
。
間
吹
銅
は
元
来
は
悼
銅
よ
り

一
六
貫
目
に
つ
ぎ
銀

六
、
七
匁
下
直
で
あ
る
が
、
近
年
異
国
向
間
吹
銅
の
需
要
増
大
の
た
め
大
坂
で
は
却
っ
て
悼
銅
よ
り
七
匁
も
高
直

と
な
り
、

春
か
ら
七
月
ま
で
に
一
六
万
貫
目
ほ
ど
も
長
崎
へ
送
ら
れ
た
。
枠
銅
・
間
吹
銅
の
吹
立
入
費
を
対
比
す

銅
は
銀
鮫
を
行
わ
ぬ
か
ら
一
〇
貫
目
に
つ
き
銀
一
〇
匁
を
含
む
も
の
と
し
て
、

一
六
万
貫
目
で
銀
一

0
0貫
目
、

四



四

こ
れ
に
対
し
新
吹
屋
は
小

る
と
、
悼
銅
は
真
吹
・
合
吹
．
鮫
吹
（
こ
の
二
吹
は
南
蛮
吹
）
・
小
吹
と
四
度
吹
で
一
六
万
貫
目
に
つ
ぎ
銀
二
六
七
貫

目
か
か
り
、
間
吹
銅
は
真
吹
の

一
度
吹
で
銀
四
〇
貫
目
で
す
み
、
差
引
ニ
―
―
七
貫
目
は
吹
工
は
じ
め
炭
問
屋

・
箱

屋

・
鍛
冶
屋

・
炭
焼
等
の
渡
世
の
資
と
も
な
っ
て
い
る
と
し
、
新
吹
屋
は
樟
銅
を
売
る
こ
と
は
出
来
ぬ
の
で
元
禄

元
年
か
ら
新
規
の
企
を
も
っ
て
荒
銅
・
間
吹
銅
．
鋳
形
違
銅
を
吹
き
立
て
内
密
に
売
り
渡
し
、
近
年
は
長
崎
町
人

と
馴
れ
あ
い
公
然
と
多
く
売
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
銅
屋
が
間
吹
銅
・
荒
銅
の
異
国
売
を
赦
免
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
彼
等
に

一
匁
も
売
ら
さ
ぬ
よ
う
に
す
る
が
、
荒
銅
・
間
吹
銅
を
か
つ
て
異
国
売
し
な
か
っ
た
銅

屋
と
し
て
は
慣
法
上
も
、

小
吹
屋
―
一
人
の
由
緒
を
記
し
て
従
来
ど
お
り
彼
等
は
銅
吹
家
業
に
従
い
、
新
規
の
異
国
向
間
吹
銅

．
鋳
形
違
銅

を
吹
い
て
売
ら
ぬ
よ
う
、
も
と
よ
り
自
分
で
長
崎
へ
吹
ぎ
下
さ
ぬ
よ
う
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

即
ち
小
吹
屋
一

一
軒
の
多
く
は

一
六
軒
の
銅
屋
の
吹
所
に
か
つ
て
勤
め
た
吹
人
か
手
代
の
出
身
で
あ
っ
て
、
近
年

の
新
吹
屋
で
あ
り
、

五
、
六
年
以
来
異
国
向
間
吹
銅

．
鋳
形
違
銅
を
長
崎
へ

下
し
て
他
国
か

ら
の
誂
に
よ
っ
て
吹

い
た
と
い
い
逃
れ
た
り
し
、

泉
屋
を
は
じ
め
大
坂
屋
・
大
塚
屋
は
以
前
か
ら
吹
所
を
持
っ
て
い
て
大
吹
屋
と
称
し
、

吹
屋
と
呼
ば
れ
た

。

小
吹
屋
―
一
軒
中
に
、
前
述
の
河
内
屋
博
次
•
平
野

屋
三
右
衛
門
・
同
小
左
衛
門
・
同
忠
兵

第
一
次
銅
座
と
住
友

そ
れ
は
出
来
ぬ
こ
と
だ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
積
り
書
と
と
も
に
差
し
出
し
た
訴
状
に
、

ま
た
長
崎
人
と
馴
れ
あ
い
吹
い
た
り
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
銅
屋
中
で



罰
を
課
せ
ら
れ
た
。
銅
屋
で
は
、
輸
出
銅
の
正
確
な
全
容
を
調
査
し
た
り
、
報
告
を
入
手
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
資
料
甲

・
乙
そ
の
他
で
、
特
に
唐
人
方
売
銅
の
数
量
が
時
期
に
よ
っ
て
か
な
り
大
き
な
差
が

あ
る
理
由
の
一
は
、
こ
の
辺
に
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。
大
坂
の
小
吹
屋
が
異
国
売
銅
に
関
係
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

で
は
把
握
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
抜
売
も
多
か
っ
た
が
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

衛

・
多
田
屋
市
郎
兵
衛
等
が
あ
る
。
割
符
役
人
は
大
坂
在
住
銅
屋
一

0
人
と
小
吹
屋
を
呼
び
詮
議
し
た
結
果
、

月
に
な
っ
て
双
方
を
奉
行
所
へ
召
し
出
し
、

こ
れ
は
も
と
よ
り
厳
重
に
取
り
締
ま
り
発
覚
す
れ
ば
重 九

両
町
奉
行
出
席
の
上
で
銅
屋
訴
願
の
と
お
り
い
い
渡
さ
れ
た
。
即
ち

小
吹
屋
に
対
し
、
向
後
は
前
々
の
ご
と
く
地
銅
（
地
売
銅
）
を
吹
き
商
売
し
、
異
国
向
間
吹
銅

・
荒
銅
類
は
当
人
は

も
と
よ
り
他
所
か
ら
の
誂
と
称
し
て
吹
き
長
崎
へ
下
す
こ
と
は
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
る
と
、
古
来
の
銅
屋
は
悼
銅
を
輸
出
し
、
少
な
く
と
も
悼
銅
を
も
っ
て
輸
出
す
る
を
建
前
に
す
る
と

い
う
立
場
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
貞
享
以
後
特
に
元
禄
に
入
っ
て
新
規
に
輸
出
を
企
て
ら
れ
た
銅
は
、
荒
銅

．

間
吹
銅
、

そ
の
他
の
丁
銅

・
中
平
銅
等
の
鋳
形
違
銅
で
あ
っ
た
。
し
か
も
間
吹
銅
等
を
荒
銅
と
偽
り
公
儀
へ
も
届

け
た
も
の
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
長
崎
町
年
寄
の
中
に
は
銅
屋
の
報
告
に
対
し
、
間
吹
銅
は
鋳
形
違
銅
と
は
異
り
、

そ
の
異
国
売
の
取
締
に
つ
い
て
公
儀
へ
届
け
難
い
と
い
う
態
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
悼
銅
以
外
の
諸

銅
が
奉
行
所
の
認
許
を
得
て
、

か
な
り
輸
出
も
行
わ
れ
て
お
り
、
輸
出
銅
高
や
直
段
は
長
崎
町
役
人
や
会
所
な
ど

四
四



元
禄
六
年
十
月
秋
船
か
ら
荒
銅
買
渡
の
こ
と
を
願
い
出
た
が
、
荒
銅
買
渡
を
停
止
し
た
こ
と
な
く
近
年
段
々
持

渡
っ
て
い
る
と
い
う
返
答
で
、
唐
人
屋
敷
で
荷
主
と
直
組
し
、

⑬
 

見
え
る
。
こ
れ
な
ど
或
は
銅
屋
以
外
の
荒
銅
で
あ
ろ
う
。
元
禄
七
年
六
月
江
戸
の
湊
屋
庄
兵
衛
、
長
崎
の
山
口
仁

右
衛
門

・
古
田
養
仙
の
三
人
が
大
坂
銅
問
屋
に
集
ま
る
荒
銅
を
吹
屋
同
様
に
入
札
で
ぎ
る
よ
う
大
坂
町
奉
行
所
へ

願
い
出
た
。
訴
状
に
よ
る
と
、
彼
等
は
肥
前
大
村
領
の
銅
山
稼
行
を
元
禄
五
年
領
主

へ
願
い
出
て
、
領
主
か
ら
長

崎
奉
行
の
諒
解
を
求
め
て
採
掘
し
、

か
ら
唐
人
へ
売
り
渡
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
度
大
坂
で
荒
銅
を
買
い
た
い
が
、

い
わ
れ
て
不
可
能
で
あ
り
、
豫
州
立
川
銅
山
産
銅
を
買
う
契
約
を
し
て
同
地
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
諸
国
で
荒
銅
を

長
崎
へ
売
る
こ
と
は
法
度
で
あ
る
旨
を
大
坂
銅
屋
か
ら
立
川
の
山
奉
行
へ

書
ぎ
送
り
、

い
る
。
湊
屋
等
の
訴
願
に
対
し
、

ま
な
く
、

＞
 

四
五

そ
の
産
銅
と
他
国
か
ら
買
い
集
め
た
荒
銅
を
大
村
領
内
で
間
吹
し
、

翌
六
年

そ
れ
は
法
度
で
あ
る
よ
う
に

こ
れ
も
買
え
ぬ
と
述
べ
て

七
月
銅
屋
は
、
大
坂
町
奉
行
所
へ
、
総
じ
て
異
国
向
銅
は
当
地
以
外
で
吹
く
例

⑭
 

た
だ
公
儀
の
足
尾
銅
山
の
み
は
例
外
で
あ
る
こ
と
を
陳
情
し
、

三
人
の
訴
願
は
却
下
さ
れ
た
。
そ
の
後

も
古
田
等
は
大
村
領
内
で
輸
出
用
の
鋳
形
違
銅
吹
立
を
計
画
し
た
が
、
結
局
成
功
し
な
か
っ
た
。

元
禄
九
年
正
月
長
崎
町
人
炭
屋
六
兵
衛
は
、
間
吹
銅
の
唐
人
売
を
江
戸
の
勘
定
所
へ
願
い
出
て
取
り
上
げ
ら
れ

第
一
次
銅
座
と
住
友

れ
た
が
、

な
お
銅
屋
以
外
の
も
の
の
輸
出
が
あ
っ
た
。

1
0
 0
斤
に
つ
ぎ
銀
九
六
匁
五
分
と
決
定
し
た
と



春
船
二

0
、
夏
船
三

0
、
秋
船
二

0
艘
と
割
り
付
け
た
。

貞
享
令
の
施
行
さ
れ
た
貞
享
二
年
に
来
航
し
た
唐
船
は
、

は
貨
物
中
で
銅
が
強
く
要
望
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

ず
、
さ
ら
に
長
崎
奉
行
へ
訴
願
し
た
。
訴
状
に
よ
る
と
、
彼
は
元
禄
初
年
数
ヶ
年
間
吹
銅
を
唐
人
方
へ
売
っ
た
が
、

同
五
年
大
坂
悼
銅
屋
仲
間
が
小
吹
屋
の
取
扱
差
留

の
訴
訟
を
大
坂
町
奉
行
へ
出
し
て
間
吹
銅
吹
立
が
停
止
と
な
っ

た
た
め
、
渡
世
を
離
れ
て
饂
命
に
及
ぶ
と
述
べ
、
唐
人
に
間
吹
銅
の
要
望
が
あ
り
、
唐
人
売
を
許
さ
れ
た
な
ら
ば

1
0万
斤
に
つ
ぎ
運
上
金
五

0
両
を
年
々
上
納
す
る
と
い
い
、
大
坂
で
間
吹
銅
を
誂
え
た
く
、
ま
た
異
国
渡
銅
高

⑮
 

の
十
分
の
一
を
商
売
し
た
い
と
も
記
し
て
い
る
。
こ
の
訴
願
も
当
然
聞
ぎ
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

貞
享
か
ら
元
禄
に
入
っ
て
、
特
に
唐
船
の
銅
輸
出
の
増
大
の
傾
向
は
、
銅
屋
の
綽
銅
輸
出
以
外
に
諸
方
面
か
ら

の
荒
銅

・
間
吹
銅

．
鋳
形
違
銅
の
輸
出
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
抜
売
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
は
一
方
に
日
本
の
産
銅
が
明
治
以
前
に
お
い
て
こ
の
頃
に
最
高
に
達
し
た
と
思
わ
れ
る
事
情
が
あ

り
、
輸
出
銅
直
段
も
前
代
に
比
較
し
て
か
な
り
下
直
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
に
輸
出
歳
額
の
限
定
さ
れ
た
時
代
に
、

金
銀
の
持
出
は
き
び
し
く
抑
え
ら
れ
て
お
り
、

た
。
そ
こ
で
積
戻
船
―
二
艘
あ
り
、

日
本
貨
物
を
買
い
入
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
特
に
唐
船
に
あ
っ
て

こ
れ
ま
で
の
船
数
に
比
し
て
急
増
し
七
三
艘
で
あ
っ

そ
の
後
も
来
航
船
が
ま
す
ま
す
増
え
た
の
で
、

元
禄
元
年
七

0
艘
と
定
め
、

四
六



清
の
順
治
十
八
年
（
寛
文
元
、

間
に
唐
船
の
日
本
渡
航
が
厳
密
に
禁
絶
さ
れ
た
わ
け
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

貞
享
二
年
に
は
十
一
、

の
ま
ま
積
み
、
或
は
多
少
の
荷
物
を
仕
入
れ
て
積
み
添
え
て
渡
来
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
貞
享
二
年
か
ら
同
四
年

に
か
け
唐
船
と
の
抜
売
の
か
ど
で
処
罰
さ
れ
た
も
の
が
は
な
は
だ
多
い
。
春
夏
船
の
船
頭
も
荷
物
替
（
代
物
替
）
の

庫
に
役
人
封
印
の
ま
ま
保
管
さ
れ
る
有
様
で
あ
り
、
商
館
長
か
ら
代
物
替
を
訴
え
て
い
る
。
元
禄
元
年
に
柿
本
屋

又
兵
衛
が
大
坂
の
小
吹
屋
の
鋳
形
違
銅
を
引
請
け
て
代
物
替
と
し
た
の
は
抜
売
で
あ
る
が
、
唐
人
の
銅
に
よ
る
代

銅
銭
鋳
造
の
た
め
の
料
銅
は
年
に
ニ
二
四
万
斤
余
と
定
め
た
と
い
わ
れ
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

清
の
順
治
二
年
（
正
保
二
、

一
六
四
五
）
か
ら
康
熙
三
十
八
年
（
元
禄
十
二
、

物
替
は
強
く
希
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

許
可
を
願
い
出
た
も
の
が
多
数
で
あ
り
、

四
七

一
六
九
九
）
ま
で
、

北
京
の
鋳
銭
局
で

一
六
六
一
）
か
ら
康
煕
二
十
三
年
（
貞
享
元
）
に
か
け
て
、
台
湾
に
拠
っ
た
鄭
氏
に
対
抗

十
二
月
入
津
の
唐
船
は
商
売
を
許
さ
れ
ず
積
み
戻
し
、

康
熙
二
十
二
年
（
天
和

翌
年
春
船
と
し
て
積
戻
荷
を
そ

オ
ラ
ン
ダ
船
は
貞
享
二
年
に
は
過
半
の
荷
物
は
売
残
り
と
な
り
商
館
倉

貞
享
二
年
に
は
唐
船
の
来
航
す
る
も
の
が
激
増
し
た
の
で
あ
る
。

―
-
）
七
月
に
鄭
氏
が
清
朝
に
降
っ
て
台
湾
は
平
定
さ
れ
、

江
蘇
な
ど
の
六
ケ
所
の
税
関
で
は
税
関

翌
貞
享
元
年
遷
海
令
が
解
か
れ
、

し
て
、
清
は
源
海
五
省
の
海
禁
を
強
化
し
船
舶
の
出
海
を
禁
じ
、

康
熙
二
十
四
年
即
ち

い
わ
ゆ
る
遷
海
令
を
実
施
し
た
。

し
か
し
こ
の



元
禄
―
―
一
年
春
船
の
報
告
に

こ
。
キー

第
一
次
銅
座
と
住
友

監
督
は
商
人
を
招
い
て
日
本
へ
赴
い
て
そ
の
銅
を
購
入
さ
せ
た
と
い
う
。
銅
購
入
の
資
銀
は
税
関
の
税
銀
内
か
ら

支
弁
し
た
。
康
熙
―
―
―
十
八
年
に
私
商
を
招
き
税
関
自
ら
の
責
任
で
日
本
銅
を
買
い
上
げ
る
と
い
う
従
来
の
方
法
を

⑯
 

改
め
て
、
内
務
府
官
商
を
し
て
日
本
銅
の
調
達
を
引
請
け
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
当
時
は
雲
南
銅
の
供
給
も
十
分

で
な
か
っ
た
し
、
洋
銅
即
ち
日
本
銅
が
殆
ど
唯
一
の
鋳
銭
の
料
銅
で
あ
り
、

去
年
御
堂
地
古
買
渡
り
申
候
銅
之
儀
下
直
に
罷
成
、
商
船
共
少
ミ
損
失
仕
申
候
、
其
子
細
は
雲
南
と
申

省
汐
兼
而
銅
出
申
候
得
共
限
有
之
儀
御
座
候
所
に
、

江
・
寧
波
に
も
幣
敷
致
運
送
参
申
候
二
付
、
右
之
通
損
失
仕
申
候
、
然
共
雲
南
汐
之
運
送
殊
之
外
成
遠

路
と
申
難
所
罷
越
儀
に
御
座
候
得
は
、
打
通
運
送
可
仕
儀
も
相
知
不
申
候

⑰
 

と
あ
る
。
そ
の
後
、
元
禄
五
、
七
、
八
年
の
寧
波
・
南
京
仕
出
の
唐
船
等
は
、

銅
直
段
が
下
り
迷
惑
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

日
本
銅
輸
入
が
必
須
の
も
の
で
あ
っ

去
年
佐
銅
之
新
山
出
来
銅
大
分
出
申
候
而
、

し
か
し
唐
船
で
は
日
本
銅
の
買
渡
が
諸
貨
物
中
で
最
大
で

あ
り
殆
ど
唯
一
の
重
要
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
変
り
は
な
か
っ
た
。
元
禄
五
年
六
月
入
津
の
南
京
船
も
「
惣
而
御

常
地
汐
婦
船
に
買
渡
り
申
候
諸
色
之
内
に
而
も
銅
一
色
を
頼
申
候
虞
に
」
と
い
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
雲
南
の
産
銅
が
あ
っ
て

四
八

浙



渡
さ
れ
て
お
り
、

四
九

京
の
町
人
茶
屋
休
嘉
は
代
物
替
を
企
て
て
江
戸
•
長
崎
間
を
毎
年
往
返
し
て
い
た
が
、
元
禄
七
年
九
月
江
戸
か

ら
長
崎
へ
下
り
、
十
月
代
物
替
の
こ
と
を
長
崎
奉
行
へ
願
い
出
た
。
訴
状
に
よ
る
と
、
唐
船
数
七

0
艘
、
総
金
高

1
0万
両
と
定
め
ら
れ
て
輸
入
諸
色
減
少
し
直
段
し
だ
い
に
高
騰
し
た
こ
と
、
唐
船
は
反
物
類
・
薬
種
等
の
積
戻

荷
を
も
っ
て
年
々
渡
海
し
品
物
は
古
く
な
り
或
は
腐
損
す
る
こ
と
、

そ
こ
で
御
定
高
の
外
に
銅
二

0
0万
斤
を
も

っ
て
七

0
艘
の
売
残
り
積
荷
物
を
買
う
こ
と
と
す
れ
ば
、
諸
色
も
下
直
と
な
り
抜
荷
も
な
く
な
ろ
う
と
い
う
の
で

⑱
 

あ
る
。
休
嘉
の
訴
願
は
聞
き
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
翌
八
年
八
月
に
江
戸
町
人
伏
見
屋
四
郎
兵
衛
の
銀
一
、

0

0
0貫
目
代
物
替
の
訴
願
が
許
可
さ
れ
、
十
月
に
は
そ
の
こ
と
が
長
崎
で
唐
人
方
へ
も
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
即

ち
オ
ラ
ソ
ダ
方
銀
―
―
―
―
―
―
―
―
一
貫
一
―
―
―
―

1
0目
、
唐
人
方
六
六
六
貫
六
七

0
目
と
し
て
割
り
付
け
、
銅
を
も
っ
て
残
り
荷

物
の
代
物
替
に
あ
て
、
金
一
、

五

0
0両
を
運
上
と
し
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
に

よ

る
と
元
禄
八
年
十
月
、
唐
年
行
司
の
生
活
が
逼
迫
し
て
い
る
の
を
見
た
唐
人
が
銅
一

0
0斤
に
つ
き
銀
―
―
―
分
の
合

力
銀
を
与
え
た
い
と
申
し
出
て
、
奉
行
は
年
行
司
等
の
奢
り
を
叱
責
し
つ
つ
も
こ
れ
を
認
め
た
。
し
か
し
合
力
銀

は
御
定
高
即
ち
本
割
の
内
で
買
い
渡
す
分
に
対
し
て
で
、
代
物
替
の
分
に
対
し
て
は
与
え
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
同
年
の
代
物
替
は
唐
人
方
六
六
六
貫
六
七

0
目
で
あ
る
が
、
銅
七

0
-
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

七
五
七
斤
八
九
四
八

0
七
が
売
り

ロ
銭
を
除
い
た
直
段
は
一

0
0斤
に
つ
き
銀
九
五
匁
に
当
た
る
。
即
ち
伏
見
屋
は
秋
船
ニ
―
艘



第

一
次
銅
座
と
住
友

⑲
 

の
唐
人
方
と
直
組
の
結
果
は
十

一
月
七
日
に
な
っ
て
九
五
匁
に
決
着
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
銅
高
は
資
料
乙
の
同

年
代
物
替
銅
高
七

0
1
、

伏
見
屋
は
さ
ら
に
元
禄
九
年
分
と
し
て
金
一
万
両
の
運
上
を
条
件
に
銀
五
、

0
0
0
貫
目
の
銅
に
よ
る
代
物
替

を
願
い
出
て
聴
許
さ
れ
た
。
同
年
五
月
江
戸
町
人
河
内
屋
作
兵
衛
等
―
―
―
一
人
が
御
勘
定
所
へ
輸
出
銅
の
一
手
請
負

を
願
い
出
て
一
ケ
年
金
一
万
両
を
上
納
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
訴
状
に
よ
る
と
、
彼
等
は
前
々
よ
り
唐
人
方
へ
間

吹
銅
商
売
を
営
ん
で
ぎ
た
と
い
い
、
今
度
五
、

0
0
0
貫
目
の
代
物
替
を
許
さ
れ
て
大
坂
で
地
銅
が
か
な
り
高
直

に
な
っ
た
が
、
銅
直
段
は
中
分
の
直
段
を
も
っ
て
大
坂
銅
吹
屋
か
ら
買
い
取
り
、
異
国
輸
出
銅
凡
そ
九

0
0万
斤

ほ
ど
す
べ
て
を
彼
等
の
商
売
と
す
る
こ
と
を
願
い
、
売
高
九

0
0
万
斤
に
て
金
一
万
両
ず
つ
毎
年
上
納
す
る
と
述

⑳
 

べ
て
い
る
。
こ
の
訴
願
は
も
ち
ろ
ん
聞
き
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

元
禄
九
年
十
月
、
長
崎
町
年
寄
か
ら
代
物
替
口
銭
の
配
分
に
つ
ぎ
通
詞
・
目
付
等
に
通
告
し
て
い
る
が
、
口
銭
は

＠
 

銅
一

0
0斤
に
つ
ぎ
銀
三
匁
で
計
一
三
七
貫
三
三
四
匁
六
八
九
七
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
代
物
替
の
銅
高
は

四、

五
七
七
、

五
斤
は
七
斤
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

七
五
五
斤
八
九
四
八

0
二
に
対
し
、

五
斤
が
七
斤
と
あ
る
相
違
だ
け
で
一
致
し
て
い
る
。

八
二
三
斤
と
計
算
さ
れ
、
資
料
乙
の
代
物
替
銅
高
と
一
致
す
る
。
前
年
の
代
物
替
の
銅
高
の
一
致
を
も

併
わ
せ
考
え
る
と
、
資
料
乙
の
少
な
く
と
も
代
物
替
高
の
信
憑
度
を
高
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
伏
見
屋
の
代
物

五
〇



談
」
第
二
に
よ
れ
ば
、

替
五
、

0
0
0
貫
目
は
、
元
禄
十
年
春
か
ら
長
崎
町
年
寄
の
手
に
移
っ
た
。
翌
十
一
年
に
は
、

唐
蘭
商
売
総
元
締
で
あ
っ
た
高
木
彦
右
衛
門
が
、
運
上
金
二
万
両
上
納
を
条
件
に
、
唐
船
数
七

0
艘
の
外
一

0
艘

を
増
し
て
銀
二
、

0
0
0
貫
目
の
代
物
替
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
た
。
五、

0
0
0貫
目
は
唐
人
方
四
‘
―

1
0
0貫

目
、
オ
ラ
ン
ダ
方
八

0
0貫
目
に
割
り
付
け
た
銅
に
よ
る
代
物
替
で
あ
る
が
、

四
万
五
千
両
ほ
ど
と
な
り
、

五
さ
ら
に
町
年
寄
で

い
わ
れ
て
唐
船
を
対
象
と
し
、
俵
物

・
諸
色
を
も
っ
て
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
代
物
替
の
増
銀
（
出
銀
）
は
約
金

＠
 

そ
の
内
よ
り
一
万
両
を
地
下
中
へ
配
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
「
崎
陽
群

二、

0
0
0
貫
目
分
の
替
物
と
な
る
俵
物
・
諸
色
は
初
め
か
ら
欠
乏
し
た
ら
し
く
、
様
々

の
手
立
を
も
っ
て
内
密
に
銀
子
を
渡
し
、
彦
右
衛
門
の
横
死
の
年
、

元
禄
九
年
に
は
輸
出
銅
高
八

0
0万
斤
を
遥
か
に
超
え
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

即
ち
彼
が
深
堀
鍋
島
家
来
と
の
闘
争
事
件
で

死
ん
だ
元
禄
十
―
―
一
年
に
は
諸
色
を
欠
ぎ
、
有
合
せ
の
物
で
替
物
に
充
て
よ
う
と
し
、
銀
高
も
年
々
減
じ
た
と
あ
る
。

翌
十
年
に
は
八
、
九
〇
六
、

0
0
0
斤
以
上
に
達
し

た
。
元
禄
十
一
年
五
月
両
長
崎
奉
行
は
立
山
役
所
に
高
木
彦
右
衛
門
以
下
通
詞

・
出
島
乙
名
・
目
付
等
を
呼
ん
で

⑳
 

銅
貿
易
に
関
す
る
幕
府
の
決
定
を
告
げ
た
。

0
前
略

（
元
禄
十
）

一
去
丑
年
異
國
渡
之
銅
高
唐
船
方
六
百
四
拾
萬
爪
千
斤
、
阿
蘭
陀
方
賦
百
五
拾
萬
斤
、
都
合
八
百
九
拾
萬

二、

0
0
0
貫
目
は
追
御
定
高
と



を
引
い
た
の
は
仕
入
金
調
達
の
困
難
か
ら
で
あ
る
。

が
双
方
を
説
得
し
て
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

よ
う
や
く
口
銭
と
も

一
―
二
匁
に
落
着
し
た
。

戴
千
斤
、
向
後
渡
高
二
営
年
汐
相
定
之
候
、
右
之
員
敷
之
外

二
少
二
而
汲
相
渡
間
敷
事
、

附
、
大
坂
よ
り
差
下
候
銅
之
儀
者
何
程
二
而
も
嘗
地
二
調
置
、
餘
計
銅
集
候
時
分
二
、
三
年
ニ
一
度

宛
も
増
商
賣
可
申
付
事
、

「
貞
享
賦
丑
汐
享
保
六
丑
年
迄
異
國
渡
銅

こ
れ
に
よ
り
輸
出
銅
高
八
、
九

0
二、

0
0
0
斤
が
年
々
の
御
用
銅
定
額
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
き
江
戸
の
桔
梗
屋
又
八
等
三
人
は
、
十
一
年
か
ら
向
う
七
ヶ
年
、
毎
年
悼
銅
輸
出
で
金
一
万
両
、

間
吹
銅
輸
出
で
六
、

0
0
0両
の
運
上
を
納
め
、
異
国
売
銅
を
一
手
に
申
し
請
け
た
い
と
願
い
出
て
聴
許
さ
れ
た
。

同
年
二
月
桔
梗
屋
は
大
坂
か
ら
乗
船
し
長
崎
に
着
ぎ
、
唐
船
々
頭
と
直
組
し
た
が
、
容
易
に
折
合
わ
ず
町
年
寄
等

高
井
直
段
付
覺
」
に
よ
る
と
、

大
坂
吹
屋
か
ら
桔
梗
屋
へ
の
銅
売
直
段
が
九
二
匁
六
厘
余
で
、

オ
ラ
ソ
ダ
売
―
―

四
匁
、
唐
船
方
―

―
二
匁
で
こ
の
内
に
口
銭
三
匁
と
五
匁
を
含
み
、
残
り
手
取
の
内
か
ら
運
上
七
匁
四
分
ず
つ
を

高
木
彦
右
衛
門
方
へ
納
め
た
と
あ
る
。
桔
梗
屋
の
銅
支
配
は
翌
十
二
年
春
船
ま

で
で
、
吹
屋
か
ら
買
直
段
は
九
〇

匁
七
五
、
売
直
段
（
春
船
へ
）
は
口
銭
五
匁
込
み
―
―
二
匁
、

や
は
り
七
匁
四
分
の
運
上
を
納
め
た
。
桔
梗
屋
が
手

元
禄
十

一
年
か
ら
唐
船
方
・
オ
ラ
ン
ダ
方
と
も
銅
直
段
が
前
年
に
比
し
か
な
り
高
く
な
っ
た
が
、
「
銅
請
方
（
桔

五



（
元
禄
十
一
）

梗
屋
）
御
運
上
差
上
ケ
申
候
故
二
、
去
年
俄

二
百
斤
二
付
七
匁
宛
高
直
二
罷
成
」
と
い
わ
れ
、

に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
が
、

五
元
禄
十
二
年
四
月
、

唐
船
の
代
物
替
の
分
は
口
銭
五
匁
の
内
、
唐
通
詞
方
一
匁
、
唐
人
屋
敷
方
一
匁
、
都
合
二
匁
を
減
じ
て
銀
三
匁
と

⑭
 

な
っ
た
。

貞
享
三
年
来
航
の
唐
船
は
積
戻
荷
が
多
い
た
め
代
物
替
の
許
可
を
熱
心
に
希
望
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
つ
ぎ

「
金
銀
に
而
之
商
賣
は
曾
而
奉
希
間
敷
」
と
か
「
異
國
向
之
諸
色
荷
物
替
仕
候
儀
、
乍
恐
御
赦
被
為
遊
候
段
、
達

而
奉
頼
迄
に
而
、
少
も
金
銀
に
而
商
賣
を
奉
希
儀
に
而
は
無
御
座
候
」
と
か
述
べ
て
、
金
銀
に
替
え
て
持
渡
る
意

⑮
 

志
は
毛
頭
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
即
ち
彼
等
は
幕
府
が
金
銀
の
持
出
を
強
く
警
戒
し
て
い
た
こ
と
を
知
悉

し
か
し
異
国
船
特
に
唐
船
の
来
航
数
は
急
増
し
た
に
拘
わ
ら
ず
歳
額
の
限
度
に
よ
っ
て
積
戻
荷
の
多
い
こ
と
、

他
方
に
抜
荷
の
取
締
が
容
易
で
な
い
実
状
を
見
、
輸
入
貨
物
の
種
類
や
数
量
に
配
慮
し
な
が
ら
、
代
物
替
の
許
可

そ
れ
は
先
ず
銅
の
輸
出
に
よ
っ
て
そ
の
大
部
分
を
賄
う
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
た

輸
入
歳
額
の
限
定
の
下
に
、
銅
輸
出
が
金
銀
輸
出
と
の
関
係
上
に
持
つ
意
味
を
、
本
章
の
は
じ
め
に
貞
享
二
、

三
年
の
例
で
述
べ
た
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

か
ら
で
も
あ
る
。

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
崎
陽
群
談
」
第
二
に
貞
享
の
貿
易
規
定
の
記
事
を
受
け
て
「
右
入
札
商
賣
の
内
猶
又
金



を
指
し
、
金
に
替
れ
ば
、
十
ニ
ケ
年
約
五
―
―

1
0、

六
ケ
年
の
一
ケ
年
平
均
は
一
三
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

二
六
三
両
、
平
均
一
ケ
年
四
四
、

五
八
九
両
余
で
あ
る
。

銀
多
く
相
渡
不
申
候
様

二
と
度
ミ
老
中
於
列
座
被
仰
渡
候
付
、

其
趣
を
以
追

ミ
申
付
候
虞
、
唐
人
共
銅
を
好
ミ
候

而
買
調
候
故
、
年
ミ
ニ
銅
高
多
く
相
渡
し
来
り
、
夫
二
應
し
金
銀
の
渡
高
減
じ
来
候
」
と
記
し
、
代
物
替
の
叙
述

に
続
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
だ
い
た
い
の
筋
道
を
示
し
て
い
る
。
元
禄
八
年
以
来
、
銀
一
、

0
0
0
貫
目
な
い
し
五
、

0
0
0貫
目
の
代
物
替
は
銅
を
も
っ
て
売
り
渡
し
得
る
範
囲
内
で
許
さ
れ
、
ま
た
二
、

0
0
0
貫
目
の
追
御
定
高
は

俵
物
・
諸
色
を
も
っ
て
同
じ
く
枠
内
で
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
代
物
替
そ
の
も
の
は
直
接
に
金
銀
の
持
渡

と
関
係
は
な
い
。
し
か
し
銅
に
よ
る
代
物
替
の
場
合
、
後
に
も
触
れ
る
が
代
物
替
銀
高
を
満
た
す
よ
う
銅
を
廻
わ

し
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
輸
出
銅
が
減
る
と
営
は
そ
れ
だ
け
御
定
高
分
即
ち
本
割
の
輸
出
高
が
減
る
こ
と
に
な
る
。

オ
ラ
ソ
ダ
貿
易
に
つ
い
て
見
る
に
「
阿
蘭
陀
船
年
ミ
賣
高
井
口
錢
銀
覺
」
に
よ
る
と
、

か
ら
貞
享
元
年
(
-
六
八
四
）
ま
で
一
七
ヶ
年
に
持
渡
し
た
小
判
・
金
道
具
（
小
判
で
評
価
し
た
）
高
は
、

八
五
、
九
八
一
両
三
分
と
し
て
一
ケ
年
平
均
六
九
、

七
六
三
両
余
と
な
り
、
貞
享
―
―
年
か
ら
元
禄
十
―
―
―
年
ま
で
一

「
長
崎
根
元
記
」
に
市
法
貨
物
商
売
法
十
ニ
ヶ
年
の
持

渡
銀
と
し
て
阿
蘭
陀
方
三
六
、

0
五
七
貫
八
八

0
匁
ほ
ど
、
平
均
一
ヶ
年
分
―
―
-
、

0
0
四
貫
八
二
三
匁
ほ
ど
と
あ

⑮
 

る
。
こ
れ
は
持
渡
金
を
銀
で
表
示
し
た
の
で
、
市
法
貨
物
商
売
法
十
ニ
ヶ
年
と
は
延
宝
元
年
か
ら
貞
享
元
年
ま
で

一
八
八
両
二
分
と
な
る
。
概

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）

五
四

計
一
、



小
判
・
金
道
具
（
小
判
で
評
価
）

二、

二
九

0
両
で
あ
っ
た
と
い
う
。

に
当
た
る
。
そ
し
て
本
割
分
は
銅
代
金
―
―

1
0、

当
は
八

0
0貫
目
で
、

九
八
、

ニ
四
、

五
五

二
0
六
両
二
分
で
金
の
持
渡
高
は
元
禄
十
年
に
次
い
で
少
な
く

1
0
0斤
に
つ
き
口
銭
を
含
め
一

-
0匁
と
仮
定
し
、
約
金

二
六
五
両
と
な
る
。
御
定
高
金
五
万
両
と
し
て
輸
出
銅
が
金
持
出
の
抑
制
に
果
し
た
役
割
が
察
知
さ
れ
る
。

代
物
替
の
時
代
元
禄
十
二
年
の
例
で
は
、
泉
屋
の
手
代
五
兵
衛
が
銅
座
会
所
へ
届
け
た
「
元
緑
十
二
年
卯
唐
人
阿

蘭
陀
ね
賣
渡
申
悼
銅
本
割
代
物
替
共
覺
」
に
よ
る
と
、
銅
二
五

0
万
斤
の
オ
ラ
ン
ダ
方
輸
出
の
内
、
本
割
一
、

ニ
四
五
斤
余
、
代
物
替
七

0
1
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

七
五
四
斤
余
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
代
物
替
五
、

0
0
0貫
目
の
内
割

1
0
 0斤
に
つ
ぎ
口
銭
と
も
直
段
―
―
四
匁
で
七

0
-
、

よ
る
と
、
元
禄
十
二
年
の
御
定
貨
物
売
高
四
九
、

丁
銀
・
吹
銀
・
銀
道
具
（
丁
銀
で
評
価
）

一
四
七
両
余
と
な
る
。

五
九
七
、
一

0
三
両

一
九
三
、
九
四
九
貫
九
七
二
匁

算
で
あ
る
が
一
ヶ
年
輸
出
銅
一
五

0
万
斤
と
し
て
、

七

七
五
四
斤
は
代
銀
八

0
0貫
目

「
阿
蘭
陀
船
年
ミ
賣
高
井
口
錢
銀
覺
」
に

唐
船
の
慶
安
元
年
か
ら
寛
文
十
二
年
ま
で
二
五
ヶ
年
の
金
銀
輸
出
高
は
前
述
し
た
よ
う
に
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
に
「
正
保
五
（
慶
安
元
）
子
ノ
年
汐
元
緑
八
亥
ノ
年
迄
四
拾
八
年
分
ノ
賣
高
金
銀
」

⑰
 

を
収
め
る
。

の
記
録



か
ら
次
の
と
お
り
に
計
算
さ
れ
る
。

内

七
五
、

0
八
六
貫
七
ニ
ニ
匁
三
九
六

合
六
六
六
貫
六
七

0
目

七
五
、
六
五
三
両
一
二
歩

第

一
次
銅
座
と
住
友

二
0
、
七
三
四
両
二
歩

ニ
＝
二
、
四
三
五
両

二
七
一
、
七
八
八
両
二
歩

八
一
両
一
歩

外ー
一
元
禄
八
亥
年
代
物
替
銀
高

そ
こ
で
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
か
ら
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
ま
で
二
三
ケ
年
の
唐
船
の
金
銀
持
渡
高
を
右
の
資
料

金
・
金
道
具

銀

・
吹
銀

・
銀
道
具

二
、
五
九

0
両
余

五
九
九
、
六
九
一
二
両

・
銀
七
匁
四
一
八

二
六
九
、

0
三
六
貫
七

0
五
匁
―
―
六

八
一
、
七
三
九
貫
三
三
一
匁
六
二
七

一
八
六
、
一
七
四
貫
一

〇
六
匁
六
六
七
六

合
五
七
一
、
九
四
三
貫
四
八

0
目
五
七
四
六

六
三
匁
替

六
八
匁
替

五
八
匁
替

五
六
匁
替

五
四
匁
替

遣
捨
分

買
物
二
而
持
渡
分

四
八
ヶ
年
に
（
銀
に
て
）
持
渡
分

右
同
（
金
に
て
）

此
銅
合
七

0
1、
七
五
七
斤
八
九
四
八

0
七

五
六



御
定
高

六、

0
0
0
貫
目

崎
根
元
記
」
に
市
法
貨
物
商
売
法
十
ニ
ヶ
年
の
唐
人
方
持
渡
と
し
て
銀
（
丁
銀
・
吹
銀
・
銀
道
具
）
七
一
、

⑱
 

五――

-0匁
ほ
ど
と
し
、
平
均
一
ヶ
年
分
五
、
九
五
二
貫

0
四
四
匁
ほ
ど
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
貞
享
二
年
か
ら
元

禄
八
年
ま
で
一
―
ヶ
年
の
丁
銀
・
吹
銀
・
銀
道
具
の
持
渡
高
は
、

三
、
六
六

二
貫
一
九
二
匁
ほ
ど
で
、
平
均
一
ヶ
年

三
―
―
―
二
貫
九
二
六
匁
五
分
ほ
ど
と
な
る
。

し
か
る
に
金
井
俊
行
の
「
外
国
商
法
沿
革
志
」

が
、
貞
享
二
年
か
ら
元
禄
十
年
ま
で
一
三
ヶ
年
の
唐
船
貿
易
は
計
銀
七
八
、
五
四
二
貫
目
余
で
、

二
0
、
九
五

0
貫
目
余
は
滞
留
中
の
支
消
品
費
と
な
し
、

⑲
 

三
貫
目
余
は
現
銀
ま
た
は
金
道
具
（
銀
道
具
で
あ
ろ
う
）
を
も
っ
て
輸
出
し
た
と
あ
る
。

元
禄
六
年
度
唐
通
事
年
番
の
元
禄
七
年
正
月
付
の
「
元
緑
六
酉
年
唐
船
八
拾
壼
艘
内
麟
蝉
”
”
”
闘
頃
虹
麟
”
付
候
」

の
貿
易
報
告
（
換
算
し
た
金
の
数
字
を
省
く
）
に

第
一
次
銅
座
と
住
友

年
の
銀
・
銀
道
具
の
持
渡
高
は

一
貫
目
ほ
ど
と
な
る
。

一
八
貫
目
は
銅
を
含
む
諸
色
を
も
っ
て
渡
し
、

ぎ
ぬ
。
こ
れ
に
対
し
延
宝
元
年
か
ら
元
禄
八
年
ま
で
は
平
均
一
ヶ
年
―――‘

金
の
輸
出
は
殆
ど
な
か
っ
た
こ
と
は
疑
う
ま
で
も
な
い
が
、
銀
に
つ
い
て
は
寛
文
十
二
年
ま
で
の
輸
出
は
平
均

一
ヶ
年
約
七
、

七
五
八
貫
目
、

五
七

し
か
も
こ
の
間
寛
文
九
年
か
ら
三
ヶ
年
は
僅
か
の
銀
道
具
と
し
て
持
渡
し
た
に
過

四
二
四
貫

に
典
拠
は
明
か
で
な
い

二
六
四
貫
目
で
あ
る
。

そ
の
内
五
三
、
六

三
、
九
七

そ
う
す
る
と
元
禄
九
、
十

と
こ
ろ
が
「
長



斤
で
代
銀
は
板
銅
も
同
直
段
と
仮
定
し
て
約
銀
二
、

四
四
四
貫
七
六

0
匁
と
な
る
。
同
十
二
年
に
は
代
物
替
分
は

の
額
に
近
い
が
、
悼
銅
代
銀
だ
け
で
口
銭
を
含
め
て
三
、

一
六
二
貫
六
八
五
匁
な
い
し
―
―
-
、

ロ
公
一
貫
六
九
七
匁
二
四

第
一
次
銅
座
と
住
友

五
、
九
一
七
貫
五
三
八
匁
九
七
五

三一一一貫
0
二
七
匁
九

四
、
三
四
〇
貫
七

0
四
匁
四
一

二
貫
五
三
七
匁
一

乙
の
荒
銅
分
を
控
除
し
た
樟
銅
高
三
、

六
五
貫
二
三
四
匁
三
四

一
、
五
四
四
貫
六
二
八
匁
―
二
五

内 計
五
、
九
五
〇
貫
五
六
六
匁
八
七
五

内

二
三
六
、

八
六
五
斤
は
、
資
料
甲
の
輸
出
銅
高
三
、

諸
色
買
物
仕
色
品
二
而
持
渡

七

0
艘
、
御
割
付
商
売
高

御
積
戻
し
船
―
一
艘
、
修
理
料
井
雑
用
高

日
本
に
て
遣
捨

丁
銀
・
銀
道
具
二
而
持
渡

丁
銀
二
而
持
渡

銀
道
具
二
而
持
渡

一
八
二
、

⑩
 

そ
し
て
御
定
高
よ
り
差
引
き
四
九
貫
四

――――
―
―
匁
―
―
―
五
を
残
し
た
と
あ
る
。
元
禄
六
年
の
唐
船
輸
出
銅
高
は
資
料

二
三
九
、

0
七
二
斤

と
計
算
さ
れ
て
、
諸
色
買
物
代
銀
四
、
三
四
〇
貫
七

0
四
匁
余
中
で
銅
代
銀
が
占
め
る
割
合
を
知
り
得
る
。

最
高
の
輸
出
銅
高
で
あ
っ
た
元
禄
十
年
は
、
資
料
乙
に
よ
れ
ば
唐
船
の
本
割
買
渡
高
は
二
、

さ
し
て
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
本
割
分
は
い
ち
じ
る
し
く
減
じ
て
泉
屋
手
代
五
兵
衛
の
届
出
で
は
一
、

五
八

一
八
二
、

八

0
六

四

0
0貫
九
五

0
目



と
な
っ
て
い
る
。

九
五
六
斤
五
で
間
吹
銅
等
を
含
む
が
悼
銅
直
段
と
し
て
代
銀
約
一
、
三
二
五
貫
目
と
な
る
。
即
ち
代
物
替
分
銀
四
、

御
定
高
の
唐
船
の
諸
色
買
物
代
銀
の
内
半
分
以

上
を
銅
を
も
っ
て
当
て
よ
う
と
す
れ
ば
約
一
五

0
万
斤
以
上
の
銅
が
必
要
と
な
ろ
う
。

五
九

八
、
九

0
二、

0
0
0
斤
の
輸
出
銅
の
定
額
決
定
は
前
年
の
輸
出
を
基
準
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

ら
実
行
は
容
易
で
な
か
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
方
は
代
物
替
割
当
の
銅
は
ほ
ぼ
七

0
万
斤
で
済
む
が
、
唐
船
に
お
い
て

は
元
禄
十
二
年
ま
で
よ
う
や
く
代
物
替
割
当
銅
を
準
備
し
得
た
。
元
禄
十
二
年
度
の
代
物
替
銀
高
は
「
唐
通
事
会

ロ
銭
と
も
一
〇
七
匁
と
し
て
三
、

そ
の
年
か

九
二
五
、

三
―
―
―
―
―
斤
六
と
な
っ
て
、
資
料
乙
の
代
物
替
銅
高
と
一
致
す
る
。
し
か
し
翌
十
三
年
に
は
二
九

0
余
万
斤
と
―
―

1
0

0
万
斤
を
割
っ
た
。
し
か
も
元
禄
十
二
、
十
三
年
と
も
秋
船
に
対
し
て
本
割
の
銅
の
割
当
な
く
、
前
述
の
五
兵
衛

の
届
出
で
は
そ
れ
ぞ
れ
―
―
八
万
斤
余
、
六
七
七
、

0
0
0
斤
余
（
資
料
乙
で
は
ニ
―
―
―
―
一
万
斤
余
、
六
七
万
二
千
斤
余
）

元
禄
十
二
年
七
月
高
木
彦
右
衛
門
は
大
通
詞
以
下
を
呼
び
、
当
年
代
物
替
銅
一
、
二

0
五、

0
0
0斤
不
足
す
る

の
で
荒
銅
・
し
ぼ
り
（
絞
）
銅
を
取
れ
ば
不
足
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
と
し
、
悼
銅
よ
り
五
匁

(-
0
0斤
に
つ
き
）
安
く
渡

す
こ
と
に
な
る
か
ら
唐
人
と
相
談
す
る
よ
う
に
告
げ
た
。
夏
船
一
五
艘
の
唐
人
は
荒
銅
は
以
前
か
ら
買
っ
て
お
り

第
一
次
銅
座
と
住
友

所
日
録
」
の
記
事
か
ら
集
め
て
計
銀
四
、

二
0
0貫
目
と
な
る
が
、

二
0
0貫
目
に
近
い
輸
出
銅
（
約
四
0
0万
斤
ほ
ど
）
を
保
持
し
、



第
一
次
銅
座
と
住
友

銅
性
に
変
り
な
け
れ
ば
子
細
な
い
が
、

し
ぼ
り
銅
は
銅
性
確
か
で
な
い
か
ら
荒
銅
同
前
に
は
請
取
れ
ぬ
と
答
え
た
。

長
崎
の
引
地
町
の
典
兵
衛
が
日
向
産
の
荒
銅
見
本
を
銅
掛
改
役

・
年
番
の
立
会
で
唐
人
に
提
示
し
、
役
人
か
ら
当

年
ば
か
り
は
不
足
の
た
め
荒
銅
を
補
充
し
て
渡
す
と
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
唐
人
は
「
荒
銅
之
類
諸
色
之
内
」
で

⑪
 

「
悼
銅
之
足
と
し
て
買
中
儀
罷
成
不
申
」
と
主
張
し
、
役
人
も
こ
れ
を
認
め
た
と
い
う
。
八
月
典
兵
衛
持

参
の
荒
銅
を
唐
人
屋
敷
で
吹
い
て
実
検
し
た
が
吹
減
多
く
、

し
か
も
直
段
が
双
方
間
に
開
ぎ
が
大
で
唐
人
は
納
得

し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
荒
銅
は
諸
色
之
内
と
さ
れ
て
、
銅
貿
易
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
る
銅
と
区
別
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
坂
の
銅
屋
は
古
来
彼
等
の
異
国
売
は
悼
銅
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
近
年
荒
銅
・間
吹
銅
．

鋳
形
違
銅
を
新
規
の
も
の
が
異
国
売
を
企
て
行
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、

儀
へ
届
け
て
い
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
荒
銅
の
場
合
異
国
売
が
容
易
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

も
っ
と
も
銅
屋
は
枠
銅
以
外
の
銅
を
全
く
売
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
ぬ
。
し
か
も
間
吹
銅
以
下
を
荒
銅
と
偽
り
公

⑫
 

元
禄
十
二
年
七
月
長
崎
で
布
達
さ
れ
た
御
触
の
中
に
銅
異
国
売
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

一
異
濶
賣
銅
之
儀
、
向
後
古
来
之
銅
屋
共
其
外
誰
に
て
も
銅
嘗
地
へ
持
寄
次
第
、
相
定
候
通
掛
り
物
掛
為

賣
之
、

且
又
西
國
筋
山
ミ
よ
り
出
候
銅
嘗
地
へ
集
次
第
吹
屋
相
立
吹
ぎ
立
さ
せ
、
何
の
道
に
も
銅
手
支

無
之
様
に
可
仕
由
、
唯
今
迄
之
請
負
人
桔
梗
屋
又
八

・
岡
又
左
衛
門
回
置
候
銅
、
其
外
支
度
致
置
候
分

あ
り
、

ハ
0



は
失
却
無
之
様
に
為
仕
、
御
運
上
之
儀
は
彼
者
共
嘗
年
異
園
へ
賣
渡
候
銅
員
敷
に
應
じ
、
去
年
賣
渡
候

銅
惣
高
を
以
、

ー」
/'¥ 

割
合
勘
定
次
第
上
納
可
仕
候
、
此
以
来
銅
商
賣
之
儀
は
自
餘
之
銅
屋
共
同
前
に
賣
渡
候

段
は
勝
手
次
第
可
為
仕
候
、
右
之
趣
又
八

・
又
左
衛
門
常
地
差
置
候
手
代
共
へ
申
渡
候
事

古
来
の
銅
屋
以
外
の
も
の
で
も
銅
を
長
崎
へ
持
寄
り
売
ら
せ
て
よ
い
と
い
う
の
は
、
悼
銅
で
は
な
く
間
吹
銅

．

緩
銅
の
類
で
あ
ろ
う
。
荒
銅
は
も
と
よ
り
差
支
な
い
。
西
国
筋
山
々
の
出
銅
と
は
、

日
向
銅
の
類
で
、

間
吹
銅
と

し
て
売
ら
せ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
桔
梗
屋
等
の
異
国
売
請
負
は
す
で
に
辞
退
し
て
い
た
が
、
す
で
に
長
崎
へ

廻
着
し
て
い
る
分
は
売
ら
せ
て
当
年
売
渡
銅
員
数
に
よ
り
去
年
売
渡
銅
高
に
割
り
合
わ
せ
て
相
当
す
る
運
上
を
上

納
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
桔
梗
屋
は
前
年
悼
銅
輸
出
で
一
万
両
、
間
吹
銅
輸
出
で
六
、

0
0
0両
の
運
上
を
条
件

に
銅
輸
出
を
請
負
っ
た
の
で
、
大
量
の
間
吹
銅
売
渡
を
も
考
え
た
の
で
あ
る
。
間
吹
銅
や
荒
銅
の
輸
出
は
古
来
の

銅
屋
以
外
に
従
来
も
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
右
の
御
触
で
は
輸
出
銅
不
足
の
た
め
さ
ら
に
積
極
的
に
そ
れ
を
進
め

よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
禄
十
三
年
春
よ
り
五
月
十
三
日
ま
で
に
古
来
の
銅
屋
が
長
崎
へ
送
っ
た
銅

⑮
 

-
0
六
万
斤
余
で
、
悼
銅
以
外
に
延
銅

・
古
地
銅
も
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。

元
禄
十
三
年
正
月
泉
屋
等
は
、
当
春
異
国
売
銅
は
去
年
の
格
を
も
っ
て
見
積
る
に
一
四
五
万
斤
ほ
ど
不
足
す
る

と
大
坂
町
奉
行
所
へ
届
け
た
が
、
江
戸
か
ら
帰
途
大
坂
に
寄
っ
た
長
崎
町
年
寄
薬
師
寺
又
三
郎
は
泉
屋
等
に
も
会

第
一
次
銅
座
と
住
友



第
一
次
銅
座
と
住
友

い
見
積
書
も
得
て
、
長
崎
奉
行
へ
も
報
告
し
た
。
奉
行
は
公
私
領
と
も
銅
山
に
出
銅
を
妨
げ
る
事
情
あ
れ
ば
知
ら

‘
 

す
よ
う

ま
た
銅
屋
の
仕
入
銀
に
支
障
あ
れ
ば
申
し
越
す
よ
う
又
三
郎
へ
指
示
し
た
と
い
う
。

の
長
崎
下
り
銅
高
―
二

0
万
斤
の
見
積
の
と
こ
ろ
実
際
の
下
し
高
は
七

0
万
斤
ほ
ど
で
正
月
の
見
積
高
に
比
し
て

⑭
 

不
足
は
増
す
状
況
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

元
禄
十
三
年
十
月
銅
屋
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
あ
て
申
上
書
に
よ
れ
ば
、
異
国
売
銅
高
は
前
々
一
ヶ
年
四

0
0|
 

五

0
0万
斤
で
、

長
崎
に
売
残
銅
が
し
だ
い
に
増
し
て
元
禄
八
年
に
は
六

0
0万
斤
余
と
な
っ
た
。

額
し
て
銅
五

0
0万
斤
ほ
ど
ず
つ
必
要
と
な
り
、

同
年

一
、
0

や
が
て
輸
出
高
八

O
O
I九
0
0万
斤
と
な
っ
た
。
元
禄
八
年

長
崎
に
残
銅
が
あ
っ
た
か
ら
同
十
一
年
ま
で
は
手
支
な
く
商
売
出
来
た
が
、
同
年
に
は
売
残
り
銅
僅
か
と
な
り
、

⑮
 

そ
の
上
に
銭
座
が
開
か
れ
直
段
も
高
く
な
り
輸
出
銅
高
も
減
少
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

さ
て
地
売
銅
は
元
禄
六
年
か
ら
同
十
三
年
ま
で
八
ヶ
年
の
平
均
一
ケ
年
が
一
五
八
万
斤
と
な
る
と
い
う
。

し
そ
の
内
で
も
元
禄
十
二
、
十
三
年
が
特
に
多
か
っ
た
の
で
、

し
か

そ
れ
は
銭
座
売
の
た
め
で
あ
っ
た
。
元
禄
十
四
年

四
月
泉
屋
か
ら
銅
座
役
所
あ
て
地
売
銅
一
ケ
年
の
見
積
高
を
提
出
し
て
い
る
が
、

0
0貫
目
の
代
物
替
が
行
わ
れ
銅
一

0
0万
斤
余
渡
高
を
加
え
、

そ
れ
に
よ
る
と
京
都

・
江
戸

・

大
坂
に
お
い
て
細
工
向
銅
が
約
一
七

0
万
斤
、
江
戸
銭
座
約
一
七
五
万
斤
、
京
都
銭
座
約
五
五
万
斤
で
計
約
四
〇

元
禄
九
年
か
ら
代
物
替
五
、

0
0
0
貫
目
に
増

一
方
泉
屋
等
は
春

__r_. 

ノ‘



八
九

0
万
斤
余
の
輸
出
定
額
は
幕
府
と
し
て
も
、

た

゜
し
て
の
計
算
で
あ
る
。

一
床
に
つ
き
銅
約
七
貫
九

0
0目
、
作
業
日
数
三

0
0
日
と

江
戸
銭
座
と
は
元
禄
十
年
か
ら
亀
戸
村
で
丁
字
屋
味
・
誹
田
屋
孫
八
が
請
け
て
鋳
銭
に
従
事
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
京
都
銭
座
は
元
禄
十
三
年
三
月
か
ら
京
都
七
条
河
原
で
糸
割
符
年
寄
長
崎
屋
忠
七
等
が
請
け
て
鋳
銭
を
行
っ

尤
禄
十
―
―
―
年
三
月
の
泉
屋
等
の
覚
書
に
よ
る
と
、
江
戸
銭
座
は
去
年
ま
で
は
床
前
八
〇
挺
余
の
と
こ
ろ
、
当

年
に
な
っ
て
一

0
0挺
余
に
て
吹
く
と
聞
く
が
、
江
戸
向
の
銅
が
し
だ
い
に
増
し
て
長
崎
下
り
銅
は
減
る
よ
う
に

な
り
、
殊
に
長
崎
方
面
の
商
売
と
違
い
海
上
の
不
安
も
な
く
代
銀
の
回
収
も
早
く
万
事
勝
手
よ
く
、
銅
屋
と
し
て⑮
 

も
江
戸
へ
売
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
江
戸

・
長
崎
で
公
儀
方
の
処
置
を
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

元
禄
に
入
り
産
銅
高
が
明
治
以
前
に
お
い
て
最
高
に
逹
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

し
か
し
そ
の
数
量
は
確
か
で
は
な
い
。
元
禄
十
三
年
八
月
の
泉
屋
吉
左
衛
門
（
友
芳
）
代
儀
右
衛
門
・
大
坂
屋
久
左

衛
門
・
大
塚
屋
甚
右
衛
門
三
名
の
覚
書
に
は
、
諸
国
よ
り
一
ヶ
年
の
産
銅
高
を
凡
そ
八
九

0
万
斤
と
し
、
こ
の
内

銀
気
の
な
い
銅
、

ま
た
山
元
で
抜
銀
し
た
銅
が
一

0
0
万
斤
で
、
残
り
七
九

0
万
斤
か
ら
鮫
銀
凡
そ
八

0
0貫
目

を
得
る
と
見
え
て
い
る
。
八
九

0
万
斤
は
荒
銅
で
あ
ろ
う
か
ら
真
吹
す
れ
ば
七
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

0
万
斤
と
し
て
い
る
。
江
戸
銭
座
は
床
数
―
二

0
、

お
そ
ら
く
確
か
で
あ
ろ
う
。

八
歩
の
減
り
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
貿
易
の
経
過
よ
り
見
て
銅
そ
の
他
の
代
物
替
を



① 
註 と

あ
る
。
長
崎
下
り
銅
を
な
る
べ
く
多
く
確
保
し
、

貨
物
市
法
商
売
法
施
行
に
い
た
る
寛
文
十
二
年
ま
で
四
ケ
年
と

延
宝
七
年
か
ら
天
和
二
年
ま
で
四
ケ
年
の
唐

・
オ
ラ
ン
ダ
貨
物

て
、
早
急
な
処
置
が
必
要
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

の
債
し
だ
い
に
高
直
に
成
候
上
、
云
々

之、
第
一
次
銅
座
と
住
友

認
め
、
金
銀
流
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
適
当
な
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

「
崎
陽

そ
れ
は
こ
れ
ま
で
長
崎
に
銅

の
蓄
積
が
あ
っ
て
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
地
売
銅
高
の
数
量
増
減
な
ど
は
よ
く
分
ら
ぬ
が
、
元
禄
頃
に
は
一

般
に
増
加
し
、
特
に
銭
座
の
鋳
銭
料
と
し
て
元
禄
十

二
年
か
ら
大
量
を
入
用
と
し
た
。
長
崎
下
り
銅
は
い
ち
じ
る

し
く
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
代
物
替
に
お
け
る
銅
の
売
渡
減
少
は
輸
入
貨
物
が
そ
れ
だ
け
少
な
く
な
り
直
段

も
高
騰
し
よ
う
。
本
割
に
お
け
る
銅
売
渡
が
少
な
く
な
れ
ば
、
金
銀
の
流
出
は
避
け
難
い
か
も
知
れ
ぬ
。

群
談
」
第
二
に

唐
阿
蘭
陀
方
一
ヶ
年
商
賣
銀
高
一
萬
六
千
貫
目
に
候
虞
、
右
の
銀
高
に
つ
り
合
候
程

一
ケ
年
の
出
銅
無

廻
銅
減
じ
候
に
随
ひ
、
商
賣
銀
高
も
年
ミ
に
減
じ
来
り
、
荷
物
買
留
高
少
く
成
来
り
、
夫
故
諸
物

そ
の
た
め
に
は
地
売
銅
を
併
わ
せ
て
銅
全
般
の
調
整
に
対
し

銀
高

•

そ
の
合
計
を
比
較

し
次
頁
の
表
に
示

し
て

み
た
（
銀
に

換
算
、
匁
以
下
は
省
略
）
。
天
和
元
年
は
唐
船
入
津
僅
か
九
艘
で

六
四



R
 

④
 
R
 

② 

に
所
収

特
別

の
こ
と

で
あ

な
お
貞
享
元
年

金
井
俊
行
「
外
国

（『長
崎
叢
書
』
四

増
補
長
崎
略
史
下

巻
所
収
）

に
よ
る
。

「
華
夷
変
態
」
巻

「
古
来
力
銅
方
萬

覺
帳
」
所
収

「
年
々

帳
」
無
番
、

「
銅
異
園
賣
覺
帳
」

小
葉
田
淳
「
近
世

第
一

次
銅
座
と
住
友

覧
」
巻
百
六
十

十
二
、

「
通
航

商
法
沿
革
志
」
中

の
貨
物
銀
高
は

っ
た
。

年 次 1貨物銀総高 1贋 物 銀麿 I船数1備

寛文， 26,862,296 匁 16,408,361 匁 38 56.54匁替 10,453,935 匁 5 56匁替

10 27,157,568 15,282,037 36 58.56匁替 11,875,531 6 58匁替

11 25,351,646 14,426,115 38 58 匁替 10,935,531 7 58匁替

12 25,243,155 15,082,170 43 10,160,985 7 68匁替

延宝 7 15,898,021 10,404,496 33 5,493,525 4 68匁替

8 16,039,983 10,582,959 29 5,457,030 4 同

天和 1 8,466,787 1,604,061 ， 6,862,726 4 同

2 18,178,477 9,982,890 26 8,195,587 4 同

考 I ; ¥g1/i: 麿I船数1備 考

⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑥ ⑥ ① R
 

「
年

々
帳
」

無
番、

「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
元
禄
七
年
戌
六

月
廿

「
唐
通
事
会
所
日
録
」

元
禄
六
年
十
月
八
日
、
九
日

安
右
衛
門

・
木
村
孫
左
衛
門

へ
届
け
た
も
の
で
あ
る
。

「
年
々
帳
」
無
番

「
右
同
」
貞
享
二
年
丑
九
月
廿
五

日

大
坂
町
奉
行
あ
て

「
右
同
」
、
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」

「
右
同
」
、
「
右
同
」
元
禄
五
年
申
―――

月
廿
六

日

銅
屋
一
六
人

連
判
訴
状
、
新
吹
屋
人
数

・
異
園
人
ね
悼
銅
賣
申
高
書
之
覺、

御
公
儀
御
銅
山
十
一

ケ
所
は
一
紙
に
認
め
、
訴
状
と

と
も
に
奉

行
加
藤
平
八
（
泰
堅
）
へ
差
し
上
げ
た
。

「
右
同
」
、
「
右
同
」
元
禄
五
年
申
七
月
廿

一
日

来
力
異
國
へ
賣
渡
し
申
悼
銅
と
新
規
之
ま
吹
銅
賣
渡
候
日
本
御

徳
失
之
稼
り
書

判
訴
状

宛
所
も
銅
屋
印
も
な
い
が
、
割
符
役
人
早
川

貞
享
二
年
丑
八
月
廿
四

日
銅
屋
十

―――

名
連

「
右
同
」
元
禄
十
四
年
卯
月
九
日

「
疇
疇
后
証
咋
銅
座
公
用
留
」

ハ
五 銅

屋
五
人
連
判
訴
状

銅
屋
私
共
古

足
尾
銅
山
史
の

研
究
」

（『
日
本
歴
史
』
第
二
九
六
号
）



＠ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ 

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
五

一
人。

元
禄
九
年
十
月
十
二
日

人
、
長
崎
町
人
山
口
屋
仁
右
術
門
他
四
人
、
大
坂
・
京
町
人
各

――
―一人
連
判
訴
状
、
訴
願
人
は
江
戸
町
人
河
内
屋
作
兵
術
他
五

雲
南
銅
の
開
発
は
康
熙
四
十
四
年
（
宝
永
二
、
一
七
0
五
）
以
後

第
一
次
銅
座
と
住
友

険
屋
庄
兵
衛
等
訴
状
、
元
禄
七
戌
年
七
月
二

日

「
右
同
」
、
「
右
同
」
元
禄
九
年
子
正
月
廿

一
日

「
華
夷
変
態
」
巻
十
七

午
二
月
十
一
日

元
禄
八
年
十
月
八
日
、
廿

二
日

炭
屋
市
兵
衛

二
十
番
船
寧
波
船
之
唐
人
共
申
ロ

の
こ
と
と
い
わ
れ
る
が
、
実
際
は
そ
れ
以
前
か
ら
産
銅
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
元
禄
七
年
十
月

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
四

十
一
月
七
日
、
十

二
月
廿
五
日
各
条

「
年
々
帳
」
無
番
、

茶
屋
休
嘉
訴
状

「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
元
禄
九
年
子
五
月

『
長
崎
市
史
麟
立
輝
□

”
』
四
八

――-、

四
八
七
頁

訴
状

吉
左
衛
門
等
訴
状

八
日

泉
屋

＠ 

渡
銀
之
覺

⑯
⑮
「
長
崎
根
元
記
」
六
、
七

⑮ ⑭ ⑳ ＠ 

番
夏
門
船
之
唐
人
共
申
口
、
寅
五
月
廿
―――

日
五
拾
八
番
麻
六

「
右
同
」
六

は
公
儀
運
上
と
な
っ
た
。

「
右
同
」
五

銅
代
物
替
の
出
銀
と
は
、

九
拾
弐

銀
五
、

0

元
禄
十
年
二
月
七
日
、
貨
物
市
法
商
売
法
の
下

で
地
下
へ
も

一
部
配
分
さ
れ
た
増
銀
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、

れ
た
。
元
禄
十
二
年
か
ら
出
銀
中
よ
り
金
六
万
両
、
銅
代
物
替

の
出
銀
よ
り
一
万
両
都
合
七
万
両
を
地
下
配
分
金
と
し
、
残
り

0
0
貫
目
の
輸
入
貨
物
に
対
す
る
懸
り
も
の
で
あ
る
。

「
右
同
」
五

元
禄
十
一
年
五
月
廿
二
日

元
禄
十
二
年
四
月
十
八
日

「
華
夷
変
態
」
巻
十
一

甲
船
之
唐
人
共
申
ロ

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
四

寅
（
貞
享
一
―
―
)
七
月
廿
二
日

市
法
十

二
年
之
間
阿
閑
陀
唐
人
持

元
禄
八
年
十
二
月

り
も
の
が
定
ま
っ
て
こ
れ
を
出
銀
と
呼
び
地
下
人
中
へ
配
分
さ

収
し
た
が
、
元
禄
二
年
輸
入
貨
物
に
対
し
、
貨
物
に
応
じ
て
懸

人
の
世
話
を
す
る
と
い
う
理
由
で
肝
煎
賃
或
は
荷
物
口
銭
を
徴

貞
享
二
年
の
輸
入
歳
額
の
限
定
と
と
も
に
、
地
下
人
が
諸
国
商

ハ
六



め
の
同
役
近
藤
用
章
・
林
藤
五
郎
（
忠
和
）
あ
て
の
書
状
で
、

月
の
こ
と
ら
し
い
。

⑭ 

第
一
次
銅
座
と
住
友

四

「
右
同
」
二
月
十
六
日

補
長
崎
略
史
下
巻
所
収
）

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
四

「
右
同
」
五

補
長
崎
略
史
下
巻
所
収
）

「
鎖
業
諸
用
留
」
元
禄
十
三
年
五
月

（
『
長
崎
叢
書
』
四

元
禄
七
年
七
月
二
日

（
『
長
崎
叢
書
』
四

薬
師
寺
又
三
郎
書
状

銅

座

の

創

設

泉
屋

・
大
塚

銅
座
が
銀
座
の
加
役
と
し
て
大
坂
の
石
町
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
定
ま
っ
た
の
は
元
禄
十
四
年
(
-
七

0
-
)
正

同
年
二
月
二
日
付
で
、

江
戸
詰
め
の
長
崎
奉
行
大
島
雲
八
（
義
也
）
・
丹
羽
長
守
か
ら
長
崎
詰

大
島
等
が
老
中
阿
部
正
武
に
呼
ば
れ
て
、
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
か
ら
伝
え
ら
れ
た
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
銅
座
の
設
立
は
銀
座
の
願
い
出
に
よ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
銅
の
支
配
を
厳
密
に
し
、
銅
山
の
出
銅
高

等
を
も
考
慮
し
て
銅
貿
易
が
支
障
な
く
行
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
と
し
、
銅
座
へ
は
公
儀
よ
り
仕
入
金
を
貸
し
悼
銅

⑮ ⑫
金
井
俊
行
「
外
国
商
法
沿
革
志
」
中

銅
屋
覺

⑪ 

元
禄
十
二
年
七
月
廿
七
、
廿
八
日

⑲ ⑲
金
井
俊
行
「
外
国
商
法
沿
革
志
」
中

増 増

銅
座
設
立
の
事
情
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
は

⑯ ⑮ 

用
留
」
六
月
廿
四
日

屋
あ
て
、
辰

―――

月
廿
四
日

「
右
同
」
元
禄
十

―
―
―
年
辰
十
月
二
十
九
日

し
候
古
来
銅
屋
共
九
名
申
上
書

「
右
同
」
辰

三
月
廿
七
日

錢
座
許
迄
咄
し
書
之
覺

な
し

ハ七

異
國
向
悼
銅
差
下

泉
屋
吉
左
衛
門
等
三
名
就
夫
江
戸

宛
名
な
し
、
尋
疇
后
芦
旺
銅
座
公

泉
屋
吉
左
衛
門
等
三
名

覺

宛

名



第
一
次
銅
座
と
住
友

「
銅
座
御
役
被
仰
付
候
上
ハ
、
御

を
調
達
さ
せ
て
長
崎
へ
送
ら
せ
、
銅
座
は
長
崎
会
所
が
ら
銅
代
銀
を
請
取
り
逐
次
返
納
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど

①
 

と
記
さ
れ
て
い
る
。

大
坂
で
は
三
月
七
日
に
、
大
吹
屋
・
小
吹
屋
が
奉
行
所
へ
呼
ば
れ
て
、
役
人
か
ら
先
達
て
申
し
渡
し
た
と
お
り

今
度
江
戸
で
銀
座
の
も
の
が
銅
座
を
命
ぜ
ら
れ
、
銀
座
年
寄
中
村
九
郎
右
衛
門
が
大
坂
へ
下
り
銅
屋
中
・
銅
問
屋

中
へ
申
し
渡
す
儀
あ
り
、
明
九
日
に
大
吹
屋
・
小
吹
屋
、
十
日
に
銅
問
屋
中
が
そ
れ
ぞ
れ
銅
座
役
所
へ
出
頭
す
る

よ
う
手
配
方
を
願
い
出
て
い
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。
九
日
に
吹
屋
中
は
石
町
の
銅
座
役
所
へ
出
頭
す
る
と
、
九

R
 

郎
右
衛
門
は
次
の
よ
う
に
語
り
、
起
請
文
の
下
書
を
与
え
て
そ
の
提
出
を
求
め
た
。

即
ち
今
度
江
戸
で
銀
座
加
役
と
し
て
銅
座
を
設
け
る
こ
と
が
決
ま
り
、
近
年
長
崎
御
用
銅
が
不
足
を
告
げ
支
障

を
生
じ
た
に
つ
い
て
、
銅
山
の
出
高
及
び
銅
の
元
払
の
吟
味
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
御
料
・
私
領
と
も
に
銅
山
の

増
産
を
督
促
さ
れ
て
お
り
、
以
後
は
出
銅
も
多
く
な
ろ
う
か
ら
吹
屋
と
し
て
も
勝
手
よ
く
な
り
、
諸
国
か
ら
の
大

坂
登
り
銅
を
直
ち
に
銅
座
へ
報
告
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
手
回
り
も
よ
く
な
り
、

用
銅
御
手
問
無
之
様
二
致
度
候
、
左
候
ヘ
ハ
銅
座
被
仰
付
候
甲
斐
在
之
候
」
と
い
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
銅
座
の
設
立
は
、
御
用
銅
に
支
障
な
き
よ
う
す
る
こ
と
に
主
要
な
目
標
が
あ
り
、

そ
の
た
め
銅
に
関
す

る
諸
般
の
支
配
を
行
う
の
で
あ
っ
た
。
銅
増
産
の
た
め
幕
府
が
採
っ
た
処
置
は
後
に
触
れ
る
が
、

こ
れ
も
銅
座
設

ハ
八



一
吹
立
候
銅
賣
出
候
義
御
指
圏
請
可
申
候
、
尤
長
崎
へ
被
指
廻
候
御
用
銅
之
義
、
従
銅
座
御
申
付
次
第
相

仕
立
銅
座
へ
賣
渡
し
可
申
事

第
一
次
銅
座
と
住
友

但
賣
渡
銅
代
銀
御
元
匝
段
之
外
利
潤
可
被
下
候
旨
御
申
渡
候
趣
承
知
仕
候

附
銅
ふ
し
ぼ
り
出
候
灰
吹
銀
員
敷
も
有
肱
二
可
申
達
候

一
右
吹
貫
銅
員
敷
之
義
無
相
違
書
付
御
注
進
可
申
事

一
私
共
手
前
へ
従
銅
山
直

二
到
着
之
筋
御
座
候
者
、
是
又
可
申
達
候

事
十
一
日
に
大
吹
屋
の
泉
屋
吉
左
衛
門
嘱
鱈
に
代
五
兵
衛

・
大
塚
屋
甚
右
衛
門

・
大
坂
屋
久
左
衛
門
を
は
じ
め
小

吹
屋
を
合
わ
せ
て
一
八
人
が
連
判
し
、
銀
座
年
寄
中
村
九
郎
右
衛
門
等
四
人
あ
て
、
起
誓
文
を
差
し
出
し
た
が
、

一
今
度
銅
座
之
義
銀
座
御
加
役
被
仰
蒙
、
則
銅
吹
屋
共
各
可
為
御
支
配
之
旨
承
知
仕
候
、
向
後
銅
座
御
指

圏
少
も
違
背
不
仕
、
惣
而
御
尋
之
義
御
座
候
者
無
隠
可
申
達
候
、
酎
銅
座
御
後
闇
義
相
企
申
間
敷
事

一
於
問
屋
荒
銅
買
可
申
節
者
御
改
申
、
銅
座
御
吟
味
を
請
可
申
候
、
銅
之
員
敷
御
帳
面
二
相
記
印
形
可
仕

そ
の
前
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

立
の
趣
旨
と
関
連
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

ハ
九



し
て
い
る
。

味
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、

J

れ
は
銅
一
色
の
儀
に
つ
い
て
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
二
は
「
吹
貫

右
之
條
ミ
雖
為
一
事
於
致
違
犯
ハ

0
以
下
起
誓
文
本
文
略
す

第
一
次
銅
座
と
住
友

一
銅
代
銀
相
場
ハ
時
ミ
之
様
子
二
應
厳
蜜
相
定
可
申
候
、
吹
屋
中
間
申
合
理
不
盛
二
高
直
二
仕
間
敷
候
、

一
銅
座
へ
相
逹
不
申
、
於
他
図
新
規
出
店
相
構
、
銅
自
由
指
越
申
間
敷
候
‘

書
付
可
申
出
候
事

只
今
迄
有
来
候
出
店
之
義
ハ

こ
れ

起
誓
文
提
出
の
前
日
の
十
日
に
大
坂
屋
等
四
人
は
銅
座
役
人
長
井
藤
右
衛
門
に
対
し
、
起
誓
文
文
言
の
内
三
ヶ

条
に
つ
ぎ
真
意
を
質
し
た
の
で
、
藤
右
衛
門
は
九
郎
右
衛
門
に
こ
れ
を
伺
い
答
え
て
い
る
。
そ
の

一
は

「
御
尋
之

儀
御
座
候
者
無
隠
可
申
達
」
と
あ
る
条
で
、

銅
員
敷
之
義
」
と
あ
る
条
で
、

こ
れ
は
吹
減
り
の
実
際
を
知
る
こ
と
、
絞
っ
た
灰
吹
銀
高
を
一
ヶ
月
ま
た
一
ヶ
年

切
り
に
尋
ね
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
三
は
「
吹
立
候
銅
賣
出
之
儀
御
指
圃
請
可
申
」
と
あ
る
条
で
、

は
直
段
の
指
図
で
は
な
く
、
長
崎
御
用
銅
を
急
ぐ
と
ぎ
は
地
売
銅
を
止
め
て
御
用
銅
を
吹
く
よ
う
に
指
図
す
る
意

こ
の
箇
条
の
但
書
に

「
賣
渡
銅
代
銀
御
元
直
段
」
と

は
相
場
の
こ
と
で
あ
る
と
付
言

銅
問
屋
か
ら
も
次
い
で
起
誓
文
を
差
し
出
し
た
が
、
趣
旨
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
銅
座
の
支
配
事

若
又
各
別
之
首
尾
有
之
候
者
、
銅
座
へ
伺
之
、
御
指
圏
請
可
申
事

七
〇



織
に
つ
い
て
見
よ
う
。

七

一
吹
屋
は
銅
問
屋
か
ら
荒
銅
を
買
い
取
る
が
、
泉
屋
の
よ
う
に
手
山
を
持
つ
業
者
は
、
手
山
の
産
銅
は
直

接
に
業
者
の
許
へ
廻
着
す
る
し
、
吹
屋
が
直
ち

に
諸
国
荒
銅
を
買
い
付
け
或
は
手
山
銅
の
分
売
を
受
け

る
場
合
も
多
い
。
そ
の
い
ず
れ
も
員
数
を
銅
座
へ
報
告
し
て
吟
味
を
受
け
る
。

一
荒
銅
は
御
用
銅
向
き
綽
銅
、
地
売
銅
向
ぎ
諸
形
銅
そ
の
他
に
吹
か
れ
、

出
す
。
こ
れ
ら
の
諸
銅
．
灰
吹
銀
の
員
数
を
銅
座
へ
報
告
す
る
。

ま
た
銀
鮫
り
に
よ
り
灰
吹
銀
を

一
輸
出
の
た
め
御
用
銅
と
し
て
銅
座
が
綽
銅
を
買
い
上
げ
る
が
、
時
に
は
荒
銅
を
吹
屋
か
ら
買
う
こ
と
も

あ
っ
た
。
銅
座
の
最
も
重
要
な
業
務
は
御
用
銅
買
上
で
あ
る
。
御
用
銅
の
増
加
を
は
か
り
、

を
確
保
す
る
た
め
、

項
ま
た
そ
の
機
能
は
、

地
売
銅
の
吹
立
高
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
場
合
も
あ
っ

た
。

一
銅
代
銀
相
場
は
吹
屋
が
決
定
す
る
の
で
、
銅
座
が
指
示
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
相
場
決
定
は
公

正
厳
密
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
、
銅
座
が
高
直
過
ぎ
る
と
し
て
再
考
を
促
が
す
こ
と
も
あ
る
。

以
上
の
諸
項
に
つ
い
て
、

ま
た
数
量

そ
れ
ら
が
実
施
さ
れ
た

具
体
的
事
実
は
後
に
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、
先
ず
銅
座
の
組

大
坂
の
銀
座
は
い
わ
ば
京
都
銀
座
の
支
所
で

あ

っ
て
高
麗
橋
に
所
在
し
た
が
、
銅
座
役
所
は
当
初
は
石
町
に
置

第
一
次
銅
座
と
住
友

だ
い
た
い
次
の
よ
う
に
纏
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。



う。

第
一
次
銅
座
と
住
友

か
れ
た
。
三
月
九
日
吹
屋
一
同
は
銅
座
石
町
役
所
に
出
頭
し
て
い
る
。
し
か
る
に
同
月
十
四
日
付
の
中
村
九
郎
右

衛
門
か
ら
吹
屋
中
へ
あ
て
た
通
達
に
は
、
銅
座
御
用
場
を
谷
町
平
野
町
角
大
和
屋
――一
郎
左
術
門
屋
敷
に
構
え
る
と

あ
る
。
即
ち
銅
座
の
業
務
を
大
和
屋
の
屋
敷
内
に
設
け
た
用
場
で
行
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

宝
永
六
年
(
-七

0
九
）
十

二
月
に
銅
座
役
人
大
木
安
兵
衛

・
土
橋
小
左
衛
門
の

両
人
が
吹
屋
富
屋
伊
兵
衛
に
、

今
度
江
戸
で
銀
座
年
寄
六
人
が
上
申
し
て
、
幸
町
役
所
を
た
た
む
即
ち
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
告
げ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
一

0
ヶ
月
ほ
ど
経
て
、
銀
座
役
所
か
ら
大
坂
屋
久
左
衛
門
を
呼
ん
で
、
銅
座
元
締
衆
か
ら
「
先
達
而
大

R
 

木
・
土
橋
汐
内
意
申
入
候
通
、
銅
座
役
所
此
度
た
た
み
申
候
」
と
知
ら
せ
た
。

大
和
屋
三
郎
左
衛
門
屋
敷
内
の
御
用
場
は
一
時
の
仮
事
務
所
で
、

間
も
な
く
幸
町
に
銅
座
役
所
が
設
け
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
元
禄
十
四
年
八
月
十
四
日
に
銅
座
役
所
移
っ
て
泉
屋
か
ら
里
右
衛
門
が
祝
儀
に
罷
り
出
た
と
あ
り
、

別
の
箇
所
で
そ
の
こ
と
を
幸
町
へ
里
右
価
門
が
悦
び
に
赴
い
た
と
記
し
て
い
る
。
同
月
十
七
日
に
は
新
屋
敷
の
役

始
め
で
、
泉
屋
か
ら
悼
銅
三
万
斤
を
渡
し
た
と
見
え
る
。
こ
れ
は
幸
町
に
新
設
さ
れ
た
銅
座
役
所
の
こ
と
で
あ
ろ

正
徳
三
年
(
-
七
一
三
）
巳
四
月
に
銅
吹
屋
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
へ
提
出
し
た
「
去
ル
子
年
（
宝
永
五
）
汐
辰
年

（
正
徳
二
）
迄
五
ヶ
年
分
長
崎
廻
御
用
銅
高
井
直
段
之
書
付
」
等
に
よ
る
と
、

御
用
悼
銅
の
売
上
げ
先
を
宝
永
六
年

七



二
人
は
元
締
役
と
記
さ
れ
て
い
る
。

筆
頭
で
あ
っ
た
。
中
村
・
日
比
両
人
が
先
ず
詰
め
て
、

行
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

七

こ
の

こ
の
と
ぎ
の
相
役
は
年

か
ら
は
銅
座
売
を
銀
座
売
と
書
き
替
え
て
い
る
。
幸
町
役
所
の
廃
止
後
は
、

高
麗
橋
銀
座
役
所
で
銅
座
の
業
務
を

銅
座
は
銀
座
加
役
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
吹
屋
等
の
誓
詞
は
銀
座
年
寄
の
中
村
九
郎
右
衛
門
・
日
比
五
郎
左

衡
門

・
岸
部
次
郎
右
衛
門
・
小
南
理
兵
衛
の
四
人
宛
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
四
人
が
銅
座
掛
り
と
な
っ
て
中
村
が

二
人
ず
つ
交
替
で
勤
め
る
こ
と
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

元
禄
十
六
年
四
月
、
中
村
が
「
在
番
二
付
大
坂
へ
下
」
と
あ
っ
て
交
替
し
た
ら
し
く
、

寄
小
南
宗
左
衛
門
で
あ
っ
た
。
同
年
七
月
に
小
南
宗
左
衛
門
か
ら
吹
屋
中
あ
て
「
常
役
所
年
寄
役
，例
月
在
勤
之
儀

相
退
可
申
旨
、
此
度
従
御
支
配
被
仰
渡
候
」
と
通
告
し
て
お
り
、
年
寄
の
交
替
勤
務
を
罷
め
て
京
へ
戻
る
こ
と
に

④
 

な
っ
た
。

年
寄
の
下
に
銅
座
元
締
役
が
あ
っ
た
。
元
禄
十
四
年
―
―
―
月
に
銅
座
元
締
役
と
し
て
深
江
庄
左
衛
門
・
平
野
七
郎

兵
衛
の
名
が
見
え
る
。
同
年
四
月
深
江
が
御
用
に
つ
い
て
江
戸
へ
向
け
発
足
し
、
平
野
が
替
わ
り
勤
務
し
た
と
あ

る
か
ら
当
番
制
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
同
年
七
月
泉
屋
が
銅
二
五
、

0
0
0
斤
を
銅
座
へ
渡
し
た
と
ぎ
、
平
野
は
交

替
し
て
末
吉
七
郎
九
郎
・
尾
本
太
左
衛
門
・
日
比
文
左
衛
門
三
人
が
銅
代
銀
引
替
手
形
に
署
名
し
て
お
り
、

第
一
次
銅
座
と
住
友



第
一
次
銅
座
と
住
友

以
上
の
外
に
吹
屋
と
御
用
銅
吹
立
に
つ
い
て
の
交
渉
な
ど
に
長
井
藤
右
衛
門
が
当
た
っ
て
い
る
。
銅
座
関
係
に

銅
御
吟
味
方
と
呼
ぶ
役
人
が
あ
り
、

元
禄
十
四
年
三
月
十
五
日
長
井
か
ら
泉
屋
に
対
し
、
御
用
銅
を
急
ぎ
調
達
す

る
た
め
泉
屋
所
持
の
荒
銅
三

0
0丸
を
小
吹
屋
へ
な
る
べ
く
急
ぎ
売
り
渡
す
よ
う
依
頼
し
て
い
る
が
、

そ
の
書
状

に
は
「
銅
座
吟
味
方
」
の
印
を
捺
し
て
い
る
。
長
井
は
元
禄
十
五
年
―
―
―
月
頃
長
崎
へ
下
向
し
た
の
で
、
そ
の
子
の

藤
蔵
が
替
わ
っ
て
勤
務
し
た
。
輸
出
銅
の
直
組
や
請
渡
に
立
会
う
た
め
、
銅
座
か
ら
掛
り
役
人
が
長
崎
へ
派
遣
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

元
禄
十
四
年
五
月
中
村
九
郎
右
衛
門

・
末
吉
七
郎
九
郎

・
日
比
文
左
衛
門

・
長
井
藤
右
衛
門
と
尾
形
光
琳
が
泉

屋
の
屋
敷
前
の
堀
江
に
船
を
浮
べ
て
、

や
が
て
座
敷
へ
請
ぜ
ら
れ
て
雲
応
を
受
け
た
。
光
琳
の
名
が
こ
こ
に
記
録

さ
れ
る
の
は
美
術
史
家
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
末
吉
・
日
比
は
元
締
役
で
あ
る
。

元
禄
十
六
年
七
月
、
年
寄
小
南
宗
左
衛
門
は
吹
屋
あ
て
に
年
寄
役
例
月
在
勤
の
儀
を
罷
め
る
こ
と
を
御
支
配
か

ら
仰
せ
渡
さ
れ
た
と
通
告
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
同
時
に
「
依
之
在
勤
役
人
平
野
七
郎
兵
衛
、
尾
本
吉
左
衛

「
向
後
就
御
用
可
申
談
儀
者
、
元
/
役
汐
可
令
演
説
候
間
、

可
被
得
其
意
候
」
と
触
れ
て
い
る
。
こ
の
四
人
は
元
締
役
で
、
以
後
は
銅
座
か
ら
の
指
示
は
彼
等
か
ら
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
銅
代
銀
盆
後
高
麗
橋
銀
座
役
所
よ
り
渡
」
と
い

っ
て
い
る
。
同
月
十
九
日
銅
座
元
締
衆

門

・
八
谷
彦
九
郎

・
長
尾
藤
右
衛
門
右
四
人
へ
引
渡
」

七
四



井
上
等
は
い
ず
れ
も
銀
座
役
人
で
あ
る
。

か
ら
吹
屋
中
あ
て
廻
状
と
し
て
、

七
五

八
谷
彦
九
郎

・
尾
本
吉
左
衛
門
・
平
野
七
郎
兵
衛
の
連
名
で
、
悼
銅
買
入
代
銀

は
向
後
高
麗
橋
一
丁
目
銀
座
役
所
で
渡
す
と
し
、
銅
座
が
請
取
っ
た
銅
は
長
尾
藤
右
衛
門
が
改
め
た
上
で
書
付
に

裏
書
す
る
か
ら
そ
の
書
付
を
銀
座
へ
持
参
せ
よ
と
記
し
て
い
る
。
同
年
十
月
長
尾
は
吹
屋
中
に
あ
て
、
御
用

の
た

め
暫
時
上
京
す
る
か
ら
留
守
中
は
辻
博
兵
衛

•

井
上
治
右
衛
門
方
よ
り
銅
代
銀

差
紙
を
出
さ
せ
る
故
、

こ
の
両
人

の
内
の
印
形
を
も
っ
て
代
銀
を
請
取
る
よ
う
に
と
い
い
、
翌
宝
永
元
年
二
月
に
も
御
用

に
よ
り
上
京
す
る
か
ら
留

（
澤

力
）

守
中
は
銀
座
当
番
古
津
新
右
衛
門

・
辻
博
右
衡
門
の
印
形
を
も

っ
て
代
銀
を
請
取
る
よ
う
に
告
げ
て
い
る
。
辻
・

宝
永
六
年
十
二
月
、
悼
銅
を
長
崎
へ
廻
送
す
る
た
め
の
箱
詰
入
用
そ
の
他
の
経
費
を
記
し
た
書
付
を
吹
屋
が
銀

座
役
所
へ
持
参
し
た
と
き
、

た
ま
た
ま
年
寄
中
村
四
郎
右
衛
門

・
野
村
新
兵
衛
が
下
坂
し
て
お
り
、
そ
の
時
は
中
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村
武
右
衛
門
が
元
締
役
で
あ
っ
た
。
当
時
は
幸
町
銅
座
役
所
は
す
で
に
廃
止
さ
れ
て
い
て
、
銀
座
役
所
で
銅
座
業

務
が
行
わ
れ
て
い
た
。
元
締
役
は
大
勘
定
役
以
下
の
銀
座
座
人
が
当
た

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
に
も
銅
座
元
締
役
が
置
か
れ
た
。
元
禄
十
四
年
四
月
長
井
藤
右
衛
門
か
ら
泉
屋
へ
報
告
し
て
、
長
谷
川
長

兵
衛

・
開
久
右
衛
門
両
人
が
江
戸
銅
座
元
締
役
で
あ
る
と
し
、
用
事
あ
れ
ば
江
戸
銅
座
か
ら
泉
屋
の
江
戸
店
詰
め

平
右
衛
門
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
長
谷
川
等
は
江
戸
銀
座
座
人
で
あ
ろ
う
。

第
一
次
銅
座
と
住
友



で
、
佐
渡
金
銀
山
振
興
に
最
も
実
績
を
あ
げ
た
奉
行
の
一
人
と
申
し
て
よ
い
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

先
き
に
触
れ
た
よ
う
に
、
中
村
九
郎
右
衛
門
が
銅
座
設
立
の
趣
旨
に
つ
い
て
吹
屋
等
に
説
明
し
た
と
き

「
将
又

此
度
御
料
・
私
料
共
二
被
仰
付
銅
山
ミ
汐
随
分
重
サ
出
申
様
二
と
被
仰
出
云
M

」
と
述
べ
て
い
る
。
銅
座
設
立
と
と

元
禄
八
年
十
月
幕
府
は
金
銀
銅
山
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
は
積
極
的
に
採
掘
さ
せ
る
よ
う
に
触
れ
、
同
十
一
年
ニ
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月
、
御
料

・
私
領
と
も
に
金
銀
銅
山
を
見
立
て
て
試
掘
採
掘
す
べ
ぎ
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
鉱
山
振
興
政

策
は
、
先
ぎ
に
元
禄
の
金
銀
貨
改
鋳
の
主
役
で
あ
っ
た
荻
原
重
秀
が
主
唱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

重
秀
は
元
禄
四
年
四
月
勘
定
吟
味
役
と
し
て
佐
渡
奉
行
を
兼
ね
る
こ
と
と
な
り
佐
渡
へ
渡
っ
た
が
、

も
に
他
方
に
お
い
て
は
産
銅
増
加
の
政
策
を
採
っ
て
い
て
、

七
六

そ
の
頃
は

佐
渡
金
銀
山
は
一
般
に
衰
微
し
て
い
た
。
彼
は
山
主
等
に
命
じ
て
諸
間
歩
の
状
況
を
報
告
さ
せ
る
と
と
も
に
間
歩

開
発
に
つ
い
て
意
見
を
聴
取
し
、
積
極
的
な
振
興
策
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
と
ぎ
佐
渡
の
主
要
坑
で
あ
る
割
間
歩

の
山
主
味
方
孫
太
夫
等
か
ら
差
し
出
し
た
と
思
わ
れ
る
訴
状
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
割
間
歩
の
樋
引
数
の
増
加
を
認

⑦
 

許
す
る
こ
と
、
第
二
に
主
兵
衛
坂
下
か
ら
割
間
歩
へ
か
け
て
水
貫
を
切
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
元
禄
四
年
七
月

二
十
五
日
に
着
工
し
た
南
沢
大
疏
水
坑
は
振
矩
師
静
野
典
右
衛
門
の
測
量
に
よ
る
近
世
佐
渡
に
お
い
て
の
代
表
的

工
事
で
あ
る
が
、
右
の
第
二
の
訴
願
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。
重
秀
は
江
戸
時
代
一

0
0余
人
の
佐
渡
奉
行
の
中

こ
の
両
者
は
と
も
に
関
連
あ
る
目
的
を
持
っ
て
い
る
。



江
戸
詰
め
の
新
納
久
珍
が
、

金
銀
山
は
ほ
ぼ
元
禄
よ
り
半
世
紀
以
前
か
ら
衰
微
に
向
っ
て
い
る
。
す
で
に
席
大
な
量
の
金
銀
特
に
銀
が
流
出

し
て
お
り
、
長
崎
御
用
銅
の
増
加
と
確
保
は
銅
座
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
、

た
め
に
は
必
要
で
あ
っ
た
。
金
銀
貨
幣
の
増
量
が
ま
す
ま
す
要
求
さ
れ
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
金
銀
銅
山
の
開
発

増
産
は
、
元
禄
九
年
四
月
勘
定
奉
行
に
進
み
次
い
で
佐
渡
奉
行
兼
務
を
解
か
れ
た
重
秀
の
強
力
に
推
進
し
た
方
針

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

元
禄
十
一
年
七
月
、
領
内
に
長
野
山
ヶ
野
・
鹿
籠
・
芹
ヶ
野
等
の
金
山
を
持
つ
薩
摩
藩
か
ら
幕
府
へ
差
し
出
し

た
「
御
内
意
口
上
覺
」
が
あ
り
、

こ
れ
ま
た
金
銀
の
持
渡
を
抑
え
る

そ
れ
に
は
今
度
諸
国
金
銀
銅
山
開
発
採
掘
に
つ
い
て
の
御
触
を
承
り
、
領
内
鉱

山
採
掘
の
儀
に
つ
ぎ
老
中
小
笠
原
長
重
に
内
意
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
先
ず
稼
人
自
ら
の
手
で
掘
ら
せ
る
よ
う
告
げ

ら
れ
た
が
、
稼
人
は
資
力
も
乏
し
い
の
で
家
来
の
給
知
よ
り
彼
等
に
扶
助
し
て
と
も
か
く
採
掘
さ
せ
た
、

こ
の
ま
ま
で
は
相
続
し
難
い
か
ら
取
替
金
の
供
与
を
願
い
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

稲
葉
正
通
か
ら
か
ね
て
か
ら
の
金
山
入
用
の
引
替
金
の
下
付
願
に
対
し
金
二
万
両
を
許
さ
れ
る
と
達
せ
ら
れ
た
。

こ
の
引
替
金
は
年
賦
返
納
と
す
る
か
ど
う
か
を
荻
原
重
秀
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
年
限

返
上
金
高
を
決
め
る
と
拝
借
金
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
年
限
を
定
め
ず
合
力
金
の
形
と
す
る
方
が
外
聞
も
よ
ろ

し
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

七
七

し
か
し

か
く
て
元
禄
十
四
年
五
月
老
中

し
か
し
事
実
は
合
力
金
で
は
な
く
、
享
保
八
年
ま
で
に
返
済
さ
れ
て
い
る
。



問
を
語
り
意
見
を
求
め
た
の
で
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

引
替
金
二
万
両
に
、
薩
藩
蔵
方
か
ら
銀
米
を
加
え
て
、

ら
出
金
も
増
し
、

長
野
山
ヶ
野
金
山
以
下
に
供
与
し
、
元
禄
十
五
、
六
年
か

R
 

宝
永
年
間
に
か
け
て
か
な
り
産
金
が
あ

っ
た
。

元
禄
十
四
年
暮
に
老
中
秋
元
喬
元

・
阿
部
正
武
等
列
座
の
席

に
荻
原
重
秀
が
呼
ば
れ
て
、
御
用
銅
手
支
な
き
よ

う
に
産
銅
増
加
の
方
法
が
あ
れ
ば
、
吟
味
の
上
公
儀
か
ら
銅
山
入
用
を
供
与
し
て
も
よ
い
が
、

そ
の
場
合
に
何
人

に
申
し
付
け
て
よ
い
か
と
尋
ね
ら
れ
た
。
折
柄
参
府
中
の
中
村
九
郎
右
衛
門
に
対
し
て
、
重
秀
は
老
中
か
ら
の
諮

「
泉
屋
吉
左
衛
門
殊
之
外
御
用
太
切
二
仕
、
豫
州
別
子
村
御
銅
山
相
稼
殊
之
外

鍛
練
之
者
二
候
」
と
答
え
て
、
泉
屋
を
推
し
、

そ
の
外
に
秋
田
の
銅
山
を
稼
行
す
る
大
坂
屋
久
左
衛
門
が
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
重
秀
か
ら
老
中
へ
そ
れ
が
披
露
さ
れ
て
、
老
中
よ
り
は
至
急
に
泉
屋
等
を
召
す
よ
う
に
重
秀
へ
命

じ
た
。
そ
の
趣
意
は
重
秀
か
ら
大
坂
町
奉
行
へ
報
ぜ
ら
れ
、
大
坂
屋

へ
も
九
郎
右
衛
門
か
ら
通
告
さ
れ
た
が
、
十

二
月
晦
日
泉
屋

・
大
坂
屋
は
町
奉
行
所
へ
呼
ば
れ
て
出
府
の
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
両
人
か
ら
は
翌
元
禄
十
五
年

正
月
六
日
付
で
来
る
十
日
大
坂
を
発
足
す
る
旨
奉
行
所
へ
届
け
て
い
る
。
泉
屋
吉
左
衛
門
友
榮
（
友
芳
）
は
八
日
に

大
坂
を
発
ち
、
大
坂
屋
久
左
衛
門
は
二
、
三
日
お
く
れ
て
大
坂
を
出
て
、
友
榮
は
京
都
で
用
を
足
し
、
大
津
で
一

緒
と
な
り
十
九
日
江
戸
に
着
い
た
。
友
榮
の
大
坂
帰
着
は
五
月
廿
八
日
で
あ
っ
た
。

泉
屋
等
は
出
府
早
々
重
秀
の
と
こ
ろ
へ
出
頭
す
る
と
、
御
用
銅
の
出
廻
り
不
十
分
で
あ
り
、
両
人
稼
行
銅
山
、

七
八



見
分
し
、

一
石
に
つ
き
代
銀
五

0
匁、

泉
屋
で
は
銅
座
か
ら
の
依
頼
で
、
銅
山
の
調
査
や
問
掘
を
試
み
て
い
る
。
元
禄
十
五
年
極
月
中
村
九
郎
右
衛
門

か
ら
近
江
朽
木
銅
山
の
調
査
を
頼
ま
れ
、

日
向
の
比
平
銅
山
稼
行
人
松
木
丈
峯
か
ら
同
山
の
見
分
方
を
銅
座
へ
申
し
入
れ
、
元
締
役
か
ら
泉
屋
へ
依
頼
し
た

の
で
、
又
四
郎
は
五
月
廿
五
日
大
坂
を
立
ち
六
月
十
六
日
延
岡
着
、
比
平
銅
山
を
踏
査
し
て
七
月
十
七
日
大
坂
帰

着
、
同
月
廿
一
日
見
分
書
付
を
銅
座
へ
提
出
し
た
。
宝
永
四
年
九
月
に
は
播
州
公
文
村
ふ
と
の
銅
山
の
問
掘
を
銅

⑩
 

座
か
ら
頼
ま
れ
て
、
泉
屋
で
は
伊
右
衛
門
を
派
遣
し
、
問
掘
の
結
果
を
銅
座
へ
返
答
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
銅
座

が
銅
山
の
開
発
に
積
極
的
に
努
め
泉
屋
が
協
力
し
た
例
と
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

4
x

、
力
こf
 

つ さ
ら
に
諸
国
銅
山
の
増
産
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
。
友
榮
等
の
提
出
し
た
意
見
書
は
、
自
ら
の
手
山
に

限
ら
ず
諸
国
銅
山
稼
行
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
住
友
の
史
料
に
は
別
子
・
吉
岡
両
銅
山
に

関
す
る
も
の
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
休
坑
の
再
興
や
水
貫
施
工
に
よ
る
増
産
計
画
と
、

と
し
て
拝
借
金
、

七
九 そ

れ
ら
の
仕
入
金

ま
た
飯
米
買
請
の
聴
許
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
願
意
は
多
少
は
修
正
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

1
0
ヶ
年
延
べ
返
済
、

別
子
へ
毎
年
買
請
米
六
、

0
0
0石、

R
 

1
0
ヶ
月
延
べ
上
納
と
す
る
こ
と
が
聞
ぎ
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

翌
十
六
年
四
月
泉
屋
（
佐
野
）
又
四
郎
が
山
留
八
郎
右
衛
門
を
帯
同
し
て

「
朽
木
銅
山
見
立
覺
」
を
中
村
へ
届
け
、
鹿
谷
鉛
山
の
調
査
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
四
月
、

別
子
・

吉
岡
両
銅
山
へ
拝
借
金
一
万
両
、



代
銀
を
、

そ
の
都
度
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
手
山
所
持
の
吹
屋
は
手
山
銅
廻
着
の
と
き
、

吹
屋
が
諸
国
荒
銅
を
直
接
に
買
い
取

っ
た
と
き、

銅
座
の
吹
屋
に
対
す
る
支
配
関
係
は
、

⑥ 

五

第
一
次
銅
座
と
住
友

以
下
こ

れ
に
拠
っ

て
記
述
す
る

御
役
所
留
」
下
）銅

座
公
用
留
」

辛
元
禄
十
四
年

巳

―――

月
吉
日

「と
こ
ろ
が
多
い
が
、
特
別
の
場
合
を
除
い
て
註
記
を
省
略
す
る
。

「
密
永
六
年
日
記
」
十

二
月
八
日
、
十
七
日
各
条

「
麟
暉
転
旺
銅
座
御
用
拍
」
元
禄
十
六
年
四
月
二
十

二
日
、
七
月

「
費
永
六
年
日
記
」
十
二
月
廿
一

日

『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
巻
二

け
る
こ
と
で
あ
る
。

銅

座

と

吹

屋

七

一
六
頁

そ
の
員
数
を
、
手
山
銅
を
他
の
吹
屋
へ
分
売
し
た
と
き
員
数
・

或
は
銅
問
屋
か
ら
購
入
し
た
と
ぎ
‘

先
ず
吹
屋
の
銅
取
扱
に
つ
い
て
、

⑩ 

す
べ
て
こ
れ
を
吹
屋
か
ら
銅
座
へ
届

「
麟
聾
眸
銅
座
御
用
和
」

⑤
 
④
 
R
 

R 

R
 

①

山
脇
悌

二
郎

『
長
崎
の
唐
人
貿
易
』
九

五

ー
九
七
頁

（「
長
崎

註

R
 

⑦
 

-I
五
頁
を
参
照

小
葉
田
淳
「
味
方
但
馬
と
割
間
歩
」
（
『
史
林
』
四
八
巻
三
号）

小
葉
田
淳
「
芹
ケ
野
金
山
史
の
研
究
」
（
『
三
井

金

属

修

史

論

叢
』
第
九
号
）

「
謬
註
咋
銅
座
御
用
拍
」
、
な
お

発
」
（
『
泉
屋
叢
考
』
第
拾
参
輯
）
九

―
|
｀
九
三
頁
、
「
住
友
の
吉

岡
銅
山
第
一
一次
経
営
と
そ
の
後
」
（
『
泉
屋
叢
考
』
第
拾
四
輯
）

そ
の
員
数
・
代
銀
を
、

「
別
子
銅
山
の
発
見
と
開

八
〇



た

計
一
同
一
同
一
荒
銅

内 ニ
ロ
メ

一
同

②
銅
入
払
目
録

二
五
三
、
六
九
九
斤

銅
座
の
業
務
が
実
際
に
開
始
さ
れ
た
元
禄
十
四
年
三
月
ま
で
の
同
年
正
月
以
来
の
銅
入
払
目
録
を
、
泉
屋
か
ら

は
泉
屋
分
と
し
四
月
一
日
付
で
「
此
中
度
ミ
仕
直
し
候
得
共
、
昨
日
極
り
候
二
付
」
と
し
て
銅
座
役
所
へ
提
出
し

①
 

（
整
理
し
て
記
す
）
。

一
足
尾
悼
銅

一
豫
州
手
山
荒
銅

一
九
、
四
一
七
斤

四
、
三
五
七
丸

二
、
三
五
〇
丸

三
一
、
七
五
〇
斤
五

三

0
、
四
五
四
斤
九

三
一
五
、
九

0
四
斤
四

第
一
次
銅
座
と
住
友

⑥
吹
屋
方
目
録
、
銅
入
払
目
録

二

、

二

六

九

丸

同 同
巳
年
正
月
ー
―
―
一
月
手
山
上
り
高
之
内
吹
用
二
取

巳
年
買
入

辰
年
残

二
五
三
、
六
九
九
斤
手
前
吹
用
二
取

二
五
六
、
八
七
七
斤
五

四

、

六

一

九

丸

同

五

一

0
、
五
七
六
斤
五

同
四
八
一
、
七
五
六
斤
五

①
足
尾
綽
銅
当
蒲
高
書
付

二

六

二

丸

此

斤

ニ
八
、
八
二
〇
斤

辰
極
月
残
り
銅

已
年
上
り
高

方
々
へ
売

八



荒
銅
残
り

内 残 計 内 吹
立
銅
計

内

―一、

0
五
六
斤
五

六
、
二
六
七
斤

四
八
九
、
一
七
六
斤
四

第
一
次
銅
座
と
住
友ニ

八
二
、
五
七
一
斤
九

二
二
三
、
九
二
八
斤

四
四
五
、

0
0
0斤

二―

‘0
0二
斤
五

三
、
三

0
0斤

一
九
、
八
七
三
斤
九

一
七
、
三
二
三
斤
五

三
三
、
三
三
二
斤
五

五
0
六
、
四
九
九
斤
九

辰
年
残
吹
立
銅

御
用
銅
売
上

地
売
銅
高

吹
立
銅
所
持

御
用
銅
二
吹
立
あ
り

地
売
向
二
吹
立
あ
り

三
月
三
十
日
所
持

足
尾
悼
銅
は
そ
の
頃
泉
屋
は
大
坂
屋
と
と
も
に
五
ヶ
一
銅
即
ち
輸
出
銅
高
の
五
分
の
一
を
輸
出
す
る
と
し
て
請

負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
当
時
は
足
尾
銅
は
五
分
の
一
に
は
著
し
く
不
足
し
て
お
り
、

の
所
持
銅
か
ら
補
充
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

替
分
に
は
割
当
は
な
か
っ
た
。
手
山
銅
は
他
の
吹
屋

へ
分
売
さ
れ
て
お
り
、
泉
屋
も
銅
問
屋
や
手
山
持
の
吹
屋
の

吹
減
欠

不
足
分
は
両
家

し
か
し
五
ヶ
一
銅
は
本
割
分
に
対
し
て
の
み
あ

っ
た
の
で
代
物

正
月
よ
り
地
売
向
の
内
よ
り
市
柏
屋
市
右
衛
門
へ
売

吹
立

八



計 内 計
一
同
一
同

銅
―
―
三
、

四、

0
0
0
斤

一
七
、
三
二
三
斤
五

ニ
四
二
、
七
三
七
斤
―
二
五

第
一
次
銅
座
と
住
友

一
荒
銅

吹
立
銅

吹
立
銅
三
月
三
十
日
有

分
銅
屋
七
兵
衛
よ
り
吹
立
銅
買
入

二
ニ
―
、
四
一
三
斤
六
二
五
吹
立

ニ
ニ
五
、
五

0
六
斤
―
二
五

八
、
七
三
八
斤
六
二
五
巳
四
月
買
入

八

銅
を
購
入
し
ま
た
諸
国
銅
を
直
接
に
買
い
入
れ
て
い
る
。
正
月
か
ら
三
月
上
旬
ま
で
に
大
坂
屋
久
左
衛
門
か
ら
荒

八
八
八
斤
七
五
を
買
い
入
れ
た
の
を
は
じ
め
、

山
城
屋
・
濱
田
屋
等
問
屋
か
ら
も
荒
銅
を
仕
入
れ
て
い

る
。
右
と
同
趣
の
届
書
は
、
も
と
よ
り
他
の
吹
屋
か
ら
も
銅
座
へ
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

翌
四
月
分
か
ら
は
毎
月
翌
月
一
日
付
で
、
前
掲
の
も
の
と
趣
意
は
変
わ
ら
ぬ
が
、

払
目
録
が
差
し
出
さ
れ
た
。
泉
屋
の
場
合
は
手
山
を
持
つ
か
ら
手
山
銅
元
払
目
録
、

て
の
覚
書
を
提
出
し
た
。

四
月
分
の
そ
れ
を
例
示
す
る
。

巳
四
月
銅
元
払
目
録

三
三
、
三
三
二
斤
五

一
八
―
―
-
、
四
三
五
斤

巳
三
月
晦
日
有

巳
四
月
中
手
山
銅
上
り
高
之
内
吹
用

―
ヶ
月
分
を
ま
と
め
た
銅
元

ま
た
別
に
足
尾
悼
銅
に
つ
い



一
荒
銅

同 残 残 内

一

、

六

三

二

丸

同

手
前
吹
用

四
五
〇
丸

同

四

九

、

九

三

〇
斤
六
二
五

此
斤
二
三
三
、
三
六
五
斤
六
二
五
上
り
高

四、

0
九
二
斤
五

已
四
月
手
山
銅
元
払
目
録

一
手
山
荒
銅

二、

0
八
二
丸

足
尾
綽
銅
は
四
月
中
は
登
り
銅
が
な
か
っ
た
の
で
、
現
在
高
と
し
て
前
月
の
届
書

の
ま
ま
差
し
出
し
た
。

さ
ら
に
一
ケ
年
間
の
銅
取
扱
を
総
轄
し
て
、
手
山
銅
元
払
目
録
・
吹
屋
中
、
巳
売
銅
目
録
・
問
屋
中
汐
銅
買
入
高

目
録
・
銅
元
払
目
録
を
差
し
出
し
て
い
る
。
元
禄
十
六
年
十
月
に
泉
屋
か
ら
銀
座
年
寄
後
藤
四
郎
―
―
一
郎
あ
て
届
け

②
 

た
午
年
即
ち
元
禄
十
五
年
度
の
報
告
を
例
示
し
よ
う
。

午
年
中
手
山
銅
元
払
目
録

三
三
、
八
八
一
―
―
斤
五

荒
銅
四
月
―
―
―
十
日
有

一
八
三
、
四
三
五
斤

已
極
月
晦
日
有

六、

0
八
八
斤
五

吹
立
銅
巳
四
月
三
十
日
有

九
、
七
一
五
斤
六
二
五
右
吹
立
減

第
一
次
銅
座
と
住
友

ニ
ニ
五
、
0
0
0
斤

一
、
九
三
一
―
―
斤

御
用
綽
銅
売
上

地
売
銅
差
出

吹
屋
中
へ
売

八
四



内
一
別
子
銅

残 計 内 計
一
同
一
同
一
同

＝
ニ
―
/

一
、
一
七
三
/

三
二
五
ク

第
一
次
銅
座
と
住
友

五
五
／

四
五
〇

ク

ニ
四
、
九
二
五
斤
六
二
五

二
三
、
七
一
五
斤
六
二
五

七
八
三
斤

一
、
七
五
三
、

0
―
二
斤
七
五

二
、
五
四

0
、
五
五
七
斤
四
三
七
五

八

0
、
三
八
〇
斤

午
年
吹
屋
中
に
売
銅
目
録

七
、
二
三
八
丸

二
、
五
七

0
/

備
中
吉
岡
銅
午
年
中
上
り
高

吹
屋
中
へ
売

午
年
中
上
り
高
の
内
吹
用

午
極
月
晦
日

二
七
八
、
二
九
八
斤
七
五

五

0
、
一
―
三
斤
七
五

五
、
九
五
四
斤
三
七
五

―
二
八
、
三

0
九
斤
三
七
五

七
八
七
、
五
四
四
斤
六
八
七
五

七
八
七
、
五
四
四
斤
六
八
七
五

二
、
六
二

0
、
九
三
七
斤
四
三
七
五

ニ
四
、
六
四
四
斤

作
州
銅

丸
銅
屋
次
郎
兵
衛

山
田
屋
新
右
衛
門

平
野
屋
三
右
衛
門

大
塚
屋
甚
右
衛
門

大
坂
屋
久
左
術
門

富

屋

藤

助

午
年
中
上
り
高

二
、
五
六
一
、
六
二
六
斤
九
――
―
七
五
豫
州
別
子
銅
午
年
中
上
り
高

七
丸

ニ
―
―
一
六
丸

二
三
、
四

0
八
丸

八
五



一
同
一
同
一
同
一
荒
銅

七
グ

八
五
三
ク

―
二
五
/

三
〇
丸

三

0
/

―
二
七
/

二
五
／
-
0
ク

八
ニ
グ

四
九
四
グ

八
ニ
グ
-
0
グ

六
七
丸

第
一
次
銅
座
と
住
友

二
七
八
ク

-
＝
二
八
ク

六
五
五
斤
六
二
五

七
、
ニ
―
二
斤
五

一、

0
九
一
斤
二
五

八
、
七
一
三
斤
―
二
五

二
九
、
八
三
三
斤
―
二
五

三
五
、
九
一
八
斤
四
三
七
五

一、

0
ニ
―
―
―
斤
七
五

九
二
、
九
八
八
斤
―
二
五

一
三
、
七
五
五
斤

午
年
中
問
屋
中
ぷ
銅
買
入
高
目
録

二
、
九

0
三
斤
七
五

三、

0
四

0
斤
八
七
五

―
二
、
九

0
五
斤

二
、
七
六
八
斤
七
五

八
、
八
五
〇
斤
六
二
五

五
三
、
六
七
二
斤
五

吹
屋
治
左
衛
門

海
部
屋
徳
兵
衛

平
野
屋
小
左
衛
門

川
崎
屋
市
之
丞

平
野
屋
八
十
郎

多
田
屋
市
郎
兵
衡

熊
野
屋
十
兵
衛

熊
野
屋
徳
兵
衛

平
野
屋
忠
兵
衛

銅

座

御

役

所

熊

野

屋

十

兵

衛

油

屋

源

兵

衛

銅
屋
半
左
衛
門

錢

屋

典

兵

衛

吹
屋
治
左
衛
門

八
六



一
同
一
同
一
同
一
荒
銅

計
一
同
一
同
一
同
一
同

一
同
一
同
一
同

三
三
五
／

―
―
二
／

五
0
ニ
グ

一
、
八
九
一
/

午
年
中
銅
元
払
目
録

三
三
、

0
七
一
斤
八
七
五

―
一
、
一
八
二
斤
五

一
七
、

0
0四
斤
一
二
七
五

一
八
九
、
二
四
一
―
―
斤
―
二
五

三
九
、
二

0
四
斤

一
八
九
、
二
四
一
―
―
斤
―
二
五

一
、
七
五
三
、

0
―
二
斤
七
五

ニ
四
、
五
九
五
斤

第
一
次
銅
座
と
住
友 ―

―

/

 

五
／

八
七
グ

一
六
九
/

屑
汐
出
目

八
、
七
七
八
斤
七
五

四
四
九
斤
三
七
五

一
九
二
斤
五

巳
極
月
晦
日
有

午
年
中
買
入

平

野

屋

叉

兵

衛

堺
屋
四
郎
三
郎

午
年
中
上
り
高
の
内
吹
用

五
一
、
九
六
四
斤
三
七
五

布

屋

次

右

術

門

綿

屋

次

兵

衛

一
同

小
嶋
屋
次
郎
兵
衛

長
濱
屋
源
左
衛
門

大
坂
屋
久
左
衛
門

九
ニ
グ

六
、
八
二
四
斤
三
七
五

長
谷
川
六
兵
術
様

一
同

―
二
三
ク

二
七
〇

ク

二
七
、
六
三
二
斤
五

津
國
屋
清
右
衛
門

一
同

―
二
、
六
三
六
斤
二
五

濱
田
屋
七
郎
兵
衛

八
七



田
銅
山
の
産
銅
で
、
当
時
入
札
に
よ
り
吹
屋
等
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
た
。

が
記
さ
れ
る
が
、

残
荒
銅

計 内 計 内 計

作
州
銅
は
買
入
分
で
あ
ろ
う
。

八
八
斤

二、

0
一
八
、
七
六
七
斤
八
七
五

七
八
、
七
六
七
斤
八
七
五
吹
立
減

第
一
次
銅
座
と
住
友

二、

0
0
1、
五
ニ
ニ
斤
八
七
五

一
七
、
三
三
三
斤

二、

0
一
八
、
八
五
五
斤
八
七
五

一
、
九
四

0
、
0
0
0
斤

残
吹
立
銅

四
、
五
三
二
斤

二、

0
0六、
0
五
四
斤
八
七
五

ま
た
問
屋
中
か
ら
の
買
入
銅
と
あ
る
内
で
、

巳
極
月
晦
日
有

御
用
綽
銅
売
上
申
候

午
極
月
晦
日
有

午
極
月
晦
日
有

手
山
銅
の
報
告
中
、
備
中
吉
岡
銅
山
は
元
禄
十
五
年
六
月
か
ら
泉
屋
が
再
び
稼
行
に
従
事
し
た
の
で
そ
の
出
銅

門

・
熊
野
屋
十
兵
衛
（
彦
兵
衛
の
代
人
）
は
手
山
を
持
っ
て
お
り
、

吹
立
吹
立

大
坂
屋
久
左
衛

そ
の
産
銅
と
思
わ
れ
る
。
吹
屋
治
左
衛
門
も
問
屋

で
な
く
て
吹
屋
で
あ
る
。
長
谷
川
六
兵
衛
様
と
あ
る
の
は
代
官
で
、

な
お
元
禄
十
五
年
度
に
は
五
ヶ
一
銅
に
つ
い
て
は
報
告
が
な
い
。

九
二
丸
の
銅
は
長
谷
川
代
官
所
管
の
摂
津
多

五
ヶ
一
銅
の
泉
屋

・
大
坂
屋
の
請
負
期
限
は

八
八



で
ヽ

お
り
、

元
禄
十
四
年
八
月
と
な
っ
て
い
た
の
で
、

て
願
い
出
て
い
た
が
返
答
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

て
は
分
明
で
な
い
た
め
、

夏
船
と
も
一
三
艘
に
八

三
、
九
一
四
斤
（
本
割
四
一
九
、
五
七

0
斤）、

オ
ラ
ン
ダ
方
一
三
八
、
九

0
0斤
（
本
割
九
八
五
、

R
 

八
六
五
斤
六
に
対
し
、
五
ヶ
一
銅
一
九
七
、
一
七
三
斤
で
あ
る
が
五
八
、
二
七
三
斤
不
足
）
を
宰冗
っ
た
。
足
尾
銅
は
運
上
銅
の
名

儀
で
、
泉
屋
・
大
坂
屋
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
長
崎
の
出
店
へ
送
ら
れ
、
銅
座
年
寄
か
ら
長
崎
町
年
寄
あ
て
送
り
状
が
添

え
ら
れ
、

そ
れ
に
は
到
着
の
と
き
改
め
を
請
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
足
尾
銅
は
極
め
て
少
量
と
な
っ
て

そ
の
後
足
尾
悼
銅
を
輸
出
す
る
と
ぎ
は
銅
座
よ
り
長
崎
へ
下
し
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
永
五
年
悼
銅
六
、

〇
六
五

箇
（
八
一
、
八
九
一
貫
と
廻
し
出
目
一
七
七
貫
一

0
0
目
）
代
金
八
、
九
六
九
両
と
銀
―

―――
匁
四
七
、

坂
ま
で
船
賃
・
蔵
入
駄
賃
そ
の
他
入
用
銀
七
貫
八
一
三
匁
ニ
―
―
-
、
計
銀
五
二
七
貫
一
六
六
匁
七
二
（
一
両
五
八
匁
替
）

1
0
 0
斤
に
つ
き
一

0
二
匁
八
九
三
四
二
の
大
坂
直
段
と
な
っ
て
い
る
。

④
 

銅
座
に
送
ら
れ
た
の
で
、
銅
座
か
ら
長
崎
へ
廻
送
さ
れ
た
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

お
そ
ら
く
五
ヶ
一
銅
は
十
四
年
で
中
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
長
崎
残
り
銅
を
両
家
で
一
八
、
二
五
二
斤
売
渡
し
て
い
る
。

し
か
し
銅
座
が
設
立
さ
れ
た
の
で
、

両
家
か
ら
の
長
崎
送
り
は

一
時
差
し
控
え
て
い
た
。

そ
し
て
春
船
一

八
九

こ
の
悼
銅
は
江
戸
足
尾
会
所
か
ら

こ
れ
に
江
戸
か
ら
大

一
艘
に
は
売
り
渡
さ
ず
、

春
船
と

足
尾
所
管
の
代
官
池
田
新
兵
衛
（
重
富
）
に
七
月
足
尾
銅
買
請
方
に
つ
い

五
ケ
一
銅
の
輸
出
に
つ
い

た
だ
当
年
の
春
船
二
艘
に
は
前
年



一
残
り
銅

一
諸
方
売

一
御
用
銅

四
一
七
、
五

0
0斤

一、

0
0五
、
九

0
0斤

四
一
三
、
三

0
0斤

／ヽ ＇ヽ

六
、
四
一
七
、
五

0
0斤
代

金

吹
減

内

正
銅
七
、
八
三
六
、
七

0
0斤
代

金

一
荒
銅

て
い
る
。 第

一
次
銅
座
と
住
友

吹
屋
が
一
ケ
年
に
買
い
取
り
、

八
、
二
五
四
、
二

0
0斤

九
0
0斤
亥
年
買
入
銅
の
内
売
払
と
な
る
。

八
、
三
八
六
両
二
歩

二
0
、
六
五
三
両
二
歩

―
―
二
、
三

0
六
両
一
歩

一七、

0
六
五
両
一
歩
・
銀
一
〇
匁
吹
雑
用

ま
た
手
山
銅
と
と
も
に
吹
立
て
た
荒
銅
高
、
吹
立
銅
高
、

諸
方
売
銅
高
（
細
工
そ
の
他
）
、

か
ら
吹
立
て
ら
れ
た
長
崎
御
用
銅
売
高
、

R
 

を
報
告
し
て
い
る
記
録
が
あ
る
。
長
崎
御
用
銅
売
等
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、

一
五

0
、
四
―
―
―
―
両
一
―
―
歩

一
三
三
、
三
四
八
両
一
歩
・
銀
五
匁

そ
れ
を
処
置
し
た
銅

残
り
高
、
及
び
そ
れ
ら
の
代
価
と
収
支

に
つ
い
て
整
理
し
て
記
し
て
お
く
。
な
お
、
代
価
は
金
を
も
っ
て
金
一
両
に
つ
き
銀
六

0
匁
替
の
計
算
で
示
さ
れ

亥
年
中
長
崎
御
用
銅
売
高

同
年
諸
方
売
高

「
附
紙
」
亥
年
中
諸
方
へ
銅
売
高
一
、
ニ
―
五
、
七

0
0斤
の
内
二

0
九
、
八

0
0斤
は
戌
（
宝
永
―
―
-
）
年
残
り
、
差
引
一
、

0
0五、

同
年
売
残
り
銅

高
等
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
宝
永
四
年
(
-
七
0
七）、

荒
銅
代

こ
こ
で
は
宝
永
四
（
亥
）
年
分

同
六
年
分
の
買
高
井
手
山
銅
と
も
山
出
し
荒
銅
高
、

九
〇

そ
れ



徳
元
、 三

口
計

外
、
灰
吹
銀

一
四
一
、
三
四
六
両
一
分

1
0
、
九
九
二
両
一
分

一
五
二
、
三
三
八
両
二
分

一
、
九
二
四
両
三
分

灰
吹
銀
の
直
段
は
そ
の
銀
位
に
よ
っ
て
高
下
あ
り
、

九

亥
年
中
荒
銅
よ
り
絞
る

ま
た
相
場
の
変
動
も
あ
る
。
正
徳
二
年
（
一
七
―
二
）
四
月

か
ら
同
年
九
月
ま
で
の
吹
屋
か
ら
銀
座
へ
売
っ
た
例
に
よ
る
と
、
灰
吹
銀
上
中
下
の
平
均
が
一
貫
目
に
つ
い
て
丁

吹
屋
の
荒
銅
買
入
高
は
、
宝
永
四
年
分
に
続
い
て
同
五
年
以
後
が
知
ら
れ
る
が
、

正
徳
三
年
巳
四
月
銅
吹
屋
共

か
ら
大
坂
町
奉
行
所
へ
差
し
出
し
た
「
去
ル
子
年
汐
辰
年
（
宝
永
五
ー
正
徳
二
）
迄
五
ヶ
年
分
買
入
銅
高
井
買
直
段
之

書
付
」
に
よ
り
、
正
徳
二
年
分
ま
で
を
第
6
表
に
示
す
。
正
徳
二
年
三
月
銅
座
は
廃
止
せ
ら
れ
て
、

じ
き
く
だ

銅
屋
の
御
用
銅
直
下
し
と
な
っ
た
。
な
お
、
表
中
に
主
要
銅
山
の
銅
を
あ
げ
て
お
い
た
。
同
じ
書
付
に
よ
っ
て
正

二
年
の
買
入
荒
銅
の
配
分
を
第
7
表
に
記
し
た
。
こ
れ
に
は
中
川
六
左
衛
門
に
配
分
し
た
分
が
あ
り
、
中

川
は
正
徳
元
年
御
用
銅
一
五

0
万
斤
余
を
補
充
す
る
こ
と
を
請
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
銅
座
・
銀
座
に
対
す

る
と
同
様
に
吹
屋
か
ら
荒
銅
を
直
売
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
銅
座
売
渡
の
荒
銅
は
、
後
述
す
る
よ
う
に

第
一
次
銅
座
と
住
友

銀
一
貫
三
五

0
目
か
ら
一
貫
四
四

0
目
ま
で
の
相
場
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
ロ
計

差
引
残
り

七
、
八
三
六
、
七

0
0斤

‘’ 
、グ ‘ 

「
附
紙
」
こ
の
代
金
は
買
入
荒
銅
元
代
井
吹
雑
用
を
込
め
た
元
直
段

ハ
月
か
ら
は



（単位：斤）

永松・幸銅生野銅

982,878 

637,491 

621,000 

334,500 

30,105 

311,271 

550,364 

336,000 

294,700 

123,700 

第
一
次
銅
座
と
住
友

記
以
外
は
、

宝
永

ま
た
残
り
は
中
川
・
銀
座
の
荒
銅
と
と
も
に
吹
屋
が
賃
吹
し
た
の
で
あ
る
。

他
の
問
屋
等
か
ら
買
い
入
れ
た
荒
銅
高
を
第
9
表
に
示
し
た
。
但
し
第
8
表
の
買
入
荒
銅
と
い
う
の
は
、
手
山
銅

を
も
含
ん
で
い
る
が
、
泉
屋
が
吹
立
用
と
し
て
自
家
に
残
し
た
分
で
他
の
吹
屋
へ
売
り
渡
し
た
分
は
控
除
さ
れ
て

い
る
。
第
8

.

9
表
は
正
徳
三
年
巳
五
月
泉
屋
吉
左
衛
門
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
へ
差
し
出
し
た
「
子
年
汐
辰
年
迄

銅
買
入
高
手
山
銅
登
高
代
銀
書
付
」
と
正
徳
三
年
巳
閏
五
月
同
じ
く
代
官
石
原
新
十
郎
（
正
勝
、
別
子
所
管
）
へ
差
し

出
し
た
「
子
年
方
辰
年
迄
五
ヶ
年
分
買
入
銅
井
賣
彿
銅
代
銀
之
書
付
」

段
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。
他
よ
り

買
入
荒
銅
の
内
表

な
お
、
手
山
銅
の
代
銀
は
そ
の
他
の
吹
屋
売
渡
直

手
山
銅
は
別
子
銅
以
外
は
備
中
吉
岡
銅
で
あ
る
。

荒
銅
の
ま
ま
で
輸
出
さ
れ
て
も
お
り
、

手山銅内別子銅

斤

2,041,815 

1,972,602 

2,134,841.25 

1,156,619.625 

837,243.15 

他ふ買入荒銅

斤

374,398.75 

685,503.5 

495,424 

196,005 

169,184 

立 川銅

（単位：斤）

生野銅

I I 

2,510 

1,000.625 

1,214 

705 

12,477 

その他

104,820 

27,000 

1,668 

7,374 

36,470 

851 

1,002 

に
よ
っ
て
作
製
し
た
。

右
の
期
間
に
泉
屋
の
買
い
入
れ
た
荒
銅
高
と
そ
の
代
銀
を
第
8
表
に
、

ま
た
買
入
荒
銅
高
の
内
手
山
銅
を
除
き

九



第一次銅座と住友

九

第 6表 宝永 5,_., 正徳 2 吹屋買入荒銅・買入主要銅高

年次買入荒銅 1 別子銅 立 川銅 秋田銅尾去沢銅

宝永 5

6 

7 

正徳 l

2 

年 次

正徳 l

2 

7,807,883 2,263,200 2,546,321 633,124 

8,498,329 2,118,000 1,046,472 3,010,600 267,263 

7,385,900 2,288,300 924,000 2,447,800 35,300 

6,108,500 1,516,000 627,000 2,473,000 300,000 

4,110,230 1,338,410 194,500 1,431,100 520,500 

第 7表正徳 1,...._, 2 買入荒銅配分 （単位：斤）

買入荒銅 銅座渡

6,108,500 379,600 

4,110,230 551,800 

中川 渡

1,379,567 

54,500 

第 8表 宝永 5,...._, 正徳 2

I 銀座渡
323,125 

57,000 

吹屋買入

4,026,208 

3,446,930 

泉屋買入荒銅高・代銀

年次買入荒銅 代 銀 平100均斤直段の 手山銅

斤

2,405 , 18 7 匁.1 5 97匁.492 
斤

宝永 5 2,467,058.75 2,092,660 

6 2,682,305.5 2,596,362.6 96.796 1,996,802 

7 2,674,765.25 2,617,165.17 97.846 2,179,341.25 

正徳 1 1,377,884.625 1,499,901.58 108.855 1,181,879.625 

2 1,016,427.15 1,461,513.93 143.789 847,243.15 

第 9表 宝永 5,,..._, 正徳 2 泉屋他汐買入荒銅内訳

年次買入荒銅 秋 田 銅 永松 ・幸銅 尾去沢銅

宝永 5 374,398.75 246,618.75 117,718.75 7,551.25 

6 685,503.5 426,471 142,960 2,877.875 

7 495,424 327,650 103,090 

正徳 1 196,005 165,167 27,614 

2 169,184 141,610 14,095 



夫
汐
立
川
新
道
新
居
濱
迄
道
法
四
里
津
出
シ
仕
候
故
、

大
野
銅
四
七
七
斤

•
佐
渡
銅
六
九
八
斤
・
播
磨
銅
一
、
八
七
二
斤
で
あ
る
。

0
一
六
斤

・
熊
野
銅
一
九
八
斤
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

五
年
（
一
七

0
八
）
は
熊
野
銅
、

さ
て
同
じ
期
間
の
別
子
の
出
来
銅
高
・
持
越
銅
高
・
登
銅
高
及
び
吹
屋
売
渡
高
を
、

吉
左
衝
門
か
ら
代
官
石
原
新
十
郎
へ

差
し
出
し
た
「
賓
永
五
子
年
ふ
正
徳
爪
年
辰
年
迄
五
ヶ
年
分
豫
州
別
子
銅
山

出
来
銅
賣
彿
所
直
段
付
L

に
よ
っ
て
第
10
表
に
示
す
。
表
中
に
別
子
銅
か
ら
吹
立
て
ら
れ
た
銅
座
売
渡
悼
銅
高
と

そ
の
吹
減
高
（
荒
銅
）
を
記
入
し
て
い
る
。
山
出
し
銅
（
出
来
銅
）
高
は
そ
の
年
の
別
子
産
銅
高
で
あ
り
、
持
越
銅
高
は

前
年
か
ら
の
別
子
山
元
の
残
り
銅
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
辰
年
（
元
禄
十
三
）
立
川
通
り
新
道
付
替
之
義
奉
願

候
虞
被
為
仰
付
被
下
、
早
速
道
普
請
取
付
候
得
共
、
漸
三
年
振
二
而
新
道
成
就
仕
、

敷
年
山
元
二
相
滞
候
銅

追
ミ
運
送
仕
如
斯
御
座
候
」
と
説
明
し
て
い
る
。
即
ち
お
ば
こ
越
で
天
満
浦
に
銅

荷
を
運
ん
だ
長
途
難
路
が
元
禄
十
五
年
に
立
川
新
道
を
経
て
新
居
浜
浦
ま
で
の
短

路
と
な
っ
て
山
元
に
滞
っ
た
銅
荷
が
し
だ
い
に
失
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
正
徳
二
年
六
月
か
ら
銅
屋
の
長
崎
直
下
し
と
な
っ
た
か
ら
別
子
銅
吹
立
の

正
徳
元
年
は
大
野
（
越
前
面
谷
）
銅
、

売上悼銅高 （単位：斤）

銅座売上悼銅 吹 減

1,900,000 

1,650,000 

1,382,000 

662,000 

50,100 

141,815 

124,915 

103,401.25 

49,885.725 

3,507 

同
二
年
は
日
向
延
岡
銅
九
、
四
―
―

-
0斤

同
六
年
は
佐
渡
銅
八
四
五
斤
・
播
磨
銅
一
五
五
斤
六
二
五
、

同
七
年
は
播
磨
銅
一
、

正
徳
三
年
巳
閏
五
月
泉
屋

九
四



第
一
次
銅
座
と
住
友

玉
銅
悼
銅

一
宗
対
馬
守
売
渡
一五、

0
0
0
斤

一
江
戸
銀
座
売
渡

二
七
、
五

0
0斤

宝
永
六
年

る
。
右
の
荒
銅
及
び
別
子
銅
の
吹
立
銅
で
、

な
っ
て
い
る
。

同
六
年
九
六
匁
、

二
七
三
、
五

0
0斤
で
、

同
七
年
九
九
匁
、

る
わ
け
で
あ
る
が
、

も
の
を
次
に
記
し
て
お
く
。

‘ 吹減

登
り
高
よ
り
吹
屋
売
渡
銅
を
控
除
し
た
も
の
が
泉
屋
の
吹
立
用
別
子
銅
高
と
な

そ
の
数
量
が
第
8
表
の
別
子
銅
高
と
比
較
し
て
宝
永
七
年
以

後
一
致
し
な
い
の
は
荒
銅
の
ま
ま
で
吹
屋
以
外
に
売
り
渡
し
た
分
が
あ
る
故
で
あ

吹
屋
売
渡
と
銅
座
売
渡
枠
銅
以
外
の

一、

0
五

0
斤

二
、
二

0
0斤

／ヽ 直
段
一

0
0
斤
に
一
―
四
匁

―二

0
目

正
徳
元
年
―
ニ
―
匁
、
同
二
年

一
六
七
匁
と

吹
屋
へ
売
り
渡
し
た
荒
銅
直
段
は
一

0
0斤
に
つ
い
て
、

こ
の
吹
減
は
四
八
、
四
二
七
斤
四
三
五
で
あ
る
。

悼
銅
六
二

0
、
0
0
0斤
が
送
ら
れ
、
唐
人
売
―
―
―
四
六
、
五

0
0斤、

オ
ラ
ン
ダ
売

宝
永
五
年
銀
九
八
匁
、

第10表

年 次 山出し銅

宝永 5,._, 正徳 2

持 越 銅

別子銅登高・吹屋売渡高・銅座

登高 吹屋売渡高

九五

宝永 5 1,740,071.385 523,128.615 2,263,200 221,385 

6 1,415,612.835 702,387.165 2,118,000 145,398 

7 1,516,426.47 771,873.53 2,288,300 73,458.75 

正徳 1 1,236,691.17 279,308.83 1,516,000 48,919.875 

2 1,365,448.5 *27,038.5 1,338,410 345,070.85 

＊登り不足分



悼

銅

四

0
五
、
六
二
三
斤
九

荒
銅
ニ
ニ
ニ
、
二
二
〇
斤
五

一
中
川
六
左
術
門
売
渡

悼
銅
荒
銅

一
宗
対
馬
守
売
渡

荒
銅

玉
銅
六

0
0、八
0
0斤

荒
銅 宝

永
七
年

丁
銅 第

一
次
銅
座
と
住
友

一
江
戸
御
用
瓦
地
銅
売
渡

一
四
一
、
二
五
〇
斤

一
宗
対
馬
守
売
渡

八

0
、
0
0
0斤

一
江
戸
銀
座
売
渡

正
徳
元
年

一
銅
座
売
渡

三
三
、
二
四

0
斤

五
五
、

0
0
0
斤

1
0、0
0
0
斤

ヽ ‘’ ／
四
八
、
六
四
〇
斤

吹
減

七
二

0
斤

ニ
八
、
三
九
〇
斤

‘’ ‘ ‘ ／ヽ ‘’ 
、f

‘’ 

1
0
、
六
八
七
斤

直
段

―
二
三
匁

―
ニ
―
匁

―
ニ
―
匁

―
二
八
匁

ニ―
-0
目

―
二
四
匁
五

一
四

0
目

1
0
六
匁

九
六



と
な
る
。

＇ヽ ‘’ 
二
年

七
年

宝
永
六
年

綽
銅 正

徳
二
年

一
宗
対
馬
守
売
渡

三
0
、0
0
0
斤

一
江
戸
銀
座
売
渡

一
銅
座
売
渡

正
徳
元
年

三
七
、
七
八
七
斤
四
二
五

以
上
を
荒
銅
で
計
算
す
る
と

一
九
七
、
八
八
七
斤

七
二
九
、
四
四
〇
斤

七
五
五
、
一
九
四
斤
四

二
七
一
‘
-
―

10
四
斤
七
一
五

第
一
次
銅
座
と
住
友

一
中
川
六
左
衛
門
売
渡

荒
銅

玉
銅

―
二
五
、
五
九
六
斤

六
九
、
七

0
0斤

荒
銅

‘’ ‘’ 
二
、
六
四
五
斤
二
九

五
、
五
七
六
斤

、9 グ

”
 

‘’ 

一
七
五
匁

一
六

0
目

一
五
九
匁
五

―10
0目

九
七



④
 
R
 
R
 

①
 

註

‘’ 正徳
元

// 、
七

I-

ノ‘

宝
永
五

I -

ノ‘

子
正
月

第
一
次
銅
座
と
住
友

泉
屋
の
買
入
銅
高
、

0
•

三
一
五
九
七

0
・
ニ
ニ
五
五
七

0
・
ニ
四
七
二
九

尋

疇
后
丘
旺
銅
座
公
用
留
」
四
月

一
日

「
竺
心
暉
転
旺

銅
座
御
用
拓
」

疇
謬
贔
眸
銅
座
公
用
留
」
十
月
廿
五
日

負
之
訳
書
付
十
月
廿
五
日

二
長
井
藤
右
術
門
二
遣
ス
覺

「
年

々
帳
」

一
番

0
．
一
―
-
六
ニ
―
四

0
•

三
一
五
六

較
す
る
と
次
の
割
合
と
な
る
。

足
尾
山
御
銅
請

足
尾
會
所
方
銀
座
へ
竿
銅
御
請

R
 の

覺

八
人
の
買
入
総
高
と
比

取
被
成
候
貫
高

「
長
崎
公
用
帳

彗
唇
鱈
瞑
癸
巳
武
番
」
正
徳
三
癸
巳
年
六
月

銅
吹
屋
一
四
人
連
署

銅
座
の
地
売
銅
統
制
と
御
用
悼
銅
買
上

亥
年
中
銅
請
彿
高
代
銀
高
井
徳
用
積
り

大
坂
町
奉
行
所
あ
て

長
崎
輸
出
の
目
的
で
御
用
銅
買
上
を
銅
座
の
主
要
な
業
務
と
し
た
こ
と
は
繰
り
返
し
述
べ
て
ぎ
た
が
、
御
用
銅

こ
れ
は
泉
屋
で
吹
立
て
た
荒
銅
高
で
あ
る
が
、
吹
屋
仲
間
一
七
、

九
八



覺

九
九

の
吹
立
と
数
量
は
細
工
向
そ
の
他
の
地
売
銅
の
そ
れ
と
対
応
し
関
連
す
る
。
そ
れ
で
銅
座
と
し
て
は
地
売
銅
の
吹

元
禄
十
四
年
四
月
中
村
九
郎
右
衛
門
は
吹
屋
を
銅
座
役
所
へ
呼
ん
で
、
江
戸
で
銅
座
設
立
が
決
定
さ
れ
た
と
き

「
地
賣
銅
銅
座
へ
買
上
ヶ
元
彿
分
明

二
相
知
様
二
可
致
」
と
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
語
り
、
買
上
銅
に
極
印
を
打
つ

手
筈
と
し
た
が
、
そ
れ
は
急
に
は
処
置
で
き
ぬ
の
で
、
先
般
地
売
を
禁
止
し
た
と
告
げ
た
。
彼
は
さ
ら
に
続
け
て

頃
日
極
印
も
し
だ
い
に
打
っ
た
か
ら
、
細
工
人
が
銅
を
求
め
れ
ば
吹
屋
か
ら
銅
座
へ
断
り
、
銅
座
か
ら
吹
屋
へ
売

り
戻
す
と
し
、
向
後
は
銅
座
が
買
い
取
り
極
印
打
つ
ほ
ど
に
は
及
ぶ
ま
じ
く
、
吹
屋
買
取
の
荒
銅
の
七
割
は
御
用

銅
、
三
割
は
地
売
銅
に
吹
き
、
吹
屋
か
ら
売
り
渡
し
て
よ
い
と
考
え
る
の
で
、

①
 

る
が
江
戸
か
ら
指
図
あ
る
ま
で
三
割
を
地
売
向
に
吹
く
よ
う
指
示
し
た
。

そ
の
数
日
後
泉
屋
か
ら
細
工
向

・
銭
座
用
の
一
ケ
年
の
見
積
銅
高
を
記
し
て
銅
座
役
所
へ
提
出
し
た
が
、
こ
れ

こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、

は
も
と
よ
り
地
売
銅
高
を
考
慮
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
で
あ
る
。
前
に
も
そ
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
と

R
 

そ
の
書
付
を
記
し
て
お
く
。

一
江
戸
地
賣
銅
凡
四
拾
萬
斤
斗

第
一
次
銅
座
と
住
友

立
と
販
売
を
調
整
し
統
制
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
旨
を
江
戸
へ
伺
う
こ
と
に
す



三
拾
萬
斤

一
京
都
地
賣
銅
八
拾
萬
斤
斗

一
大
坂
地
賣
銅
凡
五
拾
萬
斤
斗

三
口
分

江
戸
二
て
荒
銅
．
屑
銅
吹
立
せ
可
申
候

銅
凡
百
七
拾
萬
斤

右
者
日
本
細
工
向
銅
一
ケ
年
分
大
概
之
積
り

一
江
戸
錢
座
一
ケ
年

一
京
都
錢
座
一
ケ
年
ニ

合
銅
四
百
萬
斤
斗

右
之
通
二
積
り
相
見
へ
申
候
、
以
上

巳
四
月
十
八
日

銅
座
御
役
所

泉
や
吉
左
衛
門

銅
凡
百
七
拾
五
萬
斤
斗

銅
凡
五
拾
五
萬
斤
斗

但
壼
年
分
三
拾
萬
斤
斗
吹
可
申
候

五
月
下
旬
に
な
っ
て
大
坂
の
細
工
人
か
ら
細
工
下
地
銅
の
販
売
が
な
く
大
勢
褐
命
に
も
及
ぶ
苦
境
を
大
坂
町
奉

行
所
へ
訴
え
た
。
そ
こ
で
奉
行
所
で
は
泉
屋
は
じ
め
数
人
の
吹
屋
を
呼
び
、
泉
屋
・
大
塚
屋
は
年
来
地
売
銅
店
が

内
拾
萬
斤
大
坂
汐
丁
銅
．
綽
銅
二
て
下
ル

第
一
次
銅
座
と
住
友

1
0
0
 



斤
の
平
均
高
に
計
算
さ
れ
て
い
る
が
、

な
る
か
ら
、

拘
わ
ら
ず
、
泉
屋
で
は
そ
の
頃
四
、

し
か
も
銅
座
か
ら
は
先
般
三
割
の
地
売
銅
吹
立
を
指
図
し
て
い
る
に

五
日
間
地
売
銅
を
売
り
以
後
一
切
売
ら
ぬ
の
は
心
得
難
い
と
咎
め
た
。
こ
れ

に
対
し
泉
屋
は
答
え
て
、
先
程
長
崎
奉
行
林
忠
朗
が
参
府
の
途
大
坂
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
長
崎
廻
銅
が
少
な
か
っ

た
た
め
廻
銅
を
督
促
し
、
銅
座
か
ら
も
泉
屋
へ
当
分
は
地
売
方
を
止
め
て
手
山
銅
の
御
用
銅
吹
立
に
専
念
す
る
よ

六
月
末
、
泉
屋
吉
左
衛
門
は
中
村
九
郎
右
衛
門
に
呼
ば
れ
て
対
談
し
、

九
郎
右
衛
門
は
地
売
銅
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
吹
屋
か
ら
地
売
銅
年
々
売
高
書
付
を
提
出
し
て
も
ら
っ
た
が
、

禄
六
年
ー
同
十
三
年
八
ヶ
年
の
売
高
を
平
均
す
る
と
一
ケ
年
一
五
八
万
斤
、

一
ヶ
年
一
五
八
万
斤
地
売
す
る
よ
う
銅
屋
中
へ
申
し
渡
す
積
り
で
、

人
へ
も
通
告
し
よ
う
と
思
う
。
も
っ
と
も
元
禄
十
二
、
三
両
年
は
銭
座
売
渡
が
多
か
っ
た
が
、

で
江
戸
へ
伺
っ
た
上
決
定
し
た
い

。

第
一
次
銅
座
と
住
友

う
指
図
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

1
0
 こ

れ
に
よ
り
元

こ
れ
も
一
五
八
万

こ
の
平
均
高
で
は
指
支
が
あ
ろ
う
か
相
談
す
る
た
め
泉
屋
を
呼
ん
だ
の
で

あ
る
。
泉
屋
の
意
見
も
聞
ぎ
銭
座
売
の
と
き
は
銅
座
へ
届
け
る
よ
う
に
し
一
五
八
万
斤
の
枠
外
に
す
る
積
り
で
あ

る
が
、
奉
行
所
か
ら
細
工
職
人
の
手
支
の
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
の
で
以
上
は
当
分
の
考
え
と
し
て
申
し
渡
す
所
存

し
か
し
泉
屋
と
し
て
は
地
売
を
止
め
て
専
ら
樟
銅
を
吹
立
て
て
も
ら
い
た
い

あ
り
（
泉
屋
の
地
売
銅
店
は
淡
路
町
に
あ
っ
た
）
、

こ
の
趣
旨
は
明
日
町
奉
行
所
役

一
ヶ
月
一
三
二
、

0
0
0
斤
ほ
ど
と



さ
ら
に
そ
の
数
日
後
に
泉
屋
か
ら
内
算
の
直
段
と
し
て
覚
書
を
長
井
へ
差
し
出
し
て
い
る
。

地
売
銅
元
直
段

黒
延
銅

‘’ 

1
0
 0斤

―
一
八
匁
三
分

‘’ 

一
六
一
匁

延
銅

‘’ 

‘’ 

一
四
八
匁

黒
味
銅

‘’ 

‘’ 

一
三
六
匁

吹
銅

1
0
 0斤
に
つ
き

ど
ず
つ
引
下
げ
た
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

代
銀

以
上
の
よ
う
に
し
て
一
ヶ
年
の
地
売
銅
高
一
五
八
万
斤
と
い
う
一
応
の
基
準
は
で
き
た
が
、
大
坂
登
荒
銅
や
御

地
売
銅
の
直
段
は
吹
屋
で
定
め
ら
れ
る
が
、

元
禄
十
四
年
四
月
、
吹
屋
か
ら
銅
座
へ
売
り
上
げ
る
地
売
銅
直
段
書
付
を
長
井
藤
右
衛
門
へ
届
け
た
と
こ
ろ
、

藤
右
衛
門
は
存
外
の
高
直
で
あ
る
か
ら
と
て
再
考
を
求
め
た
。
吹
人
相
談
の
結
果
は
一

0
0斤
に
つ
ぎ
銀
二
匁
ほ

と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

―
ニ
―
匁

の
事
情
あ
る
と
ぎ
は
銅
座
の
指
示
を
受
け
た
。

元
払
の
高
は
銅
座
へ
届
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
相
場
も
特
別

用
銅
と
の
関
係
か
ら
も
実
際
は
増
減
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

1
0
 



0
0斤
、
中
平
銅
―

1
0
0
斤
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
地
売
銅
も
銅
座
が
買
い
上
げ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お

り
で
あ
る
。

御
用
悼
銅
の
銅
座
売
渡
高
は
、
元
禄
十
四
年
は
五
、
六
八

0
、八

0
0斤、

で
あ
っ
た
。
同
十
六
年
は
十
月
ま
で
の
売
渡
高
は
五
、

0
1―
―
-
、
二

0
0斤
と
あ
る
が
、

R
 

て
は
記
録
が
見
当
ら
ぬ
。
当
初
直
段
は
一

0
0斤
に
つ
き
銀
一

0
1
―
―
匁
で
あ
っ
た
。
元
禄
十
四
年
三
月
十
七
日
銅

第
一
次
銅
座
と
住
友

を
銅
座
へ
売
り
渡
し
て
い
る
が
、

黒
味
銅
と
は
烏
銅
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

黒
味
延
銅 黒
味

内

吹

銅

黒
味
銅

延

銅

延
賃

内

吹

銅

1
0
0斤

1
0
0斤

1
0
 0斤

右
之
通
吹
屋
出
来
積
り

内
訳
は
長
綽
銅
五

0
0斤、

一
四
七
匁
八
分

―
一
八
匁
三
分

二
九
匁
五
分

一
三
二
匁
三
分

―
一
八
匁
三
分

一
三
匁

一
五
九
匁
五
分

ま
た
四
月
に
泉
屋
の
淡
路
町
宅
に
所
持
の
地
売
向
吹
銅
四
、

0
0
0
斤

樋
銅
二

0
0斤、

同
年
一
ヶ
年
分
に
つ
い

丁
銅
七

0
0斤、

同
十
五
年
は
五
、
一
九
七
、
六

0
0斤

1
0
1
――
 

丸
銅
二
、
四



「
長
崎
公
用
帳
」
に
よ
る
と
、

銅
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。

四
一
七
、

宝
永
六
年
の
長
崎
御
用
銅
売
高
七
、

五
0
0斤
、
諸
方
売
（
地
売
）
高
が
一
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

座
か
ら
吹
屋
中
へ
あ
て
、
御
用
悼
銅

一
0
0斤
に
つ
ぎ
代
銀

一
0
三
匁
で
買
い
上
げ
る
旨
を
通
達
し
て
い
る
。
同

月
に
泉
屋
が
売
り
渡
し
た
悼
銅
四

0
、
0
0
0斤
、
代
銀
四
一
貫
二

0
0
目
の
内
金
子
で
半
分
三
四
三
両
（
六

0
目

替
で
銀
二

0
貫
五
四
0
目
に
当
た
る
）
と
銀
二

0
貫
六
二

0
目
を
銅
座
は
支
払
っ
て
い
る
が
、

銀
一

0
1
―
―
匁
に
当
た
る
。
七
月
廿
四
日
大
吹
屋
か
ら
次
い
で
小
吹
屋
か
ら
も
、
長
井
あ
て
に
、
枠
銅
買
上
の
只
今

の
定
直
段
で
は
仕
当
に
合
わ
ぬ
と
て
加
増
を
願
う
訴
状
を
差
し
出
し
て
お
り
、

変
わ
ら
ず
正
徳
元
年
七
月
ま
で
は
継
続
さ
れ、

一
六
四
、

0
0
0
斤
、
諸
方
売
高
一
、

宝
永
五
年
か
ら
正
徳
二
年
ま
で
の
銅
座
売
渡
御
用
銅
高
、
細
工
向
そ
の
他
売
銅
高
を
、

屋
共
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
へ
提
出
し
た
「
去
ル
子
年
汐
辰
年
迄
五
ヶ
年
分
長
崎
廻
御
用
銅
高
井
賣
直
段
之
書
付
」

と
「
去
ル
子
年
汐
辰
年
迄
五
ヶ
年
分
諸
圏
ね
賣
出
候
細
工
向
銅
高
井
賣
直
段
之
書
付
」
に
よ
っ
て
第
11
表
に
示
す
。

二
―
五
、

七

0
0斤
こ
の
内
二

0
九、

聞
い
て
お
る
の
で
、
余
り
時
を
待
た
ず
に
一

0
五
匁
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

正
徳
―
―
一年
巳
四
月
銅
吹

八

0
0斤
は
前
年
残
り

七
月
以
後
同
年
内
は
一
〇
六
匁
と
な

っ
て
い
る
。

④
 

宝
永
三
年
の
銅
座
集
銅
高
は
六
、
六
七
五
、

0
0
0
斤
で
、
宝
永
四
年
は
吹
屋
か
ら
の
長
崎
御
用
銅
売
高
が
六
、

i
O
五
匁
の
直
段
は
宝
永
年
中
は

即
ち
一

0
0斤
に
つ
き

や
が
て
増
直
の
内
意
あ
る
こ
と
を

1
0四



戸
下
し
の
御
用
瓦
下
地
銅
は
丁
銅
で
延
ば
し
て
銅
瓦
を
製
す
る
が
、

た
が
、
宝
永
五
、

第11表

六
年
、
正
徳
二
年
の
売
銅
は
す
べ
て
泉
屋
の
分
で
あ
っ
て
、

表
に
示
す
。

江
戸
下
し
の
銀
座
用
売
銅
は
玉
銅
で
銀
貨
鋳
造
料
と
な
る
も
の
で
、
泉
屋
の
別
子
吹
立
銅
売
渡
の
条
に
も
記
し

宝永 5,...._, 正徳 2 長崎御用銅．

細工向その他銅売高 （単位：斤）

第一次銅座と住友

年次 長崎御用銅売渡 細工向その他銅売渡

宝永 5 6,120,200 1,337,640 

6 7,164,000 1,115,890 

7 5,592,000 1,851,274 

正徳 l 2,668,433 1,053,660 

2 55,600 1,002,457 

な
お
、

年
内
の
銀
座
売
渡
は
五
五
、

直
下
し
と
な
っ
て
、

1
0
五

こ
れ
も
泉
屋
が
請
負
っ
た
も
の
で
あ
る
。

同
じ
史
料
に
よ
っ
て
、
細
工
向
、

同
年
分
下
り
高
は
二
、

こ
れ
は
ま
た
後
に
も
触
れ
る
。
江

そ
の
他
の
売
銅
高
と
直
段
を
第
12

五

0
0斤
で
あ
る
。
同

R
 

六

0
0斤
で
代
銀
は
一
七
五
匁
で
あ
っ
た
。

四
六
一
、

は
代
銀
一
六

0
匁
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
六
二

0
、
四
―
―
―
―
―
―
斤
は
中
川
六
左
衛

に
も
述
べ
た
。
正
徳
元
年
銀
座
売
渡
分
と
し
て
い
る
内
で
、

役
所
を
廃
し
て
高
麗
橋
銀
座
役
所
で
銅
座
事
務
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
前

門
売
渡
分
で
代
銀
―
二
四
匁
五
分
で
あ
る
。
正
徳
二
年
六
月
か
ら
吹
屋
の
長
崎

宝
永
六
年
以
後
は
銅
座
売
を
銀
座
売
と
記
し
て
い
る
が
、

だ
か
ら
、

一
五、

七
五
四
、

―――-、

0
0
0
斤

こ
れ
は
幸
町
の
銅
座

八
九
〇
斤
が
当
年
買
入
銅
か
ら
売
り
払
っ
た
分
だ
と
あ
る
。

八
九
〇
斤
で
、
諸
方
売
銅
高
の
内
―
―
―
六
一
、

0
0
0
斤
は
前
年
残
り
銅



細工向その他売銅高・直段

江戸下 江戸下御

銀座用
直段_I 用瓦下地直段対馬売直 段 直 段

138 ,_ 105 匁.5 
斤
11恣

斤 匁 斤 匁

50,070 

138 ,._, 103 27,500 120 141,250 123 22,900 114 

134.8,..,, 106.6 600,800 121 87,000 106 

196.4,_, 123.3 167,300 190 70,000 128, 121 

25 3.5 ........ 193.5 69,700 200 30,000 159.5 

第
一
次
銅
座
と
住
友

元
禄
十
四
年
―
―
―
月
泉
屋
は
御
用
銅
一

0
万
斤
を
売
り
渡
す
こ
と
と
し
、
内
渡
銀
新

銀
（
元
禄
銀
）

1
0
 0
貫
目
を
請
取
っ
た
。
長
堀
の
泉
屋
倉
庫
で
銅
座
役
人
に
銅
を
渡

し
て
、
銅
座
役
人
か
ら
元
締
役
あ
て
銅
請
取
状
を
認
め
、
泉
屋
は
そ
の
請
取
状
と
泉

屋
の
代
銀
請
取
状
を
銅
座
役
所
へ
届
け
て
元
締
役
か
ら
高
麗
橋
銀
座
あ
て
銀
差
紙
を

も
ら
い
、
銀
座
役
所
へ
持
参
し
て
代
銀
を
領
収
し
た
。

し
か
し
同
年
十
一
月
か
ら
は

代
銀
は
銅
座
役
所
で
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
宝
永
六
年
暮
に
は
幸
町
銅
座
役
所
は

廃
止
さ
れ
た
の
で
再
び
銀
座
支
払
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
年
三
月
晦
日
泉
屋
が
銅
代
銀
四
一
貫
二

0
0目
を
半
分
金
子
で
支
払
わ
れ
、
金

子
は
六

0
目
替
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
に
述
べ
た
。
当
時
の
上
方
両
替
相
場
は
五
八
匁

ほ
ど
で
あ
り
、
金
支
払
は
吹
屋
い
ず
れ
へ
も
売
銅
に
対
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
、

月
―
―
―
日
に
は
惣
吹
屋
か
ら
銅
代
の
銀
渡
方
を
訴
願
し
た
。
翌
五
月
銀
支
払
の
件
は
聞

金
で
あ
っ
た
。
同
月
二
十
日
泉
屋
代
人
太
治
右
衛
門
・
大
坂
屋
代
人
禰
次
兵
衛
か
ら

長
井
藤
右
衛
門
へ
あ
て
、
去
る
十
八
日
売
上
綽
銅
代
金
子
を
も
っ
て
渡
す
旨
が
伝
え

き
届
け
ら
れ
た
が
、

尤
禄
十
五
年
―
―
―
月
に
は
再
び
金
支
払
と
な
り
、

し
か
も
全
額
が

-
0
六

四



第12表 宝永 5......,正徳 2

第一次銅座と住友

年次 1 地売向売高 1細工向大坂売 直 段 細工向京都売

斤 斤
136 --103匁.5 

斤

宝永 5 1,337,640 490,120 797,450 

6 1,115,890 411,110 136 ,._,101 513,130 

7 1,851,274 576,724 132.8,..., 104.6 586,750 

正徳 1 1,053,660 428,540 194.4,_, 121.3 387,820 

2 1,002,457 584,397 251.5---191.5 318,360 

し
か
も
泉
屋
の
売
上
は
先
月
分
見
積
高

の
藤
蔵
が
吟
味
役
と
な

っ
た
。

戸
へ
下

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ら
れ
、

1
0
七

そ
れ
で
は
銅
山
仕
入
も
困
難
に
な
る
と
訴
え
た
が
、
先
ず
こ
の
度
は
金
子
を

請
取
り
、

重
ね
て
訴
願
せ
よ
と
諭
告
さ
れ
、
両
代
人
か
ら
は
主
人
が
江
戸
か

ら
帰
坂

し
た
上
で
幾
重
に
も
願
い
出
る
旨
を
継
々
述
べ
て
い
る
。
両
家
の
主
人
は
そ
の
頃
江

藤
右
衛
門
は
や
が
て
長
崎
に
て
の
銅
座
支
配
の
た
め
同
地
へ
下
り
、
替
わ
っ
て
悴

の
と
こ
ろ
泉
屋
と
、
他
に
は
日
向
銅
山
を
手
山
と
す
る
熊
野
屋
以
外
は
見
込
は
な
く
、

り
を
都
合
す
る
よ
う
に
と
促
し
た
。
次
い
で
手
代
太
治
右
衛
門
を
呼
び
、
銅
代
の
金

支
払
の
た
め
山
元
に
囲
い
置
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
噂
も
あ
る
と
い
い

、
頃
日
長

崎
か
ら
飛
脚
が
来
て
廻
銅
が
少
な
く
督
促
し
て
お
り
、
当
月
分
三

0
万
斤
の
見
積
高

が
泉
屋
で
吹
立
困
難
で
あ
れ
ば
手
持
荒
銅
を
富
屋
（
伊
兵
衛
）
へ
廻
わ
す
よ
う
告
げ
て

い
る
。
泉
屋
で
は
銅
の
故
意
の
山
元
囲
い
な
ど
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
と
答

え
て
、
他
方
に
銅
代
の
銀
支
払
を
繰
り
返
し
訴
え
た
。
五
月
末
江
戸
よ
り
帰
坂
し
た

一
万
斤
の
内
五
万
斤
し
か
な
く
早
急
に
残

四
月
藤
蔵
は
泉
屋
に
対
し

て
、
御
用
銅
売
上
は
当
分



吉
左
衛
門
は
六
月
に
藤
蔵
あ
て
に
、
金
支
払
は
一

0
0斤
に
つ
ぎ
銀
三
匁
五
、
六
分
即
ち
―

0
0万
斤
に
つ
ぎ
銀

と
な
り
、

と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
代
銀
一

0
五
匁
は
そ
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
て
、
金
支
払
は
そ
の
後
も
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
宝
永
六
年

七
月
、
泉
屋
下
代
五
兵
衛

・
安
兵
衛
か
ら
町
奉
行
所
へ
差
し
出
し
た
訴
状
に
も
御
用
悼
銅
直
段
は
初
め
よ
り
一
〇

た
め
、

〇
斤
に
つ
ぎ
一

0
五
匁
で
あ
っ
た
が

一
五
、
六
貫
目
の
損
失
に
な
る
と
説
明
し
て
い
る
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

上
方
相
場
を
五
八
匁
と
す
れ
ば
金
一
両
―
―
―
分
は
一
〇
一
匁
五
分
と
な
っ
て
金
支
払
は
三
匁
五
分
の
損
失

八
月
に
も
泉
屋
・
大
坂
屋
連
名
で
銅
座
あ
て
、
銅
代
が
金
子
渡
で
あ
れ
ば
増
直
を
請
う
た
。

（
最
初
は
一

0
三
匁
で
あ
っ
た
）
、

⑥
 

か
な
り
損
毛
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。

金
支
払
は
銀
と
の
両
替
相
場
の
差
か
ら
生
ず
る
損
失
以
外
に
、

元
禄
十
五
年
金
子
支
払
と
な
っ
て
両
替
す
る

上
方
や
西
国
筋
は
銀
遣
い
で
あ
る
た
め
仕
入
に

は
銀
に
替
え
る
必
要
が
あ
り
、
多
額
の
両
替
を
急
ぐ
と
き
は
そ
れ
が
容
易
で
な
か
っ
た
。
元
禄
十
六
年
六
月
泉
屋
・

大
坂
屋
は
熊
野
屋
徳
兵
衛
・問
屋
津
國
屋
清
右
衛
門
と
と
も
に
銅
座
へ
出
向
く
と
、
元
締
役
は
長
崎
奉
行
所
か
ら
枠

銅
不
足
を
度
々
催
促
さ
れ
、
大
坂
町
奉
行
所
へ
も
そ
の
旨
の
通
達
が
あ
っ
て
呼
び
出
さ
れ
て
催
促
さ
れ
る
と
語
っ

た
。
ま
た
長
崎
か
ら
は
只
今
か
ら
極
月
ま
で
の
悼
銅
長
崎
下
り
高
の
見
積
書
を
送
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
と
告

げ
、
右
見
積
書
と
と
も
に
閏
八
月
中
旬
ま
で
の
同
様
見
積
書
二
通
の
提
出
方
を
依
頼
し
た
。
泉
屋
等
は
現
状
で
は

1
0
0斤
代
銀
一

0
五
匁
は
六

0
目
替
と
し
て
金
一
両
三
分

1
0
八



1
0
九

見
積
書
を
書
く
に
も
法
が
な
く
、
諸
問
屋
等
を
呼
び
出
し
、
各
自
に
書
付
を
出
さ
せ
る
外
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。

宝
永
六
年
は
銅
座
存
置
期
間
の
う
ち
御
用
悼
銅
の
売
上
の
最
も
多
か
っ
た
年
で
あ
っ
た
が
、
前
半
年
の
売
上
高

は
僅
か
で
あ
っ
た
。
同
年
六
月
末
に
長
崎
銅
方
役
人
濱
武
源
次
郎
等
四
人
が
大
坂
へ
登
っ
て
き
て
、

七
月
朔
日
泉

屋
の
手
代
が
濱
武
の
止
宿
を
訪
ね
て
主
人
は
江
戸
で
御
用
を
受
け
（
御
用
銅
瓦
下
地
銅
調
達
の
件
）
留
守
で
あ
る
と
告

げ
た
。
濱
武
は
自
分
の
登
坂
は
近
年
銅
座
か
ら
の
廻
銅
が
よ
ほ
ど
不
足
に
つ
ぎ
増
す
よ
う
命
を
受
け
て
参
っ
た
と

い
う
。
手
代
は
山
か
ら
の
廻
着
銅
は
は
な
は
だ
多
い
の
で

あ
る
が
銅
座
売
渡
が
中
絶
し
て
い
て
手
持
の
ま
ま
で
迷

⑦
 

惑
し
て
い
る
と
答
え
、
多
額
の
銅
を
抱
え
込
み
仕
入
銀
に
難
儀
し
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
同
年
正
月
か
ら
五

月
中
旬
ま
で
の
銅
座
買
入
高
は
計
一
、
三
七
三
、

0
0
0
斤
で
内
泉
屋
分
は
五
八
四
、

O
O
O斤
で
あ
っ
た
。
長
崎
か

ら
の
泉
屋
へ
の
書
状
に
よ
れ
ば
六
月
下
旬
ま
で
に
一
七

0
万
斤
ほ
ど
下
着
し
た
と
い
う
。
濱
武
も
銅
座
売
渡
に
はR
 

前
渡
銀
の
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
買
上
の
進
ま
ぬ
の
は
銅
座
の
資
金
欠
乏
が
有
力
な
原
因
で
あ
っ
た
。

八
月
に
は
銅
座
か
ら
泉
屋
・
大
坂
屋
・
熊
野
屋
十
兵
術
・
吹
屋
治
左
衛
門
に
あ
て
廻
状
で
、
現
在
所
持
す
る
荒

銅
高
、
今
か
ら
極
月
ま
で
の
同
廻
着
見
積
高
を
書
ぎ
出
す
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
十
一
月
に
は
泉
屋
代
清
右
衛
門

か
ら
御
用
銅
ニ
ニ
万
斤
代
の
前
渡
銀
と
し
て
銀
一
三
六
貫
五

0
0目
の
請
取
状
を
銅
座
あ
て
届
け
て
い
る
か
ら
、

こ
の
頃
に
は
金
支
払
を
罷
め
て
銀
支
払
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
七
月
か
ら
極
月
ま
で
の
銅
座
樟
銅
集
り
高
は
五
、

第
一
次
銅
座
と
住
友



第
一
次
銅
座
と
住
友

八
四
七
、

0
0
0
斤
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
前
半
期
の

三
倍
以
上
で
あ
る
。
先
掲
の
五
月
中
旬
ま
で
の
分
と
合
わ

せ
て
も
七
、

ニ
ニ

四、

0
0
0斤
、
第
二
位
の
大
坂
屋
は

⑨
 

一
五
五

‘
0
0
0斤
、
第
三
位
富
屋
伊
兵
衛
は
六
五
六

‘
0
0
0斤
を
売
り
上
げ
て
い
る
。
第
11
表
に
比
較

す
る
と
五
五
、

0
0
0
斤
多
く
な
っ
て
い
る
。
泉
屋
の
後
半
期
の
売
上
高
一
六
四
万
斤
の
内
、

五
万
斤
は

「
又
五

万
斤
此
方
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
後
よ
り
追
加
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
ま

た
正
月
か
ら
十
二
月
十
八
日
ま
で
の
集

長
崎
御
用
銅
は
銅
座
が
引
取
っ
て
長
崎
へ
積
下
し
て
い
た
が
、
宝
永
六
年
幸
町
銅
座
役
所
閉
鎖
と
と
も
に
、
吹

屋
か
ら
直
接
に
廻
船
へ
積
み
、
長
崎
に
お
い
て
掛
目
や
銅
の
善
悪
を
改
め
、
代
価
は
廻
船
の
船
頭
請
取
と
す
る
方

法
が
考
え
ら
れ
た
。
即
ち
銅
座
の
廻
銅
の
作
業
を
簡
略
に
す
る
と
同
時
に
、
銅
座
の
銅
代
支
払
が
従
来
頗
る
円
滑

を
欠
き
そ
れ
も
手
持
資
金
の
不
足
か
ら
で
あ
っ
た
の
で
、
長
崎
支
払
を
便
宜
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
十
二
月
八

日
銅
座
役
人
か
ら
吹
屋
富
屋
伊
兵
衛
等
に
そ
の
旨
を
伝
え
て
吹
屋
中
で
相
談
す
る
よ
う
求
め
た
。
そ
の
場
合
に
御

用
銅
廻
送
の
た
め
の
箱

・
縄

・
釘
代
そ
の
他
の
か
か
り
代
を
吹
屋
が
立
替
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

そ
の
見
積
高

の
提
出
を
も
求
め
た
の
で
あ
る
。
翌
九
日
吹
屋
一
同
合
議
し
て
、
綽
銅
掛
け
渡
の
件
は
銅
座
役
所
か
ら
吹
屋
方
へ

役
人
が
出
向
い
て
掛
目
井
に
善
悪
を
改
め
銅
を
請
取
る
こ
と
、

り
高
六
、
九
五
八
、

.
 ヽ

八

0
0斤
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

ま
た
悼
銅
代
を
船
積
以
後
に
渡
さ
れ
る
の
で
は
元

二
―
九
、

0
0
0
斤
と
な
り
、
泉
屋
は
そ
の
内
で
二
、

―1
0
 



乍
憚
口
上

等
は
幸
町
銅
座
役
所
へ
そ
の
旨
を
返
答
し
、

手
銀
に
支
障
を
き
た
し
吹
方
も
停
滞
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、
悼
銅
吹
立
を
届
け
た
ら
掛
改
を
延
引
さ
れ
る
場
合

で
あ
っ
て
も
早
速
渡
し
て
欲
し
い
と
申
し
出
た
。
な
お
箱
・
縄
・
釘
代
井
に
日
用
賃
と
も
一

0
0斤
に
つ
き
銀
一

匁
二
分
か
か
り
、

そ
の
他
に
浜
出
し
費
な
ど
一
分
か
か
る
と
報
告
し
て
い
る
。

大
坂
屋
久
左
衛
門
は
十
七
日
銀
座
か
ら
呼
ば
れ
元
締
役
よ
り
銅
座
役
所
廃
止
に
つ
い
て
銅
掛
改
な
ど
長
崎
で
行

い
た
い
が
そ
の
可
否
に
つ
き
内
意
を
尋
ね
ら
れ
た
。
十
八
日
再
び
吹
屋
中
集
合
し
、
大
坂
屋
か
ら
長
崎
改
を
是
非

と
も
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
銅
の
増
直
を
願
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
出
た
が
、
泉
屋
手
代
清
兵
衛
等
は
長

崎
で
は
銅
座
掛
目
役
の
裁
量
の
ま
ま
と
な
っ
て
不
都
合
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
大
坂
の
改
め
が
是
で
あ
る
と
強
く

主
張
し
て
、

こ
れ
を
決
議
し
た
。
十
九
日
大
坂
屋
は
ま
た
元
締
役
に
呼
ば
れ
長
崎
改
め
が
不
安
で
あ
れ
ば
、
吹
屋

か
ら
手
代
を
長
崎
へ
下
し
そ
の
入
用
は
銅
座
が
負
担
し
、
銅
座
掛
目
役
人
に
神
文
を
い
た
さ
せ
立
会
い
改
め
る
こ

と
と
す
れ
ば
よ
い
と
説
得
さ
れ
た
。

一
銅
座
へ
吹
屋
共
汐
賣
上
ヶ
申
候
竿
銅
、

直
二
長
崎
廻
船
へ
積
渡
シ
之
上
二
て
代
銀
御
渡
シ
被
成
、
竿
銅
之
善
悪
井
掛
目
等
之
儀
者
、
長
崎
二
て

第
一
次
銅
座
と
住
友

し
か
し
吹
屋
合
議
の
結
果
は
や
は
り
大
坂
改
め
に
一
決
し
、
二
十
日
大
坂
屋

⑩
 

二
十
一
日
高
麗
橋
銀
座
役
所
へ
願
書
を
差
し
出
し
た
。

唯
今
迄
ハ
御
役
所
へ
御
請
込
被
成
候
得
共
、
向
後
ハ
吹
や
共

B



第
一
次
銅
座
と
住
友

御
改
被
成
候
様
二
被
成
候
而
ハ
如
何
可
有
候
哉
否
御
尋
被
成
候
、
右
之
通
二
仕
候
而
者
遠
方
御
積
下
し

被
成
候
銅
ヲ
長
崎
二
て
御
改
之
節
掛
欠
御
座
候
時
、
相
癖
候
儀
難
儀
奉
存
候
、
其
上
撰
出
シ
銅
御
座
候

と
て
も
萬
一
家
ミ
之
分
相
紛
候
事
も
可
有
御
座
二
付
、
是
又
引
替
申
様
二
も
御
請
難
仕
候
旨
申
上
候
慮
、
．

然
者
吹
や
共
汐
改
人
長
崎
へ
指
下
シ
、
其
雑
用
者
銅
座
汐
御
償
被
下
候
様
被
成
候
而
者
如
何
可
有
御
座

や
と
再
往
被
仰
聞
候
、
右
様
仕
候
而
者
於
長
崎
唐
人
・
阿
蘭
陀
へ
竿
銅
御
渡
し
被
成
候
時
、
掛
目
轄
重

之
品
可
有
御
座
候
、

有
御
座
と
奉
存
候

然
ル
時
者
お
の
つ
か
ら
始
終
私
共
支
配
之
様
罷
成
候
故
、
唐
人
・
阿
蘭
陀
方
銅
受

取
役
人
之
心
持
只
今
迄
銅
座
直
御
支
配
と
相
違
之
儀
有
之
、
掛
目
軽
重
之
品
二
付
私
共
不
勝
手
二
も
可

一
竿
銅
代
銀
之
義
、
銅
船
稼
仕
候
以
後
御
渡
シ
被
下
候
様
二
罷
成
候
而
者
船
積
迄
之
日
間
難
斗
、
其
上
廻

船
営
地
二
無
之
節
者
船
積
之
御
延
引
可
有
御
座
二
付
、
其
間
之
出
来
銅
代
銀
相
滞
候
故
、
追
ミ
仕
込
銅

之
元
手
銀
指
支
、
是
又
吹
方
之
劣
二
罷
成
候
故
、

長
崎
表
御
用
之
指
閻
二
可
罷
成
と
乍
憚
奉
存
候
、

上
者
縦
銅
船
積
無
御
座
候
共
出
来
高
申
上
候
硼
、
代
銀
御
渡
し
被
下
度
奉
存
候

右
之
趣
御
座
候
間
、
銅
善
悪
井
掛
目
等
於
大
坂
御
改
御
受
取
被
下
、
尤
代
銀
早
速
御
渡
し
被
下
候
様
奉

願
候
、

以
上

然



第13表 泉屋御用悼銅銅座売高

（単位：斤）

第
一
次
銅
座
と
住
友

元禄14--正徳 2

年 次 御用悼銅売高 別子御用悼銅売高

正徳

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

1

2

 

1

1

1

 

禄

永
元

宝

2,075,000 

1,940,000 

2,520,000 

2,557,500 

2,532,000 

2,362,500 

2,437,500 

2,318,500 

2,224,000 

2,225,000 

840,000 

50,100 

1,900,000 

1,650,000 

1,382,000 

662,000 

50,100 

銅
座
御
役
所

賓
永
六
年
丑
十
二
月
廿
一
日

~ 

子
年
汐
正
徳
賦
辰
年
迄
五
ヶ
年
分
豫
州
別
子
銅
山
出
来
銅
賣

年
正
月
吉
日
御
用
銅
賣
上
」
と
先
き
に
引
用
し
た
「
賓
永
五

泉
屋
か
ら
銅
座
へ
売
り
上
げ
た
御
用
悼
銅
高
を
「
賓
永
五

え
て
い
る
。

引
ぎ
、
計
一
匁
二
分
七
厘
よ
り
減
ら
す
こ
と
は
不
可
能
と
答

銅
座
か
ら
節
減
を
求
め
て
結
局
翌
宝
永
七
年
正
月
に
三
厘
を

出
し
掛
り
物
一
分
と
い
う
吹
屋
か
ら
の
書
付
に
対
し
て
は
、

日
用
賃
が
銀
一
匁
二
分
、
浜

吹
屋
の
手
で
準
備
し
て
吹
屋
か
ら
直
ち
に
廻
船
へ
積
込
む
こ

を
派
遣
し
て
行
い
銅
を
請
取
る
こ
と
と
し
、
箱
・
縄
・
釘
は

っ
て
よ
い
こ
と
と
な
っ
た
。
即
ち
銅
掛
改
は
吹
屋
中
へ
役
人

銅
吹
屋
一
四
人
連
署
（
名
省
略
）

願
書
は
元
締
役
が
取
次
ぎ
、
折
柄
下
坂
中
の
年
寄
中
村
四
郎
右
衛
門
・
野
村
新
兵
衛
へ
伺
い
、
訴
願
ど
お
り
行

と
と
し
た
。
箱
・
縄
・
釘
代
、



（ ）内別子銅

中川六左衛門売

斤

代銀

匁

〇
斤
は
一
六

0
匁
、
四
五
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

に
記
し
た
。

405,623.9 
(405,623) 

37,787.425 
(37,787.425) 

124.5 

175 

藩
へ
は
正
徳
元
、

彿
所
直
段
付
」
に
よ
っ
て
第
13
表
に
示
し
、

二
年
に
荒
銅
を
売
り
渡
し
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。

と
よ
り
輸
出
用
で
あ
る
。
対
馬
藩
売
渡
銅
は
朝
鮮
輸
出
に
充
て
ら
れ
、
同

な
お
別
子
銅
か
ら
吹
立
て
た
御
用
枠
銅
高
を
添
記
し
た
。

三
年
巳
閏
五
月
泉
屋
吉
左
衛
門
か
ら
代
官
石
原
新
十
郎
へ
届
け
た
「
子
年
必
辰
年
迄
五
ヶ
年
分
買
入
銅
井
賣
彿
銅

代
銀
之
書
付
」
を
も
参
酌
し
て
、
御
用
銅
以
外
の
吹
銅
売
高
と
別
子
銅
か
ら
の
吹
銅
売
高
、
そ
の
代
銀
を
第
14
表

元
禄
十
四
年
売
上
高
は
三
月
十
五
日
以
後
の
分
で
あ
る
。
代
銀
は
既
述
の
よ
う
に
、
当
初
一

0
1―一匁、

1
0
五
匁
と
な
り
正
徳
元
年
七
月
ま
で
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、

八
月
か
ら
一
〇
六
匁
、

ま
た
正
徳

や
が
て

正
徳
二
年
は
五
、

0
0

1
0
 0斤
は
一
七

0
匁
と
な
っ
て
い
る
。
吹
立
経
費
は
吹
減
分
と
吹
雑
用
を
合
わ
せ

て一

0
0斤
に
つ
き
、
宝
永
五
、
六
年
約
銀
一
三
匁
四
分
、
同
七
年
一
五
匁
六
分
、

二
年
ニ
ニ
匁
三
分
と
記
さ
れ
る
。
な
お
、

正
徳
二
年
六
月
か
ら
吹
屋
の
長
崎
直
下
し
と
な
る
が
、
泉
屋
の
分
は
六

二
0
、

0
0
0
斤
で
あ
っ
た
。

正
徳
元
年
一
八
匁
九
分
、
同

諸
方
売
銅
は
宝
永
六
年
以
来
は
全
部
別
子
銅
の
吹
立
銅
で
あ
る
。
江
戸

下
り
銀
座
売
渡
銅
は
銀
貨
鋳
造
料
の
玉
銅
で
あ
る
。
中
川
売
渡
綽
銅
は
も

―
―
四



第14表 宝永 5,..._, 正徳 2 泉屋諸方売銅高・代銀

第一次銅座と住友

年次 江戸銀座渡 代銀 ！畠用尻地贔 I代銀対馬売！代銀
斤
11忽

斤 匁 斤 匁

宝永 5 50,070 

6 
27,500 

120 
141,250 

123 
15,000 

114 (27,500) (141,250) (15,000) 

7 
600,800 

121 
(600,800) 

正徳 1
10,000 

128 
(10,000) 

2 
69,700 

200 
(69,700) 

―
―
五

よ
う
に
と
促
さ
れ
、
大
坂
町
奉
行
所
へ
は
銅
座
か
ら
事
情
を
連
絡
さ
せ
る

⑪
 

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

六
月
十
四
日
手
代
五
兵
衛
は
右
の
趣
旨
を
奉
行
所
へ
上
申
し
、
同
時
に

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
御
勘
定
所
か
ら
は
急
の
御
用
ゆ
え
早
々
吹
立
て
る

ら
請
け
る
こ
と
は
出
来
ぬ
と
答
え
た
。
御
瓦
下
地
銅
も
細
工
向
銅
の
部
類

銅
座
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
へ
申
請
し
て
奉
行
所
か
ら
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
か

ら
れ
御
用
悼
銅
吹
立
に
の
み
専
念
す
る
よ
う
い
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
旨
を

0
0貫
目
即
ぎ
一

0
万
斤
の
吹
立
を
申
し
送
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
友

江
戸
の
本
両
替
三
谷
三
九
郎
と
の
間
に
為
替
金
出
入
の
件
が
起
こ
っ
て
、

吉
左
衛
門
友
榮
（
友
芳
）
は
江
戸
へ
下
り
問
題
は
落
着
し
た
が
、
持
病
再
発

し
た
た
め
逗
留
し
て
い
る
う
ち
に
、
宝
永
六
年
五
月
御
勘
定
所
へ
呼
ば
れ

て
、
本
丸
瓦
下
地
銅
の
調
達
急
を
要
す
る
と
し
て
早
々
大
坂
ヘ
一
詈
一
、

O

榮
は
元
禄
十
四
年
銅
座
支
配
に
な
っ
て
か
ら
細
工
向
銅
吹
立
は
差
し
止
め

御
用
瓦
下
地
銅
は
丁
銅
で
江
戸
本
丸
に
使
用
さ
れ
た
。
宝
永
五
年
十
月



／ヽ 宝
永
# 

四
年

正
徳
元
年

0
•

五
一
六
三
六

二
年

0
•

三
六
八

‘’ 

七
年

十
五
年

第
一
次
銅
座
と
住
友

銅
座
元
締
役
は
奉
行
所
へ
出
頭
し
て
割
符
方
役
人
に
こ
れ
を
伝
え
、
割
符
方
役
人
か
ら
五
兵
衛
の
口
上
書
と
銅
座

か
ら
の
伝
達
を
奉
行
へ
取
次
い
だ
。
そ
こ
で
奉
行
か
ら
は
泉
屋
に
対
し
御
用
瓦
銅
の
件
は
大
切
の
こ
と
ゆ
え
遅
滞

な
く
勤
め
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
二

0
万
斤
の
下
地
銅
は
吹
屋
仲
間
へ
も
何
程
か
割
り
付
け
、
泉
屋
は
ニ
―

‘
O

0
0貫
即
ち
一
三
一
、

二
五
〇
斤
を
先
ず
請
負
っ
て
、
六
月
十
四
日
か
ら
七
月
十
九
日
ま
で
に
、
江
戸
の
御
用
方

⑫
 

森
田
屋
次
郎
兵
衛
の
大
坂
平
野
町
の
店
の
支
配
人
森
田
屋
藤
右
衛
門
へ
引
渡
し
て
い
る
。

対
馬
藩
の
朝
鮮
輸
出
銅
は
近
世
を
通
じ
て
泉
屋
か
ら
多
く
は
売
り
渡
さ
れ
た
。
宝
永
六
年
の
例
で
は
、
三
月
入

引
取
っ
た
が
、
三
吉
屋
の
希
望
で
、

銅
座
売
上
銅
の
う
ち
泉
屋
の
売
上
銅
の
全
額
に
対
す
る
割
合
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

元
禄
十
四
年

0
•

三
七
三
―
―

0
•

三
七
九
八
二

0
•

三
六
五
二
七

て
―
―
四
匁
と
な
っ
た
ら
し
い
。

札
に
よ
り
泉
屋
が

一
―
六
匁
で
落
札
し
、

I/ 

六
年

宝

永

五

年

一
五
、

0
0
0
斤
を
同
藩
の
御
用
達
の
京
都
の
三
吉
屋
又
兵
衛
が
銅
を

そ
の
内
五

‘
0
0
0斤
は
二
番
札
の
川
崎
屋
が
売
っ
た
。
直
段
は
結
果
と
し

0
・
三
七
八
八
三

0
・
三
七
四
四
一

0
•

三
九
七
八
九

~ 

__._ 
ノ‘



な
お
、

一
般
の
細
工
向
な
ど
の
地
売
は
殆
ど
行
わ
な
か
っ
た
。

正
徳
元
年
に
は
全
吹
屋
か
ら
中
川
六
左
衛
門
へ
悼
銅
六
二

0
、

御
用
樟
銅
五
五
、

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
長
崎
御
用
銅
に
充
当
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
正
徳
二
年
は
全
吹
屋
か
ら

以
上
に
よ
る
と
、
中
川
売
渡
分
を
除
い
て
も
御
用
銅
売
上
の
三
七
、

荒
銅
買
入
高
に
お
い
て
、
吹
屋
全
部
に
対
す
る
泉
屋
の
そ
れ
（
泉
屋
吹
立
高
）
が
占
め
る
割
合
に
比
較
し
て
、
御
用

悼
銅
売
上
の
割
合
は
一
般
に
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
泉
屋
は
銅
座
設
立
の
当
初
は
細
工
向
銅
を
大
坂
・
京
都

の
細
工
人
へ
多
少
は
売
っ
た
が
、
間
も
な
く
御
用
綽
銅
の
吹
立
に
専
念
す
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
。
御
用
悼
銅
以

外
に
は
銀
座
用
の
玉
銅
や
御
用
瓦
下
地
銅
の
よ
う
な
特
殊
な
も
の
と
、
近
世
を
通
じ
て
関
係
の
深
か
っ
た
対
馬
藩

ヘ
悼
銅
（
荒
銅
も
）
を
売

っ
た
だ
け
で
、

銅
は
殆
ど
泉
屋
が
引
請
け
て
、
他
の
諸
方
売
銅
と
と
も
に
別
子
銅
か
ら
吹
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
銅
座
と
古
銅
売
買
の
関
係
を
述
べ
て
お
く
。
享
保
四
年
(
-
七
一
九
）
五
月
、
銅
吹
屋
か
ら
大
坂
町
奉
行

所
へ
提
出
し
た
覚
に
、
銅
座
の
細
工
向
銅
の
支
配
方
を
述
べ
、
次
い
で
古
銅
類
に
つ
い
て
言
及
し
、
古
銅
類
も
大

坂
へ
廻
着
す
る
が
仲
人
・
細
工
人
と
も
に
直
売
買
し
て
い
る
た
め
吹
屋
は
そ
の
員
数
な
ど
把
握
出
来
ぬ
と
し
、
銅

第
一
次
銅
座
と
住
友

ハ
0
0斤
、
内
泉
屋
か
ら
五

0
、

ニ
ニ
斤
を
売
り
渡
し
て
い
る
が、

1
0
 0斤
を
銅
座
へ
売
り
上
げ
た
が
、

―
―
七 し

か
も
銀
座
用
玉

八
パ
ー
セ
ン
ト
を
泉
屋
が
占
め
て
い
る
。

こ
れ
は
三
月
ま
で
の

四
三
三
斤
、
内
泉
屋
か
ら
四

0
五
、
六



第
一
次
銅
座
と
住
友

⑬
 

座
の
あ
っ
た
と
き
も
細
工
向
銅
の
毎
月
売
渡
勘
定
方
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
即
ち
古
銅
類
の
売
買

元
禄
十
四
年
四
月
江
戸
の
銅
商
一
四
人
に
荒
銅
．
屑
丁
銅
・
古
銅
の
売
買
は
自
由
で
あ
る
が
、

売
の
と
き
は
、

そ
の
員
数
は
江
戸
で
も
大
坂
で
も
銅
座
へ
届
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
通
達
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
売
買

の
自
由
で
あ
っ
た
荒
銅
は
銅
座
設
立
以
前
か
ら
手
持
の
分
で
あ
ろ
う
。
元
禄
十
六
年
八
月
元
締
役
長
尾
藤
右
衛
門

に
呼
ば
れ
た
泉
屋
手
代
嘉
右
衛
門
は
高
麗
橋
銀
座
へ
赴
く
と
、
長
崎
で
唐
人
へ
売
り
渡
す
古
地
銅
の
様
子
を
尋
ね

ら
れ
委
細
を
記
し
た
書
付
の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
、
嘉
右
衛
門
は
覚
書
を
幸
町
銅
座
役
所
へ
届
け
た
。
そ
の
内
容

⑭
 

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
嘉
右
衛
門
は
前
年
ま
で
泉
屋
の
長
崎
店
に
勤
め
て
い
た
。

一
古
地
銅
は
京
・
大
坂
・
堺
•
長
崎
そ
の
他
の
諸
商
人
が
長
崎
に
お
い
て
古
地
銅
を
請
払
い
す
る
も
の
方
へ
積

一
唐
人
と
の
古
地
銅
売
買
は
、
唐
人
小
宿
か
ら
唐
人
と
直
段
相
対
し
て
売
り
渡
す
。

山
出
し
荒
銅
商

一
古
地
銅
一

0
0斤
に
つ
き
以
前
は
銀
二
匁
ず
つ
小
宿
口
銭
を
取
っ
た
が
、
元
禄
八
年
か
ら
一
両
年
ほ
ど
唐
人

屋
敷
ヘ
ニ
匁
、
通
詞
ヘ
―
―
―
匁
、
小
宿
二
匁
計
七
匁
ず
つ
取
っ
た
。

匁
の
口
銭
と
な
っ
た
。

下
す
。

は
銅
座
の
支
配
外
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
一
両
年
ば
か
り
で
前
々
ど
お
り
二

―
―
八



銅
座
設
立
後
間
も
な
く
泉
屋
吉
左
衛
門
代
五
兵
衛
は
、
古
銅
類
の
大
坂
・
京
都
へ
の
集
り
高
、
江
戸
よ
り
大
坂

へ
の
登
り
高
、

一
元
禄
十
―
―
一
年
大
坂
集
り
高

凡
そ
二

0
万
斤

る。

/
―
万
斤

一
古
地
銅
直
段
は
善
悪
に
よ
り
高
下
あ
っ
て
、

一
毎
年
の
長
崎
下
り
斤
高
は
知
り
難
い
が
、
凡
そ
五
、

そ
の
種
類
及
び
売
買
処
分
に
つ
い
て
の
覚
を
銅
座
役
人
長
井
藤
右
衛
門
へ
届
け
て
い
る
。
そ
の
要

西
国
筋
よ
り
一

0
万
斤
、
地
廻
り
よ
り
七
万
斤
、
近
国
よ
り
三
万
斤

／
三
万
斤

/
四
•
五
万
斤

ク
四
•
五
万
斤

ク
三
万
斤

第
一
次
銅
座
と
住
友 約

四
万
斤

‘’ ‘’ ‘’ ‘ グ

旨
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

錢

屋

清

兵

衛

大

塚

屋

太

兵

衛

河

内

屋

庄

兵

衛

大
塚
屋
太
郎
左
衛
門

大
塚
屋
市
右
衛
門

仲

買

錢

屋

四

郎

兵

衛

一
差
し
下
す
人
数
も
諸
商
人
勝
手
に
積
下
す
の
で
定
ま
っ
て
い
な
い
。

―
―
九

上
古
地
板
銅
で
は
悼
銅
よ
り
一
〇
匁
余
も
高
直
で
あ
る
。

七
万
斤
か
ら
―

1
0
万
斤
余
も
下
る
こ
と
あ
る
と
い
わ
れ



第
一
次
銅
座
と
住
友

約
一

0
万
斤

地
廻
り
職
人
方
へ

京
都
銭
座
方
へ

元
禄
十
三
年
極
月
大
坂
買
手
に
有
り

右
約
二

0
万
斤
古
銅
は
古
鉄
錫
鉛
・
唐
金
類
の
内
よ
り
た
と
え
ば
一

〇
貫
目
中
、
古
銅
二
、
三
貫
目
或
は
四
、

る
を
仲
買
見
分
し
て
直
段
を
付
け
買
い
取
り
古
銅
を
撰
ぶ
。
古
銅
も
種
々
あ
る
を
打
込
み
一

〇
貫
目
に
つ
き
六
四
、
五
匁
の
直

一
京
都
よ
り
出
る
古
銅
は
年
中
に
凡
そ
二
、
三
万
斤
、

人
の
名
を
略
す
）
。

一
元
禄
十
三
年
江
戸
よ
り
登
り
古
銅
凡
そ
五
万
斤

長
崎
へ
下
り

四
、
五
年
前
ま
で
古
薬
錨
類
毎
年
四
、

五
万
斤
の
銅
は
ほ
ぼ
古
板
銅
類
の
み
。
こ
れ
は
細
工
向
に
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
古
薬
錯
類
一

〇
貫
目
に
つ
ぎ
六
四
、

れ
ば
、
古
板
銅
類
は
七
七
、

約

一
万
斤

五
万
斤
江
戸
よ
り
登
っ
た
が
、
近
年
銭
座
方
買
い
取
る
た
め
か
登
ら
ぬ
。
以
来
登
る
四
、

八
匁
も
し
、
仲
買
も
直
段
よ
く
買
う
の
で
、
そ
の
た
め
大
坂
へ

登
る
と
思
わ
れ
る
。

約
四
万
斤
船
筋
を
造
る
細
工
人
買
い
取
る

元
禄
十
三
年
は
銭
座
買
い
取
る
た
め
か
大
坂
へ
は
下
ら
ず
（
京
都
仲
買
八

約
段。

約

一
万
斤

一
万
斤
長
崎
下
り
但
元
禄
十
三
年
商
売
合
わ
ぬ
故
か
、
こ
の
高
ほ
ど
下
る
積
り

約

八

万

斤

右
引
ヶ
ロ

但
大
坂
・
堺
細
工
向
方
へ

五
貫
目
打
込
み
登

―
二

0

五
匁
と
す



R ⑦ 

「
贅
永
六
年
日
記
」
七
月
朔
日

⑮ 

泉
屋
吉
左
衛
門
代
五
兵

⑥ 

「
年
々
諸
用
留
」
二
番

「
右
同
」
七
月
十
三
日
、
七
月
十
四
日

第
一
次
銅
座
と
住
友

平
の
や
庄
兵
衛
銅
持

⑭ 

徳
用
積
り
書

大
坂
町
奉
行
所
あ
て

⑬ 

R
 力
極
月
迄
銅
座
集
り
銅

「
長
崎
公
用
帳
戸
四
罪
閏
癸
巳
武
番
」
正
徳
―――癸
巳
年
六
月

銅
吹
屋
一
五
人
連
署
五
年
以
前
丑
年
中
銅
請
彿
高
代
銀
高
井

⑫ 

④ 

「
右
同
」
戌
正
月
か
七
月
迄
銅
座
へ
銅
集
り
高
寄
せ
、
戌
七
月

請
取
今
日
迄
之
口

M

寓
取
饒
ル

⑪ 

R
 

「
闘
頂
叩
知
咋
銅
座
公
用
留
」
四
月
十
二
日

「
右
同
」
四
月
十
八
日
銅
座
へ
書
付

五
麟
騨
正
昨
銅
座
御
用
和
」
十
月
廿
一
日

所
へ
参
候
而
平
野
や
庄
兵
衛
殿
へ
相
尋
、
銅
座
初
年
か
毎
年
銅

太
次
右
術
門
役

⑲ 

「
享
保
四
亥
年
銅
會
所
御
公
用
帳
」

銅
座
御
用
和
」
未
八
月
廿
六
日

元
緑
拾
六
年

未
正
月
吉
日

「

銅
座
公
用
留
」
四
月

辛
元
緑
十
四
年

已
三
月
吉
日

「衛
覺

嘉
右
衛
門
覺

右
衛
門

一
札
、
「
賓
永
六
年
日
記
」
六
月
五
日
条
以
下
を
参
照
。

ロ
上
書
、
同
年
七
月
十
九
日

森
田
屋
次
郎
兵
術
代
森
田
屋
藤

「
右
同
」
宝
永
六
年
丑
六
月
十
四
日

吉
左
衛
門
手
代
五
兵
衛

同
様
の
記
事
が
あ
る
。

「
右
同
」
極
月
八

日
以
後
の
記
事
、

「
賓
永
六
年
日
記
」
に
も

「
年
々
諸
用
留
」
二
番

屋
一
四

人
連
署
願
書

宝
永
六
年
丑
十
二
月
廿
一
日
銅
吹

＠） ①
 

註

以
上
の
ご
と
く
で
、

R
 

元
禄
十
三
年
の
格
を
も
っ
て
大
坂
集
り
高
を
古
板
銅
・
古
薬
錨
類
す
べ
て
に
つ
い
て
三
〇

⑮
 

万
斤
余
と
見
積
る
旨
を
書
き
添
え
て
い
る
。

ロ
、
持
参
ー
一
付
吹
屋
中
斤
目
高
寓
取
候
覺

「
右
同
」
十

二
月
廿
九
日

銅
座
集
り
高
覺



る。
先
ず
資
料
乙
に
よ
っ
て
元
禄
十
四
年
か
ら
正
徳
二
年
ま
で
の
唐
船
買
渡
銅
高
を
第
1
5
表
に
示
す
。

さ
て
宝
永
元
年
(
-
七

0
四
）
の
唐
船
に
つ
い
て
銅
を
も

っ
て
代
物
替
を
認
め
ら
れ
た
銀
高
は
次
の
と
お
り
で
あ

し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
輸
出
の
実
際
を
見
て
も
察
知
さ
れ
る
。

元
禄
十

一
年
輸
出
銅
高
を
唐
船
方
六
、

九
0
二、

0
0
0
斤
と
定
め
、
こ
れ
を
御
用
銅
定
高
と
し
た
。
貨
物
銀
は
唐
船
方
銀
六
、

0
0
0貫
目
、

ダ
方
三
、

0
0
0
貫
目
（
金
五
万
両
）
の
御
定
高
と
し
、

0
0
0貫
目
が
許
さ
れ
た
が
、
早
く
替
物
に
渡
す
俵
物
・

諸
色
が
不
足
を
告
げ
た
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
。
唐
船

方
代
物
替
四
、
二

0
0貫
目
は
元
禄
十

一
年
の
銅
代
銀
口
銭
と
も
に
一

0
0斤
に
つ
き
―
―
二
匁
と
し
て
―
―
-、

五

0
、

0
0
0
斤、

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
、
銅
座
設
立
の
後
も
困
難
で
あ
っ
た
が
、
代
物
替
に
よ
る
銅
輸
出
を
出
来
る
だ
け
保
持

方
銀
八

0
0貫
目
が
認
め
ら
れ
て
、

七

第
一
次
銅
座
と
住
友

銅
座
と
銅
貿
易

四

0
二、

0
0
0
斤、

オ
ラ
ン
ダ
方
二
、

オ
ラ
ン
ダ
方
同
じ
＜
―
-
三
匁
五
分
と
し
て
七

0
四、

~ 

五

0
0、
0
0
0
斤
、
計
八
、

こ
れ
に
代
物
替
唐
船
方
銀
四
、

―
1
0
 0
貫
目
、

オ
ラ
ソ

オ
ラ
ン
ダ

こ
れ
は
銅
を
も
っ
て
持
渡
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
追
御
定
高
銀
二
、七

八
四
六
斤
ほ
ど
で
あ
る
。
輸
出
定
高



て
お
い
た
が
、

し
か
る
に
秋
船
の
内
一

0
艘
に
追
定
高
一
、
三

0
0貫
目
を
認
め
、
糸
代
銀
一
七
、

ご
と
く
端
物
・
薬
種
・
荒
物
を
売
る
こ
と
を
割
り
付
け
、

足
の
た
め
、

な
く
、

物
替
の
銅
は
計
五
、

0
0
0
貫
目
と
な
る
。
そ
の
代
り
以
上
ニ
―
艘
の
秋
船
に
は
御
定
高
の
銅
即
ち
本
割
分
銅
は

①
 

そ
の
た
め
銀
ニ
―

0
貫
目
の
持
渡
を
許
可
し
て
い
る
。
銅
代
銀
は
一

0
0斤
に
つ
ぎ
口
銭
を
含
め
―
ニ
―
―

匁
二
分
で
あ
っ
た
か
ら
、

は
第
1
5
表
の
そ
れ
に
一
致
す
る
。
前
に
資
料
乙
の
代
物
替
銅
高
が
、
他
の
史
料
の
そ
れ
と
合
致
す
る
二
例
を
挙
げ

計 十
月

八
月
六
月

／ヽ

八
艘
｝

秋
船
一

0
艘

そ
の
銅
を
追
定
高
の
船
の
内
一

0
艘
へ
「
営
年
斗
銅
を
以
代
物
替
」
を
許
し
た
。
そ
こ
で
唐
船
の
代

第
一
次
銅
座
と
住
友

# ヽ

―
―
艘

夏
船
―

二
艘

五
月

六
艘

二
月

春
船
二
三
艘

八
六
五
／

銀
一
、
三
八
〇
貫
目

三
二
五
/

五
二

0
/

一、―

-
0
/

四
、
二

0
0
/

五、

0
0
0貫
目
で
銅
四
、

八

0
0斤
と
残
り
は
例
の

八

0
0貫
目
の
代
物
替
は
オ
ラ
ン
ダ
本
年
は
代
物
替
不

四
一
六
、
九
六
一
斤
と
計
算
さ
れ
る
。
こ
の
代
物
替
銅
高

こ
れ
等
を
併
わ
せ
考
え
る
と
、
資
料
乙
の
少
な
く
と
も
代
物
替
輸
出
銅
の
数
字
が
確
か
な
典
拠
を

~ 



唐船買渡銅 （単位 ：斤）

玉

ー

―
ー

圭
ロ

銅

物

小 計

代

一悼

替

一銅

計

1,077,748.9 *2, 755,304.4114 3,833,053.3114 

197,859 3,613,513.272 3,811,372.272 

232,785.4531 3,710,247.3466 3,943,032.7997 

926,354.2102 4,416,961.1273 5,343,315.3375 

970,292.1102 3,997,349.8209 4,967,641.9311 

683,395.014 4,416,961.128 5,100,356.142 

1,392,969.8592 3,708,221.9311 5,101,191.7903 

2,312,837.0547 4,291,157.189 6,603,994.2437 

1,492,763.958 3,677,758.31 5,170,522.268 

1,540,200.7365 3,415,061.252 4,955,261.9885 

1,174,996.8918 3,082,854.45 4,257,851.3418 

60,000 1,086,748.148 1,851,851.8506 2,938,599.9986 

第
一
次
銅
座
と
住
友

高
に
相
当
す
る
数
量
の
み
を
挙
げ
て
い
る
。
正
徳
二
年
か

は
右
の
輸
出
銅
総

記
し
て
い
る
。

尤
禄
十
一
ー
十
三
年
の
記
入
を
欠
き
、

尤

前
述
し
た
よ
う
に
寛
文
十
ニ
ー
延
宝
三
年
（
一
六
七
ニ
ー
七
五
）
、

オ
ラ
ン
ダ
方

・
唐
船
方
の
輸
出
銅
高
と
思
わ
れ
る
数
量
を

禄
十
四
ー
正
徳
元
年
（
一
七
0
一
ー
―
-
）

貞
享
元
ー
元
禄
十
年
（
一
六
八
四
ー
九
七
）
は
輸
出
銅
総
高
と

は
輸
出
銅
高
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
ぎ
た
。

崎
銅
下
り
高
」
と
記
し
て
い
る
が
、

持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

報
告
と
し
て
、

五
六
六
斤
四
六
九
と
見
え
る
が
、

②
 

資
料
乙
よ
り
二
万
斤
弱
多
く
な
っ
て
い
る
。

た
悼
銅
高
六
、

六――――-‘

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

次
に
資
料
甲
は
、
表
題
に
は
「
寛
文
四
辰
年
汐
年
ミ
長

宝
永
五
年
に
銅
座
か
ら
唐
人

へ
売
り
渡
し

な
お
、
泉
屋
の
長
崎
店
駐
在
の
高
橋
忠
右
衛
門
か
ら
の

―
二
四



第15表 元禄14,...,正徳 2

第一次銅座と住友

年次 1 悼

本

銅 I荒 銅 I板 銅 I間吹銅 l延銅

元禄14 897,978 88,704 13,881 
j 

77,185.9 

15 197,370 489 

16 232,785.4531 

宝永 1 903,288.2102 23,066 

2 970,292.1102 

3 665,992.014 12,730 4,673 

4 1,389,939.8592 3,030 

5 2,312,837.0547 

6 1,487,216.458 5,454.5 93 

7 1,496,474.2365 43,726.5 

正徳 1 1,106,496.8918 68,500 

2 857,848.148 168,900 

＊間吹銅9,831斤9を含む。

迄
異
國
渡
銅
高
井
直
段
付
覺
」

渡
銅
高
を
二

0
三
万
斤
と
し
、

斤
は
銅
座
よ
り
下
す
と
あ
る
。

―
二
五

「
一
五

0
万
斤
余
中
川
六

に
よ
れ
ば
、
唐

・
阿
蘭
陀

「
貞
享
戴
丑
汐
享
保
六
丑

中
川
六
左
衛
門
よ
り
下
し
、
残
り

二、

0
三
五
、

O
O
O

で
あ
る
。
正
徳
元
年
分
に
つ
い
て
は
、
内
二

0
0万
斤
は

ホ
す
。
銅
座
集
り
銅
高
と
一
致
し
て
い
る
も
の
も
多
い
の

断
し
か
ね
る
が
、
銅
座
集
り
銅
高
と
対
比
し
て
第
16
表
に

輸
出
銅
総
高
で
あ
る
か
、

そ
こ
で
元
禄
十
四
年
か
ら
正
徳
元
年
ま
で
の
数
量
が
、

い
か
と
思
わ
れ
る
。

長
崎
下
り
銅
高
で
あ
る
か
、

下
り
高
と
い
う
題
記
は
或
は
こ
こ
よ
り
出
て
い
る
の
で
な

り
長
崎
有
高
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
資
料
甲
の
長
崎
銅

り
銅
高
、
阿
蘭
陀
売

・
唐
船
売
銅
高
（
と
も
に
掛
入
共
）
、

速 残

ら
以
後
は
記
載
の
法
が
こ
れ
ま
で
と
異
っ
て
い
て
長
崎
下



計
内
計 残 計

第
一
次
銅
座
と
住
友

左
衛
門
方
足
銅
」
と
記
し
て
い
る
。
正
徳
二
年
以
後
の
資
料
甲
の
記
載
法
は
、
後
に
も
触
れ
る
が
、

の
例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
六
）

三
、
五

0
九
、
三

0
0斤

正
徳
二
年

正
徳
三
年

二
、
七
七
八
、

0
1―――斤

三
、
五
三
四
、
ニ
―
三
斤

三
五
、

0
八
七
斤

五、

0
0三、
0
0
0斤

三
五
、

0
八
七
斤

五、

0
三
八
、

0
八
七
斤

一、

0
一三、

0
0
0斤

三
、
七
二
三
、
一
八
七
斤

――-、

0
0
0
斤

四
、
七
三
九
、
一
八
七
斤

内

―
ニ
―
‘
二

0
0斤

玉
銅

破
船
捨
り

長
崎
有
物

下
り
高

長
崎
有
物

六

0
、0
0
0
斤

玉

銅

に

て

阿
蘭
陀
掛
入
共

唐
船
五
九
艘
掛
入
共

阿
蘭
陀
掛
入
共

唐
船
掛
入
共

第16表 元禄14,.._正徳 1 銅座集り銅高・（輸出銅）

（単位：斤）

七
五
六
‘
―

10
0
斤

但
六
月
よ
り
吹
屋
中
請
負
直

二
下
す

年 次 銅座集り銅高 （輸出銅高）

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

1

 

1

1

1

 

禄

永
元

宝

正徳

5,680,800 

5,197,600 

6,675,000 

6,417,500 

6,120,000 

7,164,000 

5,592,000 

2,668,433 

5,735,000 

5,197,800 

6,237,900 

7,100,000 

6,301,000 

6,705,000 

7,100,000 

6,120,200 

7,164,000 

5,592,000 

4,035,000 

―
二
六

同
年
・
三
年



前
の
例
に
従
っ
て
、

〇
斤
と
な
る
。
荒
銅
は
枠
銅
等
と
は
違
い
、
枠
外
に
諸
色
の
一
と
し
て
取
扱
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

料
甲
の
唐
船
方
・
阿
蘭
陀
方
の
売
渡
銅
は
掛
入
共
の
数
字
で
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

差
し
引
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
掛
入
と
は
掛
欠
の
斤
数
を
加
え
て
い
る
の
で
、
買
方
で
は
掛
入
斤
数
を
控
除
し
た
斤
高

が
買
高
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

よ
う
に
考
え
る
と
、
資
料
甲
の
正
徳
二
年
以
後
の
長
崎
下
り
銅
高
以
下
の
数
量
は
詳
細
で
確
実
な
報
告
に
基
づ
く

も
の
と
思
わ
れ
、

て、

‘’ 
二
年

正
徳
二
年 残

二
九
八
、
九

0
0斤

二
、
九
三
八
、
五
九
九
斤
九
九
八
六
（
内
玉
銅
六
0
、
0
0
0
斤）

三
、
九

0
九
、
二

0
0斤

こ
れ
に
「
貞
享
爪
丑
汐
享
保
六
丑
年
迄
異
國
渡

カ
イ
バ
ー
氏
の
著
書
に
よ
っ
て
オ
ラ
ソ
ダ
輸
出
銅
高
（
板
澤

（
内
玉
銅
―
ニ
―
‘
二
0
0
斤）

こ
の
内
荒
銅
高
が
正
徳
二
年
は
一
六
八
、
九

0
0斤
、
同
一
一
一
年
は
二

0
五、

お
そ
ら
く
そ
の
買
高
斤
数
は
資
料
乙
の
数
量
に
近
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
資
料
甲
の
史
料
的
価
値
を
察
せ
し
め
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

武
雄
『
日
蘭
貿
易
史
』
）
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

こ
れ
を
控
除
す
る
と
、

と
な
っ
て
い
る
が
、

資
料
乙
の
唐
船
輸
出
銅
高
、

仮
り
に
以
上
を
合
わ
せ
て
輸
出
銅
総
高
、

正
徳
元
年
は
二
、

さ
て
こ
れ
を
資
料
乙
に
比
較
す
る
と
、
長
崎
有
物

七
六
九
、

六
九
九
斤
九
九
八
六
、

そ
の
唐
船
輸
出
高
は

―二
七

と
こ
ろ
で
資

正
式
の
輸
出
銅
高
は
掛
入
を

同
―
―
―
年
は
三
、

七

0
四、

か 1
0
 

1
0
 0斤
あ
っ



オランダ輸出銅高 （単位：斤）

輸

資料乙
カイパー

出 総

一
計合

銅 高

資料丁

（輸出銅総高）

資 料甲

5,491,553.3114 525万余 5,735,000 

5,276,372.272 416万余 5,197,800 

5,573,032.7997 558万余 6,237,900 

7,172,715.3375 641万余 7,100,000 

6,797,641 9311 660万余 6,301,000 

6,600,356.142 660万余 6,705,000 

6,601,191.7903 640万余 7,100,000 

7,431,194.2437 612万余 6,120,200 

6,670,522 268 700万余 7,164,000 

6,455,261.9885 560万余 5,592,000 

5,257,851.3418 353万余 4,035,000 

3,770,199.9986 352万余 *3,534,213 

年
の
代
物
替
分
は
手
取
銀

唐
船
売
渡
代
銀
は
元
禄
十
四
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

五
年
は

輸
出
銅
総
高
（
或
は
長
崎
下
り
銅
高
）
を
第
17
表
に
示
す
。

九
分
が
手
取
銀
で

口
銭
は
や
は
り
三
匁
で
あ
る
。
同
十

オ
ラ
ン
ダ
売
渡
銅
代
銀
は
元
禄
十
四
年
に

一
五

0
匁
と
い
う
の
が
確
か
で
あ
る
。

一
五
匁

屋
の
長
崎
直
下
し
と
な
っ
て
か
ら

一
三
五
匁
で
玉
銅
は

そ
れ
ま
で
は
や
は
り

R
 

た
よ
う
に
見
え
る
。

ヽ

う
か
ら

し
か
し
正
徳
二
年
六
月
以
後
に
銅

年
十
月
に
は
五
分
増
し
て

分
と
な
り
、

と
な
り
、

二
分
、

銅
高
井
直
段
付
覺
」
（
資
料
丁
と
す
る
）
に
よ
る
輸
出
銅
総
高
と
唐

・
オ
ラ
ソ
ダ
輸
出
銅
高
、

一
四
匁
二
分
で
あ
っ

一
四
匁
七
分
と
し
た
と
い

正
徳
元
年
ま
で
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
同

宝
永
四
年
の
秋
船
か
ら
二
分
増

さ
ら
に
資
料
甲
に
よ
る

-
0匁
七
分
と
な

っ
て
い
る
。
元
禄
十
六
年
か
ら
宝
永
四
年
ま

で
手
取
銀
一

―
二
八

一
三
匁

―
―
―
一
匁
四
分

翌
宝
永
五
年
五
月
に
八
分
増
で
一

一
四
匁
二

―
二
匁
七
分
が
手
取
銀
で
口
銭
五
匁
は
変
わ
ら
ぬ
。
但
し
元
禄
十
四



第17表 元禄14,..,_,正徳 2 輸出銅総高，唐 ・

第一次銅座と住友

唐 船輸出 銅 オランダ方輸出銅
年次

資料丁 カ イパ ー 資料丁資 料乙

元禄14 3,833,053.3114 360万余 1,658,500 165万余

15 3,811,372.272 262万余 1,465,000 154万余

16 3,943,032.7997 394万余 1,630,0〇° 164万余

宝永 1 5,343,315.3375 459万余 1,829,400 182万余

2 4,967,641.9311 1,830,000 

3 5,100,356.142 1,500,000 

4 5,101,191.7903 1,500,000 

5 6,603,994.2437 827,200 

6 5,170,522.268 1,500,000 

7 4,955,261.9885 1,500,000 

正徳 1 4,257,851.3418 1,000,000 

2 2,938,599.9986 277万余 831,600 746,900 

＊掛欠を含む

悼
銅
一

0
0斤
に
つ
き
銅
屋
が
請
取
る
正
味
銀
は

た
の
で
、
唐
人
方
は
貞
享
五
年
か
ら
元
禄
十
三
年
ま
で

屋
と
通
詞
が
立
会
っ
て
毎
年
直
段
を
極
め
て
売
り
渡
し

ダ
人
へ
銅
売
渡
の
こ
と
は
、

屋
で
あ
っ
た
泉
屋
等
――
―
人
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
の
求
め

に
お
い
て
の
銅
貿
易
手
続
な
ど
に
つ
い
て
は
、

さ
て
輸
入
歳
額
限
定
時
代
、
銅
座
設
立
以
前
の
長
崎

同
一
一
年
は

宝
永
六
年
頃
は
一

④
 

手
取
銀
と
な
っ
て
い
る
。
正
徳
元
年
は

」コ

日

苦

口

ヽ

に
よ
る
と

ご
一
九

先
年
か
ら
定
め
ら
れ
た
銅

一
六
匁
四
分
で
あ
っ
た
。

五
年
以
後
は

一
六
匁
三
分
で
あ
る
が
、

正
徳

一
四
匁
五
分
の

一
五
匁
九
分
、

年
――
―
月
銅
座
の
廃
止
に
当
た
っ
て
、
銅
屋
で
あ
り
大
吹

に
応
じ
て
差
し
出
し
た
覚
に
も
簡
単
で
あ
る
が
要
領
よ

R
 

＜
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
唐
人

・
オ
ラ
ソ

「
賓
永
六
年



第

一
次
銅
座
と
住
友

三
匁
五
分
よ
り
九
八
匁
三
分
ま
で
年
々
に
不
同
あ
り
、

取
る
こ
と
に
な
り
、

オ
ラ
ン
ダ
方
は
同
じ
＜
―
-
五
匁
よ
り
一

0
1
―
一
匁
六
分
ま

で
で
あ
っ
た
。
綽
銅
の
大
坂
に
て
の
売
買
直
段
は
同
じ

v
-
1
0九
匁
余
よ
り
七
四
、

は
元
禄
十
年
ま
で
は
唐
船
の
宿
町
か
ら
銅
屋
へ
直
ち
に
行
っ
た
が
、

同
十
一
年
長
崎
会
所
が
出
来
て
会
所
か
ら
請

オ
ラ
ン
ダ
方
は
出
島
の
商
館
の
金
場
か
ら
銅
屋
が
直
ち
に
請
取
っ
た
と
あ
る
。
銅
座
以
前
に

銅
貿
易
を
行
っ
た
の
は
大
吹
屋
と
、
小
吹
屋
か
ら
綽
銅
を
購
入
し
た
銅
屋
で
あ
る
が
、

に
も
間
吹
銅
や
悼
銅
以
外
の
鋳
形
違
銅
を
売
り
渡
し
た
商
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

唐
人
方
と
の
銅
の
直
組
は
唐
人
屋
敷
が
出
来
て
か
ら
は
こ
こ
で
行
わ
れ
た
。

―――10
 

五
匁
で
あ
る
。
銅
代
銀
請
取

こ
れ
ら
古
来
の
銅
屋
以
外

そ
の
実
際
に
つ
い
て
は
例
え
ば

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
に
元
禄
十
一
年
三
月
四
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
決
着
ま
で
の
経
過
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
と
き
は
桔
梗
屋
又
八
が
輸
出
銅
を
請
負
っ
て
い
た
が
、
唐
船
方
と
直
段
容
易
に
折
合
が
つ
か
ず
、
奉
行
の
意

向
を
受
け
た
検
使

•

町
年
寄
等
の
強
硬
な
斡
旋
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
成
立
し
た

。

と
こ
ろ
で
銅
座
以
前
か
ら
銅
座
時
代
に
か
け
て
、
長
崎
銅
貿
易
の
仕
法
を
知
る
に
参
考
と
な
る
史
料
は
、
元
禄

十
五
年
二
月
銅
座
役
人
長
井
藤
右
衛
門
が
長
崎
支
配
の
た
め
下
向
す
る
と
き
、
泉
屋
の
長
崎
店
に
勤
務
し
た
経
験

R
 

者
の
手
代
嘉
右
衛
門
が
長
崎
の
事
情
を
詳
し
く
説
明
し
た
記
録
、
ま
た
宝
永
―
――
年
十
二
月
吹
屋
か
ら
銀
座
年
寄
後

⑦
 

藤
四
郎
三
郎
へ
提
出
し
た
長
崎
銅
貿
易
の
仕
法
手
続
の
改
善
に
関
す
る
意
見
書
で
あ
ろ
う
。



こ
れ
に
は
銅
主

・
乙
名

・
通
詞

・
カ
。ヒ
タ
ン
が
立
会
っ
た
。

は
八
月
七
日
頃
、

先
ず
唐
人
商
売
は
長
崎
の
年
番
年
寄
か
ら
割
符
を
い
い
渡
す
の
で
あ
る
が
、

船
三
度
に
割
符
を
し
た
が
、

元
禄
十
三
年
ま
で
は
春
夏
秋
の
諸

同
十
四
年
か
ら
入
津
次
第
に
五
艘
で
も
三
艘
で
も
割
符
銀
高
を
指
示
す
る
よ
う
に
な

さ
て
大
坂
か
ら
積
下
し
た
銅
は
船
の
水
主
の
手
で
陸
揚
げ
し
、
す
べ
て
掛
改
め

一
0
0斤
に
つ
ぎ
五

0
目
ず
つ

入
目
を
し
て
お
く
よ
う
に
し
、

ち
五
〇
箱
、

五
箱

•

1
0箱
ほ
ど
は
特
に
正
味
を
改
め
て
銅
主
の
蔵
に
納
め
る
。
元
禄
十
五
年

丹
羽
長
守

・
大
嶋
義
也
長
崎
奉
行
の
と
き
、
大
坂
で
掛
改
め
た
銅
は
封
印
の
ま
ま
唐
人
へ
渡
し
た
い
と
願
い
出
て

聞
ぎ
届
け
ら
れ
た
が
、
念
の
た
め
元
禄
十
四
年
十

一
月
大
坂
積
出
銅
の
う
ち
五
〇
箱
、

同
年
十
二
月
積
出
銅
の
う

同
十
五
年
正
月
積
出
銅
の
う
ち
五
〇
箱
、
都
合
一
五
〇
箱
を
年
番
年
寄
等
立
会
で
長
崎
で
掛
改
め
た

唐
人
売
の
銅
の
直
組
は
春
船
に
決
定
し
た
直
段
は
夏
船
に
も
及
ぶ
が
、
秋
船
に
は
直
組
の
仕
直
し
が
あ
る
。
従

っ
て
春

・
秋
で
銅
直
段
の
差
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
十
善
寺
唐
人
屋
敷
で
、
唐
人

・
銅
主

・
通
詞

・
乙
名

・
組
頭

立
会
っ
て
直
組
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
斤
両
不
同
あ
り
右
の
訴
願
許
可
は
沙
汰
止
と
な
っ
た
と
い
う
。

こ
。

キ
ー

っ

第
一
次
銅
座
と
住
友

オ
ラ
ン
ダ
船
入
津
は
毎
年
盆
の
前
後
で
そ
の
貨
物
売
は
両
度
に
入
札
が
行
わ
れ
、
初
札

二
番
札
は
八
月
廿
日
ま
で
で
、
初
札
が
終
わ
り
八
月
十
日
頃
に
売
渡
銅
の
直
組
が
行
わ
れ
た
。

~ 



六
日
ま
で
に
掛
渡
す
の
で
あ
る
。

第

一
次
銅
座
と
住
友

銅
の
唐
人
売
渡
の
と
ぎ
唐
人
方
か
ら
銅
改
役
二
人
が
来
て
一

0
0箱
の
う
ち
五
箱
ほ
ど
正
味
掛
改
め
相
違
な
け

れ
ば
請
取
り
、

不
足
あ
れ
ば
双
方
よ
く
談
合
の
上
不
足
銅
を
足
す
こ
と
に
し
た
。
唐
人
の
希
望
で
売
渡
銅
を
筵
包

み
に
し
た
り
、
縄
が
け
だ
け
に
し
た
り
す
る
が
、
筵
・
縄
・
日
用
賃
は
唐
人
よ
り
支
払
う
。
宝
永
年
間
長
崎
役
人

ロ
銭
銅
一
箱

(1
0
0
斤
）
に
つ
ぎ
銀
一
分
、
筵
包
・

か
ら
げ
賃
六
分
の
計
七
分
を
唐
人
か
ら
出
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
売
渡
銅
は
唐
人
宿
町
の
も
の
四
、

箱
に
封
を
し
、
銅
を
そ
の
ま
ま
銅
主
の
蔵
に
預
け
て
預
り
の
一
札
を
請
取
る
。
そ
し
て
唐
船
出
帆
の
と
ぎ
銅
を
請

取
る
こ
と
に
な
る
。
銅
を
唐
船
へ
積
渡
す
と
ぎ
、
検
使
・
唐
人
立
会
い
再
度
改
め
、
軽
目
あ
れ
ば
銅
主
を
唐
船
へ

呼
ん
で
よ
く
調
べ
そ
の
上
軽
目
相
違
な
く
ば
不
足
分
も
足
さ
せ
た
。
唐
人
屋
敷
設
置
以
前
は
唐
人
が
直
ち
に
銅
主

方
へ
来
て
銅
を
請
取
り
、
銅
箱
の
内
の
改
め
も
し
な
か
っ
た
ほ
ど
で
、
頗
る
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
。

オ
ラ
ン
ダ
売
渡
銅
は
銅
主
の
蔵
か
ら
出
島
の
倉
庫
ま
で
銅
主
の
日
用
負
担
で
運
ん
で
お
き
、

オ
ラ
ソ
ダ
売
銅
の
掛
改
は
唐
人
売
に
比
較
し
て
も
概
し
て
ぎ
び
し
か
っ
た
と
い

っ
て
よ
い

。

元
）
の
泉
屋
等
の
訴
状
に
、

五
人
が
来
て

こ
れ
を
九
月
十
五
、

貞
享
五
年
（
元
禄

出
島
に
て
オ
ラ
ン
ダ
人
へ
銅
売
り
渡
す
と
ぎ
の
斤
両
は
椋
銅

一
六
貫
目
に
つ
ぎ
凡
そ

九

0
0目
ほ
ど
ず
つ
強
斤
両
で
オ
ラ
ン
ダ
人
は
掛
取
に
す
る
と
い
い
、
糸
類
・
薬
種
等
を
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
掛
渡

加
悦
徳
五
郎
等
二
人
が
唐
人
目
代
と
し
て
掛
改
に
立
会
い
、



庫
分
一

0
人
ほ
ど
を
雇
う
と
あ
る
。

が
ヽ

R
 

し
日
本
人
へ
売
る
と
き
は
普
通
の
斤
両
を
も
っ
て
し
、
唐
人
は
売
買
と
も
同
様
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
元
禄
三

年
に
出
島
斤
両
一
四
挺
を
長
崎
の
乙
名
か
ら
泉
州
堺
の
割
符
年
寄
へ
依
頼
し
て
新
し
く
誂
え
調
製
し
た
。
三
挺
は

っ
た
の
で
あ
る
。
斤
両
新
調
の
理
由
は
銅
屋
善
兵
衛
手
代
勘
兵
衛
が
元
禄
二
年
油
屋
町
を
宿
町
と
す
る
唐
人
に
売

り
渡
し
た
銅
に
軽
目
あ
っ
て
、
奉
行
所
よ
り
吟
味
の
上
で
菩
兵
衛
は
銅
輸
出
を
留
め
ら
れ
勘
兵
衛
は
江
戸
町
乙
名

ヘ
預
け
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。
唐
人
売
買
の
斤
両
も
八
〇
挺
新
に
作
ら
れ
、
銅
の
掛
渡
は
や
は
り
薬
種
一
五
〇

R
 

斤
掛
の
斤
両
で
あ
っ
た
。
元
禄
十
四
年
か
ら
オ
ラ
ソ
ダ
銅
掛
渡
に
大
針
口
を
使
用
し
正
味
一

0
0
斤
の
外
に
一
斤

オ
ラ
ン
ダ
人
立
会
い
、
軽
重
を
ぎ
び
し
く
交

⑩
 

渉
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
針
口
は
オ
ラ
ン
ダ
人
が
調
製
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
オ
ラ
ン
ダ
人
立
会
で
、
銅
主
か
ら
売
渡
銅
を
日
用
は
銅
主
負
担
で
雇
い
一
日
に
四
、

こ
れ
は
一
倉
庫
分
の
作
業
で
、
毎
日
五
、
六
倉
庫
分
に
及
ぶ
と
い
う
。

大
坂
で
銅
座
か
ら
吹
屋
へ
支
払
う
銅
代
銀
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
初
は
金
銀
半
分
ず
つ
で
あ
っ
た
が
、

て
金
支
払
と
な
り
宝
永
六
年
頃
に
は
銀
支
払
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

ず
つ
入
目
を
足
す
よ
う
に
な
り
、
掛
手
は
銅
主
が
わ
か
ら
出
す
が
、

糸
斤
両
―
二

0
斤
掛
、

八
挺
は
薬
種
一
五
〇
斤
掛
、

一
倉

五
百
箱
ず
つ
掛
渡
す

日
用
賃
は
一
人
に
二
匁
五
分
、

し
か
し
金
支
払
と
い
っ
て
も
全
額
を
金
を

i 

や
が

―
―
挺
は
荒
物
三

0
0斤
掛
で
、
銅
の
掛
渡
は
薬
種
斤
両
で
行



の
相
場
は
五
五
匁
替
で
あ
る
か
ら
銀
二
、

八
匁
替
と
し
て
こ
の
金
四
八
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

七
九
一
両
と
銀
八
匁
と
な
る
が
、

も
っ
て
し
た
わ
け
で
な
く
一
部
は
銀
で
渡
し
、

ニ
ニ
四

ま
た
銀
支
払
と
な

っ
た
と
し
て
も
一
部
は
金
を
も
っ
て
し
た
と
思

唐
人
売
渡
銅
代
銀
は
唐
人
宿
町
か

ら
請
取
っ
て
い
た
が
、
長
崎
会
所
が
出
来
て
か
ら
は
会
所
か
ら
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
銅
一

0
0斤
に
つ
ぎ
口
銭
銀
五
匁
で
こ
れ
は
唐
人
方
よ
り
の
支
出
で
、
内
二
匁
は
宿
町
へ
、
唐

人
屋
敷
が
出
来
て
か
ら
は
屋
敷
へ
、

ま
た
三
匁
は
大
通
詞

・
小
通
詞
へ
与
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
銅
代
銀
が
元
禄

十
四
年
か
ら
金
を
も
っ
て
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
翌
十
五
年
に
唐
人
方
商
売
を
金
七
分
八
厘
、
銀
二

分
二
厘
の
割
合
で
行
う
こ
と
に
な
り
、

日
本
の
諸
色
売
主
、

わ
れ
る
。

日
本
商
人
か

ら
唐
人
方
へ
売
っ
た
諸
色
代
銀
も
こ
の
割
合
で
請
取
る
よ
う

に
な
っ
た
。
銅
代
銀
の
請
取
も
同
様
で
あ
っ
た
。
唐
人
方
商
売
は
銀
詰
で
行
わ
れ
銀
を
も
っ
て
評
価
さ
れ
た
が
、

実
際
の
請
払
に
お
い
て
の
金
銀
の
割
合
使
用
は
長
崎
奉
行
所
か
ら
年
々
指
示
し
た
と
い
わ
れ
る
。
長
崎
会
所
か
ら

即
ち
銅
の
場
合
は
銅
座
と
な
る
が
、
金

一
両
に
つ
き
銀
五
八
匁
替
の
相
場
で
支
払
わ
れ
た
。

宝
永
三
年
に
は
唐
人
商
売
は
金
五
分
・
銀
五
分
即
ち
金
銀
半
分
ず

つ
と
定
め
ら
れ
た
。
唐
人
売
渡
銅
を
五

0
0万

斤
と
仮
定
し
代
銀
五
、
六
六
〇
貫
目

(1
0
0
斤
に
つ
き
―
一
三
匁
二
分
）
こ
の
銀
割
五
分
で
二
、

八
三
〇
貫
目
、

五

こ
れ
だ
け
の
金
を
請
取
っ
た
と
き
当
時
の
実
際

六
八
三
貫
五
一
三
匁
と
な
り
、
差
引
一
四
六
貫
四
八
一
匁
の
金
直
違
が



二
0
0貫
目
、
こ
の
掛
り
物
銀
は
凡
そ
銀
五

‘
0
0
0貫
目
余
、
内

し
て
春
夏
船
商
売
分
か
ら
差
し
引
ぎ
返
納
し
た
と
い
う
。

損
分
と
な
る
の
で
あ
る
。

吹
屋
か
ら
は
銅
座
に
対
し
て
、

し
ば
し
ば
売
渡
悼
銅
代
銀
の
直
増
し
を
願
い
、

そ
れ
が
困
難
で
あ
れ
ば
前
借
銀

を
認
め
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
銅
座
設
立
の
前
、
銅
屋
が
直
接
長
崎
へ
銅
を
送
っ
た
と
き
は
、
銅
元
銀
に
適
宜

歩
入
勘
定
を
し
、
例
年
二
月
頃
か
ら
八
月
限
り
に
積
下
し
て
早
春
ま
た
は
冬
中
の
廻
送
は
こ
れ
を
避
け
た
。
海
難

も
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
銅
座
が
出
来
て
か
ら
は
、
廻
銅
は
従
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
ず
、

船
出
帆
後
、

さ
れ
ば
と
て
秋

翌
春
ま
で
に
長
崎
に
か
な
り
の
銅
の
有
物
が
な
け
れ
ば
、
春
船
の
取
引
に
手
支
が
生
ず
る
か
ら
冬
春

に
向
っ
て
銅
を
積
下
す
必
要
が
あ
っ
て
、
前
銀
と
し
て
金
二
万
両
ほ
ど
借
用
を
願
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
前
借
金
を
春
夏
商
売
分
の
銅
代
銀
よ
り
返
納
し
て
は
冬
か
ら
早
春
ま
で
の
買
入
銅
に
支
障
あ
る
か
ら
、
秋
船

出
帆
の
と
ぎ
勘
定
仕
切
し
、

ま
た
直
ち
に
金
借
し
て
証
文
を
書
き
替
え
た
い
と
訴
願
し
た
。
こ
の
趣
意
は
い
ち
お

う
聞
き
屈
け
ら
れ
た
ら
し
い
が
、
実
施
さ
れ
た
か
は
疑
わ
し
く
、

約
銀
一
、

0
0
0
貫
目
相
当
の
前
借
金
の
約
束
が
出
来
、

宝
氷
三
年
十
二
月
吹
屋
か
ら
銀
座
年
寄
後
藤
四
郎
三
郎
へ
あ
て
た
訴
状
に
も
、
唐
人
御
定
高
六
、

0
0
0貫
目
、

代
物
替
唐
人
分
四
、

二
0
0貫
目
計
一

0
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

や
が
て
長
崎
表
の
有
金
不
足
の
理
由
で
一
ヶ
年

元
禄
十
六
年
に
よ
う
や
く
金
七
、

0
0
0両
ほ
ど
前
借

一
三
五

し
か
し



第

一
次
銅
座
と
住
友

だ
と
述
べ
て
い
る
。
掛
り
物
は
日
本
商
人
が
唐
船
諸
貨
物
を
買
い
入
れ
た
と
ぎ
‘
貨
物
の
種
類
に
よ
っ
て
額
が
定

め
ら
れ
て
い
る
徴
課
銀
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
貨
物
は
八
月
中
に
日
本
商
人
が
請
取
っ
て
代
金
は
九
月
に
な
り
オ
ラ

ソ
ダ
船
出
航
の
数
日
前
ま
で
に
会
所
へ
納
め
て
出
航
後
二

0
日
限
り
に
勘
定
仕
廻
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
御
定

高
・
代
物
替
計
三
、

八

0
0貫
目
の
掛
り
物
銀
は
唐
人
方
に
比
し
割
合
は
一
割
余
も
多
い
と
い
わ
れ
る
。
掛
り
物

銀
（
金
）
は
長
崎
町
中
諸
役
人
へ
割
り
当
て
給
与
さ
れ
残
金
は
上
納
さ
れ
る
の
で
オ
ラ
ン
ダ
方
掛
り
物
に
つ
い
て
は

オ
ラ
ン
ダ
方
商
売
も
銀
を
も

っ
て
評
価
さ
れ
る
が
、

て
請
払
さ
れ
る
。
オ
ラ
ソ
ダ
売
渡
銅
は
九
月
十
五
、
六
日
頃
ま
で
に
掛
渡
し
て
代
金
は
二
十
日
ま
で
に
請
取
る
。

オ
ラ
ン
ダ
人
支
払
の
銅
代
金
は
や
は
り
六
八
匁
替
の
金
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
。

相
場
は
上
方
相
場
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
、
元
禄
十
四
年
に
は
五
八
匁
替
と
さ
れ
た
。
即
ち
金
一
両
に
つ
き
銀
一
〇

匁
の
直
違
が
あ
り
こ
れ
を
間
銀
と
呼
ぶ
が
、

間
銀
は
オ
ラ
ン
ダ
船
出
航
後
に
会
所
か
ら
支
払
わ
れ
た
。

さ
て
銅
座
の
時
代

に
金
銀
の
持
出
状
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
資
料
乙
の
末
尾
に
「
寛
文
三
卯
年
必
享
保
十
二

未
年
迄
六
十
五
年
買
渡
銅
」
が

一
八
九
、

0
三
三
、

春
夏
船
分
ほ
ぼ
三
、

五

0
0
貫
目、

金
詰
で
金
一
両
銀
六
八
匁
替
の
相
場
で
す
べ
て
金
を
も
っ

七
四
〇
斤
、

時
期
か
ら
い
っ
て
も
銅
代
前
借
金
は
不
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

日
本
人
売
物
に
対
す
る
代
金
の
銀

「
正
保
五
子
年
汐
享
保
七
寅
年
迄
丁
銀
井
銀
道

こ
れ
は
長
崎
会
所
へ
納
ま
る
が
、

こ
れ
か
ら
銅
代
銀
の
前
借
が
出
来
る
は
ず

一
三
六



具
二
而
相
渡
高
」
が
二
七
五
、

之
内
二
十
一
年
金
子
井
銀
（
金
力
）
道
具

二
而
相
渡
高
」
が
六

0
0、

し
た
「
唐
通
事
会
所
日
録
」

吹
銀
・
銀
道
具
（
丁
銀
で
評
価
）
で
二
六
九
、

0
三
六
貫
七

0
五
匁
余
、
小
判
で
五
九
九
、
六
九
三
両
・
銀
七
匁
四

一
八
三
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
二
記
録
を
比
較
し
計
算
す
る
と
、
元
禄
九
年
か
ら
享
保
七
年
ま
で
二
七
ヶ
年
の

丁
銀

・
銀
道
具
の
持
渡
高
は
六
、

と
な
る
。
貞
享
二
年
か
ら
元
禄
八
年
ま
で
一
―
ケ
年
に
は
持
渡
高
三
、

二
貫
九
二
六
匁
五
で
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。

年
ま
で
三
七
ヶ
年
の
内
の
ニ
―
ヶ
年
の
持
渡
と
あ
り
、
寛
文
四
年
は
唐
船
が
始
め
て
小
判
を
持
渡
し
た
年
で
あ
り
、

二
―
ヶ
年
は
金
を
持
渡
し
た
年
数
を
意
味
す
る
ら
し
く
、
持
渡
さ
ぬ
年
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
元
禄
八
年

ま
で
の
持
渡
金
高
と
比
較
す
る
と
、
元
禄
九
年
か
ら
同
十
四
年
ま
で
に
、

る
。
唐
船
に
対
し
て
も
金
支
払
の
商
売
が
行
わ
れ
て
い
て
、
例
え
ば
元
禄
十
四
年
八
月
夏
船
一
三
艘
に
追
売
銀
一

0
0貫
目
の
商
売
を
許
し
た
が
、⑪
 

請
払
す
る
よ
う
通
告
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
唐
人
方
で
は
金
を
請
取
っ
て
も
、
銅
そ
の
他
諸
色
代
銀
の
支
払
に
出

第
一
次
銅
座
と
住
友

五
九
五
貫
六
六
七
匁
四
分
、

ヽ

一
三
七

ハ
六
二
貫
一
九
二
匁
、
平
均
一
ヶ
年

の
正
保
五
年
か
ら
元
禄
八
年
ま
で
四
八
ヶ
年
の
唐
船
の
持
渡
金
銀
高
、

即
ち
丁
銀

・

五
五
八
貫
九
六
二
匁
二
八
四
と
な
り
平
均
一
ヶ
年
二
四
二
貫
九
二
四
匁
五
二
九

ま
た
金
・
金
道
具
の
持
渡
に
つ
い
て
寛
文
四
年
よ
り
元
禄
十
三

一
七
三
両
を
持
渡
し
た
こ
と
に
な

日
本
商
人
の
支
払
に
銀
は
一
〇
貫
目
で
残
り
九
〇
貫
は
金
支
払
で
五
八
匁
替
に

二
0
九
両
二
歩
と
記
し
て
い
る
。
前
に
引
用

ま
た
「
寛
文
四
辰
年
汐
元
緑
十
三
辰
年
迄
三
十
七
年



第

一
次
銅
座
と
住
友

来
る
限
り
金
を
も
っ
て
当
て
た
で
あ
ろ
う
。

代
物
替
と
し
て
銀
二
、

三
0
0
貫
目
を
割
符
し
、

九
五
〇
貫
目
分
の
銅
は
積
下
し
で
き
ぬ
と
い
う
銅
座
か
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
と
し
、

達
す
る
よ
う
に
告
げ
た
。

の
年
の
正
徳
二
年
を
除
い
て
最
も
少
な
く
二
、

七
五
五
、

三

0
四
斤
余
で
あ
っ
た
。

―
―――八

元
禄
十
四
年
十
月
長
崎
町
年
寄
高
島
四
郎
兵
衛
は
、
奉
行
所
か
ら
の
指
示
で
秋
船

一
九
艘
の
船
頭
に
対
し
て
、

そ
の
内
銅
―
二

0
万
斤
は
や
が
て
廻
着
す
る
は
ず
で
あ
る
が
銀

し
か
し
翌
十
一
月
は
じ
め
に
一
九
艘
の
代
物
替
の
銅
不
足
の
た
め
に
丁
銀
四

0
0貫
目

と
銀
道
具

一
五
〇
貫
目
の
持
渡
を
認
め
、
さ
ら
に
ま
た
右
と
同
額
の
丁
銀
と
銀
道
具
四
〇
貫
目
の
持
渡
増
を
免
許

⑫
 

し
た
と
い
う
。
こ
の
額
の
丁
銀

・
銀
道
具
の
持
渡
な
ど
は
当
時
と
し
て
は
破
格
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

の
額
銀
九

―
ニ
―

斤
余
の
代
銀
で

あ
る
。

な
お
、
代
物
替
銀
四
、

二
0
0貫
目
の
銅

高
は
元
禄
十
四
年
の
直
段
で
三
六
三
万
斤
で
あ
り
、
資
料
乙
に
よ
れ
ば
同
年
の
代
物
替
の
銅
輸
出
高
は
銅
座
廃
止

宝

永
七
年
四
月
長
崎
奉
行
久
松
定
持
・
別
所
常
治
が
幕
府
へ
上
申
し
た
口
上
書
の

一
項
「
唐
船
蹄
帆
之
節
之
事
」

の
条
に
「
婦
帆
之
節
銀
子
持
渡
候
事
、
商
賣
高
百
貫
目
に
付
二
貫
六
百
六
十
目
の
稽
、
六
千
貫
目
之
銀
高
に
都
而

百
六
十
貫
目
な
ら
て
は
相
渡
不
中
候
、
其
外
銀
道
具
は
近
年
停
止
に
申
付
、
少
も
相
渡
不
申
事
」
と
あ
る
。
ま
た

「
異
國
船
商
賣
高
年
わ
け
」
の
条
に
「
唐
船
商
賣
一
萬
三
千
貫
目
（
別
の
条
に
「
御
定
高
六
千
貫
目
、
代
物
替
五
千
貫
目
、

五
〇
貫
目
は
口
銭
を
含
み
銅
八
四

一
、

こ
の
分
は
俵
物

・
諸
色
で
調



第
一
次
銅
座
と
住
友

オ
ラ
ン
ダ
の
金
（
小
判
）
輸
出
は
、

追
御
定
高
二
千
貫
、
合
而
一
萬
―
―
―
千
貫
目
」
と
あ
り
、

代
物
替
唐
船
分
は
四
千
二
百
貫
目
で
あ
る
か
ら

一
萬
二
千
二
百
貫
目
が
正
し

其
外
に
銅
諸
色
俵
物
に
て
替
物

右
の
口
上
書
に
よ
る
と
、
元
禄
十
四
年
六
月
十
一
番
南
京
船
帰
帆
の
と
ぎ
唐
人
五
人
、
三
人
と
各
自
が
銀
子
を

負
わ
せ
て
、

こ
れ
が
発
覚
し
て
き
び
し
く
改
め
た
船
番
が
唐
人
に
抵
抗
さ
れ
か
す
り
疵
を

そ
れ
を
責
め
ら
れ
役
職
を
放
た
れ
た
。
そ
の
後
は
検
査
を
遠
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
唐
人
の
銀
の
か

く
し
持
渡
が
増
し
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
唐
人
の
銀
持
渡
の
方
法
と
し
て
唐
寺
寄
進
物
に
対
す
る
返
礼
と
称

し
て
、
銀
道
具
を
唐
寺
よ
り
渡
し
、

た
と
え
ば
外
形
は
瓶
子
等
の
品
と
し
て
内
部
は
す
べ
て
銀
と
す
る
な
ど
し
て

⑭
 

与
え
た
り
し
た
と
い
う
。
と
も
か
く
多
少
の
銀
の
密
輸
出
は
免
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

唐
船
へ
渡
す
銀
は
宝
永
五
年
に
ニ
ッ
宝
印
の
銀
子
即
ち
宝
永
―
―
一
年
七
月
よ
り
同
七
年
二
月
ま
で
鋳
造
し
た
宝
永

銀
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
三
ッ
宝

・
四
ッ
宝
の
銀
が
鋳
造
さ
れ
た
が
、

唐
船
出
帆
の
前
に
三
ッ
宝
な
ど
唐
人
へ
渡
し
た
銀
は
宿
町
よ
り
銀
座
へ
交
渉
し
宝
永
銀
に
引
替
え
て
唐
人
へ
渡
し

⑮
 

た
と
し
ぅ

少
分
ず
つ
懐
中
に
か
く
し
乗
船
し
、

い
）
之
銀
高
に
候
得
共
、
⑬
 

に
致
し
候
」
と
あ
る
。

安
永
八
（
一
七
七
九
）
己
亥
五
月
の
西
吉
太
夫
書
上
に
よ
る
と
、

――――九

元
禄
十
四

こ
れ
ら
は
悪
質
で
唐
人
は
請
取
ら
ず
、

銀
子
は
わ
っ
か
百
六
十
貫
目
な
ら
て
は
相
渡
不
申
候
、



第18表

年 次 貨物売高

元禄14,.....,正徳 2

持 渡 高

オラソダ金持渡高

カイ パー著
書，持渡高

出島残置高

両 両歩 朱 両歩 両

元禄14 50,000 15,824 1 2,400 18,160 

15 50,000 18,683 2 2,400 21,111 

16 50,000 18,610 2 2,400 19,245 

宝永 1 49,051 3,430 3 2,400 2,427 

2 50,000 8,207 3 2,400 9,290 

3 46,650 4,672 1 2,400 4,978 

4 50,000 17,300 4,319 2 19,627 

5 50,000 24,607 3 2 2,180 20,468 

6 50,000 19,257 2,400 20,288 

7 50,000 18,800 2,400 

正徳 1 50,000 1,951 1 20,000 

2 50,000 24,859 2 2,400 44,316 

第
一
次
銅
座
と
住
友

状
で
は
六

0
0万
斤
以
上
の
廻
送
は
困
難
ら
し
い
が
、
唐

・
オ

0
万
斤
銅
座
よ
り
稼
下
し
た
ら
商
売
手
支
あ
る
が
、

促
し
た
。
同
年
五
月
幕
府
か
ら
長
崎
年
番
の
年
寄
へ
、
銅
六
〇

か
ら
銅
方
役
人
が
上
坂
し
て
銅
座
に
対
し
て
も
廻
銅
増
進
方
を

宝
永
六
年
は
前
半
期
が
特
に
長
崎
下
り
銅
が
少
な
く
て
長
崎

と
な
る
。

二
朱
と
記
し
て
い
る
か
ら
、

で
あ
る
。
な
お
、

四
八
四
、

西
吉
太
夫
の
書
上
の
末
尾
に
、

ら
享
保
三
年
ま
で

三
四
ケ
年
持
渡
高
を
、

平
均
一
ヶ
年

一
四、

年
を
除
け
ば
代
物
替
分
の
銅
は
オ
ラ
ソ
ダ
輸
出
銅
の
半
高
以
下

た
る
。
代
物
替
の
貨
物
を
欠
く
年
も
あ
っ
た
が
、

を
も
っ
て
買
い
渡
す
は
ず
の
も
の
で
、

一
四
〇

本
年
は
現

二
六
二

両
余

九
一
八
両

貞
享
二
年
か

正
徳
元
、

約
七

0
万
斤
ほ
ど
に
当

る
。
な
お
、
代
物
替
の
銀
八

0
0貫
目
が
あ
る
が
、

J

れ
は
銅

年
か
ら
正
徳
二
年
ま
で
は
年
々
の
高
は
第
18
表

の
と
お
り
で
あ



④
 

第
一
次
銅
座
と
住
友

外 唐
人
売

五
匁

―
一
四
匁

二
分

ロ
銭
銅
座
手
取

R
 
「
唐
通
事
会
所
日
録
」
十
正
徳
三
年
九
月
廿
六
日
十
月

充
日

R
 

① 
註 得
は
、

「
賓
永
六
年
日
記
」

三
月
廿
九
日

日
各
条
。

そ
の
一
条
に

者
金
茂
無
敷
可
持
渡
候
、

宝
永
元
年
三
月
廿
八
日
、

五
月

八
千
雨
、

外 古
地
銅

外 阿
蘭
陀

五
匁

―
―
六
匁 ぷ人

ラ
ソ
ダ
売
渡
の
割
符
の
方
法
等
数
ヶ
条
を
示
し
て
仲
間
寄
合
い
相
談
し
て
存
寄
書
付
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
。

「
阿
蘭
陀
に
苺
年
金
子
多
持
渡
り
候
様
二
被
存
候
、
去
年
茂
爪
萬
四
千
雨
餘
持
渡
り
候
、
銅
多
渡
候
⑯
 

兎
角
金
無
敷
持
渡
り
候
様
二
仕
方
茂
可
有
之
哉
、
致
了
簡
書
付
可
差
出
事
」
と
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
は
去
年
即
ち
宝
永
五
年
に
金
二
四
、

0
0
0両
余
持
渡
し
た
と
あ
る
が
、

致
し
て
い
る
。
前
掲
の
宝
永
七
年
四
月
の
長
崎
両
奉
行
の
口
上
書
に
は

例
年
金
子
一
萬
七
、

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
七

二
萬
二
、

日、

六
月
廿
八
日
、
八
月
十
四
日
、
十
月
廿
一
日
、
十
二
月
一――

「
賓
永
六
年
日
記
」
十

二
月
十

四
日
、
長
崎
の
忠
右
衛
門
か
ら

「
去
晦
日
状
上
着
、
異
國
渡
し
銅
直
段
付
申
来
候
覺
」
と
し
て
、

「
阿
蘭
陀
金
五
萬
雨
の
商
賣
に
て
御
座
候

三
千
雨
を
限
に
相
渡
申
儀
に
御
座
候
」
と
見
え
る
。

メ

三
口
分
唐
人
よ
り
出
す

―
―
四
匁
五
分

ダ＞
お
ら
ん
だ
よ
り
出
す

二
匁
五
分

一
分

一
四 ” 
長
崎
会
所

ロ
銭
通
詞

手
取

ロ
銭

掛
賃

ハ
分
七
厘
包
賃

こ
の
金
高
は
西
の
書
上
に



R
 

⑧
 

⑦
 
R
 

R
 尾

所
管
代
官
諸
星
偲
左
衛
門
（
忠
直
）
に
訴
願
し
た
。

泉
屋
吉
左
衛
門

・
大
坂
屋
久
左
衛
門
訴
状
、
五
ケ
一
銅
は
オ
ラ

「
年
々
帳
」
無
番
、
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
貞
享
五
戊
辰
年
五
月

第

一
次
銅
座
と
住
友

/
唐
人
よ
り
出
す

「
長
崎
下
銅
公
用
帳
」

一
番

懇fし丑

麟
厨
註
咋
銅
座
御
用
拓
」

二
月
廿
日

遣
ス
拓

「
麟
匹
眸
銅
座
御
用
拓
」
戌

二
月

遣
ス
覺

正
徳

二
年
辰
i

――月
廿
九
日

古
来
異
國
人
へ
銅
売
渡
候
趣
御
尋
二
付
差
上
候

「
年
々
帳
」
無
番

長
井
氏
へ
長
崎
覺
書

後
藤
四
郎
――一
郎
殿
方
へ

ン
ダ
売
も
唐
人
売
同
様
の
斤
両
を
も
っ
て
売
り
渡
す
こ
と
を
足

長
崎
船
着
様
井
新
斤
雨
之
様
子

門
代
平
兵
衛

坂
屋
久
左
衛
門
・
泉
屋
吉
左
衛
門
代
清
兵
衛
・
大
塚
屋
甚
右
衛 大

と
記
し
て
い
る
。

へ
運
び
掛
改
め
て
渡
す
と
い
う
こ
と
で
、
銅
座
は
関
知
し
な
い

古
地
銅
は
長
崎
着
次
第
に
年
寄
衆
年
番
へ
届
け
て
、
唐
人
屋
敷

一
分

掛
賃

⑪ ⑩ 

「
唐
通
事
会
所
日
録
」
六

を
従
来
の
重
量
に
比
較
す
る
と

一
。ヒ

コ
ー
ル

(
1
0
0
斤
）
に

つ

出
島
よ
り
取
り
出
し
焼
き
捨
て
ら
れ
た
。

価
格
は
そ
れ
だ
け
和
蘭
陀
人
に
と
っ
て
高
価
に
な
っ
て
き
た
＇
」

と
あ
る
（
富
永
牧
太
訳
『
[
厨
日
蘭
交
渉
史
』
二
七
七
頁
）

〇

の
四
。
ハ
ー
セ
ン
ト
だ
け
減
量
と
な
り
、
た
め

に
銅
、
樟
脳
の
旧

は
更
に
重
大
で
此
れ
は
重
量
統
一
上
一

。ヒ
コ
ー
ル
に

つ
き
従
来

見
し
た
、
そ
し
て
彼
等
の
発
見
に
呵
責
な
く

二
十
二
の
古
秤
は

き
一
カ
テ
ー
（
一
斤
）
即
ち

―
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
軽
い
こ
と
を
発

て
い
た
、
即
ち
彼
等
は
十
四
の
新
秤
を
与
え
ら
れ
た
が
、
此
れ

）
和
蘭
陀
人
は
こ
の
事
に
関
し
或
程
度
の
準
備
を
与
え
ら
れ

度
量
衡
法
の
改
変
が
行
わ
れ
た
。

ナ
ホ
ッ
ド
の
著
書
に
は
「

一
六
九
八
年
（
元
禄
十
一
）
に
は
日
本

年

元
禄
十
四
年
八
月
十

六
日

一
六
九
八
年
の
変
更

す
で
に
一
六
九

0
年
（
元
禄

一テ

諸
絲

．
槃
種

・
颯
・
ベ
っ
甲
等
掛
ヶ
渡
、
元
藤
十
六
癸
未

「
元
緑
十
四
辛
巳
年

脳
掛
ケ
渡
―
一
用
之
、
元
緑
十
五
壬
午
年

「
長
崎
実
録
大
成
」
第
九
巻

阿
蘭
陀
船
入
津
並
雑
事
之
部

一
今
年
初
テ
大
針
口
持
へ
来
り
、
絲
龍

一
四

一
今
年
ョ
リ
大
針
口

一
今
年
ヨ
リ
諸
品
荒
物
不
残
大
針
ロ
ニ
テ
掛
ケ
渡
」



銅
座
へ
売
渡
悼
銅
代
銀
は
一

0
五
匁
に
定
ま
り
、
吹
屋
か
ら
は
し
ば
し
ば
そ
の
直
増
方
を
訴
願
し
た
。
採
鉱
の

場
所
が
年
と
と
も
に
し
だ
い
に
深
く
遠
く
な
り
、
焼
木
・
木
炭
を
供
給
す
る
場
所
も
遠
距
離
と
な
っ
て
生
産
費
が

高
騰
す
る
こ
と
を
、
別
子
銅
山
の
よ
う
に
元
禄
四
年
の
創
業
か
ら
そ
れ
ほ
ど
歳
月
を
経
過
し
て
い
な
い
銅
山
で
あ

っ
て
も
頻
り
に
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
主
要
銅
山
は
多
く
は
別
子
よ
り
開
坑
が
古
か
っ
た
か
ら
、
同
様

に
生
産
費
の
増
大
す
る
傾
向
は
免
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

は
、
そ
れ
が
一
部
で
あ
っ
て
も
損
失
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
銅
座
の
代
銀
の
準
備
は
潤
沢
で
な
く
支
払
も
円
滑
で
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
荒
銅
が
廻
着
し
て
も
悼
銅

の
吹
立
お
よ
び
売
渡
が
渋
滞
し
た
。
当
初
長
崎
銅
下
り
は
正
月
か
ら
八
月
中
ま
で
に
は
そ
の
年
度
分
が
完
了
す
る

よ
う
に
希
望
さ
れ
た
。
そ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
船
は
も
と
よ
り
、
唐
船
の
春
・
夏
船
、

合
わ
す
た
め
に
も
必
要
で
あ
っ
た
。

⑭ ⑮ 

第
一
次
銅
座
と
住
友

八

「
通
航

一
覧
」
巻
百

六
十
五

「
崎
陽
群
談
」
第
二

元
禄
十
四
年
十
月
十

五
日
、
十

一
月
朔
日
各
条

長
崎
奉
行
書
留

銅
座
の
廃
止

銅
貿
易
と
互
市
新
例

し
か
も
六
、

「
右
同
」
第
七

「
年
々
帳
」
一
番

御
公
儀
様
力
長
崎
年
番
之
年
寄
ね
被
仰

か
つ
売
渡
銅
代
銀
が
金
を
も
っ
て
支
払
わ
れ
た
こ
と

七
月
ま
で
の
前
半
期
の
銅
廻
送
が
い
ち
じ
る
し
く
少
額
と
な
り

⑯ 

⑫ 

「
右
同
」
六

⑮ 

出
候
寓

さ
ら
に
秋
船
の
銅
持
渡
に
間
に

一
四
三



一
銅
不
足
の
代
り
に
銀
子
を
持
渡
す
こ
と
は
、
少
額
で
も
不
可
で
あ
る
。

、0
し

第
一
次
銅
座
と
住
友

勝
ち
で
あ
っ
た
。

宝
氷
六
年
（
一
七

0
九
）
は
銅
座
集
り
銅
高
も
長
崎
銅
下
り
高
も
銅
座
の
時
代
で
は
比
較
的
多
か
っ
た
年
で
あ
る
。

し
か
も
前
半
期
の
集
り
高

・
下
り
高
は
は
な
は
だ
少
な
く
、

述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
七
年
に
は
春
船
二

0
艘
・
夏
船
五
艘
計
二
五
艘
の
持
渡
銅
不
足
の
た
め
出
帆
指
定
日

た
。
同
年
は
銅
座
集
り
銅
高
も
長
崎
下
り
銅
高
も
か
な
り
減
少
す
る
。
長
崎
奉
行
よ
り
当
年
長
崎
廻
着
銅
不
足
に

つ
き
商
売
差
支
え
る
件
を
伺
っ
た
に
対
し
、
老
中
大
久
保
忠
増
よ
り
渡
さ
れ
た
令
状
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

一
当
年
は
国
々
の
山
出
し
銅
不
足
し
、

長
崎
銅
方
役
人
が
督
促
の
た
め
上
坂
し
た
こ
と
は
前

そ
の
上
別
子
銅
山
風
損
水
損
の
た
め
当
分
出
銅
な
く
、
現
在
間
歩

普
請
中
で
あ
る
た
め
、
長
崎
廻
銅
は
当
分
は
停
滞
す
る
。
よ
っ
て
唐
人

・
オ
ラ
ン
ダ
人
に
当
年
風
損
水

損
銅
山
普
請
中
の
た
め
銅
不
足
の
こ
と
を
説
明
し
、
荷
物
積
戻
る
か
、

ま
た
は
他
の
代
物
替
に
な
り
と

も
申
し
付
ら
る
べ
く
、
積
戻
り
は
迷
惑
と
申
さ
ば
相
対
で
荷
物
を
長
崎
へ
預
り
置
く
こ
と
と
し
て
も
よ

一
長
崎
廻
銅
不
足
あ
り
と
も
、
他
の
者
へ
請
負
わ
す
こ
と
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
他
へ
請
負
わ
す
と
な
れ
ば

の
八
月
廿
九
日
ま
で
に
間
に
合
わ
ず
、

1
0
艘
だ
け
を
出
帆
さ
せ
、
残
り
は
銅
廻
着
次
第
出
帆
さ
せ
る
こ
と
に
し

一
四
四



銅
が
少
な
く
な
り
、

長
崎
廻
銅
の
当
年
の
不
足
を
、
象
徴
的
に
別
子
銅
山
が
風
損
水
損
の
た
め
の
出
銅
減
退
し
た
事
情
を
も
っ
て
、

唐
人
へ
も
説
明
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
同
年
五
月
地
震
が
起
こ

っ
て
、

い
わ
れ
た
歓
東
間
歩
内
の
平
九
郎
坪
の
天
井
が
崩
れ
て
一
時
採
鉱
不
能
と
な
っ
た
こ
と
を
指
す
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、

同
年
の
産
銅
は
前
年
に
比
較
し
て
減
っ
た
わ
け
で
な
く
、
次
年
度
に
影
響
が
現
わ
れ
た
の
か
、

①
 

落
ち
た
。

唐
船
の
代
物
替
銀
四
、

年
ま
で
、

二
0
0貫
目
は
、

ほ
ぽ
銅
三
百
六
、

そ
の
頃
は
別
子
第

一
の
採
鉱
の
場
所
と

七
十
万
斤
に
相
当
し
、
元
禄
十
五
年
よ
り
宝
永
六

だ
い
た
い
そ
れ
だ
け
の
銅
を
売
り
渡
し
、
年
に
よ
り
そ
れ
以
上
を
輸
出
し
て
も
い
る
。
御
定
高
六
、

O

0
0貫
目
と
し
て
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
よ
り
元
禄
十
年
ま
で
の
例
で
は
遣
捨
分
が
平
均
一
ヶ
年
一
、
六

0
0

貫
目
余
で
あ
る
か
ら
、
残
り
の
半
分
を
銅
を
も
っ
て
売
り
渡
す
に
は
約
二

0
0万
斤
ほ
ど
が
必
要
と
な
る
。
代
物

替
分
の
銅
は
前
述
の
よ
う
に
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

ほ
ぼ
売
り
渡
さ
れ
た
が
、
長
崎
下
り
銅
が
減
ず
る
と
そ
れ
だ
け
御
定
高
分
の
売
渡

二
0
0万
斤
を
割
っ
た
年
が
多
い
。
オ
ラ
ン
ダ
方
の
代
物
替
銀
八

0
0貫
目
は
約
七

0
万
斤

程
度
で
唐
船
に
比
較
す
れ
ば
頗
る
少
量
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
宝
永
五
年
に
は
売
渡
総
高
が
八

二
万
斤
余
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
金
二
四
、

0
0
0
余
両
と
い
う
こ
の
前
後
に
例
を
見
な
い
多
額
の
金
輸
出
は
そ
れ
に
関
連
す
る
。
翌

願
人
も
多
い
で
あ
ろ
う
し
、
吟
味
の
上
で
な
け
れ
ば
聞
ぎ
届
け
難
い
。

一
四
五 か

な
り
産
銅
高
が



持
寄
候
ハ
ヽ
、
勝
手
次
第
商
賣
可
申
付
候
、
以
上

第

一
次
銅
座
と
住
友

宝
氷
六
年
五
月
、
幕
府
か
ら
長
崎
年
番
に
命
じ
て
仲
間
相
談
し
存
寄
を
上
申
さ
せ
た
条
項
に
、
前
述
し
た
よ
う
に

去
年
は
二
万
四
千
両
余
の
多
額
を
持
渡
り
、
銅
を
多
く
渡
せ
ば
持
渡
金
も
少
な
く
な
る
と
い
い
、
当
時
の
様
子
で

は
六

0
0万
斤
以
上
の
長
崎
廻
着
は
困
難
で
あ
る
が
、

定
高
を
適
当
に
増
額
す
る
）
、
残
り
荷
分
は
銅
の
他
に
俵
物

・
諸
色
を
交
え
て
商
売
さ
せ
て
は
ど
う
か
、
そ
れ
で
唐
人

R
 

方
が
納
得
し
て
も
俵
物

・
諸
色
出
方
に
支
障
な
い
か
等
と
尋
ね
て
い
る
。
即
ち
オ
ラ
ソ
ダ
人
の
金
持
渡
を
抑
え
る

た
め
、
輸
出
銅
を
増
す
こ
と
が
唐
人
方
と
の
関
係
を
含
め
て
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

宝
永
七
年
に
は
唐
人
方
売
渡
銅
は
代
物
替
分
に
お
い
て
も
い
く
分
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

―
一
）
に
な
る
と
大
き
く
落
ち
込
み
ま
た
御
定
高
分
も
、

R
 

廿
九
日
付
長
崎
で
次
の
御
触
が
出
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
方
二

0
0万
斤
或
は
そ
れ
以
上
売
り
渡
せ
ば
唐

さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
方
輸
出
銅
も
減
少
し
た
。

一
嘗
年
銅
座
廻
り
銅
不
足
候
間
、
銅
所
持
之
者
有
之
候
ハ
、
銅
座
無
構
、
荒
銅
二
而
成
共
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
銅
座
下
り
不
足
の
た
め
、
銅
座
と
無
関
係
に
銅
所
持
の
も
の
は
長
崎
へ
下
せ
ば
勝
手
次
第
商

売
を
許
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
荒
銅
は
以
前
か
ら
銅
座
下
り
の
銅
と
は
別
に
商
売
は
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る

人
方
代
物
替
銅
不
足
し
唐
人
方
が
納
得
す
る
か
、

長
崎

へ
直
ニ

同
年
六
月

正
徳
元
年

(
-
七

納
得
し
な
い
と
す
れ
ば
代
物
替
を
改
め
て
増
御
定
高
と
し
（
御

一
四
六



也、

呼
び
、

依
之
、

一
四
七

銅
廻
し
の
御
用
は
被
召
上
者

い
ま
た

正
徳
二
年
四
月
、
す
で
に
前
月
銅
座
廃
止
の
幕
府
の
通
告
が
あ
っ
た
後
で
あ
る
が
、
長
崎
奉
行
は
銅
座
役
人
を

不
足
銅
の
件
を
難
詰
し
た
と
こ
ろ
、
大
坂
表
に
銅
は
あ
っ
て
も
廻
船
な
き
た
め
廻
着
延
引
す
る
と
答
え
た
。

二
艘
の
唐
船
に
不
足
銅
三
二
、

八

0
0斤
を
積
残
し
た
ま
ま
出
航
を
命
じ

④
 

正
徳
二
年
三
月
幕
府
は
銅
座
に
対
し
銅
廻
送
御
用
を
召
上
げ
る
こ
と
を
命
じ
た
。

今
度
長
崎
ね
銅
廻
し
の
儀
、
願
書
差
出
し
其
上
相
尋
候
付
て
出
し
候
書
付
之
趣
、

候
、
其
故
は
長
崎
ね
年
ミ
銅
廻
し
致
不
足
候
故
、
唐
人
長
滞
留
仕
候
事
、

一
ミ
不
届
に
相
聞
え

日
本
之
御
外
聞
不
可
然
に
付

て
、
去
外

□

訴
訟
之
者
有
之
に
任
せ
ら
れ
、
増
銅
之
事
申
渡
候
所
、
其
節
大
坂
に
お
い
て
種
種
混
胤
之

次
第
先
逹
て
相
聞
候
、
銅
座
之
者
共
仕
形
故
、
混
籠
仕
候
様
子
相
聞
候
、
重
々
不
居
之
至
に
候
、
其
上

銅
廻
し
の
事
御
願
申
上
候
共
、
去
卯
年
の
銅
之
儀
、
事
消
み
候
上
に
て
願
も
可
仕
事
に
候
慮
、

長
崎
に
て
賣
埓
も
不
明
内
に
申
立
候
事
、
労
以
不
届
之
至
候
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

て
い
る
。

辰
三
月

奉
行
は
そ
の
不
始
末
を
叱
責
し
た
上
、

が
、
こ
の
際
は
荒
銅
で
あ
っ
て
も
多
く
の
廻
着
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。



っ
て
い
る
。

屋
は
不
在
に
つ
き
代
人
）
か
ら
、

第

一
次
銅
座
と
住
友

古
来
銅
屋
は
一
六
人
、

内
吹
屋
所
持
は
四
人
、
残
り
―
二
人
は
吹
屋
を
所
持
せ
ず

三
月
廿
三
日
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
割
符
惣
年
寄
を
通
し
て
、
泉
屋

・
大
坂
屋
・
大
塚
屋
の
大
吹
屋
に
対
し
て
、

近
年
銅
座
支
配
の
長
崎
表
銅
御
用
手
支
と
な
り
、

の
様
子
、

殊
に
去
年
当
年
の
不
足
は
は
な
は
だ
し
い
た
め
銅
座
召
し
上
げ

ら
れ
、
長
崎
廻
銅
を
増
す
た
め
に
古
来
の
銅
屋
ど
も
へ
な
り
と
も
申
し
付
け
た
い
と
告
げ
、
銅
座
以
前
の
銅
直
送

ま
た
よ
き
工
夫
あ
れ
ば
書
付
を
も
っ
て

差
し
出
す
よ
う
に
命
じ
た
。
よ
っ
て
大
吹
屋
三
人
（
泉
屋
・
大
坂

現
在
は
銅
商
売
を
罷
め
て
い
る
こ
と
、

屋
と
、
小
吹
屋
が
諸
国
荒
銅
を
立
会
い
入
札
購
買
し
吹
立
て
た
悼
銅
を
吹
屋
を
所
持
せ
ぬ
銅
屋
が
買
い
取
っ
て
、

こ
の
両
者
が
長
崎
へ
下
す
の
で
あ
っ
て
、

オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
銅
貿
易
法
の
要
領
を
述
べ
て
い
る
。

去
年
以
来
大
坂
銅
相
場
が
高
騰
し
て
、

へ
下
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

別
に
小
吹
屋
―
二
人
の
名
前
を
書
ぎ
上
げ
、
銅
座
以
前
は
吹
屋
所
持
の
銅

即
ち
銅
屋
一
六
人
が
異
国
銅
売
を
行
っ
た
こ
と
を
記
し
、
さ
ら
に
唐
人
・

ま
た
大
吹
屋
三
人
か
ら
割
符
年
寄
へ
あ
て
た
口
上
書
に
、

そ
の
相
場
以
下
の
直
段
で
は
銅
は
集
ま
ら
ず
、

長
崎
に
お
い
て
も
異
国
売

渡
銅
直
段
は
当
地
相
場
を
基
準
と
し
て
虹
組
す
る
よ
う
仰
せ
付
け
ら
れ
ぬ
な
ら
ば
、
長
崎
廻
銅
は
減
少
す
る
と
い

三
月
晦
日
大
坂
町
奉
行
は
大
坂
屋
久
左
衛
門
に
、
小
吹
屋
丸
銅
屋
二
郎
兵
衛

•

平
野
屋
忠
兵
衛
を
帯
同
し
江
戸

一
四
八



第
一
次
銅
座
と
住
友

い
取
ら
れ
て
は
如
何
か
と
思
案
す
る
。

一
宝
永
七

・
正
徳
元
年
大
坂
廻
着
銅
減
少
し
、
特
に
正
徳
元
年
は
相
場
高
騰
し
長
崎
下
り
は
損
失
が
多
い
。

一
近
年
産
銅
高
減
り
長
崎
御
用
支
障
な
ぎ
ょ
う
請
け
難
い
の
で
、
向
後
は
長
崎
奉
行
に
て
長
崎
廻
銅
を
買

き
届
け
難
い
と
い
う
こ
と
で
断
り
申
し
上
げ
る
た
め
江
戸
へ
下
っ
た
。

一
大
坂
町
奉
行
か
ら
銅
座
を
罷
め
た
の
で
吹
屋
の
長
崎
廻
銅
の
こ
と
を
仰
せ
渡
さ
れ
た
が
、
銅
相
場
高
騰

し
そ
の
他
支
障
も
あ
り
廻
銅
高
を
定
め
て
請
負
い
難
い
と
断
り
を
申
し
上
げ
た
。

付
は
長
崎
奉
行
・
勘
定
奉
行
あ
て
で
お
る
が
、

四
月
は
じ
め
割
符
年
寄
は
吹
屋

・
問
屋
に
対
し
、
当
年
正
月

一
日
よ
り
三
月
晦
日
ま
で
の
「
諸
闊
汐
荒
銅
登
り

高
井
銅
買
請
吹
立
所
持
仕
候
員
敷
、

そ
れ
に
は

且
又
賣
彿
申
員
敷
書
付
」
を
十
日
ま
で
に
、

銅
売
払
員
数
書
付
を
翌
月
五
日
ま
で
に
、
銅
座
へ
提
出
し
た
書
付
同
様
認
め
て
、

大
坂
屋
等
は
す
で
に
在
府
の
泉
屋
吉
左
衛
門
と
と
も
に
、

一
四
九

ま
た
四
月
以
後
は
晦
日
ま
で
の

そ
れ
ぞ
れ
北
組
惣
会
所
へ
差
し

出
し
、
諸
国
よ
り
荒
銅
到
着
の
節
そ
の
時
々
員
数
書
付
を
年
番
方
へ
届
け
る
よ
う
通
逹
し
た
。
こ
れ
に
対
し
吹
屋
・

R
 

問
屋
一
同
連
判
し
請
書
を
し
て
い
る
。

四
月
十
三
日
長
崎
奉
行
久
松
定
持
屋
敷
に
お
い
て
同

役
佐
久
間
信
就
立
会
の
席
で
、
長
崎
廻
銅
御
用
に
つ
き
存
寄
の
書
付
提
出
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
十
六
日
付
提
出
の
書

し
か
し
大
坂
で
は
聞



第
一
次
銅
座
と
住
友

と
あ
る
。
さ
ら
に
廿
日
に
こ
れ
も
長
崎
奉
行
の
要
請
に
答
え
て
、
当
年
長
崎
下
り
銅
高
の
見
積
そ
の
他
の
書
付
を

差
し
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
中
川

・
銀
座
（
銅
座
）
の
下
り
銅
各
一

0
0
万
斤
、
銅
屋
の
下
り
銅
は
一
五

0
万

斤
と
な
ろ
う
、
大
坂
で
枠
銅
一

0
0斤
に
つ
き
銀
一

0
五
匁
で
買
い
取
ら
ね
ば
只
今
の
長
崎
の
売
口
に
引
合
わ
ぬ

が
、
大
坂
で
一
四

0
匁
で
も
買
い
取
り
難
く
そ
れ
で
も
―
―
―
五
匁
の
損
毛
と
な
り
、

た
だ
ぎ
た
い
、

し
か
し
そ
れ
で
も
長
崎
御
用
銅
請
負
は
迷
惑
で
あ
る
と
述
べ
、
当
年
大
坂
集
り
荒
銅
六
一

0
万
斤

ほ
ど
の
見
込
で
、
細
工
向
・
銀
座
・
銭
座
入
用
銅
等
を
控
除
し
、
三
五

0
万
斤
（
前
述
の
内
訳
と
な
る
）
ほ
ど
長
崎
へ

五
月
十
四
日
長
崎
奉
行
は
泉
屋
等
四
人
を
呼
び
、
あ
ら
た
め
て
長
崎
廻
銅
を
銅
吹
屋
に
請
負
わ
せ
五

0
0万
斤

を
下
す
こ
と
、
委
細
は
大
坂
町
奉
行
へ
通
達
し
同
奉
行
か
ら
申
し
渡
す
と
告
げ
て
、
早
々
に
上
坂
す
る
よ
う
命
じ

た
。
泉
屋
等
は
五

0
0万
斤
廻
銅
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、
銅
代
銀
は
ど
の
よ
う
に
渡
さ
れ
る
か
を
尋
ね
た
が
、
奉

行
は
五

0
0万
斤
を
異
国
商
売
に
割
方
い
た
し
、

そ
の
分
に
不
足
あ
れ
ば
銀
子
を
持
渡
さ
せ
、
銅
代
銀
支
払
に
手

⑥
 

支
な
き
よ
う
大
坂
町
奉
行
所
へ
も
連
絡
し
、
中
川
六
左
衛
門
の
請
負
銅
は
罷
め
さ
せ
る
と
答
え
て
い
る
。

六
月
四
日
吹
屋
一
七
人
大
坂
町
奉
行
所
へ
出
頭
し
、
奉
行
か
ら
長
崎
廻
銅
を
吹
屋
に
仰
せ
付
け
る
旨
老
中
大
久

保
忠
増
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、

下
し
得
よ
う
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
在
府
長
崎
奉
行
か
ら
大
坂
町
奉
行
あ
て
の
書
状
を
示
さ
れ
た
。

こ
れ
は
公
儀
よ
り
補
償
し
て
い

ニュ
0



り
返
上
納
し
た
い
。

少
な
く
な
る
か
ら
補
償
の
こ
と
を
聞
き
届
け
て
欲
し
い

。

一
五

こ
れ
で
は
銅
出
方
も

一
銅
五

0
0万
斤
廻
銅
は
困
難
で
あ
り
、
当
地
相
場
は
一

0
0斤
に
つ
き
銀
二

0
0目
ほ
ど
で
あ
り
、
長

1
0
 

崎
に
て
オ
ラ
ン
ダ
方

―
―
五
匁
九
分
、
唐
人
方
―
一
四
匁
二
分
の
売
直
で
八
五
匁
ほ
ど
の
損
毛
と
な
る
。

三
五
匁
ず
つ
公
儀
か
ら
の
補
償
方
を
江
戸
で
申
し
上
げ
た
が
何
の
御
沙
汰
な
く
、

一
銅
座
時
代
に
長
崎
か
ら
町
人
を
大
坂
へ
登
せ
置
か
れ
て
銀
子
を
渡
さ
れ
た
（
前
渡
銀
）
と
お
り
、
本
年
も

登
せ
ら
れ
て
悼
銅
一

0
万
斤
に
つ
き
銀
一

0
0貫
目
の
割
で
前
渡
さ
れ
長
崎
で
の
売
渡
銅
代
銀
の
内
よ

と
あ
る
。
や
が
て
老
中
阿
部
正
喬
か
ら
指
示
あ
っ
て
、
長
崎
廻
銅
彼
地
か
ら
下
着
し
た
と
の
通
達
あ
れ
ば
、

〇
斤
に
つ
き
銀
一

0
0目
ず
つ
大
坂
金
蔵
よ
り
前
銀
を
渡
す
旨
大
坂
町
奉
行
の
告
知
が
あ
っ
た
。
な
お
、
長
崎
御

用
銅
代
銀
前
貸
銀
を
許
さ
れ
、

正
徳
三
年
六
月
吹
屋
一
六
人
が
大
坂
南
組
惣
会
所
へ
出
頭
し
て
前
貸
銀
五

0
0貫

目
に
対
し
家
質
二
三
ヶ
所
代
銀
八

0
0貫
目
の
証
文
を
届
け
て
い
る
。
そ
の
内
で
泉
屋
分
の
家
質
は
六
〇
貫
目
で

あ
っ
た
。
ま
た
異
国
売
渡
銅
の
損
銀
分
に
対
し
て
は
公
儀
よ
り
償
補
さ
れ
た
こ
と
は
後
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
銅
の
取
締
は
当
分
の
こ
と
と
し
て
割
符
年
寄
に
お
い
て
行
わ
れ
た
が
、
吹
屋
に
よ
る
長
崎
御
用
銅
請
負
の

第
一
次
銅
座
と
住
友

六
日
、
吹
屋
一
七
人
連
判
の
口
上
書
を
奉
行
あ
て
差
し
出
し
た
。
そ
れ
に
は



一
地
賣
諸
細
工
銅
一
ヶ
月
二
高
拾
萬
斤
宛
二
相
定
、
別
紙
書
付
置
候
事

第
一
次
銅
座
と
住
友

こ
と
が
決
定
さ
れ
、
六
月
に
入
っ
て
大
坂
南
木
綿
町
に
借
宅
し
銅
会
所
を
設
け
て
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
坂
銅
会
所
は
正
徳
五
年
六
月
に
は
欽
屋
町
へ
移
っ
て
い
る
。
六
月
八
日
に
南
組
惣
年
寄
か
ら
銅
問
屋
中
へ
あ
て
、

向
後
は
荒
銅
廻
着
井
毎
月
の
銅
請
払
は
割
符
年
寄
へ
で
は
な
く
吹
屋
中
へ
届
け
よ
と
通
告
し
て
い
る
。
十
五
日
に

一
問
屋
其
外
何
方
ぷ
に
て
も
我
ミ
方
へ
銅
買
入
候
者
、
其
員
敷
無
相
違
仲
間
へ
相
達
可
申
事

但
古
銅
買
申
候
者
荒
銅
目
録
之
外
二
員
敷
書
付
、
仲
間
へ
差
出
し
可
申
事

一
銅
付
買
之
義
、
名
前
有
之
問
屋

ハ
勿
論
、
名
前
無
之
方
へ
令
着
候
銅
共

二
蜜
令
買
取
候
義
堅
致
間
敷
候
、

尤
名
前
ヲ
替
候
而
買
候
事
尚
以
致
間
敷
候
、
付
買
致
候
ハ
、
斤
高
無
相
違
仲
間
へ
相
達
、
定
之
通
割
方

ニ
相
立
可
申
事

一
古
金
や
其
外
何
方
二
不
寄
荒
銅
請
取
吹
替
致
間
敷
事

但
銀
座
入
用
玉
吹
銅

．
劉
馬
賣
銅

・
薩
摩
賣
銅
惣
而
細
工
方
之
外
へ
賣
候
ハ
ヽ
、
右
拾
萬
斤
之
外
ニ

て
、
右
之
銅
賣
口
配
分
之
義
ハ
嘗
分
相
談
不
致
決
定
候
間
、
重
而
相
談
相
極
可
申
事

定

は
吹
屋
一
七
人
が
連
判
し
て
規
約
を
定
め
た
。

一
五



り
手
山
銅
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

地
売
諸
細
工
銅
一
ヶ
月
一

0
万
斤
の
別
紙
書
付
と
は
「
地
賣
銅
一
ヶ
月
二
拾
萬
斤
割
方
覺
」
と
あ
る
も
の
で
、

大
塚
屋
甚
右
衛
門
の
―
二
、

0
0
0
斤
を
最
高
と
し
、
泉
屋
の
八
、

0
0
0斤
こ
れ
に
次
ぎ
、
吹
屋
次
左
衛
門
等

二
人
の
三
、

四

0
0斤
を
最
低
と
す
る
割
方
の
協
定
書
で
あ
る
。
ま
た
銅
買
付
の
斤
高
を
定
の
と
お
り
割
方
に
立

て
る
と
い
う
の
は
「
荒
銅
買
入
高
千
丸
二
付
割
方
之
覺
」
に
よ
る
こ
と
を
意
味
し
、
泉
屋
吉
左
衛
門
九
五
丸
以
下

吹
屋
次
左
衛
門
等
三
人
各
―
―
―
五
丸
ず
つ
ま
で
、
荒
銅
買
入
高
千
丸
に
つ
い
て
割
方
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ

十
五
日
に
会
所
の
入
用
を
は
じ
め
江
戸
・
長
崎
滞
在
等
の
諸
雑
用
を
含
め
銀
二

0
貫
目
と
積
り
、
荒
銅
千
丸
の

割
方
に
よ
り
一
丸
に
つ

ぎ
銀
二

0
目
ず
つ
、

第
一
次
銅
座
と
住
友

正
徳
爪
年
壬
辰
六
月
十
五
日

候
、
為
後
日
連
判
偲
如
件

一
仲
間
諸
事
雑
用
銀
、
銘
ミ
買
入
銅
百
斤
二
付
銀
一
匁
宛
之
積
ヲ
以
毎
月
會
所
へ
差
出
し
可
申
候
事
、
手

但
古
銅
買
候
者
百
斤
二
付
銀
五
分
ッ
、
雑
用
銀
出
し
可
申
事

十
七
人
連
判

右
之
通
互
得
心
之
上
相
定
候
、
少
も
違
胤
有
之
間
敷
候
、
若
相
背
候
品
有
之
候
ハ
、
銅
商
賣
差
止
可
申

即
ち
泉
屋
の
場
合
は
一
、
九

0
0目
を
供
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
之
銅
ヲ
自
分
二
吹
立
候
分
ハ
百
斤
二
付
銀
五
分
宛
出
し
可
申
事

一
五
三



第
一
次
銅
座
と
住
友

な
お
、
手
山
銅
に
も
割
方
が
か
か
る
は
ず
で
あ
る
が
、
年
中
の
銅
高
不
明
に
つ
ぎ
重
ね
て
勘
定
す
る
こ
と
に
な
っ

大
坂
銅
会
所
と
と
も
に
長
崎
に
も
吹
屋
か
ら
訴
願
し
て
唐
・
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
銅
掛
渡
支
配
の
た
め
銅
会
所
が
設
け

ら
れ
た
。
吹
屋
仲
間
か
ら
手
代
が
名
代
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
そ
の
諸
経
費
は
仲
間
か
ら
醸
出
さ
れ
た
。
後
述
す
る

よ
う
に
泉
屋
・
大
坂
屋
は
長
崎
に
出
店
が
あ
り
手
代
が
駐
在
し
て
お
り
、
他
の
一
五
人
の
吹
屋
か
ら
は
大
坂
銅
会

⑦
 

所
の
名
儀
で
名
代
が
送
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

正
徳
二
年
六
月
以
後
吹
屋
の
直
接
の
長
崎
下
り
銅
が
始
ま
っ
た
。
積
下
り
銅
は
吹
屋
の
手
で
封
印
し
、
大
坂
銅

会
所
か
ら
長
崎
銅
会
所
あ
て
、
悼
銅
箱
数
・
吹
屋
名
・
積
船
の
沖
・
直
船
頭
名
を
記
し
た
送
り
状
を
添
え
た
。
正

徳
二
年
か
ら
同
五
年
ま
で
の
大
坂
に
お
い
て
の
長
崎
御
用
銅
吹
立
高
•
長
崎
廻
銅
高
と
、

19
表
に
示
す
。
な
お
、

そ
の
他
の
売
銅
高
を
第

そ
の
他
の
売
銅
高
の
内
訳
を
第
20
表
に
掲
げ
る
。
こ
れ
ら
は
正
徳
六
年
申
五
月
吹
屋
か
ら

大
坂
町
奉
行
所
へ
差
し
出
し
た
「
辰
年
汐
去
未
年
迄
四
ヶ
年
分
廻
着
銅
之
員
敷
井
直
段
付
同
代
銀
高
之
拍
帳
」
に

拠
っ
た
。
こ
の
内
正
徳
二
年
長
崎
廻
銅
高
は
、
同
年
六
月
か
ら
正
徳
三
年
三
月
ま
で
に
長
崎
へ
下
着
し
た
分
で
あ

る
こ
と
は
、
後
述
の
「
辰
年
御
用
銅
賣
買
勘
定
之
覺
」
に
よ
る
も
明
白
で
あ
る
。
ま
た
享
保
四
年
五
月
吹
屋
か
ら

大
坂
町
奉
行
所
へ
差
し
出
し
た
「
正
徳
戴
辰
年
汐
未
年
迄
諸
闘
細
工
向
銅
賣
渡
高
之
覺
」
に
よ
り
細
工
向
銅
売
渡

こ
。f
 

一
五
四



長
崎
御
用
銅
・
対
馬
売
渡
銅
は
と
も
に
悼
銅
で
、
右
の
数
量
は
悼
銅
高
を
い
い
、
細
工
向
売
渡
銅
高
に
は
便
宜

に
椋
銅
の
吹
減
高
を
含
め
て
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
未
年
（
正
徳
五
）
の
同
記
録
の
末
尾
に
は
次
の
ご
と
く
あ

小
以

第
一
次
銅
座
と
住
友

右
之
内

銅
合

〇
斤

と
こ
ろ
が
細
工
向
売
銅
高
が
こ
の
両
者
で
大
差
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

之
員
敷
井
直
段
付
同
代
銀
高
之
拍
帳
」
の
記
載
法
は
、
年
々
に
諸
銅
山
別
に
大
坂
廻
蒲
荒
銅
高
、

高
•
最
低
の
買
入
直
段
、
代
銀
、

ら
に
た
と
え
ば
辰
年
分
に
つ
い
て
例
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

四
、
三

0
四
、
二
八
八
斤
―
二
五

三
、
四
三
七
、
五
一
五
斤

――10、0
0
0
斤

1
0
 0斤
の
平
均
直
段
を
記
し
て
、

長
崎
御
用
銅
二
吹
立

対
馬
国
へ
売
渡
ス

細
工
向
二
売
渡
ス

但
御
用
銅
吹
減
も
此
内
へ
籠
申
候

四
、
三

0
四
、
二
八
八
斤
―
二
五

吹
立
銅
之
外
二
吹
屋
共
所
持
銅
一
三
一
、
七
八
五
斤
在
之
、

八
三
六
、
七
七
三
斤
―
二
五

R
 

高
を
第
20
表
に
細
工
向
売
銅
（
甲
）
と
し
て
付
記
し
た
。

一
五
五

此
銅
差
加
へ
辰
年
分
長
崎
廻
御
銅
高
三
、
五
六
九
、
三
〇

代
銀
四
、
六
八
三
貫
一
二
五
二
匁
八
七

「
辰
年
ふ
去
未
年
迄
四
ケ
年
分
廻
着
銅

1
0
 0斤
の
最

そ
の
合
計
と
代
銀
高
を
終
り
に
書
き
、

さ



此
内
銅 小

以
右
之
内

銅
合

る゚

二
六
七
、
六
九
〇
斤
七
五

右
吹
減
銅

五
、
六
三
五
、
一
九
〇
斤
七
五

(
-
―
-
）
 

七
一
四
、

0
0
0斤

五
、
八
三
五
、
一
九
〇
斤
七
五

享
保
二
年
(
-
七
一
七
）
十
月
、
吹
屋
か
ら
お
そ
ら
く
大
坂
町
奉
行
所
へ

差
し
出
し
た
「
未
年
中
買
入
銅
高
井
代

銀
高
二
吹
雑
用
加
へ
長
崎
着
出
来
直
段
之
書
抜
覺
」

⑨
 

あ
る
。

五
八
六
、
七

0
0斤

一
、
一
0
1、
六
九
〇
斤
七
五

1
0
0、0
0
0
斤

1
0
0、
0
0
0
斤

但
御
用
銅
吹
減
も
此
内
へ
籠
申
候

、
九
四
六
、
八

0
0斤

第
一
次
銅
座
と
住
友

五
、
八
三
五
、
一
九
〇
斤
七
五

長
崎
御
用
銅
吹
立

対
馬
国
へ
売
渡
ス

銅
細
工
向
二
売
渡
ス

長
崎
御
用
銅
吹
立
、
申
年

へ
持
越
分

に
よ
り
、

関
係
あ
る
部
分
だ
け
を
摘
記
す
る
と
次
の
よ
う
で

未
年
中
細
工
向
二
売
渡
分

呉
服
所
銭
地
銅
二
売
渡
ス

代
銀
六
、
二
七
九
貫
三
九
二
匁
七
五

一
五
六



吹
減
銅
三
六
七
、
六
九
〇
斤
は
細
工
向
売
渡
銅
に
対
ず
る
吹
減
で
は
な
く
、
長
崎
御
用
銅
吹
立
の
吹
減
を
も
含

め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
享
保
四
年
五
月
に
差
し
出
し
た
覺
の
細
工
向
売
渡
銅
高
は
悼
銅

吹
立
の
吹
減
分
等
を
も
す
べ
て
含
め
た
数
量
で
あ
る
。
な
お
、
享
保
二
年
十
月
の
書
抜
覺
は
長
崎
御
用
銅
の
長
崎

着
の
元
代
銀
の
内
訳
詳
細
を
書
ぎ
出
す
の
が
目
的
で
あ
る
故
か
、
対
馬
国
売
渡

・
呉
服
所
銭
地
銅
売
計
二

0
万
斤

以
上
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
細
工
向
売
銅
の
実
高
は
第
20
表
の
細
工
向
売
銅
（
甲
）
を
採
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
正
徳
五
年
分
に
お
い
て
三
万
余
斤
の
差
が
あ
る
が
、
吹
屋
以
外
の
問
屋
等
の
持
銅
売
渡
が
あ
っ
た
の

か
も
知

さ
て
資
料
甲
は
正
徳
二
年
以
後
は
、
長
崎
下
り
銅
高
・
唐
人
方
阿
蘭
陀
方
売
渡
銅

高

•
長
崎
有
物
（
残
高
）
を
記

し
て
、

此
内

四
、
五
三
三
、
五

0
0斤

そ
れ
以
前
の
記
述
法
と
は
明
ら
か
に
相
違
し
て
い
る
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

れ
な
い

。

を
省
略
し
て
お
り
、

こ
れ
を
加
え
る
と
計
五
、

五
八
六
、
七

0
0
斤

―
-
、
九
四
六
、
八
0
0斤

残
而
小
以

一、一

0
-
、
六
九
〇
斤
七
五

八
三
五
、

未
年
長
崎
御
用
銅
二
吹
立

吹
屋
中
吹
立
銅
二
而
所
持

一
九
〇
斤
七
五
と
な
る
。

一
五
七

お
そ
ら
く
そ
の
根
拠
と
な



正徳z,_,5 大坂廻着荒銅高•長崎御用銅吹立高・

吹屋所持高• 長崎廻銅高• その他売銅高 （単位：斤）

次
大坂廻着長崎御用吹屋長 崎
荒銅高銅吹立高所持高廻銅高

その他売銅高

正徳 2 4,304,288.125 3,437,515 131,785 3,569,300 866,773.125 

3 6,460,029.75 5,003,000 5,003,000 1,269,329.75 

4 7,021,401.75 4,812,300 187,700 5,000,000 1,655,901.75 

5 5,835,190.75 3,946,800 553,200 4,500,000 1,301,690.75 

第19表

年 第
一
次
銅
座
と
住
友

年

第20表正徳z,....,5 その他売銅内訳 （単位：斤）

次 売銅高 讐馬藩 ＼細工向売銅呉服所細工向売銅
冗銅 銭地銅売（甲）

正徳 2 866,773.125 30,000 836,773.125 439,113 

3 1,269,329.75 95,000 1,174,329.75 1,014,679 

4 1,655,901.75 150,000 1,445,901.75 60,000 951,719.75 

5 1,301,690.75 100,000 1,101,690.75 100,000 767,932 

残り銅高 （単位：斤）

l 
35,087 

298,900 

383,300 

2,953,118.2512 

残り銅高 備 考

***3000捨り

本年三九番船へ渡す。

（単位：斤）

本 割

9

1

 

1

1

 

4

8

7
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．
 

5

8

0

 

2

2

8

 

9

2

1

 

9

9

9

 

5

8

1

 

2

7

8

 

1

8

0

 

9

9

 

1

1

 

一

代 物 替

1,651,387.06 

2,818,871.217 

2,712,909.201 

** 15,000斤正徳3年二十番船へ

七
五
六
、

二
0
0斤
と
あ
る
が
、

を
も
含
め
て
い
る
。

て、

そ
の
内
九
、

三

0
0斤

た
と
え
ば
正
徳
二
年
阿
蘭
陀
掛
入
共

掛
欠
と
し
て
実
際
の
売
銅
高
か
ら
は
控
除
さ
れ
る
高

人
方
阿
蘭
陀
方
売
渡
銅
高
は
掛
入
共
と
し
て
記
さ
れ
て
い

正
徳
二
年
以
後
享
保
年
間
に
か
け
て
年
々
の
「
仲
ヶ
間
賣

⑩
 

銅
目
録
」
と
題
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
甲
で
は
唐

っ
た
と
思
わ
れ
る
詳
細
な
記
録
が
別
に
あ
っ
て
、

一
五
八

そ
れ
は



資
料
甲
と
「
仲
ヶ
間
賣
銅
目
録
」

0
0
三、

0
0
0
斤
、
後
者
で
五
、

O
O
-
、

O

蘭
陀
売
渡
銅
高
、

長
崎
有
物
等
す
べ
て
一
致
す
る
。

長
崎
下
り
銅
五
、

O
O
-
―-‘
O
O
O斤
と
あ
る
場

「
仲
ヶ
間
賣
銅
目
録
」

第
一
次
銅
座
と
住
友

九
0
0斤
と
な
る
。）

の
当
面
の
正

「
仲
ヶ
間
賣
銅
目
録
」

こ
よ
っ
て
、

、"u'

銅
高

・
輸
出
銅
高
及
び
唐
人
方
オ
ラ
ン
ダ
方
売
渡

収
支
に
お
い
て
は
変
り
は
な
い

。

長
崎
下
り

は

一、

0
0
0
斤
と
な

っ
て
い
る
の
で
貿
易
の

と
計
算
さ
れ
て
お
り
、

で

合
は
、

阿
蘭
陀
売
渡
銅
掛
欠
が

―-、

0
0
0斤

0
0斤
と
な
っ
て
い
る
点
で
、
そ
の
他
は
唐
・
阿

は
ヽ

正
徳
三
年
の
長
崎
下
り
銅
高
が
前
者
で
五
、

徳
二
年
か
ら
同
五
年
ま
で
の
数
鼠
の
唯
一
の
相
違

は
掛
欠
で
売
銅
高
は
七
四
六
、

第21表正徳2,.....,5

次 仲間下り銅高 持越高

正徳 2 *3,569,300 

3 **5,001,000 35,087 

4 5,000,000 298,900 
5 4 500 000 383,300 

＊玉銅 6万斤＊＊同 121,200斤を含み唐船持渡

＊＊＊破船のため十分ー捨り

年

長崎下り銅高・輸出銅高・

3,524,213 

4,720,500 

4,898,000 

1,913,731.7488 

また正徳元年預り銅 23,400斤

輸 出銅高 掛 欠

10,000 

13,687 

17,600 

16,450 

一
五
九

年

第22表正徳2,-.,5 オラソダ唐人売渡銅高

次 l輸出銅高 ！嘉：tソ、掛欠 唐人売渡銅 掛欠

正徳 2 3,524,213 746,900 9,300 *2,777,313 
3 4,720,500 1,000,000 11,000 3,720,500 
4 4,898,000 1,050,000 12,500 **3,848,000 
5 1,913,731.7488 1,150,000 14,600 ***763,731.7488 

＊ 正徳元年五十番船預り銅 8,400斤， 玉吹銅 60,000斤を本割にふくめた。
渡す。 38,910斤無番平戸瀕着船へ渡す。 *** 25,000斤破損遥羅船へ渡す。

700 

2,687 

5,100 

1,850 



輸出銅高 （資料乙）

j 

（単位：斤）

代

一悼

物 替

銅
唐人輸出銅高

オランダ

輸 出 銅高

1,851,851.8506 

1,845,018.45 

2,472,324.7229 

2,938,599.9986 
(2,769,699.9986) 

3,909,200 
(3,704,100) 

3,999,916.5 
(3,848,000) 

763,731.7488 

831,600 

1,000,000 

1,050,000 

1,150,000 

銅
高
を
第
21
表

・
第
22
表
に
示
す
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

す
こ
と
に
す
る
。
唐
人
持
渡
銅
高
の

同
三
年
か
ら
一
三
五
匁
五
分
と
な
っ
て
同
五
年
ま
で
変
わ
ら
ず
、

同
じ
く
一
五

0
匁
で
あ
る
。

直
違
銀
と
は
オ
ラ
ソ
ダ
商
売
は
金
一

両
に
つ
彦
銀
六

八
匁
替
の
相
場
を
も
っ

オ
ラ
ン
ダ
売
は
第
24
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

唐
人
売
渡
銅
代
銀
は
枠
銅
一

0
0斤
に
つ
き
、

正
徳
二
年
は
一
三
五
匁
、

銅
に

よ
る
代
物
替
は
正
徳
四
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。

次
に
資
料
乙
に
よ
っ
て
唐
人
持
渡
銅
高
、こ

れ
を
第
22
表
に
比
較
す
る
と
、
荒
銅
を
除
い
た
持
渡
銅
高
は
殴
ぼ
一
致

す
る
。
第
23
表
は
大
坂
吹
屋
仲
問
の
下
り
銅
即
ち
悼
銅
と
少
量
の
玉
吹
銅
の

輸
出
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
荒
銅
は
枠
外
と
も
い
う
べ
ぎ
も
の
で
、
吹

屋
以
外
の
も
の
の
商
売
が
行
わ
れ
た
。
以
上
の
他
に
古
銅
類
の
売
買
は
吹
屋

仲
間
に
は
そ
の
数
量
等
も
不
明
で
、
唐
船
の
買
い
渡
す
も
の
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。

た
だ
、
本
割

・
代
物
替
の
銅
配
分
が
右
の
表
で
は
相
違
し
て
い
る
。

）
内
は
荒
銅
を
除
い
た
分
で
あ
る
。

カ
イ
パ
ー
の
著
書
に
よ
っ
て
オ
ラ
ソ
ダ
の
持
渡
銅
高
を
第
23
表
に
記

一
六

0

玉
吹
銅
は



第23表 正徳2,_,5 唐人・オランダ

第一次銅座と住友

年次 枠
本 割

銅 I荒 銅 I 玉吹銅 I 計

正徳 2 857,848.148 168,900 60,000 1,086,748.148 

3 1,737,881.55 205,100 121,200 2,064,181.55 

4 1,375,675.2771 151,916.5 1,527,591.7771 

5 763,731.7488 763,731.7488 

第24表 正徳2""'5 

年 次売渡銅高

斤

正徳 2 746,900 

3 1,000,000 

4 1,050,000 

5 1,150,000 

オランダ売渡銅・代銀• この代金・直違銀

銀
100斤
の直段

この代金 直違銀

匁匁 両 歩 匁
869,391.6 116.4 12,785 89,499 

1,194,000 11-9.4 17,558 3 210,705 

1,264,200 120.4 18,591 83,659.5 

1,384,600 120.4 20,361 82 006.948 

代

正徳2,.._, 5 

年 次

2

3

4

5

 

徳正

第25表

下 銅高

斤

3,569,300 

5,003,000 

5,000,000 

4,500,000 

り

長崎下り銅高・銅元銀

100斤につき元銀

匁
140.04余

143.4 余

139.3 余

141.9 余

銀

匁

4,998,656余

7,174,689余

6,968,764余

6,387,663余

多曰 元

一
六

徳
用
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
享
保
二
丁

の
金
で
は
七
匁
の
直
違

れ
る
か
ら
、

ハ
八
匁
替

五
匁
で
あ
っ
た
と
い
わ

二
年
は
金
一
両
が
銀
七

っ
て
、

た
と
え
ば
正
徳

通
用
さ
れ
た
関
係
も
あ

四
ッ
宝
等
の
悪
銀
貨
が

相
場
は
永
字
・
三
ッ
宝

て
、
売
買
と
も
金
で
行

わ
れ
た
の
で
、
銅
代
銀

も
同
じ
相
場
で
金
で
支

払
わ
れ
た
。
当
時
の
銀



第26表 正徳 2 輸出銅元銀・代銀・損銀

輸出銅

斤

3,534,213 

172,285 

内

-3,361,928 

銀

亙
4,712,385.26 

314,592.41 

代

4,397,792.85 

286,271.25 

摘 要

正徳 2年御用銅代，掛欠 1万斤を含む。

正徳元年銅座・中川売渡銅の残り吹屋所
持分。正徳 2年御用銅として長崎下し，
元直段100斤に182匁6。

正徳 2年 6月～同 3年 3月 長崎下り銅
3 397,015斤，内売残り 35,087斤正徳 3年
白寺越 100斤に130匁81163。

3,534,213斤の箱 ・縄 ・釘代，大坂ー長崎
船賃，長崎での掛りもの，御前借銀を差
引き，銅代皆済までの歩合を込める，
100斤に 8匁 1。

第
一
次
銅
座
と
住
友

¥ 4,998,656.51 合

746,900 869,391.6 オラソダ売銅代銀 100斤に 116匁 4。

89,495 金子直違徳用銀金 1両に銀 7匁。

2,717,313 3,668,372.55 唐人売代銀 100斤に130匁81163。

60,000 90,000 唐人売玉吹銅代銀 100斤に150匁。

4,717,259.15 合

281,397.36 損銀， 御用銅高3,524,213斤に割り
100斤に 7匁9846。

計

計

差 ゴ勺

余
で
買
い
上
げ
ら
れ
、

1
0
 0斤
に
つ
ぎ
銀
一
六
九
匁
八
七

て、

四、

三七――-、

ま
た
吹
屋
所

一
八
〇
斤
余
が

か
ら
は
山
元
御
割
合
銅
買
上
と
な
っ

意
味
し
て
い
る
。
な
お
、
享
保
元
年

を
加
え
て
、
吹
屋
が
売
っ
た
代
銀
を

銀
に
、
幕
府
か
ら
の
償
銀
や
直
違
銀

れ
は
実
は
唐

・
オ
ラ
ン
ダ
売
渡
銅
代

崎
に
お
い
て
の
銅
元
銀
、

へ
差
し
出
し
た
覚
に
、

こ

即
ち
吹
賃

ら
同
五
年
ま
で
の
長
崎
下
り
銅
の
長

そ
の
他
す
べ
て
の
諸
雑
用
を
加
え
た

⑪
 

直
段
を
記
し
て
い
る
（
第
25
表）。

酉
十
一
月
吹
屋
か
ら
大
坂
町
奉
行
所

一
六

正
徳
二
年
か



‘’ 
持
銅
五
八
六
、
0
0
0
斤
は
一
四
0
匁
一
五
余
を
支
払
わ
れ
て
長
崎
へ
廻
送
さ
れ
た
。

さ
て
右
の
銅
元
銀
が
算
出
さ
れ
た
内
容
は
、
た
と
え
ば
正
徳
二
年
の
長
崎
下
り
銅
に
つ
い
て
「
辰
年
御
用
銅
賣

⑫
 

買
勘
定
之
覺
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
第
26
表）
。

三
年
に
持
越
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
唐
・
オ
ラ
ン
ダ
売
渡
銅
代
銀
（
オ
ラ
ン
ダ
売
渡
銅
代
金
の
直
違
銀
を
も
加
え
る
）
と
銅

享
保
二
年
八
月
長
崎
奉
行
日
下
部
丹
波
守
（
輔
貞
）
が
長
崎
へ
の
途
大
坂
に
寄
っ
た
と
ぎ
、
泉
屋
吉
左
衛
門
よ
り

異
国
売
渡
銅
の
古
来
の
沿
革
を
記
し
て
差
し
出
し
た
覚
の
中
に

正
徳
二
年

1
0七
、
七
二
五
両
余

均
一
0
0
斤
の
代
銀
が
ニ
―
―
二
匁
八
六
余
と
な
る
。
金
六
0
匁
替
で
示
し
た
の
で
あ
る
。
正
徳
四
年
の
銅
元
銀
と

輸
出
銅
代
銀
、
差
引
勘
定
を
「
午
年
御
用
銅
賣
買
勘
定
之
覺
」

第
一
次
銅
座
と
住
友

四
年⑬
 

と
見
え
る
。
正
徳
二
年
に
つ
い
て
い
え
ば
、

1
0九
、
三
六
二
両
余

‘’ 
二
年

金
七
八
、
六
二
六
両
余

オ
ラ
ソ
ダ
・
唐
人
売
銅
代
銀
計
四
、

銅
一
―
-
、
五
二
四
、
ニ
―
三
斤

銅
一

0
0斤
に
つ
き
―
―
―
―
二
匁
八
六
余

銅
四
、
七
二

0
、五

0
0斤

銅
一

0
0斤
に
つ
き
二
二
六
匁
九
二

銅
四
、
八
九
八
、

0
00
斤

銅
一

0
0斤
に
つ
き
―
―
―
―
―
二
匁
四
四
八

元
銀
の
差
引
に
よ
る
損
銀
が
公
儀
よ
り
補
償
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

欠
一
万
斤
を
加
え
て
、
下
り
銅
高
―
―
-
‘

五
六
九
、

―
1
0
 0
斤
よ
り
控
除
さ
れ
た
残
り
三
五
‘
0
八
七
斤
が
翌
正
徳

こ
の
年
の
輸
出
銅
高
は
三
、

七
一
七
貫
―
―
五
九
匁
一
五
の
平

五
二
四
、

一
六

二
―
三
斤
で
こ
れ
に
掛

に
よ
っ
て
第
27
表
に
示
す
。



第27表 正徳 4

輸出銅

輸出銅元銀・代銀・損銀

銀 100斤の直段

差 弓I

代 摘

斤
6,688,764匁.43 133匁.7752886 5,000,000 正徳4年長崎下し御用悼銅直段

280,000 大坂•長崎諸雑用

内 195,000 3.9 大坂雑用

-82,500 箱 5万代銀 1箱=1.65匁

12,500 釘・縄代銀 1箱に0.25匁

12,500 箱詰蔵出人足賃 l箱に0.25匁

-87,500 長箱崎下し船匁＊賃・船問屋口銭 1
に 1.75 

85,000 1. 7 長崎雑用

―-7,000 長崎銅会所土蔵借賃

2,700 下銭関一長崎3000箱運賃蔵敷ロ
1箱に 0.9匁

7,500 異箱国売時の運匁送掛改の人足賃
1 に0.15

3,525 銅破取船寄銅雑25用0銀箱の十分ー銀， 同

3,723 長崎にて銅箱破損仕直賃釘代

17,700 給長銀崎駐在手代15人・下男10人

- 42,871.3 長崎銅会所在者の飯代諸雑用

6,968,764.43 1139.3752886 合計

1,050,000 1,264,200 120.4 オランダ売

83,659.5 代金積 1両につき 直違銀4.5匁
のり

3,530,413 4,783,709.61 135.5 唐人売＊＊

398,587 555,531.781 正徳 45年87売斤残り，翌年へ持越
銅398,

-- . 

6,687,100.8911 I 

281,663.539 6.1493余 ！異国売銅 4,580,413斤損銀

＊正徳3秋 長崎廻船少な く3,000箱下関まで送り，その運賃をも含む。
科声人売渡銅3,848,000斤であるが，この内317,587斤は正徳3年分売残りを
菟渡し，この分はすでに償銀を下されたので引落す。

合 計

要
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次
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と
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一
六
四



仲
間
長
崎
下
り
銅
高
の
内
で
泉
屋
の
下
り
銅
高
、

，
だ
相
渡
候
」
と
あ
る
の
は
、
右
の
償
銀
の
こ
と
で
あ
る
。

と
な
っ
て
、
こ
れ
を
幕
府
よ
り
補
償
さ
れ
た
。
即
ち
正
徳
四
年
正
月
吹
屋
か
ら
の
大
坂
町
奉
行
所
へ
の
届
出
に
よ

る
と
、
正
徳
二
、
三
両
年
分
異
国
売
銅
損
銀
五
四
八
貫
三
―
―
―七
匁
二
分
を
長
崎
で
与
え
ら
れ
る
旨
仰
せ
渡
さ
れ
た

⑭
 

と
あ
り
同
じ
く
同
五
年
九
月
の
届
出
に
よ
る
と
、
同
四
年
御
用
銅
売
損
銀
二
八
一
貫
六
六
三
匁
五
分
を
長
崎
で

下
さ
る
旨
仰
せ
渡
さ
れ
た
と
あ
り
、

⑮
 

0
四
を
与
え
ら
れ
た
と
あ
る
。

「
崎
陽
群
談
」
第
四
に

「
唐

・
阿
蘭
陀
方
ね
商
賣
の
料
と
し
て
相
渡
候
銅
、
唐
人
・
阿
蘭
陀
人
の
買
直
段
ハ

、

大
坂
よ
り
相
廻
候
銅
直
段
汐
ハ
格
別
下
直
に
候
、
夫
故
近
年
以
来
年
ミ
銅
代
の
足
し
銀
、
出
銀
の
内
汐
大
坂
吹
屋

‘’ ‘ ヽ

第
一
次
銅
座
と
住
友

五
年
四
年 年

正
徳
二
年

ニ
ニ
九
、

一三
五
匁
0
四
二
四

ニ
八
一
、
パ
六
三
匁
五

一
六
五

同
じ
く
享
保
元
年
十
一
月
の
届
出
に
正
徳
五
年
分
損
銀
ニ
ニ
九
貫
一
三
五
匁

二
六
、
九
三
七
匁
八
四

ニ
八
一
、
三
九
七
匁
三
六

こ
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
た
損
銀
は

ま
た
輸
出
銅
高
の
内
で
泉
屋
の
輸
出
高
は
、

「
仲
ヶ
間
賣
銅



銅会所長崎下り銅割方 （単位 ：斤）

前年度持越銅泉屋持越銅大坂屋持越銅
15軒分銅会所
持越銅

8 655 7,520 

72 382 59,031 

88 388 48,585 

泉屋 21,500斤，大坂屋 19,800斤，銅会所80,300斤

35,087 

298,900 

383,300 

18,912 

167,487 

246,327 

目
録
」

第
一
次
銅
座
と
住
友

そ
れ
ぞ
れ
の
名
代
と
し
て
、

た
こ
と
は
、

正
徳
三
年
六
月
の
令
条

に
も
見
え
る
。

に
よ
れ
ば
表
28
・
表
29
の
と
お
り
で
あ
る
。
下
り
銅
や
輸
出
銅
の
割
方
は
、
泉
屋

・
大
坂
屋
と
、
そ
の
他

の
吹
屋
一
五
軒
分
は
銅
会
所
名
儀
の

三
家
と
な
っ
て
い
て
、
泉
屋
清
兵
衛

・
大
坂
屋
仁
右
衛
門
と
林
伊
右
衛
門
が

「
唐

・
阿
蘭
陀
賣
銅
割
方
帳
算
用
之
覺
」
を
三
人
の
連
名
で
長
崎
役
所
へ
差
し
出
し

て
い
る
。
泉
屋
の
下
り
銅
高
は
仲
間
総
下
り
銅
高
の
二
七

・
ニ
ー
ニ
四

・
六
。ハ
ー
セ

ン
ト
に
当
た
り
、
輸
出
銅
高
の
割
合
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
も

っ
と
も
唐
人

・
オ

三
家
の
下
り
銅
の
そ
の
時
々
の
都
合
も
あ
っ
て
、

銅
座
を
廃
止
し
て
大
坂
の
銅
吹
屋
に
長
崎
御
用
銅
の
請
負
を
命
ず
る
と
ぎ
、
幕
府

と
し
て
は
五

0
0万
斤
の
廻
銅
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
前
借
銀
を
認
め
、

た
吹
屋
の
勘
定
に
従
っ
て
償
銀
を
も
供
与
し
て
い
る
。
他
方
に
幕
領
は
支
配
の
代
官
、

私
領
は
領
主
役
人
に
触
れ
て
、
近
年
脇
々
へ
銅
を
売
る
も
の
が
増
し
た
と
い
う
聞
え

も
あ
る
と
し
、
古
来
か
ら
売
り
き
た
っ
た
も
の
は
格
別
だ
が
、

多
少
の
銅
は
相
互
に
融
通
し
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

ラ
ソ
ダ
方
売
渡
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
余
は
大
坂
へ

廻

し
て
吹
屋
へ
売
り
、
諸
国
銅
山
そ
の
他
に
少
し
も
銅
を
囲
い
お
か
ぬ
よ
う
努
め
さ

せ

一
六
六

ま



年
第
一
次
銅
座
と
住
友

一

銅

2

3

4

5

吹玉

次

徳正

＊

仲 間下り銅

第28表 正徳2,._, 5 泉屋 ・大坂屋 ・

泉屋下り銅 大坂屋下 り銅
15軒分銅会所
下 り銅

970,700 796,700 1,801,900 

1,234,000 995,800 2,771,300 

1,270,000 592,500 3,137,500 

1,105,000 540,000 2,855,000 

泉屋 5,700斤，大坂屋9,800斤， 15軒分銅会所44,500斤

*3,569,300 

**5,001,000 

5,000,000 

4,500,000 

＊＊玉吹銅

第29表 正徳2---s

年 次

正徳 2

3 

4 

5 

泉屋輸出銅大坂屋輸出銅

3,524,213 958 545 

4,720,500 1,167,520 

4,898,000 1,250,094 

1,913,731.7488 495,808 

輸 出 銅

泉屋 ・大坂屋・銅会所輸出銅割方

（単位 ：斤）

15軒分銅会所
輸出銅

1,778,588 

2,611,740 

3,046,060 

1,207,093.7488 

787,080 

941,240 

601,846 

210,830 

――
1
0
0万
斤
を
渡
す
こ
と
。

銀
高
六
、

0
0
0
貫
目
に
限
り
、

一
唐
人
方
商
売
法
は
一
ケ
年
の
船
数
―
―

-
0艘、

。

こ
と
よ
り
四
五

0
万
斤
ま
で
の
間
を
限
り
と
す
る

一
長
崎
表
廻
銅
は
一
ケ
年
の
定
数
四

0
0万
斤

長
崎
表
廻
銅
定
例
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

正
徳
五
年
正
月
、
海
舶
互
市
新
例
が
制
定
さ
れ
た
が
、

夏
秋
諸
船
に
割
符
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

一
九
〇
貫
目
、

同
四
年
に
一
、

目
外
に
前
年
の
預
り
銅
八
、

目
の
規
定
は
あ
っ
て
も
、

こ
う
し
て
正
徳
三
、

一
六
七

そ
の
内
銅

四
六
五
貫
目
を
春

り
銅
は
あ
っ
た
が
、
代
物
替
も
唐
船
銀
四
、

四
年
と
五

0
0万
斤

の
長
崎
下

正
徳

二
年
に
一

、

四

0
0斤、

二

0
0貫

五
二

0
貫

同
三
年
に



④ 

i

↑月
に
至
れ
共
、
銀
座
の
者
共
運
送
す
べ
き
と
申
せ
し
所
の
敷

「
通
航

一
覧
」
巻
百
四
十
五

（「
通
航
一
覧
」
巻
百
六
十
六
）

に
「
明
れ
ば
（
正
徳
）
二
年
壬
辰
の

令
条
留
、
新
井
白
石
の
私
記

R R
 

①
 

註

衛
門
申
状

「
年
々
諸
用
留
」
二
番

銅
座
役
所
あ
て

「
年
々
帳
」
一

番

「
年
々
諸
用
留
」
二
番

「
通
航
一
覧
」
巻
百
十
八

第

一
次
銅
座
と
住
友

渡
す
こ
と
。

於
長
崎
卯
六
月
御
鯛
書
有
之
候
窯

宝
永
七
年
寅
六
月
九
日

崎
下
り
銅
は
四
五

0
万
斤
、

令
条
留

直
接
的
な
銅
の
供
出
制
を
定
め
た
の
で
あ
る
。泉

屋
吉
左

前
年
持
越
銅
三
八
三
、

⑦
 
R R 

三

0
0斤、

同
年
六
月
大
坂
町
奉
行
北
條
氏
英
は
吹
屋
を
奉
行
所
へ
呼
び
、

由
緒
書
」

一
阿
蘭
陀
人
商
売
法
は
一
ケ
年
船
数
二
艘
、
銀
高
――
-
‘
0
0
0貫
目
を
限
り
、

銅
吹
屋
中

以
下
本
記

そ
の
内
銅
一
五

0
万
斤
を

所

・
銭
座
に
五

0
万
斤
ほ
ど
廻
わ
す
よ
う
と
の
老
中
阿
部
正
喬
の
指
示
の
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。

で
あ
る
。
翌
享
保
元
年
正
月
長
崎
御
用
銅
の
た
め
諸
国
山
元
御
割
合
の
制
と
い
う
、

こ
の
年
の
長

の
者
兼
ね

し
め
ら
れ

し
銅
座

の
事
を
停
ら
れ
、
同
十
九
日
大
坂

吹
屋
の
も
の
共
に
此
事
を
仰
下
さ
れ
ぬ
」
と
あ
る
。

「
長
崎
下
銅
公
用
帳
正
徳
爪
年
三
月
吉
日
」
壬
辰
一
番

録
に
よ
り
述
べ
る
こ
と
が
多
い
。

「
辰
歳
江
戸
公
用
帳
」
、
「
寮
暦
十
一
二
未
歳
九
月
吉
辰
成
銅
吹
屋
仲
間

「
長
崎
要
用
控
日
記
」
弐
番

宝
暦
十
年
辰
九
月

に
も
足
ら
ざ
る
所
百
五
十
萬
斤
な
れ
ば
、
同
一一
一月
十
七
日
銀
座

か
つ
て
の
銅
座
よ
り
さ
ら
に

し
か
る
に
輸
出
高
は
二

0
0万
斤
を
割
っ
た
の

当
年
長
崎
廻
銅
四
五

0
万
斤
と
し
、
江
戸
呉
服

一
六

八



の
輸
出
増
加
が
そ
の
効
果
を
支
え
た
も
の
で
あ
り
、

年
以
来
銀
の
流
出
、
次
い
で
金
の
流
出
も
こ
れ
を
抑
制
す
る
こ
と
が
幕
府
の
一
貫
し
た
貿
易
政
策
と
な
り
、

二
年
の
輸
入
歳
額
の
限
定
に
よ
っ
て
そ
の
政
策
は
い
っ
そ
う
徹
底
し
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
し
た
の
で
あ
る
。

貨
物
の
輸
入
増
加
は
生
糸

・
反
物

・
薬
種
そ
の
他
の
外
来
品
に
対
す
る
国
内
需
要
に
対
応
し
、

銅
は
近
世
前
期
に
は
長
崎
貿
易
に
お
い
て
最
大
、

⑲ 

第
一
次
銅
座
と
住
友

九

結

語

銅
の
仲
ヶ
間
割
方
を
分
け
て
記
し
て
い
る
。

「
唐
人
阿
閑
陀
賣
枠
銅
仲
ヶ
間
割
方
帳
」

R
 

⑥
 
仲
間
か
差
出
候
書
付
覺

「
享
保
四
亥
年
銅
會
所
公
用
帳
」

「
享
保
爪
丁
酉
年
正
月
銅
會
所
公
用
帳
拍
」

さ
ら
に
代
物
替
銀
五
、

0
0
0
貫
目
の
貨
物
輸
入
を
も
可
能

し
か
も
他
に
比
し
て
卓
越
し
た
輸
出
物
と
な
っ
た
。
寛
文
八

「
正
徳
賦
壬
辰
年
仲
ケ
問
賣
銅
目
録
」
と
い
う
ご
と
く
各
年
の
仲

ヶ
間
売
銅
目
録
が
あ
り
、
阿
蘭
陀
売
銅
、
唐
船
春
夏
秋
船
の
売

⑮ 

月

⑬
⑬
⑭
 

⑪ 

一
六
九

「
享
保
弐
丁
酉
年
正
月
銅
會
所
公
用
帳
和
」

「
銅
吹
屋
仲
間
控
」
（
表
紙
を
欠
く
）
正
徳
四
年
正
月
ー
八

「
密
暦
十
――一
未
歳
九
月
吉
辰
成
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
、
「
享
保
弐
丁
酉
年

正
月
銅
會
所
公
用
帳
拍
」
に
は
正
徳
五
年
分
損
銀
給
与
の
礼
状

酉
二
月
十
三
日
付
が
あ
る
。

ま
た
そ
の
価
格

し
か
も
銅
貞
享



銅
買
取
の
た
め
の
資
銀
は
欠
乏
し
勝
ち
で
あ
っ
た
。

第
一
次
銅
座
と
住
友

対
策
に
も
関
係
し
た
。
こ
う
し
て
元
禄
十
一
年
に
前
年
の
銅
輸
出
の
実
績
に
よ
っ
て
八
、

い
う
厖
大
な
量
を
御
用
銅
の
定
額
と
し
た
。

り
考
え
て
も
過
大
で
あ
り
、
長
崎
廻
銅
高
は
減
少
す
る
を
免
れ
な
か
っ
た
。

ダ
方
売
渡
直
段
と
を
比
較
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

と
は
い
っ
て
も
、
唐
人
・
オ
ラ
ン
ダ
方
の
主
張
す
る
線
に
多
く
は
傾
ぎ
‘

る
こ
と
に
な
っ
た
。

九
0
二、

0
0
0
斤
と

し
か
し
そ
の
定
額
は
、
当
時
の
産
銅
の
実
情
、

ま
た
地
売
銅
供
給
よ

銅
座
は
御
用
銅
の
確
保
と
増
加
を
計
っ
て
銀
座
の
加
役
と
し
て
大
坂
に
設
け
ら
れ
た
。
銅
座
は
御
用
銅
の
取
扱

に
よ
り
特
に
利
潤
を
得
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
銅
座
の
悼
銅
の
吹
屋
よ
り
の
買
入
直
段
と
唐
人

・
オ
ラ
ソ

し
か
も
売
渡
銅
直
段
は
双
方
の
相
対
直
組
に
よ
り
決
定
さ
れ
る

そ
れ
は
当
然
吹
屋
の
売
直
段
を
規
制
す

し
か
も
銅
座
は
悼
銅
代
銀
の
支
払
に
金
を
も

っ
て
当
て
、
或
は
長
崎
廻
送
諸
雑
用
を
も
出
来
る
限
り
抑
え
る
等

の
節
約
を
計
り
、
年
寄
の
交
替
勤
務
を
罷
め
、
幸
町
役
所
を
廃
止
す
る
等
の
機
構
簡
素
化
を
試
み
た
。
し
か
し
悼

幕
府
と
し
て
は
金
銀
流
出
の
抑
制
と
い
う
基
本
の
政
策
の
上
に
立
っ
て
、
輸
出
銅
の
確
保
増
加
は
、
貨
物
輸
入

量
を
保
持
し
国
内
需
要
や
外
貨
直
段
の
高
下
を
調
整
し
、
他
方
に
は
掛
り
も
の
等
に
よ
る
運
上
と
長
崎
地
下
へ
の

配
分
を
考
慮
す
る
た
め
に
も
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
銅
山
に
お
い
て
は
採
鉱
の
年
月
を
経
る
に
従
っ

一
七
〇



と
あ
る
が
、

ほ
ぼ
そ
の
大
概
を
指
摘
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

年
間
二
諸
國
銅
山
出
銅
ハ
格
別
減
少
候
事

一
七

て
一
般
に
生
産
費
は
増
大
し
た
に
拘
わ
ら
ず
、
異
国
売
渡
直
段
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
は
吹
屋
を
経
て
山
元
へ
も
還

流
し
て
銅
山
経
営
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
吹
屋
が
悼
銅
の
直
増
を
繰
返
し
て
訴
願
し
て
い

享
保
二
年
八
月
長
崎
奉
行
日
下
部
丹
波
守
が
赴
任
の
途
大
坂
に
寄
っ
た
と
き
、
泉
屋
吉
左
衛
門
が
そ
の
内
命
に

①
 

よ
っ
て
差
し
出
し
た
覚
に

一
十
七
年
以
前
巳
年
よ
り
銀
座
加
役
に
銅
座
被
仰
付
、
此
間
十

一
年
銀
座
の
者
共
異
闊
渡
銅
請
負
仕
、
年

来
諸
色
高
直
に
て
銅
直
段
も
百
斤
二
付
四
五
十
匁
高
直
二
買
渡
可
申
筈
な
る
に
漸
く
五
匁
増
二
賣
渡
、

右
銅
座
請
負
ハ
最
初
異
國
渡
高
八
百
九
十
萬
斤
ノ
御
定
二
候
得
共
、
集
り
銅
少
＜
壼
ヶ
年
七
百
萬
斤
程

ニ
て
、
夫
よ
り
潮
々
少
く
し
て
三
、

ニ
候
故
、
諸
銅
山
へ
稼
方
追
ミ
相
止
、

か
よ
う
に
し
て
銅
座
か
ら
の
長
崎
廻
銅
は
春
夏
船
に
対
し
て
時
期
的
に
遅
れ
て
売
渡
に
支
障
を
与
え
る
こ
と
多

く
、
ま
た
し
だ
い
に
年
分
と
し
て
も
減
少
し
た
。
正
徳
二
年
に
入
る
と
銅
座
は
廃
止
と
な
っ
て
、
大
坂
の
吹
屋
の

第
一
次
銅
座
と
住
友

る
中
に
も
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

四
百
萬
斤
程
と
成
り
、
此
ハ
諸
色
高
直
に
相
成
候
得
共
銅
ハ
下
直

出
銅
ハ
次
第
二
少
く
新
山
を
取
立
申
者
も
無
之
、
依
て
十
一
ヶ



第
一
次
銅
座
と
住
友

御
用
銅
請
負
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
貨
幣
の
悪
化
も
あ
っ
て
物
価
は
高
騰
し
た
が
、
輸
出
銅
直
段
は
そ
れ
に
準

じ
て
増
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
幕
府
は
長
崎
の
出
銀
よ
り
吹
屋
に
対
し
て
多
額
の
補
償
銀
を
与
え
ね
ば
な
ら

享
保
元
年
正
月
、
幕
府
は
御
用
銅
の
た
め
諸
国
山
元
御
割
合
の
制
を
定
め
、
銅
を
供
出
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

即
ち
異
国
売
御
用
銅
高
一
ケ
年
四
五

0
万
斤
と
し
、

出
銅
高
に
よ
っ
て
割
符
し
て
公
儀
へ
買
い
上
げ
る
こ
と
と
し
、

せ
、
大
坂
で
逐
次
に
賃
吹
さ
せ
て
長
崎
へ
下
す
こ
と
と
し
た
。
長
崎
銅
会
所
を
し
て
大
坂
よ
り
の
下
り
銅
を
役
人

立
会
で
請
渡
し
さ
せ
、

大
坂
銅
会
所

・
長
崎
銅
会
所
は
従
来
の
ま
ま
存
置
し
て
御
用
銅
取
扱
に
従
事
さ
せ
、

公
儀
よ
り
支
給
さ
れ
た
。

こ
れ
は
銅
座
の
御
用
銅
政
策
を
ほ
ぼ
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
公
儀
が
直
接
に
御
用

銅
下
地
銅
（
荒
銅
）
を
買
い
上
げ
、
吹
屋
に
賃
吹
さ
せ
た
。
長
崎
廻
船
へ
の
船
積
は
吹
屋
の
手
で
行
わ
せ
る
が
公
費

で
支
払
わ
れ
、
長
崎
銅
会
所
で
銅
の
売
渡
業
務
は
従
来
の
ご
と
く
練
達
し
た
吹
屋
手
代
等
が
当
た
る
が
、

公
儀
よ
り
支
給
さ
れ
た
。
御
用
銅
支
配
は
銅
座
の
と
ぎ
よ
り
さ
ら
に
徹
底
し
て
い
る
。

ケ
年
で
中
止
と
な
り
、

な
か
つ

た

゜

そ
の
下
地
銅
五

0
0万
斤
を
御
領
・
私
領
諸
銅
山
の
近
年
の

正
月
か
ら
八
月
ま
で
に
山
元
よ
り
大
坂
へ
廻
送
さ

五

0
0万
斤
の
代
銀
は
御
領
・
私
領
と
も
公
儀
よ
り
所
々
の
勘
定
を
も
っ
て
渡
さ
せ
た
。

そ
の
入
費
は
原
則
と
し
て

入
費
は

し
か
し
こ
の
供
出
制
も
六

や
が
て
元
文
三
年
四
月
に
第
一
次
の
銅
座
に
比
較
し
て
銅
の
支
配
統
制
は
よ
ほ
ど
強
化
さ

一
七



①
 

註

「
年
々
諸
用
留
」
二
番

第
一
次
銅
座
と
住
友

一
七
――― 匁‘恭

れ
た
第
二
次
の
銅
座
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
実
際
と
経
過
は
稿
を
改
め
て
述
べ
よ
う
と
思
う
。



付

録

銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
に
つ
い
て

泉
屋
嘉
右
衛
門
の
長
崎
に
つ
い
て
の
書
付



こ。t
 

付

録

解

題

銅
座
役
人
長
井
藤
右
衛
門
は
長
崎
に
赴
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
元
禄
十
五
年
二
月
二
十
日
夜
、
長
崎
駐
在
で
あ

っ
た
住
友
の
手
代
嘉
右
衛
門
を
招
ぎ
‘
該
地
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
を
得
る
た
め
話
を
聴
い
た
が
、

覚
書
を
求
め
た
の
で
、

長
崎
の
住
友
出
店
の
規
模
を
記
し
た
も
の
と
共
に
差
し
出
し
た
書
付
で
あ
る
。
当
時
の
長

崎
の
慣
例
・
銅
貿
易
の
実
状
な
ど
を
窺
う
こ
と
の
出
来
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
（
「
豆
疇
厨
亘
咋
銅
座
御
用
拍
」
所
収
）
。

右
諸
資
料
の
印
刷
に
当
っ
て
は
底
本
の
原
形
を
存
す
る
に
勉
め
、
当
字
・
仮
名
遣
な
ど
は
成
る
べ
く
旧
に
依
っ

解

泉
屋
嘉
右
衛
門
の
長
崎
に
つ
い
て
の
書
付

銅
屋
・
吹
屋
に
隆
替
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
変
遷
を
知
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
が
、
当
室
所
蔵
の
諸
資
料
に
よ
っ

て
変
遷
図
を
作
成
し
、

こ
れ
に
銅
屋
・
吹
屋
の
略
歴
な
ど
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

近
世
前
期
よ
り
中
期
に
か
け
て
の
輸
出
銅
の
増
大
と
、

銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
に
つ
い
て

題

こ
れ
に
対
す
る
幕
府
の
銅
政
策
と
の
関
連
か
ら
多
く
の

付

銅
屋

・
吹
屋
の
変
遷
図

(
-
|
―
五
頁
）

（
一
七
ー
ニ
八
頁
）

な
お
、

そ
の



付

録

銅

屋

・
吹
屋
の
変
遷
に

つ
い
て

2

元
禄
五
年
(
-
六
九
二
）
七
月
二
十
一
日
、

銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
を
研
究
す
る
史
料
と
し
て
は
、

屋
・
吹
屋
等
が
こ
ぞ
っ
て
連
名
で
あ
ら
わ
れ
る
史
料
を
ま
ず
と
り
あ
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。

貞
享
五
年
（
元
禄
元
、

一
六
八
八
）
五
月
、

（
以
上
紀
州
二
人
）
、
増
田
屋
侮
兵
衛
（
豊
後
）
、

『
泉
屋
叢
考
』
第
八
輯
附
録
所
収
）
。

に
書
上
げ
た
と
き
に
、
名
前
と
創
業
時
期
の
記
さ
れ
て
い
る
小
吹
屋
は
、

兵
衛
（
以
上
大
坂
一

0
人）、

「
小
吹
屋
拾
壼
軒
之
初
り
之
時
節
」
を
大
吹
屋
か
ら
割
符
役
人
宛

山
形
屋
禰
右
衛
門
（
京
）
、

錢
屋
作
右
衛
門
（
泉
州
堺
）
、

挙
す
れ
ば
、

銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
に
つ
い
て

熊
野
屋
彦
太
郎
・
同
彦
―
―
一
郎

そ
の
由
緒
等
を
書
上
げ
た
史
料
お
よ
び
一
定
の
時
点
で
銅

そ
の
よ
う
な
史
料
を
列

山
縣
幸
右
衛
門
（
割
符
方
役
人
）
宛
の
「
銅
異
國
賣
人
敷
拾
六
人
年
来

之
覺
」
に
、
名
前
と
創
業
時
期
の
記
さ
れ
て
い
る
銅
屋
は
、
泉
屋
吉
左
衛
門
・
同
理
左
衛
門
・
同
吉
十
郎
・
同
平

兵
衛
・
大
坂
屋
久
左
衛
門
•
平
野
屋
清
右
衛
門
・
塩
屋
八
兵
衛
・
銅
屋
善
兵
衛
・
大
塚
屋
甚
右
衛
門
・
丸
銅
屋
仁

刀
屋
八
郎
兵
衛
（
長
崎
）
で
あ
る
（
「年
々
帳
」
無
番
、
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」、

丸
銅
屋
次
郎
兵
衛

•

平
野
屋
三
右
衛
門
・

北
國
屋
十
右
衛
門
・
川
崎
屋
市
之
丞
•
河
内
屋
博
次
•
平
野
屋
小
左
衛
門
•
平
野
屋
忠
兵
衛
・
金
田
屋
兵
右
衛
門
・
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多
田
屋
市
郎
兵
衛
・
鐵
屋
次
兵
衛
・
若
狭
屋
三
郎
右
衛
門
で
あ
る
（
「
年
々
帳
」
無
番
、
「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
、

頁
参
照
）
。

本
文
四
二

元
禄
十
四
年
(
-七

0
-）
三
月
十
一
日
、
銅
座
の
設
立
に
当
っ
て
銅
吹
屋
中
よ
り
銅
座
へ
さ
し
出
し
た
誓
詞

に
連
署
し
て
い
る
の
は
、
泉
屋
吉
左
衛
門
・
大
塚
屋
甚
右
衛
門
・
大
坂
屋
久
左
衛
門
・
泉
屋
利
右
衛
門
・
熊
野
屋

彦
太
郎
•
平
野
屋
―
―
―
右
衛
門
・
丸
銅
屋
二
郎
兵
衛
•
平
野
屋
八
十
郎
・
多
田
屋
市
郎
兵
衛
・
山
田
屋
新
右
衛
門

・

銅
屋
半
左
衛
門
•
平
野
屋
忠
兵
衛
•
平
野
屋
小
左
衛
門
・
川
崎
屋
市
之
丞
・
吹
屋
次
郎
兵
衛
・
博
多
屋
治
兵
衛
・

錢
屋
典
兵
衛
•
河
内
屋
喜
右
衛
門
の
一
八
名
で
あ
る
（
「
銅
座
公
用
留
」
、
『
泉
屋
叢
考
』
第
八
輯
附
録
所
収
）
。

（
銀
座
年
寄
）
宛
に
さ
し
出
し
た

4

元
禄
十
六
年
(
-
七

0
1―-）

（
元
禄
十
五
）

「
午
年
吹
屋
中
に
賣
銅
目
録
」
に
、
別
子
銅
の
販
売
先
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
吹
屋
は
、
富
屋
藤
助
・
大
坂
屋

久
左
衛
門
・
大
塚
屋
甚
右
衛
門
•
平
野
屋
―
―
一
右
衛
門
・
山
田
屋
新
右
衛
門
・
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
・
吹
屋
治
左
衛
門
・

錢
屋
興
兵
衛
・
銅
屋
半
左
衛
門
・
平
野
屋
八
十
郎
・
多
々
屋
市
郎
兵
衛
・
川
崎
屋
市
之
丞
•
平
野
屋
小
左
衛
門
・

熊
野
屋
十
兵
衛
・
熊
野
屋
徳
兵
衛
•
平
野
屋
忠
兵
衛
の
一
六
名
で
あ
る
（
「
銅
座
御
用
拍
」
、
本
文
八
五
l

八
六
頁
参
照
）
。

3
 

正
徳
二
年
(
-
七
―
二
）
―
―
一
月
二
十
四
日
、

業
態
等
に
つ
き
上
申
し
た
「
覺
L

に、

十
月
、

付
録
銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
に
つ
い
て

大
吹
屋
三
人
よ
り
糸
割
符
年
寄
宛
に
、
銅
屋
・
吹
屋
の
人
数
、
名

「
古
来
銅
屋
拾
六
人
」
と
し
て
住
所
・
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

泉
屋
吉
左
衛
門
よ
り
後
藤
四
郎
三
郎
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泉
屋
吉
左
衛
門
・
大
坂
屋
久
左
衛
門
、
大
吹
屋
大
塚

屋
甚
右
衛
門
、
小
吹
屋
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
•
平
野
屋
忠
兵
衛
・

大
坂
屋
又
兵
衛
・
熊
野
屋
重
兵
衛
（
銅
山
持
）
・

富
屋
藤
助
・
川
崎
屋
平
兵
衛
・
多
田
屋
市
郎
兵
衛
・
熊
野
屋
徳
兵

衛
・
富
屋
伊
兵
衛
•
平
野
屋
き
ん
•
平
野
屋
三
右
衛
門
•
平
野

屋
市
郎
兵
衛
・
吹
屋
次
左
衛
門
の
計
一
六
名
と
、

銅
問
屋
中
で
あ
る
（
「年
々
諸
用
留
」
二
番
、

「長
崎
下
銅
公
用
帳
」
一
番
）
。

て
、
割
当
率
．
住
所
・
名
前
・
由
緒
の
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
泉
屋
吉
左
衛
門
・
大
坂
屋
久
左
衛
門
・
大
塚
屋
甚

6
 

付

録

銅

屋

・
吹
屋
の
変
遷

に
つ
い
て

泉
屋
吉
左
衛
門
・
泉
屋
理
右
衛
門
・
泉
屋
理
左
衛
門
・
大
塚
屋
甚
右
衛
門
・
大
坂
屋
久
左
衛
門
・
塚
口
屋
長
左
衛

門
・
銅
屋
善
―
―
一
郎
（
以
上
大
坂
）
、
錢
屋
作
右
衛
門
•
海
部
屋
市
左
衛
門
（
以
上
堺
）
、

七
兵
術
（
以
上
京
）
、
熊
野
屋
彦
太
郎
・
熊
野
屋
彦
三
郎
（
以
上
和
歌
山
）
、

上
長
崎
）
、

増
田
屋
博
兵
衛
（
豊
後
）
、

ま
た
「
小
吹
屋
」
と
し
て
住
所
・
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

郎
兵
衛
・
多
田
屋
市
郎
兵
衛
・
熊
野
屋
徳
兵
衛
•
平
野
屋
市
郎
兵
衛
•
平
野
屋
三
右
衛
門
•
平
野
屋
ぎ
ん
・
吹
屋

治
左
衛
門
•
平
野
屋
忠
兵
衛
・
川
崎

屋
平
兵
衛
・
富
屋
藤
助
・
富
屋
伊
兵
衛
・
大
坂
屋
又
兵
衛
の
―
二
名
で
あ
る

（
「
年
々
諸
用
留
」
二
番
、
「
長
崎
下
銅
公
用
帳
」
一
番
、
本
文
一
四
八
頁
参
照
）
。

刀
屋
八
郎
兵
衛
・

博
多
屋
久
左
衛
門
（
以

丸
銅
屋
次

正
徳
二
年
四
月
六
日
、
糸
割
符
年
寄
宛
の
「
問
屋
吹
や
ふ
差
出
候
文
談
」
に
連
署
し
て
い
る
の
は
、
銅
山
師

正
徳
二
年
六
月
六
日
、
第
一
次
銅
座
廃
止
後
に
長
崎
廻
銅
を
請
負
う
こ
と
に
な
っ
た
吹
屋
仲
間
一
七
人
と
し

丸
銅
屋
喜
右
衛
門
・
分
銅
屋



伊
兵
衛

・
大
坂
屋
―
―
―
右
衛
門

・
吹
屋
次
左
衛
門

・
川
崎
屋
平
兵
衛
の
一
七
名
で
あ
る
（
「
長
崎
下
銅
公
用
帳
」
一
番
）
。

（
正
徳
――-）

大
坂
町
奉
行
宛
の
「
巳
年
御
用
銅
賣
買
勘
定
之
覺
」
に
連
署
し

て

い
る
吹
屋
は
、

富
屋
九
郎
左
衛
門

・

多
田
屋
市
郎
兵
衛
•
平
野
屋
市
郎
兵
衛
・
吹
屋
治
左
衛
門

・

大
坂
屋
又
兵
衛

・

大
坂
屋
―
―
―
右

衛
門

・

富
屋
伊
兵
衛

・

川
崎
屋
平
兵
衛

•

平
野
屋
三
右
衛
門

•

平
野
屋
吟

・

熊
野
屋
彦
大
夫

・

熊
野
屋
徳
兵
術
の

一
七
名
で
あ
る
（
「銅
吹
屋
仲
問
控
」）。

泉
屋
吉
左
衛
門

・
大
坂
屋
久
左
衛
門

・
大
塚
屋
甚
右
衛
門
（
以
上
三
名
は
大
吹
屋
）
、

10 

，
 

右
衛
門

・

丸
銅
屋
次
郎
兵
衛

•

平
野
屋
忠
兵
衛

・

富
屋
藤
助
・
多
田
屋
市
郎
兵
衛

•

平
野
屋
―
―
―
右
衛
門•平
野
屋

き
ん

・

熊
野
屋
彦
大
夫
•
平
野
屋
市
郎
兵
衛

・

大
坂
屋
又
兵
衛

・

熊
野
屋
徳
兵
衛
・
富
屋
伊
兵
衛
・
大
坂
屋
三
右

衛
門

・
川
崎
屋
平
兵
衛

・
吹
屋
次
左
衛
門
で
あ
る
（
「銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」、
『泉
屋
叢
考
』
第
八
輯
附
録
所
収
）
。

正
徳
二
年
六
月
、
「
荒
銅
買
入
高
千
丸
二
付
割
方
之
覺
」
に
記
さ
れ
て
い
る
吹
屋
は
、
泉
屋
吉
左
衛
門

・
大
坂

屋
久
左
衛
門

・

大
塚
屋
甚
右
衛
門

・

富
屋
藤
助

・

丸
銅
屋
次
郎
兵
衛

•

平
野
屋
忠
兵
衛

・

多
田
屋
市
郎
兵
衛

•

平

野
屋
三
右
衛
門

・

熊
野
屋
十
兵
衛

•

平
野
屋
吟

•

平
野
屋
市
郎
兵
衛

・

大
坂
屋
又
兵
衛

・

熊
野
屋
徳
兵
衛

・

富
屋

8
 

正
徳
四
年
(
-
七
一
四
）
正
月
二
十
八
日、

泉
屋
吉
左
衛
門

・
大
坂
屋
久
左
衛
門

・
大
塚
屋
甚
右
衛
門

・
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
・平
野
屋
忠
兵
衛
・

正
徳
四
年、

「
銅
屋
共
家
業
相
勤
候
年
敷
之
覺
」
に
、

付
録

銅
歴

・
吹
屋
の
変
遷
に
つ

い
て

丸
銅
屋
治
郎
兵
衛

•

平
野
屋
忠

創
業
以
来
の
年
数
、
由
緒
の
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

四



坂
屋
三
右
衛
門
・
吹
屋
治
左
衛
門
・
川
崎
屋
平
兵
衛
で
あ
る
。

正
徳
五
年
二
月
か
ら
享
保
四
年
十
二
月
ま
で
の
、
各
吹
屋
の
毎
月
の
灰
吹
銀
引
替
高
の
記
録
で
あ
り
、

前
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

（
一
七
二
五）

「
享
保
十
乙
巳
年
分
長
崎
ね
御
買
上
銅
吹
立
候
吹
賃
銀
井
箱
釘
編
蔵
出
シ
人
足
賃
長
崎
迄
之
舟
賃
銀
十
七
軒

家
ミ
配
分
割
方
帳
」
に
、
配
分
を
う
け
て
連
判
し
て
い
る
の
は
、

右
衛
門
・
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
•
平
野
屋
忠
兵
衛
・
富
屋
九
郎
左
衛
門
・
多
田
屋
市
郎
兵
衛
•
平
野
屋
―
―
―
右
衛
門
・

乎
野
屋
藤
右
衛
門
・
熊
野
屋
彦
大
夫
•
平
野
屋
市
郎
兵
衛
・
大
坂
屋
と
い
・
富
屋
伊
兵
衛
・
熊
野
屋
徳
兵
衛
・
大

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
が
、

な
く
、

12 l 1 

付
録

銅

屋

・
吹
屋
の
変
造
に
つ
い
て

Ii 

兵
衛
・
多
田
屋
市
郎
兵
衝
・
熊
野
屋
彦
太
夫
•
平
野
屋
―
―
―
右
衛
門
・
川
崎
屋
平
兵
衛
•
平
野
屋
吟
・
吹
屋
治
左
衛

門
・
富
屋
九
郎
左
衛
門
•
平
野
屋
市
郎
兵
衛
・
熊
野
屋
徳
兵
衛
・
大
坂

屋
亦
兵
衛
・
大
坂
屋
三
右
衛
門
・

富
屋
伊

兵
衛
（
以
上
一
四
名
は
小
吹
屋
）
で
あ
る
（
「
年
々
諸
用
留
」
二
番
、
『
泉
屋
叢
考
』
第
八
輯
附
録
所
収
）
。

「
正
徳
五
乙
未
年
正
月
、

吹
屋
中
灰
吹
銀
引
替
家
ミ
員
敷
之
控
井
辰
年
残
灰
吹
巳
午
両
年
高
寄
せ
書
」
は
、

吹
屋
の
名

泉
屋
吉
左
衛
門

・
大
坂
屋
永
次
郎

・
大
塚
屋
甚

こ
れ
ら
の
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
名
前
・
由
緒
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
を
あ
る
程
度

そ
れ
で
も
な
お
、
右
に
あ
げ
た
史
料
相
互
の
間
に
も
矛
盾
が
な
い
わ
け
で
は

ま
た
名
儀
上
の
変
化
と
経
営
体
の
連
続
・
断
絶
な
ど
の
実
態
と
の
関
連
ま
で
は
十
分
把
握
し
き
れ
な
い
。



の
で
あ
り
、
古
来
の
由
緒
を
強
調
す
る
傾
き
の
生
じ
や
す
い
も
の
で
あ
る
。

張
関
係
に
あ
る
「
新
吹
屋
」
（
小
吹
屋
）
の
由
緒
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の

あ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
性
格
も
対
照
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
史
料
2
は
、
古
来
銅
屋
が
銅
貿
易
を
め
ぐ
っ
て
緊

「
新
」
な
る
ゆ
え
ん
を
強
調
す

る
意
図
が
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
史
料
7
.
1
0
は
吹
屋
が
自
ら
の
由
緒
を
述
べ
た
も

こ
れ
ら
の
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
以
下
こ
の

図
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を

つ
け
加
え
た
い
。

こ
と
が
多
く
、

そ
の
場
合
、
後
者
の
方
に
古
い
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
に
は
成
立
年
代
に
差
が

と
こ
ろ
で
史
料
2
と
史
料
7
.
1
0
の
両
方
に
あ
ら
わ
れ
る
吹
屋
の
創
業
年
次
は
、

2
と
7
.
1
0
で
一
致
し
な
い

い
う
書
ぎ
方
を
し
て
い
る
が
、
史
料
2
と
同
様
の
数
え
方
を
す
る
と
、

お
お
む
ね
史
料
7
と
一
致
す
る
。

あ
る
。
史
料
7

は
創
業
の
年
次
を
明
記
し
て
い
る
。

史
料
10
は、

「
今
年
迄
何
年
」
ま
た
は
「
何
年
以
前

B
」
と

「
元
ハ
銅
細
工
人
、
萬
治
元
年
の
頃
、

一
十
五
年
以
前
歎
」
と
あ
り
、

こ
れ
は
去
年
を
二
年
前
と
す
る
数
え
方
で

―
つ
は
創
業
以
来
の

年
数
の
数
え
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。

吹
屋
の
由
緒
・
年
数
を
記
し
た
史
料
2

は、

も
と
よ
り
今
後
と
も
史
料
の
博
捜
に
努
め
て
、

図
の
説
明
に
は
い
る
前
に
、

右
に
あ
げ
た
史
料
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
事
柄
を
若
干
述
べ
て
お
き
た
い
。
そ

の

今
回
本
文
の
叙
述
の
参
考
と
し
て
、
右
の
史
料
ー
ー
12
に
も
と
ず
い
て
変
遷
図
（
本
稿
末
尾
折
込
）
を
作
成
し
た
が
、

付
録
銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
に
つ
い
て

い
っ
そ
う
精
確
を
期
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば



付
録
銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
に
つ
い
て

泉
屋
（
住
友
）
吉
左
衛
門
家
の
銅
屋
創
業
は
寛
永
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、

―
―
頁
）
、

七

ま
た
泉
屋
（
蘇
我
）
理
右
衛
門
の
吹
屋

う
に
な
っ
た
が
、
元
禄
初
年
頃
か
ら
大
坂
屋
久
左
衛
門
・
大
塚
屋
甚
右
衛
門
と
共
に
大
吹
屋
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
此
三
人
之
者
と
も
大
吹
屋
と
唱
申
候
儀
者
、
自
分
二
所
ミ
銅
山
持
、
其
上
延
賓
五
巳
年
於

（
大
坂
）

御
嘗
地
異
國
向
銅
商
賣
仕
候
人
敷
ハ
拾
六
人
御
極
被
成
候
内
、
拾
人
ハ
唯
今
銅
吹
や
不
仕
、
残
而
吉
左
衛
門
・
久

左
衛
門
・
甚
右
衛
門
三
人
二
而
御
座
候
二
付
、
大
吹
屋
と
唱
申
候
」
（
史
料
10)

と
い
う
の
で
あ
る
。

泉
屋
理
左
衛
門
名
儀
の
銅
屋
株
は
、
泉
屋
忠
兵
衛
（
住
友
家
二
代
友
以
の
弟
）
に
始
ま
り
、
別
家
典
九
郎
を
経
て
貞

享
二
年
、
理
左
衛
門
（
四
代
友
芳
の
弟
友
弘
）
名
儀
に
切
か
え
ら
れ
た
も
の
（
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
）
、

右
衛
門
名
儀
の
そ
れ
は
、
泉
屋
八
兵
衛
（
二
代
友
以
の
弟
）
に
始
ま
り
、

同
族
平
八
を
経
て
貞
享
四
年
、
吉
十
郎
（
平

兵
衛
友
貞
の
子
武
雅
、
の
ち
理
右
衛
門
）
名
儀
に
切
か
え
ら
れ
た
も
の
（
『
泉
屋
叢
考
』
第
八
輯
五

0
頁
）
で
、

理
右
衛
門
と
も
正
徳
二
年
に
は
「
吹
屋
所
持
不
仕
、
銅
商
賣
相
止
居
」
（
史
料
5
)

と
い
う
。

の
が
一
時
中
絶
し
た
の
を
、

開
業
は
天
正
十
八
年
(
-
五
九
0
)
と
さ
れ
（
『
泉
屋
叢
考
』
第
五
輯
、

ま
た
泉
屋
理

理
左
衛
門
・

泉
屋
平
兵
衛
（
二
代
友
以
末
子
友
貞
）
名
儀
の
銅
屋
株
は
、
泉
屋
長
十
郎
名
儀
で
延
宝
四
年
頃
ま
で
保
持
し
て
い
た

同
六
年
復
活
し
た
も
の
（
史
料
1
)

で
、
元
禄
八
年
、
堺
の
海
部
屋
市
左
衛
門
へ
譲
渡

し
た
。
海
部
屋
は
、
延
宝
二
年
に
お
こ
っ
た
阿
形
宗
智
等
の
銅
貿
易
出
願
に
対
す
る
旧
来
の
銅
屋
の
対
抗
運
動
の

の
ち
銅
山
の
稼
行
を
も
手
が
け
る
よ



賣
相
止
居
」
（
史
料
5
)

と
い
う
。

て
訴
願
に
連
署
し
て
い
る
（
「年
々
帳
」
無
番
、
「
銅
異
園
賣
覺
帳
」
）
。

負
担
に
た
え
ず
廃
業
し
た
海
部
屋
平
右
衛
門
家
（
「銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書」
）
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
寛
文

・
延
宝
年
間
に
は
、

な
お
市
左
衛
門
は
正
徳

泉
屋
の
手
代
の
泉
屋
五
郎
右
衛
門

・
同
三
右
衛
門

・
同
彦
兵
衛
も
、

大
吹
屋
大
坂
屋
久
左
衛
門
の
銅
屋
開
業
は
寛
永
八
、

九
年
頃
で
あ
る
（
史
料
1
)
。

正
徳
末
ー
享
保
初
年
の
名
儀

は
大
坂
屋
甚
之
丞
（
史
料
11)
、
享
保
十
年
の
そ
れ
は
大
坂
屋
永
次
郎
（
史
料
12)

で
あ
る
。

小
吹
屋
大
坂
屋
又
（
亦
）
兵
衛
は
大
坂
屋
久
左
衛
門
の
別
家
で
、

銅
屋
平
野
屋
清
右
衛
門
は
寛
永
八
、

付

録

銅

屋

・
吹
屋
の
変
遷
に

つ
い
て

銅
屋
と
し

創
業
は
宝
永
四
年
（
史
料
7
,
1
)

で
あ
る
。

お
享
保
十
年
の
大
坂
屋
と
い
名
儀
の
吹
屋
（
史
料
12)

は
又
兵
衛
家
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
で
あ
る
。

小
吹
屋
大
坂
屋
三
右
衛
門
も
大
坂
屋
久
左
衛
門
の
別
家
で
、
創
業
は
正
徳
二

年
（
史
料
7
.
1
0
)

で
あ
る
。

し、 な

九
年
頃
の
創
業
（
史
料
1
)

で
、
元
禄
元
年
、
塚
口
屋
長
左
衛
門
に
名
儀
と

株
を
譲
渡
し
た
。
塚
口
屋
は
延
宝
二
年
に
、
前
出
の
海
部
屋
平
右
衛
門
と
同
じ
理
由
で
廃
業
し
た
の
が
こ
の
時
復

活
し
た
も
の
で
あ
る
（
「銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書」
）
が
、
元
禄
七
年
頃
ま
で
平
野
屋
清
右
衛
門
と
い
う
名
前
が
み
え
、

つ
塚
口
屋
名
儀
に
変
わ
っ
た
の
か
未
詳
で
あ
る
。
正
徳
二
年
に
は
塚
口
屋
長
左
衛
門
は
「
吹
屋
所
持
不
仕
、
銅
商

二
年
に
は
「
吹
屋
所
持
不
仕
、
銅
商
賣
相
止
居
」
（
史
料
5
)

と
い
う
。

八



付
録
銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
に
つ
い
て

ヽ

4

、、

し
ぅ
カ

（
史
料
7
)
、

あ
る
い
は
貞
享
二
年
（
史
料
2
)

と
も
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
宝
永
元
年
（
史
料
10)

と
い
う
。

小
吹
屋
平
野
屋
市
郎
兵
衛
は

「
和
州
十
市
郡
平
野
屋
三
右
衛
門
親
類
」

り
藤
右
衛
門
名
儀
に
な
っ
た
（
「銅
會
所
御
公
用
帳
」
）
。

九

創
業
は
元
禄
九
年

で
、
「
元
ハ
大
塚
屋
甚
右
衛
門
銅
細
工
人
」
（
史
料
2
)

平
野
屋
小
左
衛
門
は
平
野
屋
清
右
衛
門
の
別
家
で
、
延
宝
八
年
頃
創
業
の
小
吹
屋
で
あ
る
（
史
料
2
)
。

（
史
料
7
.
1
0
)

で
あ
る
。

な
お
史
料
3

.

4

（
元
禄
十
四
・
十
五
年
）

年
の
史
料
に
も
み
え
（
「
年
々
諸
用
留
」
二
番
）
、

ま
た
き
ん
家
は
、

あ
る
。

で
も
あ
っ
た
。
創
業
は
寛
文
十
二
年
（
史
料
2

.
7
.
1
0
)

で

に
み
え
る
吹
屋
、
平
野
屋
八
十
郎
は
、

正
徳
末
年
に
は
平
野
屋
久
右
衛
門
名
儀
、
享
保
初
年
に
再
び
吟
と
な
り
（
史
料
1
)
、

（
史
料
7
)

で、

宝
永
六

同
四
年
よ

小
吹
屋
平
野
屋
忠
兵
衛
は
今
橋
の
平
野
屋
利
兵
衛
の
別
家
（
史
料
2
.
7
)
で
、
創
業
は
万
治
三
年
（
史
料
7
.
1
)
と

銅
屋
塩
屋
八
兵
衛
は
寛
文
八
、

九
年
頃
の
創
業
（
史
料
ー
）
で
、
元
禄
十
三
年
、
京
都
の
分
銅
屋
七
兵
衛
に
株
を

平
野
屋
き
ん
家
に
つ
な
が
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
で
あ
る
。

小
吹
屋
平
野
屋
き
ん

（吟）

は

「
和
州
十
市
郡
平
野
屋
―
―
―
右
衛
門
親
類
」
（
史
料
7
)

で、

平
野
屋
三
右
衛
門
は
「
和
州
十
市
郡
之
産
二
而
、

創
業
は
元
禄
五
年

古
来
銅
吹
屋
平
野
屋
清
右
衛
門
る
出
ル
」
（
史
料
7
)

小
吹
屋



旨
の
「
覺
」
に
、
銅
屋
善
兵
衛
名
儀
で
連
署
し
て
い
る
（
「
長
崎
下
銅
公
用
帳
」
一
番
）
。

正
徳
四
年
に
「
先
祖
汐
銅
吹
屋
仕
、

銅
商
賣
仕
候
年
敷
凡
八
拾
年
餘
」
（
史
料
l
)

に
よ
れ
ば
吹
屋
の
開
業
は
寛
永
初
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。

「
延
賓
二
寅

ノ
年
初
而
長
崎
松
浦
平
八
方
へ
送
り
荷
致
、

元
禄
三
年
二
月
、
京
の
分
銅
屋
喜
兵
衛
へ
株
を
譲
り
、
す
な
わ
ち
改

名
に
よ
っ
て
丸
銅
屋
喜
右
衛
門
名
儀
と
な
っ
た
（
「銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
）
が
、

正
徳
二
年
に
は
「
吹
屋
所
持
不
仕
、

丸
銅
屋
二
（
次
・
治
）
郎
兵
衛
は
丸
銅
屋
仁
兵
衛
の
弟
に
あ
た
る
小
吹
屋
で
、

銅
商
賣
相
止
居
」
（
史
料
5
)

と
い
う
。

自
分
之
名
代
二
罷
成
」
（
史
料
1
)

と
い
う
。

銅
屋
丸
銅
屋
仁
兵
衛
の
由
緒
は
、

ー
享
保
初
年
の
名
儀
は
大
塚
屋
吉
右
衛
門
で
あ
っ
た
（
史
料
11)
。

「
元
ハ
銅
細
工
人
」
（
史
料
2
)

と

延
賓
六
午
ノ
年

B

異
園
渡
り
之

な
お
正
徳
末

六
午
ノ
年
汐
自
分
名
代
二
罷
成
」
（
史
料
1
)

と
い
う
銅
屋
で、

大
吹
屋
大
塚
屋
甚
右
衛
門
の
由
緒
は
、

「
延
賓
元
丑
ノ
年
汐
初
而
長
崎
徳
岡
典
次
兵
衛
方
へ
送
り
荷
致
、
延
賓

は
「
吹
屋
所
持
不
仕
、
銅
商
賣
相
止
居
」
（
史
料
5
)

と
い
い
、

同
年
七
月
に
は
銅
貿
易
の
再
開
を
当
分
見
合
せ
る

銅
屋
の
銅
屋
善
兵
衛
は
寛
文
十
二
年
の
創
業
で
あ
る
（
史
料
1
)
。

、

o
う
し 譲
渡
し
た
（
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
）
。
分
銅
屋
は
正
徳
二
年
に
は
「
吹
屋
所
持
不
仕
、
銅
商
賣
相
止
居
」
（
史
料
5
)
と

付
録

銅
屋

・
吹
屋
の
変
遷
に
つ
い
て

正
徳
二
年
三
月
、
古
来
銅
屋
の
銅
屋
善
三
郎

1
0
 



付
録
銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
に
つ
い
て

同
年
六
月
頃
以
降
の
名
儀
は
彦
太
（
大
）
夫
と
な
り
、

す
る
四
人
の
銅
屋
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
史
料
5
)

が、

持
不
仕
、
銅
商
賣
相
止
居
」
（
史
料
5
)

と
い
う
。

堺
の
銅
屋
錢
屋
作
右
衛
門
の
由
緒
は
、

二
年
に
は
「
吹
屋
所
持
不
仕
、

ま
た
主
人
和
歌
山
住
宅
に
つ
ぎ
大
坂
で
は
十
（
重
）
兵
衛
が
以

大
吹
屋
で
は
な
く
「
銅
山
持
小
吹
屋
」
（
史
料
6
)

で
あ
る
。

「
承
應
元
辰
ノ
年
時
分
汐
大
坂
や
久
左
衛
門
と
仲
間
二
仕
、

銅
商
賣
相
止
居
」
（
史
料
5
)

と
い
う
。

寛
永
初
年
に
な
る
が
、

ま
た
正
保
元
年
（
史
料
7
)
、
あ
る
い
は
万
治
元
年
頃
（
史
料
2
)

と
も
さ
れ
る
。

京
都
の
銅
屋
山
形
屋
禰
右
衛
門
は
寛
文
九
年
の
創
業
で
あ
る
（
史
料
1
)
。

ヘ
株
を
譲
渡
し
、
す
な
わ
ち
改
名
に
よ
っ
て
博
多
屋
久
左
衛
門
名
儀
と
な
っ
た
（
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
）
が
、

ノ
年
ふ
久
左
衛
門
・
作
右
衡
門
仕
分
、

家
の
ゆ
え
を
も
っ
て
許
可
さ
れ
た
。

お
『
泉
屋
叢
考
』
第
八
輯
五
二
頁
参
照
）
。

雨
人
共
二
自
分
二
罷
成
」
（
史
料
1
)

と
い
う
。

も
い
わ
れ
る
。

正
徳
二
年
に
は
「
吹
屋
所

延
賓
四
辰

正
徳

和
歌
山
の
銅
屋
熊
野
屋
彦
太
郎
は
、
廷
宝
三
年
大
坂
福
山
屋
次
郎
右
衛
門
・
備
後
銅
山
師
新
庄
屋
清
右
衛
門
と

三
人
で
、
江
戸
に
お
い
て
異
国
売
銅
商
売
の
出
願
を
し
た
と
こ
ろ
、

彦
太
郎
の
み
が
古
来
銅
屋
熊
野
屋
彦
三
郎
同

な
お
彦
太
郎
の
吹
屋
開
業
は
承
応
年
中
と
さ
れ
る
（
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
、
な

正
徳
二
年
三
月
に
は
泉
屋
・
大
坂
屋
・
大
塚
屋
と
共
に
、
大
坂
で
吹
屋
を
所
持

尤
禄
四
年
、
長
崎
の
博
多
屋
清
兵
衛

正
徳
四
年
に
「
先
祖
必
銅
吹
屋
仕
、
今
年
迄
八
拾
年
餘
」
（
史
料
10)

と
い
う
の
に
よ
れ
ば
創
業
は



経
営
さ
せ
て
い
た
ら
し
い
。

和
歌
山
の
銅
屋
熊
野
屋
彦
三
郎
の
創
業
は
延
宝
元
年
（
史
料
1
)

で、

史
料
10
で
も

但
川
崎
屋
茂
兵
衛
吹
商
売
を

正
徳
二
年
に
は
「
吹
屋
所
持
不
仕
、
銅
商

大
坂
の
小
吹
屋
熊
野
屋
徳
兵
術
は
熊
野
屋
彦
太
夫
の
別
家
で
、
創
業
は
元
禄
十
四
年
（
史
料
7
.
1
0
)

で
あ
る
。

豊
後
の
銅
屋
増
田
屋
博
兵
衛
は
寛
文
九
年
の
創
業
（
史
料
1
)

で、

正
徳
二
年
に
は
「
吹
屋
所
持
不
仕
、
銅
商
賣

長
崎
の
銅
屋
刀
屋
八
郎
兵
衛
の
由
緒
は
「
延
賓
四
辰
ノ
年
必
賣
問
や
仕
候
」
（
史
料
1
)

と
い
う
。

正
徳
二
年
に

小
吹
屋
北
図
屋
十
右
衛
門
は
北
國
屋
吉
右
衛
門
の
手
代
で
、
延
宝
三
年
頃
の
創
業
で
あ
る
（
史
料
2
)
。

吉
右
衛
門
は
阿
仁
銅
山
開
発
の
山
師
で
、
銅
問
屋
を
兼
ね
、

小
吹
屋
川
崎
屋
市
之
丞
の
由
緒
は
、

「
元
ハ
錢
屋
四
郎
兵
衛
手
代
、
延
宵
六
年
頃
」
の
創
業
と
さ
れ
る
（
史
料
2
)
。

小
吹
屋
川
崎
屋
平
兵
衛
の
由
緒
は
、
「
延
賓
四
辰
年
ふ
同
断
（
日
本
用
銅
小
吹
屋
）
、

譲
受
、
元
録
之
末
宵
永
年
中
必
吹
方
致
候
、
依
之
最
初
必
之
年
敷
を
以
如
斯
」
（
史
料
7
)

と
い
い
、

は
壻
田
屋
同
様
銅
商
売
を
や
め
て
い
た
。

相
止
居
」
（
史
料
5
)

と
い
う
。

賣
相
止
居
」
（
史
料
5
)

と
い
う
。

前
か
ら
名
代
を
つ
と
め
て
い
る
（
史
料
4
.
6
.
8
.
9
)
。

付
録
銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
に
つ
い
て

ま
た
吹
屋
を
所
有
し
て
い
た
。

そ
の
吹
屋
を
手
代
に

北
國
屋



付

録

銅

屋

・
吹
屋
の
変
遷
に

つ
い
て

延
宝
四
年
創
業
と
い
う
。
川
崎
屋
市
之
丞
ー
茂
兵
衛
ー
平
兵
衛
と
い
う
名
儀
の
移
動
が
推
測
さ
れ
る
が
断
定
は
控

小
吹
屋
河
内
屋
博
次
の
由
緒
は
、
「
元
ハ
紙
や
仁
左
衛
門
手
代
、
延
賽
六
年
頃
」
の
創
業
と
さ
れ
る
（
史
料
2
)
。

る
（
史
料
2
)
。

而
多
田
銀
山
必
出
ル
」
（
史
料
7
)
、

（
寛
文
五
）

越
銅
吹
屋
仕
候
ハ
五
拾
年
二
罷
成
候
」
（
史
料
10)
と
い
う
が
、

小
吹
屋
多
田
屋
市
郎
兵
衛
の
由
緒
は
、
「
寛
文
五
巳
年
汐
同
断
（
日
本
用
銅
小
吹
屋
）
、
但
奥
州
南
部
中
村
之
産
ニ

（

寛

永

二

）

（

大

坂

）

ま
た
「
先
祖
ハ
多
田
銀
山
二
而
九
拾
年
以
前
汐
銅
吹
商
賣
仕
、
御
常
地
ね
引

も
さ
れ
る
（
史
料
2
)
。

小
吹
屋
鐵
屋
次
兵
衛
の
由
緒
は
、
「
元
ハ
古
鐵
屋
、
元
緑
四
未
年
頃
」
の
創
業
と
さ
れ
る
（
史
料
2
)
。

小
吹
屋
若
狭
屋
三
郎
右
衛
門
の
由
緒
は
、
「
元
ハ
鉛
屋
、
延
賓
三
卯
年
頃
」
の
創
業
と
さ
れ
る

（
史
料
2
)
。

小
吹
屋
、

屋
清
右
衛
門
手
代
小
左
衛
門
弟
二
而
、
元
録
七
戌
年
湊
町
新
庄
屋
清
右
衛
門
致
家
守
、
次
郎
兵
衛
と
申
候
、
清
右

衛
門
者
紀
州
熊
の
銅
山
相
稼
候
故
右
住
所
二
吹
庭
を
立
、

小
吹
屋
金
田
屋
兵
右
衛
門
の
由
緒
は
、

え
た
い
。

吹
屋
次
（
治
）
左
衛
門
の
由
緒
は
、
「
正
徳
元
卯
年
汐
同
断
（
日
本
用
銅
小
吹
屋
）
、
但
古
来
銅
吹
屋
平
の

足
減
之
試
吹
致
、

吹
屋
へ
彿
来
候
虞
、
清
右
衛
門
紀
州

「
元
ハ
銅
細
工
人
、

「
元
ハ
大
塚
や
・
北
國
や
細
工
人
、

貞
享
四
卯
年
頃
し
の
創
業
と

貞
享
爪
丑
年
頃
」
の
創
業
と
さ
れ



へ
引
越
、

則
次
郎
兵
衛
町
向
相
勤
居
申
候
、
其
後
次
左
衛
門
と
改
、
吹
商
賣
取
懸
り
、

小
吹
屋
富
屋
藤
助
の
由
緒
は
、
「
元
録
十
四
巳
年
ふ
日
本
用
銅
小
吹
屋
、

（
「
銅
座
公
用
留
」
）
。

正
徳
元
年
卯
十
一
月
右
屋

敷
買
得
候
二
付
如
此
」
（
史
料
7
)

と
い
う
が
、
史
料
10
で
は
「
先
祖
汐
銅
吹
屋
仕
、
今
年
迄
爪
拾
壼
年
二
罷
成
候
」

と
い
い
、
す
な
わ
ち
元
禄
七
年
の
創
業
と
し
て
い
る
。
新
庄
屋
の
家
守
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
自
分
の
名
儀
で
小
吹

（
元
禄
十
四
年
）
の
吹
屋
次
郎
兵
衛
は
右
の
由
緒
に
い
う
と
こ
ろ
の
次

左
衛
門
の
前
名
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
史
料
4

（元
禄
十
五
年
）
の
吹
屋
治
左
衛
門
へ
と
つ
な
が
る
。

但
銀
座
長
尾
七
郎
右
衛
門
親
類
之
由
」

同
年
銅
座
吹
所
の
名
儀
人
に
取
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
開
業
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

正
徳
二
年
六
月
半
ば
か
ら
名
前
が
富
屋
九
郎
左
衛
門
に
変
わ
る
（
「
長
崎
下
銅
公
用
帳
」
一
番
）
。

小
吹
屋
富
屋
伊
兵
衛
は
富
屋
藤
助
の
別
家
で
、
創
業
は
正
徳
元
年
で
あ
る
（
史
料
7
.
1
0
)
。

こ
の
変
遷
図
に
表
示
し
た
他
に
も
、
延
宝
期
ま
で
に
廃
業
し
た
銅
屋
・
吹
屋
が
あ
り
、

ま
た
株
を
持
た
な
い
者

が
新
規
の
銅
貿
易
を
出
願
し
た
り
、
密
貿
易
を
企
て
て
銅
屋
か
ら
訴
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
起
っ
た
。

こ
こ
で
は
廃
業
し
た
銅
屋
を
、
管
見
の
範
囲
内
で
あ
げ
て
み
よ
う
（
『
泉
屋
叢
考
』
第
八
ー
拾
輯
参
照
）
。

寛
永
十
四
年
(
-
六
三
七
）
銅
の
輸
出
が
禁
止
さ
れ
た
の
ち
、
解
禁
歎
願
の
た

め
江
戸
に
下
っ
て
運
動

し
た
泉
屋

（理）利
兵
衛
・
同
弟
忠
兵
衛
・
同
八
兵
衛
・
同
伯
父
金
屋
長
右
衛
門
・
伯
母
聟
鍮
鉛
屋
典
兵
衛
・
太
刀
屋
喜
兵
衛
・
錢

（
史
料
7
)

と
い
う
。

屋
を
営
ん
で
い
た
も
の
と
す
れ
ば
、
史
料
3

付

録

銅

屋

・

吹

屋
の
変
遷
に
つ

い
て

一
四



付
録
銅
屋
・
吹
屋
の
変
遷
に
つ
い
て

六
人
で
あ
る
。

右
衛
門
（
堺
）
の
四
人
で
あ
る
。

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
、

一
五

屋
八
郎
右
衛
門
の
七
人
の
う
ち
、
泉
屋
三
人
を
除
く
四
人
は
そ
の
後
史
料
に
み
え
ず
、
太
刀
屋
・
錢
屋
は
絶
家
と

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
貨
物
市
法
商
売
法
が
施
行
さ
れ
た
た
め
、
輸
入
貨
物
銀
の
割
当
て
を
受
け
る
た
め
に

銅
屋
を
廃
業
し
た
の
が
、
布
屋
嘉
兵
衛
（
京
）
・
帯
屋
六
兵
衛
・
糸
屋
次
兵
衛
（
以
上
堺
）
の
三
人
で
あ
る
。

阿
形
宗
智
等
に
よ
る
足
尾
銅
輸
出
計
画
に
対
す
る
古
来
の
銅
屋
の
対
抗
運
動
に
同
調

し
兼
ね
て
廃
業
し
た
の
が
、
前
述
の
海
部
屋
平
右
衛
門
・
塚
口
屋
長
左
衛
門
と
濱
田
屋
吉
兵
衛
（
大
坂
）
．
粋
屋
徳

延
宝
六
年
銅
屋
株
確
定
の
際
に
、
大
坂
町
奉
行
か
ら
銅
商
売
を
さ
し
止
め
ら
れ
た
の
が
、
北
図
屋
次
右
衛
門
・

維
喉
屋
六
右
衛
門
・
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
・
福
山
屋
次
郎
右
衛
門
・
因
幡
屋
清
左
衛
門
・
新
庄
（
屋
）
清
右
衛
門
の

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。



一寛永元(I624) 
錮屋・吹屋の変遷図
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狭
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右
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又
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付
録
泉
屋
嘉
右
衛
門
の
長
崎
に

つ
い
て
の
書
付

但
此
長
屋
横
町
ノ
方
へ
爪
間
角
屋
へ
建
績
、
是
ハ
家
守
居
申
候

二
月
十
九
日
、

成
候
二
付
、

裏
行
五
間

但
北
ハ
家
績
、

長
井
氏
へ
長
崎
覺
書
遣
ス
加

南
ハ
横
町
、
裏
ハ
海
端

但
裏
ノ
地
尻
二
而
拾
六
間
餘

長
井
藤
右
衛
門
様
汐
長
崎
此
方
屋
敷
長
横
間
敷
書
付
見
せ
候
様
二
と
、
太
次
右
衛
門
二
御
申
付
被

則
此
方
屋
敷
ノ
寸
法
書
付
、

一
表
口
拾
爪
間
餘

一
裏
行
三
拾
間
餘

右
之
地
之
内
ニ

一
表

口
四
間

一
表
口
四
間
半

一
表
口
三
間
餘

裏
行
八
間
半

裏
行
―
―
―
間

同
廿
日
二
太
次
右
衛
門
・
嘉
右
衛
門
書
付
申
窯

二
月
廿
一
日
、
嘉
右
衛
門
・
太
次
右
衛
門
持
参

長
崎
浦
五
嶋
町

泉
屋
嘉
右
衛
門
の
長
崎
に
つ
い
て
の
書
付

一
七



一
御
政
所
ね
御
出
候
儀
、
御
奉
書
御
頂
戴
之
上
ハ
、
直

一
入
申
儀
二
而
ハ
無
御
座
候

勤
申
候
、

而
御
座
候
、
依
之
右
乙
名
汐
年
番
年
寄
へ
書
付
差
出
し
申
候
、

二
月
廿
日

一
長
崎
へ
御
着
被
成
候
節
、
早
速
宿
町
ノ
日
行
司
近
付
二
御
成
、
其
上
二
而
乙
名

・
組
頭
へ
付
届
被
成
候
格
式
ニ

名
と
申
ハ
‘

一
長
崎
二
而
何
人
之
方
二
御
宿
被
成
候
共
、
宿
請
人
二
長
崎
者
相
立
申
格
式
二
而
御
座
候
、
此
請
合
之
義
ハ
早
速

儀
二
而
候
得
ハ
、
末
ミ
品
能
被
成
度
時
ハ
、
先
年
番
御
年
寄
A

に
御
出
、
其
上
二
而
御
年
番
ね
宜
敷
御
頼
被
成
度

杯
と
の
御
挨
拶
二
而
、

義
、
殊
外
不
首
尾
二
御
座
候
、

ズ＞

大
坂
之
町
年
寄
之
事
二
而
御
座
候
、
組
頭
と
申
ハ
、
凡
町
之
内
三
―
一
人
ッ
、
御
座
候
、

覺

御
政
所
へ
御
出
可
然
様
二
奉
存
候
、
惣
而
長
崎

且
又

御
政
所
へ
御
出
被
成
候
共
、
御
廣
間
ふ
御
出
不
被
成
、
脇
二
年
行
司
部

日
行
司
と
申
ハ
、
大
坂
ノ
町
代
二
而
御
座
候

付
録
泉
屋
嘉
右
術
門
の
長
綺
に
つ
い
て
の
書
付

則
年
番
古

御
政
所
へ
御
居
ケ
御
座
候
、
但
乙

御
政
所
へ
御
出
被
成
候
筈
二
御
座
候
得
共
、
商
賣
之

御
政
所
へ
他
所
之
者
直
二
罷
出
候

一
八

乙
名
脇
ヲ



付
録

泉

屋

嘉

右
衛
門

の
長
崎
に
つ

い
て
の
書
付

物
御
受
有
間
敷
候
、

共
汐
八
朔
御
證
者
、

指
申
候
、
船
番
ニ
ハ

御
公
儀
様
汐
御
扶
持
、

八
朔
御
纏
二
斗
、

蘭
陀
屋
敷
門
番
、
此
雨
所
も
右
船
番
年
寄
・
手
代
、
此
雨
所
ふ
相
勤
申
候

候
格
式
二
御
座
侯
、
此
外
二
丁
使
・
船
番
・
さ
ぢ
、
此
三
組
ハ

御
政
所
へ
直
二
出
入
、

．
 

九

丁
使
・
舟
番
ハ
大
小

一
御
政
所
御
仕
廻
以
後
、
御
物
役
高
木
作
太
夫
殿
其
外
御
年
寄
六
人
付
届
之
上
、

行
司
・
出
嶋
乙
名
・
組
頭
・
唐
人
屋
敷
乙
名
・
組
頭
・
代
物
替
役
人
・
長
崎
會
所
役
人
、
先
此
分
付
届
ケ
被
成

丁
使
・
さ
ぢ
ハ
大
坂
之
惣
代
同
前
二
而
町
中
汐
扶
持
仕
候
、
扱

年
寄
中
之
元
/
•
手
代
雨
人
ッ
、
御
座
候
、
此
衆
中
へ
も
付
届
ケ
可
然
様
二
奉
存
候
、
尤
唐
人
屋
敷
門
番
・
阿

一
御
政
所
井
御
家
老
・
御
用
人
迄
ハ
、
御
進
物
入
可
申
候
、
此
跡
年
番
御
年
寄

二
而
御
尋
、
御
指
圏
次
第
二
可
被

成
候
、
尤
桔
梗
屋
時
代
二
も
、
初
而
御
政
所
へ
出
被
申
候
節
、
進
物
差
上
ケ
被
申
候
様
二
も
承
候
、
常
ニ
ハ
進

金
子
二
而
御
勤
可
被
成
候
、
是
も
桔
梗
屋
格
式
校
可
有
御
座
候
、
銅
座

金
子
壼
雨
ッ
、
御
雨
殿
ね
壼
人
前
汐
差
上
ヶ
申
候
、
其
時
分
ハ
御
奉
行
様
御
雨
殿
二
而
御

寄
中
迄
ハ
‘

上
下
二
而
御
勤
可
被
成
格
式
二
御
座
候

屋
と
申
所
二
、

地
下
乙
名
之
内
方
一
人
ツ
、
相
詰
居
申
候
、
先
此
年
行
司
二
御
逢
、
差
圏
次
第
二
廣
間
へ
御
出

候
格
式
二
而
御
座
候
、
尤
入
口
へ
之
御
門
二
而
孜
御
断
被
成
候
格
可
然
存
候
、
同
前
ハ
案
内
二
日
行
司
二
而
も

御
頼
被
成
候
歎
、
又
ハ
地
下
人
格
式
存
候
者
壼
人
御
召
連
被
成
候
ハ
、
品
能
様
二

奉
存
候
、

尤

御
政
所
井
年

阿
蘭
陀
通
詞
・
唐
人
通
詞
・
年



持
参
、
其
外
ハ
寸
證
二
而
可
然
奉
存
候

座
候
、
其
後
御
三
殿
二
御
成
被
成
候
節
、

ケ
申
候
、

右
壼
人
前
汐
御
雨
所
へ
爪
雨
之
御
證
金
、
三
割
二
御
指
圏
之
上
差
上

近
年

ハ
御
四
殿
二
御
成
候
二
付
、

一
作
太
夫
殿
井
御
年
寄
六
人
、
其
外
雨
通
詞
・
諸
役
人
之
土
産
ハ
‘

然
奉
存
候
、
尤
常
二
付
届
之
進
物
幾
度
も
受
被
申
候
、

一
御
奉
行
屋
敷
戴
所
二
御
座
候
、
御
雨
人
様
ツ
、
御
詰
被
成
候
、

式
二
御
座
候

一
唐
人
屋
敷
ハ
十
善
寺
と
申
町
は
な
れ
二
、

壼
構

二
唐
人
居
申
候
、
常
ニ
ハ
唐
人
町
へ
御
出
し
不
被
成
候

一
阿
蘭
陀
町
は
な
れ
之
海
中
出
嶋
二
壼
構
之
所
二
御
召
置
、
常
二
町
へ
出
不
申
候

一
長
崎
人
井
他
所
之
者
二
至
迄
、
長
崎
ふ
他
國

へ
出
申
時
、

取
、
往
来
仕
候
御
事

一
唐
人
商
賣
之
御
割
付
ハ
、
年
番
御
年
寄
汐
被
仰
付
候
、

得
共
、

去
年
ふ
入
津
次
第
五
艘
三
艘
二
不
限
、
商
賣
之
御
割
付
銀
高
被
仰
付
候
、
其
様
子
ハ
先
唐
船
拾
艘
之
分

ヘ
御
割
付
千
貫
目
商
賣
仕
候
時
ハ
‘

此
内
五
百
貫
目
代
物
替
、

付
録

泉

屋

嘉

右
価
門

の
長
崎
に
つ
い
て
の
書
付

四
割
之
格
二
御
朧
金
指
上
ヶ
申
候

何
方
へ
御
尋
二
不
及
、
随
分
重
キ
御
進
物
可

且
又
八
朔
膿
金
ハ
、
作
太
夫
殿
井
御
年
寄
六
人
斗
へ
御

尤
八
朔
御
證
ハ
御
四
殿
様
共
二
苺
年
相
勤
申
格

町
之
乙
名
へ
断
、
年
番
井
年
行
司
之
往
来
切
手
ヲ
受

尤
去
ミ
年
迄
ハ
春

・
夏

・
秋
三
度
二
御
割
付
被
仰
付
候

此
分
銅
者
銅
二
而
代
物
か
へ
、

此
銅
式
ハ
五
拾

二

0



付

録

泉

屋

嘉

右
御
門

の
長
崎
に
つ
い
て
の
書
付

一
金
銀
支
配

一
金
見

一
筆
者

一
御
頭
人
敷
覺

爪
人
斗

戴
人
斗

賦
人
斗

御
雨
人
斗

五
六
人
へ
被
仰
付
、
御
頭
分
ハ
大
用
二
御
構
被
成
候
様
二
仕
度
候

萬
斤
、
残
テ
五
百
貫
目
御
定
高
式
ハ
此
銅
拾
五
萬
斤
ニ
メ
、
爪
口
/
六
拾
五
萬
斤
入
申
筈
之
所
二
、

五
拾
萬
斤
有
之
候
得
ハ
残
テ
拾
五
萬
斤
不
足
‘
此
不
足
之
代
り
ハ
銀
子
二
而
去
ミ
年
汐
御
渡
シ
被
成
候
得
共
、

今
年
之
様
子
ハ
又
ミ
相
違
可
申
哉
、
惣
而
唐
人
へ
御
割
付
被
仰
付
、
商
賣
仕
廻
出
船
迄
ハ
、
品
二
必
壼
ケ
月
二

ヶ
月
相
延
申
義
も
御
座
候
、
銅
出
船
十
日
斗
前
二

賣
渡
シ
申
格
式
二
而
御
座
候

一
雨
所
直
組
時
分
ハ
御
壺
人
之
外
二
御
器
料
之
御
手
代
五
六
人
斗
被
召
連
、
唐
人
・
阿
蘭
陀
通
詞
へ
之
撤
符
ハ
此

一
唐
人
・
阿
蘭
陀
雨
所
之
門
番
所
二
而
、

一
御
元
/

御
壼
人
殿

下
着
之
銅

慇
懃
二
御
断
可
被
成
候
、
尤
出
嶋
門
ロ
二
而
ハ
懐
中
さ
が
さ
せ
改
申
候



一
御
豪
所

戴
人
斗

町
ミ
汐
會
所
へ
持
参
申
候
、
其
格
二
成
候
ヘ
ハ
人
入
不
申
候

但
斤
雨
取
功
者
成
御
方
可
然
候

一
斤
雨
元

戴
人
斗

但
手
前
二
而
改
直
申
時
、

一
銅
代
金
集
人

一
方
ミ
御
使
役（
加
筆
）

一
下
小
使
「
是
ハ
無
用
二
候
」
十
人
斗

M

M

M

 

但
下
男
並
ノ
者
二
而
萬
二
御
使

一
年
頃
成
元
/

一
惣
横
目
但
是
ハ
銅
入
目
時
分
風
袋
元
二
而
足
シ
銅
差
引
仕
候
役

一
銅
改
人

一
銅
支
配

五
六
人
斗

十
人
斗

五
人
斗

戴
人
斗

又
ハ
出
嶋
二
而
掛
渡
申
時
、
存
之
外
人
敷
入
申
候

付
録
泉
屋
嘉
右
衛
門
の
長
崎
に
つ
い
て
の
書
付



付

録

泉

屋
嘉
右
衛
門
の
長
崎
に
つ
い
て
の
書
付

一
天
ひ
ん

一
れ
い
て
く

一
横
秤 但
斤
剛
鉤

一
鐵
筋
か
ね

一
銅
改
革
も
っ
か
う

一
御
食
た
き

御
入
用
道
具

一
五
百
目
分
銅

但
京
二
て
壼
雨
位
二
て
念
入
候
を

一
斤
雨 一

買
物
使

一
御
料
理
人

一
か
な
っ
ち

一
硯
箱

（
加
筆
）
「爪」

五
梃
斗

五
ッ
斗

舟
斗

五
丁
百
斤
分



一
の
こ
き
り

一
大
坂
汐
御
指
下
シ
被
成
候
銅
長
崎
着
之
節
、
水
揚
ハ
元
船
之
水
主
共
蔵
入
仕
格
二
御
座
候
、
尤

一
箱

ッ
、
皆
掛

一
右
下
着
之
銅
、
後
藤
分
銅
之
様
を
以
悉
掛
改
直
申
候
、

一
右
之
銅
改
申
日
用
ハ
、
壼
人
一
日
前
賦
匁
ッ
、
二
而
御
座
候
、
斤
雨
壼
丁
二
て
凡
四
百
箱
斗
改
申
候
ヘ
ハ
‘

用
凡
十
七
人
程
入
申
候
、

改
役
雨
人
差
越、

双
方
撤
符
之
上
不
足
之
銅
入
足
申
候

（
マ
マ
）
―
―
右
之
銅
唐
人
依
望
、
筵
包
又
ハ
縄
斗
二
て
梱
さ
せ
申
候
‘

仕
、
高

ノ
内
二
て
五
箱
拾
箱
ハ
正
味
改
申
様
二
可
被
仰
付
候

一
荷
な
い
棒

一
か
ま

一
そ
ろ
は
ん

一
分
銅
針
口

一
の
ミ

此
外
二
箱
繕
賃

・
縄
釘
代
入
申
候
、

百
箱
二
て
五
箱
斗
も
正
味
掛
見
申
候
‘

一
釘
ぬ
き

一
か
ん
な

一
き
り

付
録
泉
屋
嘉
右
御
門
の
長
崎
に
つ
い
て
の
書
付

百
斤
之
外
二
五
拾
目
ッ
、
入
足
改
置
候

日

右
之
銅
唐
人
へ

賣
渡
申
節
、

唐
人
方
る
右
之
銅

相
違
無
之
候
ヘ
ハ
請
取
申
候
、
若
不
足
御
座
候
時
ハ
‘

則
此
縄
筵
日
用
之
支
配
仕
候
者
御
座
候
、
右
之

ニ
四



付
録

泉

屋

嘉

右
衛
門

の
長
崎

に
つ

い
て
の
書
付

門
釘
付
二
被
仰
付
候
も
御
座
候

な
わ
・
む
し
ろ

・
日
用
賃
共
二
、
唐
人
方
汐
出
し
申
候

一
右
之
銅
賣
付
申
時
ハ
、
唐
人
宿
町
之
者
四
五
人
参
、

唐
人
出
帆
之
節
箱
敷
請
取
申
候
、

仕
、
宿
町
へ
相
渡
申
候
、
此
文
言
二
、
右
何
百
箱
之
内
二
御
法
度
之
品
ミ
入
不
申
候
、
若
紛
敷
物
於
在
之

者
私
可
承
と
書
付
申
候

銅
箱
二
符
仕
、
其
銅
ヲ
其
儘
二
銅
主
ノ
蔵
へ
預
ヶ
置
、

尤
唐
船
積
出
シ
申
日
用
も
銅
主
へ
構
不
申
候
、

但
宿
町
・
付
町
井
銅
改
人
参
候
節
、
酒
肴
出
し
馳
走
仕
事
二
候

一
右
之
趣
古
来
之
銅
屋
井
桔
梗
屋
賣
渡
被
申
候
格
式
二

而
御
座
候、

ニ
付
、
唐
人
直
二
銅
や
へ
参
請
取
申
二
付
、

目
不
同
御
座
候
而
も
構
不
申
候

二
五

且
又
右
銅
預
り
申
一
札

尤
拾
五
六
年
以
前
迄
ハ

唐
人
町
宿

二
御
置
候

大
坂

5
下
シ
申
銅
箱
ヲ
内
改
も
不
仕
、

唐
人
へ
相
渡
申
候
、
尤
入

一
拾
五
六
年
以
来
ハ
、
掛
目
き
ひ
し
く
唐
人
改
さ
せ
、
宿
町
・
付
町
銅
箱
符
印
迄
致
置
候
、
銅
を
唐
船
へ
積
渡
申

節
唐
舟
二
て
御
検
使
井
唐
人
又
ミ
改
申
候
、
自
然
か
る
め
御
座
候
時
ハ
、
銅
主
唐
舟
へ
御
呼
被
成
、
其
上
二
て

唐
人
諏
符
二
て
禰
か
る
め
御
座
候
時
ハ
、
其
軽
目
銅
辮
、

其
上
二

而
銅
や
ハ
商
賣
御
取
上
ケ
、

宿
町
・
付
町
閉

依
之
此
度
ハ
手
前
二
而
念
入
御
改
、
尤
筵
包
二
御
さ
せ
置
、
唐
人
屋
敷
汐
何
番
舟
之
唐
人
宿
町
へ
銅
何
百



此
口
錢
ハ
漸
十
六
七
年
以
来
出
シ
申
候
、
/
五
匁
ツ
、
口
錢
出
申
候

畢
覚
御
手
前
之
蔵
二
而
改
さ
せ
申
孜
無
用
之
儀
と
奉
存
候

箱
賣
渡
可
被
申
と
の
差
紙
銅
座
へ
直
二
御
取
、
唐
人
出
舟
之
節
、
唐
舟
迄
銅
座
之
日
用
井
通
船
二
而
御
積

被
成
候
様
二
、
初
メ
汐
御
極
可
然
奉
存
候
、

取
可
被
成
候
、

又
ハ
入
目
御
取
不
被
成
候
様
二
も
御
極
メ
候
ハ
ヽ
、
大
用

二
相
見
へ
、

唐
人
も
悦
可
申
候
、

併
改
役
人
井
縄
菰
支
配
之
者
迷
惑
可
申
候
へ
共
、
是
ハ
先
年
無
之
、
漸
十
五
六
年
之
新
法
二
而
御
座
候
故
、

さ
の
ミ
迷
惑
二
も
存
間
敷
候
、
先
ハ
右
之
者
共
相
加
へ
、
宿
町
・
付
町
入
込
、
銅
渡
候
時
ハ
中
／
＼
御
難

儀
成
御
事
二
候

右
之
通
二
唐
船
へ
直
積
二
被
成
、
唐
船
二
而
唐
人
御
検
使
請
相
改
、
若
不
足
在
之
候
時
ハ
‘

一
唐
人
賣
銅
代
ハ
去
年
汐
金
子
二
而
不
残
御
渡
被
成
候
、

切
申
候
、
尤
諸
國
商
人
方
へ
代
物
買
申
代
金
を
致
為
替
、
商
人
手
前
方
銅
代
請
取
申
諄
も
御
座
候

一
唐
人
へ
賣
渡
候
銅
直
段
ハ
ロ
錢
込
二
相
封
仕
候
二
付
、

ぷ
唐
人
町
屋

二
居
申
時
、
宿
口
錢

二
而
御
座
候
、

付
録
泉
屋
嘉
右
価
門
の
長
崎
に
つ
い
て
の
書
付

然
上
ハ
只
今
迄
縄
筵
日
用
之
支
配
仕
候
通
り
、
壷
箱
入
目
御

銅
主
迷
惑
仕
候
ヘ
ハ
‘

且
又
銅
代
金
ハ
唐
船
へ
積
渡
不
申
内
二
不
残
宿
町
汐
取

百
斤
二
付
戴
匁
ハ
唐
人
屋
敷
へ
出
シ
申
候
、
是
ハ
古
来

又
百
斤
二
付
―
―
―
匁
ハ
、
大
通
詞
・
小
通
詞
へ
遣
シ
申
口
錢
、

一
阿
蘭
陀
入
津
之
時
分
ハ
、
苺
年
盆
前
後
二
て
御
座
候
、
代
物
賣
申
儀
雨
度
二
入
札
御
座
候
、
初
札
八
月
十
日
時

二
六



付
録
泉
屋
嘉
右
衛
門
の

長
崎
に
つ
い
て
の
書
付

扱
蔵
之
内
日
用
ハ
手
前
互
屈
、

分
、
戴
番
札
八
月
廿
日
迄
二
て
御
座
候
、
銅
直
組
ハ
初
札
過
立
會
相
極
申
候
、

日
切
二
て
、

一
日
も
廷
不
申
候

一
阿
蘭
陀
賣
銅
之
儀
ハ
阿
蘭
陀
居
申
出
嶋
蔵
御
座
候
、

後
ハ
錠
致
、
封
印
仕
候
、
且
又
阿
蘭
陀
賣
銅
ハ
手
前
二
て
掛
直
し
申
二
不
及
、
大
坂
古
下
り
候
箱
二
て
出
嶋
ヘ

（
廻

力
）

入
申
候
、
其
節
口
着
之
舟
御
座
候
得
ハ
、
出
嶋
門
口
邊
迄
元
舟
必
水
上
ヶ
致
さ
せ
、
欠
敷
受
取
手
前
汐
番
を
付
、

其
後
出
嶋
蔵
へ
入
さ
せ
申
候

一
銅
掛
渡
候
儀
ハ
、
前
ミ
必
九
月
差
入
必
掛
付
申
候
、

二
七

阿
蘭
陀
出
帆
ハ
先
年

5
九
月
廿

此
蔵
へ
手
前
日
用
二
て
銅
持
込
置
申
候
、
尤
銅
入
置
申
以

則
去
年
る
大
針
ロ
二
て
正
味
百
斤
之
外
二
壼
斤
ッ
、
入
足

仕
、
相
渡
申
候
、
尤
針
口
之
掛
手
ハ
此
方
ふ
掛
渡
申
候
得
共
、

阿
蘭
陀
立
會
之
上
、
軽
キ
重
キ
之
撤
符
仕
候
、

一
日
二
四
五
百
箱
ッ
、
壼
蔵
二
て
掛
申
候
、
此
日
用
凡
十
人
斗
や
と
ひ
申
候
賃

銀
、
壼
人
二
戴
匁
五
分
ッ
、
二
て
御
座
候
、
右
之
通
二
五
蔵
六
蔵
ツ
、
毎
日
掛
渡
申
候
、
尤
出
嶋
町
人
掛
場
へ

出
合
申
二
付
、
此
所
酒
・
提
重
・
茶
・
た
は
こ
出
シ
申
候
、
扱
銅
阿
蘭
陀
へ
受
取
、
箱
詰
井
持
出
し
申
迄
ハ
‘

阿
蘭
陀
之
日
用
二
而
此
方
二

構
不
申
候
、

も
日
用
共
へ
も
喰
物
出
し
不
申
候

蔵
之
内
手
前
日
用
共
二
餅

・
酒
ヲ
給
さ
せ
申
候
、
併
去
年
ハ
町
衆
へ

一
右
之
銅
ハ
九
月
十
五
六
日
頃
迄
掛
渡
し
申
候
、
代
金
ハ
銅
賣
申
目
録
指
出
し
次
第
、
．

廿
日
迄
二
受
取
申
候
、
尤



し
申
候

一
唐
人
銅
直
組
之
義
ハ
、
春
船
二
直
組
相
極
り
、

て
唐
人
井
通
詞
・
乙
名
・
組
頭
・
銅
主
立
會
申
候
、

成
候
哉
、

其
繹
も
稜
旦
二
御
断
可
被
成
候

一
阿
蘭
陀
賣
之
銅
出
嶋
へ
入
申
節
ハ
、
箱
敷
書
付
、

し
申
候

以
後
な
ら
て
ハ
御
渡
し
不
被
成
候

商
人
買
物
代
ハ
為
替
二
仕
候
ヘ
ハ
‘

極
二
て
御
座
候
、

一
度
二
而
ハ
相
清
不
申
候
間
、
少
ミ
餘
計
御
申
出
し
可
被

十
七
八
日
二
も
受
取
仕
廻
申
候
、

且
又
阿
蘭
陀
小
判
直
段
六
十
八
匁
ノ
御

日
本
仁
買
物
代
之
小
判
之
相
場
ハ
、
毎
年
上
方
相
場
を
以
御
極
候
へ
共
、

一
阿
蘭
陀
へ
賣
渡
申
銅
も
口
錢
込
二
直
組
仕
候
二
付
、

付
録
泉
屋
嘉
右
衛
門
の
長
崎
に
つ
い
て
の
書
付

又
秋
舟
二
も
直
組
仕
直
し
申
事
二
候
、

去
年
汐
五
十
八
匁

と
被
仰
付
候
へ
共
、
此
通
二
相
極
り
可
申
候
、
左
候
ハ
、
間
金
壼
雨
二
付
拾
匁
ツ
ヽ
、
此
間
銀
ハ
阿
蘭
陀
婦
帆

百
斤
ニ
三
匁
ッ
、
出
し
申
候
、
此
口
錢
も
四
十
年
以
来
出

則
十
善
寺
唐
人
屋
敷
ニ

又
ハ
御
賣
詰
之
直
段
御
申
遣
シ
、
初
ふ
其
断
通
詞
へ
御
申
可
被
成
候
哉
、
此
儀
御
了
簡
次
第
二
候

一
阿
蘭
陀
直
組
之
儀
ハ
八
月
十
日
時
分
初
札
以
後
近
年
相
極
申
候
、
尤
立
會
前
二
乙
名
部
屋
・
通
詞
部
屋
へ
御
断
、

差
圃
在
之
時
、
鹿
皮
丹
部
屋
へ
御
出
可
被
成
候
、
尤
唐
人

・
阿
蘭
陀
と
も
二
ロ
錢
込
之
直
組
二
て
御
座
候
間
、

蔵
へ
入
置
申
段
一
札
仕
、
門
番
之
衆
中
へ
印
形
い
た
し
相
渡

ニ
八



な
お
、

近
世
に
於
い
て
、
銅
の
輸
出
が
わ
が
国
の
経
済
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
来
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

近
年
こ
の
方
面
の
研
究
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
殊
に
幕
府
の
銅
政
策
に
関
連
し
て
銅
の
集
荷

・
精
錬
．

輸
出
な
ど
を
取
扱
っ
た
銅
座
に
つ
い
て
は
、

そ
の
史
料
が
少
な
く
充
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

幸
い
当
室
に
は
銅
座
創
立
時
の
事
情
・
事
業
内
容
を
伝
え
る
多
く
の
直
接
史
料
が
あ
る
が
、
本
輯
は
鉱
業
史
に
特

に
御
造
詣
深
い
京
都
大
学
名
誉
教
授
小
葉
田
淳
博
士
が
こ
れ
ら
史
料
を
精
査
さ
れ
、

方
面
に
亘
り
如
何
に
重
要
な
関
係
を
持
っ
た
か
、

何
に
寄
与
し
た
か
を
、
多
く
の
緻
密
な
数
表
を
あ
げ
て
詳
述
さ
れ
た
も
の
で
、

っ
て
お
り
、
今
回
は
ま
ず
元
禄
の
第
一
次
銅
座
と
住
友
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
た
。

後

記

銅
の
輸
出
が
長
崎
貿
易
の
諸

ま
た
幕
府
の
輸
入
貨
物
に
関
連
し
た
金
銀
の
流
出
抑
制
策
に
如

画
期
的
御
研
究
で
あ
る
。
近
世
に

於
い
て
住
友
は
最
大
の
銅
精
錬
業
者
・
銅
輸
出
業
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
前
述
の
経
緯
に
対
し
て
至
大
の
関
連
を
持

ま
た
、
付
録
に
つ
い
て
は
教
授
の
御
指
導
の
も
と
に
室
員
今
井
典
子
が
作
成
な
ら
び
に
筆
写
し
た
。

ロ
絵
幸
町
付
近
部
分
絵
図
は
、
清
文
堂
刊

『
古
板
大
坂
地
圏
集
成
』
所
収
虹
麟
大
坂
東
西
南
北
町
嶋
之
圏



昭
和
五
十
五
年
二
月

よ
り
借
用
し
た
。
付
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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